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　序章




「それでも僕ぼくはやってない！」




　裁判所の法ほう廷てい内に若者の悲痛な声が響ひびく。

「被ひ告こく人、ご静せい粛しゆくに」

　法ほう廷ていの一番奥おくに座すわる裁判長が木き槌づちを叩たたき、興奮する被ひ告こく人を戒めた。

　被ひ告こく人席で項うな垂だれるのは、23歳さいの青年。

　名前はエルヴィン。将来に多くの可能性を秘めた前ぜん途とある若者。

　そんな彼かれは今、裁判所で己おのれの犯おかしたとされる罪を裁かれている真っ最中だ。裁判は一いつ般ぱん公開が原則であり、傍ぼう聴ちよう人たちが静かに見守っている。

「騎き士し団側。改めて起き訴そ事実をお願いします」

「はい。被ひ告こく人の冒ぼう険けん者エルヴィンは、王国暦れき１９９９年４月９日午前８時45分頃ごろ、ダンジョン・アークエル洞どう窟くつ内において、被ひ害がい者の女剣けん士しララに対し、左手を同女の臀でん部ぶと太ももにあてがい、手指で弄もてあそぶなどし、もって強しいて猥わい褻せつな行こう為いをしたものであります」

　自分の真正面の席に立つ黒い鎧よろいの騎き士しが読み上げたその内容を聞いて、エルヴィンは力なく首を横に振ふりながら「僕ぼくはそんなことやっていない」と、今度は声にならない言葉を口にする。

「当時、アークエル洞どう窟くつは冒ぼう険けん者で溢あふれかえっており、事件現場には特に多くの人が密集していました。そのため、被ひ害がい者は抵てい抗こうも身動きも取れない状じよう況きようでありました。いわゆる満員ダンジョン内での痴ち漢かん行こう為いです」

　昼夜、冒ぼう険けん者たちが訪おとずれるダンジョン。富や名声を求める命知らずたちが、自分自身の剣けんと魔ま法ほうの力を、はたまた仲間たちとの連れん携けいを駆く使しして攻こう略りやくに挑いどむ人じん智ちを超こえた場所。

　神しん出しゆつ鬼き没ぼつのモンスター。各フロアに張はり巡めぐらされたトラップ。一歩踏ふみ込こめば危険が当たり前な環かん境きようであるが、ダンジョン内では冒ぼう険けん者同士のいざこざも後を絶たない。

　やれ『俺おれが先にこの宝箱を見つけた』だの。やれ『ドラゴン討とう伐ばつの手て柄がらは俺おれのものだ』だの。

　酷ひどいケースなら、冒ぼう険けん者が冒ぼう険けん者の所持品を盗ぬすんだり、身体を傷つけたり、殺あやめたり──。

　そう、犯罪までもが行われる。

　ここ王国裁判所では、王国内の町や村だけでなく、そういった王国管かん轄かつ内のダンジョンで起こった事件の裁判も執とり行おこなっているのだ。

　冒ぼう険けん者エルヴィンは、攻こう略りやく中のダンジョン内で痴ち漢かんの疑いを掛かけられ、騎き士し団に現行犯逮たい捕ほされた身だ。彼かれは大学の新卒で、この春に冒ぼう険けん者に成り立ての若者。何と逮たい捕ほされたその日が、記念すべき初めてのダンジョン攻こう略りやくの日だった。

　未知の迷めい宮きゆうへの挑ちよう戦せん。凶きよう暴ぼうなモンスターとの死し闘とう。それを乗のり越こえた先に手に入る、財宝や栄光。パーティーの仲間たちとの絆きずな。

　不安もあったが、何より期待と希望で胸が一いつ杯ぱいだった。いつか英えい雄ゆうと呼ばれるような冒ぼう険けん者になってやると、エルヴィンは熱い思いを滾たぎらせていたものだ。

　──そんな輝かがやかしいはずの若者の未来が、あの日、一いつ瞬しゆんにして奪うばわれた。

　法ほう廷てい中央の証言台には美しい女剣けん士しが立っている。痴ち漢かん被ひ害がい者の女性である。

「う、ううう…………」

「どうぞ、ゆっくりで結構です。事件の日のことをお話し下さい」

「……はい……」

　彼かの女じよ、女剣けん士しララは、事件を再現するかのように、当時と同じ装備品に身を包み出しゆつ廷ていしていた。騎き士し団の要よう請せいに従い、勇気を出してこの証言台に立っているのだ。痴ち漢かんを受けた時の恐きよう怖ふを思い出しているのか、さっきからグスグスと涙なみだを拭ぬぐっている。

（くそッ！）

　エルヴィンはララを見ながら、はらわたが煮にえくり返る思いをしていた。彼かの女じよの「この人痴ち漢かんです！」のたった一言で、人生をめちゃくちゃにされてしまったのだから。

　──痴ち漢かん冤えん罪ざい。

　冒ぼう険けん者の間でも恐きよう怖ふの対象だ。ある意味、モンスターよりもよっぽどタチが悪い。

　新米冒ぼう険けん者のエルヴィンは、モンスターへの対策はバッチリしていたつもりだったが、迂う闊かつにもそちらのことは全く頭になかった。ダンジョン内の人の多い場所で両手を上げる男性冒ぼう険けん者たちがいるのを見て、何かの儀ぎ式しきか魔ま法ほうの動作かと思っていたのだが、あれが痴ち漢かんと疑われないための対策だと知った時には後の祭りだった。

　被ひ害がい者の女剣けん士しララは洟はなをすすりながら、身体を弄いじられた時の状じよう況きようを証言して行く。

　彼かの女じよからの話を聞き終えると、黒い鎧よろいの騎き士しがドンと机を叩たたいた。王国内で犯罪が行われた時は、彼かれら黒曜騎き士し団が被ひ疑ぎ者しやを起き訴そし、裁判が行われるのだ。

「……抵てい抗こうの出来なかった婦女子に対してのこの卑ひ劣れつな行い。社会的にも憎にくむべき行こう為いです。被ひ告こく人が前科なしの初犯であることを考えても、法令通り、王国刑けい法ほう92条、強制猥わい褻せつ罪を適用して実じつ刑けいを与あたえるのが相当と思われます」

　黒曜騎き士しはもう一度机を叩たたいて力強く言いきる。

　エルヴィンはそれ以上に強く言い返してやりたいのだが、何も言葉が出て来なかった。

　自分が何を言ったところで無む駄だだと言うことは、ここに至るまでの経験から痛感しているからだ。事件当時も、必死で弁解をしたのだが、通報を受けてやって来た騎き士したちにあっという間に取り押おさえられてあえなく御ご用よう。無む慈じ悲ひにも、パーティーの誰だれもエルヴィンを助けようとはしてくれなかった。

　その後も地じ獄ごくだった。

　取調室では犯人だと決め付けられ、剣けんを眼前に突つき付けられて自白を強要されたが、何とかじっと耐たえた。

　父から冒ぼう険けん者デビューの祝いに貰もらった鋼はがねの剣けんを担保に牢ろう屋やから保ほ釈しやく。その時は涙なみだが止まらなかった。息子むすこの活かつ躍やくを信じて送り出してくれた父に申し訳なくて仕方なかったのだ。

　仮かり初そめの自由を得たところで、裁判中の人間を仲間に入れるようなパーティーなど皆かい無む。学生時代に貯ためていた貯金もすぐに底を尽ついてしまい、実家に戻もどるしかなかった。家族は無実を信じてくれたが、ご近所からの視線はあまりに冷たかった。

　だが、いくらどん底に落とされようとも、それでもエルヴィンは今日までずっと無実を叫さけび続けて来たのだ。

　こんな理り不ふ尽じんに絶対に屈くつするものか……。

　信じてくれている家族のために、冒ぼう険けん者として羽ばたく未来のために、この目の前のトラブルを切きり抜ぬけてやる……。

　そう誓ちかうエルヴィンではあるが、気持ちだけでは何一つ変えられない。実情はただの無力な若者。ここはダンジョンではないし、戦う相手はモンスターではない。いざ裁判となれば、鍛きたえた剣けんの腕うでも、必死に習得した魔ま法ほうも、何の役にも立たないのだ。

　歯は痒がゆい。あまりに歯は痒がゆい。

「──異義あり」

　そんな気持ちを汲くみ取とったかのように、エルヴィンの隣となりに座すわる男が代わりに口を開いた。

　この裁判、エルヴィンの弁護人として出しゆつ廷ていしている男だ。

　刑けい事じ裁判において、黒曜騎き士したちがエルヴィンを攻こう撃げきする『剣けん』なら、彼かれがエルヴィンを守る『盾たて』。

　法ほう廷ていの花形──弁護士。

　その名は、キール＝カーディナルと言う。

　キールの年ねん齢れいはエルヴィンと変わらないくらいでかなり若い。しかし、弁護士としての実績と評判は確かなもので、『若き無敗の弁護士』との謳うたい文もん句くを持つ凄すご腕うでだ。

　エルヴィンは今回の裁判、キールを頼たよることに決めた。

　この場所で戦うのは、戦士でも、魔ま法ほう使つかいでも、僧そう侶りよでも、弓使いでもない。主役は自分たち冒ぼう険けん者ではない。

　裁判所は彼かれら、弁護士たちの舞台ステージなのだ。

　だから冒ぼう険けん者エルヴィンは、弁護士キールに自らの運命を全て託たくす。

「どうぞお話し下さい」

　裁判長に促うながされ、キールは堂々と話し出す。

「それでは、被ひ害がい者のララさんにお尋たずねします。事件当時、あなたはどうしてそのような服装をされていたのでしょうか？　皆みな様さま、今一度、よくご覧下さい」

　キールの発言を受け、法ほう廷ていにいる者全員の視線が、証言台に立つ被ひ害がい者へと集まる。

　女剣けん士しララは、上半身は見るからに固い鉄の鎧よろいで包まれているのだが、下半身の方はというと、臀でん部ぶから太ももにかけて丸見えの褌ふんどしのような装よそおいをしている。

「ご覧の通り、素す肌はだを思いっきり曝さらけ出だしており、モンスターと戦うための装備品としては合理性に欠けます。丸見えですよ、丸見え。これでは自ら周囲に対し、触さわってくれと誘さそっているようなものです。ララさん。あなた、あえてそのような格好をされていたのではないですか？　実は誰だれかに触さわって欲ほしかったんじゃないですか？」

「そ、そんなわけありません！」

　ララは顔を赤らめて否定する。

「それを証明することは出来ますか？　あなたの方が痴ち女じよではなかったという証明です」

　ドンという机の叩たたかれる音が聞こえ、キールの発言が遮さえぎられる。

「何をふざけたことを言っているんだ！　こういう意味のない露ろ出しゆつは女剣けん士し装備のお約束というやつだろう！　ファッションの一いつ環かんだよ！　そんなことも知らんのか!?」

　エルヴィンを起き訴そした黒曜騎き士しだ。被ひ害がい者への配はい慮りよに欠けたキールの言い回しに憤いきどおって口を挟はさんで来たのだ。

「騎き士し団側。威い圧あつするような行こう為いはお控ひかえ下さい」

　裁判長に窘たしなめられ、黒曜騎き士しは咳せき払ばらいする。

「コホン、失敬……。つまり弁護人は、被ひ害がい者が挑ちよう発はつするような格好をしていたのだから触さわっても違い法ほう性はない。そう言いたいのかな？」

　続けて黒曜騎き士しは、キールに向かってなじるように言った。

　それを受けて、キールは真顔で頷うなずく。

「はい。被ひ害がい者は長めの腰こし巻まきや、グリーブといった装備品で脚あし全体を隠かくすことも出来たのに、あえて下半身を見せ付けるかのような格好をしてダンジョンにいたのです。痴ち漢かんに対して、あらかじめ予防や対策をすることは出来たはずです。果たして、加害者だけに責任を負わすべきなのでしょうか？　『くっ……触さわれ！』とでも言うような格好をしていたのは、被ひ害がい者自身なのですよ？　同意の上という誤ご認にんを与あたえかねないものです。そう考えると、むしろ猥わい褻せつ物を曝さらけ出だしていたのは、被ひ害がい者の方じゃないんですか？」

「そんな！　酷ひどいです！」

　証言台でララが泣き声を上げる。

　今のキールの発言は、裁判官たちの心証を悪くしただろう。ララは顔を覆おおって泣いているし、傍ぼう聴ちよう席にいる女性たちからも冷たい視線が飛んで来る。

　すると黒曜騎き士しは、またもキールを威い嚇かくするかのように、机を激しく叩たたいた。

「予防出来ようが出来まいが、触さわった責任は加害者だけにある！　仮に触さわられるような、あるいは触さわりたくなるようなドエロい格好をしていたとしても、被ひ害がい者には何の非もない！　痴ち漢かんした方が悪いに決まっているだろ！　窃せつ盗とうだったら盗ぬすみたくなるような高級品を持っていた金持ちの方が悪いか!?　盗ぬすんだ方が悪いだろうが！　イジメだったら、イジメられた方が悪いか!?　イジメた方が悪いに決まっているだろ！　触さわった方が悪なんだよ！」

　やや感情的になり過ぎている感があるが、黒曜騎き士しの熱い言葉に傍ぼう聴ちよう席の多くの人が同意して頷うなずいている。

「……ああ、まあ、そうですね、分かりました。騎き士し団側の仰おつしやる通りです。仮に痴ち漢かんの事実があったとすれば、加害者にのみ責任が問われるべきですね」

　キールは投げやり気味に言った。情勢が良くないと感じ取り、隣となりでは依い頼らい人のエルヴィンが不安げな視線を送っている。

　それに気づいたキールは、すぐに再び口を開いた。

「そもそも被ひ告こく人のエルヴィンさんが本当に触さわったのでしょうか？　現場周囲にいた目もく撃げき者の証言は『触さわったように見えた』という曖あい昧まいなものでした。しかもその目もく撃げき者は、背せ丈たけの低いドワーフで、顔ははっきりとは見えていなかったと言っています。これだけではエルヴィンさんが痴ち漢かんをしたという証明には成り得ません」

「事件発生時、ララの隣となりにいたもう一人の戦士は双そう剣けん使いで両手が塞ふさがっていたのだ！　位置関係的に触さわることが出来たのは、被ひ告こく人のエルヴィンしかあり得ない！」

　またまた大きな音を立てて机を叩たたき、黒曜騎き士しは強く言いきった。さっきからあまりに勢い良く叩たたくものだから、机にはとっくに亀き裂れつが走っている。

　黒曜騎き士しが裁判長に叱しかられている間に、キールは手元の資料を改めて確かく認にんした。

　その裁判資料には、事件発生時の状じよう況きようや、被ひ害がい者周辺にいた冒ぼう険けん者たちの立ち位置などが事細かに記録されている。それを見る限りは、確かにエルヴィンしかララの下半身に触さわることは出来ない状じよう況きようだった。

「ふうむ……」

　キールはため息をつく。

　いわゆる痴ち漢かん事件の裁判は、被ひ害がい者の証言が絶対的な力を有する。確実な物証がなくとも、被ひ害がい者の証言と、状じよう況きよう証しよう拠こだけで有罪が確定してしまうのだ。

　特に、満員ダンジョン内での痴ち漢かん事件の有罪率は、99パーセントである。

　レベル１の冒ぼう険けん者が、いきなり迷めい宮きゆうの王者ドラゴンに遭そう遇ぐうしたようなもの。痴ち漢かんに疑われるような状じよう況きように遭そう遇ぐうした時点で負けなのだ。

「…………」

　キールは横目で隣となりを見る。

　そこに座すわるエルヴィンは、悔くやしそうな表情で歯を食いしばっている。このままでは彼かれは、変態痴ち漢かん冒ぼう険けん者の烙らく印いんを押おされてしまうのだ。前科も付くし、お先真っ暗というやつである。冒ぼう険けん者としての活かつ躍やくどころか、王国で暮らして行くことにすら肩かた身みが狭せまい思いをするようになるだろう。

　そんなエルヴィンに対し、

（──勝ちたいですか？）

　キールは周囲には聞こえないように、小声で問とい掛かけた。

　エルヴィンはキールの方を見て、迷いなく頷うなずく。

（もちろんですよ、弁護士さん……！　勝ちたいです……！）

（どんな手段を使ってでも、ですか？）

　一いつ瞬しゆん戸と惑まどいの表情を見せるが、エルヴィンはもう一度力強く頷うなずいた。

（はい……！　どんな手段を使おうが勝ちたいです……！）

　それを聞いたキールは、ニヤリと笑う。

（分かりました。──勝たせましょう）

　キールは諦あきらめない。

　たとえ勝つ見み込こみが極きわめて低かろうと。たとえ無む謀ぼうな戦いだと嘲あざ笑わらわれようとも。

　若者の未来を守るため。

　弁護士キール＝カーディナルは、たった１パーセントの無罪に挑いどむ。

「弁護人側。騎き士し団側。両者、以上で口頭弁論は終しゆう了りようでしょうか？　異議などなければ、協議の後、判決へ──」

「異議あり」

　裁判長の言葉を遮さえぎり、キールはその言葉を放った。

　彼かれの瞳ひとみは、決意に満ちている。

「弁護人。どうぞお話し下さい」

　キールは裁判官たちに向かって会え釈しやくをしてから、ゆっくりと話し出す。

「……エルヴィンさんが、ララさんの身体を触さわるはずがない、としたらどうでしょうか」

「なに？」

　キールの正面に座すわる黒曜騎き士しが眉まゆをひそめる。

　証言台に立つララも怪け訝げんな顔をしている。

「あるいは、触さわってもエルヴィンさんに得がなかったとしたらどうでしょう」

　裁判官たちは顔を見合わせている。

「弁護人。それはどういうことでしょうか？」

　裁判官たちを代表して、中央に座すわる裁判長がキールに尋たずねた。

「では、詳くわしくご説明しましょう。ここにいらっしゃる冒ぼう険けん者エルヴィンさんは、人間の女性には興味がないのです」

　そう言うとキールは、用意していた資料を自分が座すわる机の上に不意に取り出した。

「なッ!?　べ、弁護士さん！　これは……!?」

　それを目の当たりにしたエルヴィンは、驚きよう愕がくの表情を浮うかべている。

「裁判長。これらを証しよう拠こ品として提出いたします」

　それは大量の薄うすい本だった。無造作にドサリと机に並べられる。

「ご覧下さい。これらは成人指定の書物──平たく言えばエロ本です。全てエルヴィンさんの自室にあったものです。自分も検証のために全て目を通しましたが、描えがかれていたのは、犬や猫ねこの獣けもの耳を生やした獣じゆう人じんの女の子ばかりでした」

　表紙を見ると、確かに獣けものの耳や尻尾しつぽを生やした女性しか写っていない。

「中身も見てもらえれば分かりますが、彼かれの所持するエロ本には、人間やエルフといった種族の女の子は一いつ切さい登場しないのです。さらに、彼かれの過去の交際関係を調べたところ、獣けものの女の子としか付き合ったことがありません。必要でしたら、証人としてそれらの女性を法ほう廷ていにお呼びすることも出来ます」

　裁判官たちに証しよう拠こ品の薄うすい本が配られる。

「おお、これは！」

「な、何と……！」

　裁判官たちは、皆みな、興味深そうにページをめくって中身を確かく認にんして行く。傍ぼう聴ちよう席には見せられないような、なかなかハードなものまで交じっている。

「お分かりいただけたでしょうか？　つまり、彼かれが性的興奮を覚えるのは、獣じゆう人じんのみということが証明されます。そうです。被ひ告こく人は獣人愛好者ケモナーだったのです」

「何……だと……!?」

　黒曜騎き士しが目を見開く。この場で初めて聞く情報だったからだ。すぐに騎き士し側も証しよう拠こ品の薄うすい本に目を通し「何ということだ……！」と頭を抱かかえ出した。

　エルヴィンは成人だし、他人の趣しゆ味みにとやかく言うようなことを裁判官たちの誰だれもしなかった。ともかくはっきりしたのは、これが確かな物的証しよう拠こであるということ。

「そこにいらっしゃる女剣けん士しララさんは、どう見ても純じゆん粋すいな人間種。モフモフな耳や尻尾しつぽはもちろん、獣けもの要素など微み塵じんもないのです。ツルッツルです。触さわられたという彼かの女じよの臀でん部ぶや太ももはツルッツルです。彼かの女じよの身体は非常に魅み力りよく的なものだと思いますが、ケモナーが捕つかまるリスクを冒おかしてまで触さわりたくなるようなものではないのです。興味ないし、何の得もないからです。仮にエルヴィンさんが痴ち漢かんをするとしたら、獣けもの相手しかあり得ないのです」

　傍ぼう聴ちよう席の人々は明らかに引いており、エルヴィンは恥はずかしそうに顔を覆おおっている。

「以上のことから、被ひ告こく人が被ひ害がい者を痴ち漢かんしていないことが証明されます」

「し、しかしながら、裁判長──」

「そしてです！」

　反論しようとする黒曜騎き士しの言葉を遮さえぎり、キールは畳たたみ掛かける。

「我々弁護側は、被ひ害がい者についても詳くわしく調査をさせていただいたのですが。……ララさん。あなた、過去にも痴ち漢かんの被ひ害がいに遭あわれているようですね」

「!?」

「どういうわけか、そのことを騎き士し団の方にも頑かたくなに隠かくされていたようですが」

「え、えっと……。それは……」

　証言台にいるララの顔が、みるみる青ざめて行く。

「その時は、今回のような裁判にまでは発展しませんでしたし、公式の記録も残っていません。ここにいらっしゃる黒曜騎き士しさんも知らなかった事実でしょう。ですが非公式ながら加害者から多額の和解金を得られていますね？　その人物を証人としてお呼びすることも出来ますよ」

「……っ！」

　ドンと机が叩たたかれる音が法ほう廷ていに響ひびく。

　今回、目の前の机を叩たたいたのは黒曜騎き士しではなく、キールの方だった。

　机に両手を突けたまま、キールはギラギラと鋭するどい眼光を浮うかべている。

「……痴ち漢かん行こう為い。被ひ害がいに遭あわれた方は、恐きよう怖ふ、悲しみ、怒いかり。多くの負の感情を覚えられることでしょう。中には被ひ害がいに遭あわれても勇気を出せず、泣なき寝ね入いりされている方もいらっしゃいます。非常に身勝手で決して許されない犯罪行こう為いです。──しかし、過去にそのような不快な被ひ害がいに遭あわれたのにもかかわらず、どうしてまたそのような格好でダンジョンにいらっしゃったのでしょうか。どうして被ひ害がいを受けやすい、人の密集する空間にいらっしゃったのでしょうか」

　キールは証言台に足早に近づく。

「もう一度この質問をさせていただきましょう。あなた、あえてその格好をされていたのではないですか？」

　傍ぼう聴ちよう席がざわつく。

　女剣けん士しララは何も言わず、証言台で項うな垂だれていた。
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「ありがとうございましたッ！」

　冒ぼう険けん者エルヴィンは、裁判所の控ひかえ室しつで深々と頭を下げている。

　頭を下げる相手は、弁護士のキール＝カーディナル。

　地面に顔を向けながらエルヴィンは涙なみだを浮うかべているが、それは悲しみの涙なみだでも、悔くやしさの涙なみだでもない。

　先の公判──判決は『無罪』だった。

　エルヴィン側の勝しよう訴そである。エルヴィンの身の潔白が認められ、晴れて今日から彼かれは名実共に自由の身となったのである。ほとんどの人間が挑いどむ前から諦あきらめてしまうような痴ち漢かん裁判に、弁護士キールは勝利をもたらしたのだ。

　現在、キールとエルヴィンは、二人きりで勝利の喜びを分かち合っているところだ。

「……キールさん。もしもあなたが弁護してくれなければ、僕ぼくは一生変態痴ち漢かん冒ぼう険けん者の肩かた書がきを背負って生きて行かなければならなかったでしょう。本当に何とお礼を言ったらいいやら」

「頭をお上げ下さい、エルヴィンさん。あくまで私は弁護士としての責務を果たしただけ。報ほう酬しゆうさえもらえればそれで十分ですよ」

　キールはそう言って爽さわやかな笑えみを浮うかべるが、相変わらずエルヴィンは涙なみだぐんでいる。

「ほらほら、そうやって泣いてないで、笑って下さい。あなたは勝ったんですよ？　ダンジョンで強敵のモンスターを倒たおした時も、あなたはそんな顔をされるんですか？」

　袖そで口ぐちで涙なみだを拭ぬぐうと、エルヴィンはようやくニカッと明るい笑え顔がおを見せた。ダンジョンで痴ち漢かんとして逮たい捕ほされたあの日からエルヴィンは心から笑うことを忘れてしまっていたが、名めい誉よと共にようやくそれを取とり戻もどすことが出来たのだ。

「さあ、裁判は終わりましたが、明日からまた忙いそがしくなりますよ。冒ぼう険けん者エルヴィンの旅は、これから始まるんですからね」

　キールからの温かみある言葉に、エルヴィンは感かん極きわまっている様子だ。

　──もう一度、冒ぼう険けん者としてやり直せる。

　──今後はこの勝利の余よ韻いんを、ダンジョンでの戦いで味わえる。

「あなたは最高の弁護士だ……！　このご恩は一生忘れません……！」

　エルヴィンはがっしりとキールの手を握にぎる。彼かれの瞳ひとみに込こめられるキールへの感情は、溢あふれんばかりの感謝と尊敬。

「おや？　エルヴィンさん、どうかしましたか？」

　ところが急に深刻な表情に切きり替かわったので、キールは怪け訝げんそうに尋たずねる。

「ああ、いえ。……やはりあの女剣けん士し、僕ぼくをハメようとしていたんでしょうかね」

　エルヴィンがポツリとそう言うと、キールは真顔になる。

「賠ばい償しよう金を払はらわせるために、彼かの女じよは僕ぼくを痴ち漢かんにでっち上げようとしていた。つまりはそういうことなんですよね？」

「……いえ、それは分かりません。女剣けん士しララが、過去に痴ち漢かんの疑いを掛かけた相手から多額の金を受け取ったこと。信用の置ける情報屋に調査をさせましたので、それは間ま違ちがいない事実でしょう。ですが、今回もそれを狙ねらってあなたの痴ち漢かんをでっち上げたという証しよう拠こは存在しません。その可能性を考こう慮りよに入れ、裁判官たちは判決を無罪としましたが、そうだと断定はしていないのです」

　判決はエルヴィンの無罪。

　しかし、ララの真意は謎なぞのままで終わってしまった。

「もしかしたら、彼かの女じよは本当にただの被ひ害がい者だったのかもしれません。事件の日、誰だれかに身体を触さわられたのは本当で、それをエルヴィンさんだと思おもい込こんだだけなのかもしれません」

　エルヴィンは複雑な面おも持もちだ。

「………真相は闇やみの中、ということですね」

「何にせよ確かなのは、あなたが冤えん罪ざいだったということです。それで十分なんですよ。この裁判で明かすべき『真実』はそれだけでいいんです。何故なぜならそうすることが我々の『勝利』だったのですから」

「ええ。確かにそれもそうですね。僕ぼくたちは勝った。それで十分です」

　エルヴィンはようやく納なつ得とくしたように頷うなずいている。

　それを確かく認にんすると、キールは軽く会え釈しやくして、裁判所の控ひかえ室しつを後にしようとした。

　裁判はもう終わったし、もはや二人は関係のない間あいだ柄がらとなる。明日からは、エルヴィンは冒ぼう険けん者としてキールとは違ちがう世界で生きて行く。

　出来れば、もう二度と関わらないようにしてもらいたいものだ。裁判所や弁護士の厄やつ介かいになることは、人生でそう何度もあっていいものではない。

「それでは私はこれで──」

　キールは、控ひかえ室しつの出口のドアノブに手を掛かける。

「あ、待って下さい、キールさん。最後に一つだけいいですか？」

　エルヴィンに呼び止められ、背中を向けたままピタリと立ち止まる。

「証しよう拠こ品として用意して下さったあの本のことなんですが」

「……………」

　ゆっくりと首だけ振ふり向むく。

「驚おどろきましたよ。今日の裁判に備えてあれだけの数を用意して下さったんですよね。偽装のためだけに」

　エルヴィンに向けたキールの表情は、さっきまでの爽さわやかなものとは相反するものだった。

　氷のように冷たいもの。二面あるとすれば『裏側』の顔。

「──ええ。数や種類が多い方が説得力もありますしね。当てがありまして、裏のルートから搔かき集あつめました。念のために、あなたの元カノ役として獣じゆう人じんの女の子も控ひかえさせていました。裁判官たちは本だけで納なつ得とくしてくれましたがね」

　エルヴィンもまた、冷たい笑えみを浮うかべている。

「なるほど、実に準備が良い。さすが百ひやく戦せん錬れん磨まの弁護士さんだ。若き無敗の弁護士キール＝カーディナル。評判通りの強さだった。そして、あなたの強さの秘密はこれでしたか」

　キールは威い嚇かくするような目で、エルヴィンを見み据すえ続けている。

「ああ、ご安心下さい、キールさん。口外なんて絶対しませんよ。そんなことをすれば、僕ぼくまで不利益を被こうむりますからね。折角のこの勝利を投げ捨てる真似まねなんてするわけないじゃないですか」

　それを聞くと、キールは少し表情を柔やわらかくする。

「なら、いいんですがね。……ああ、くれぐれも忘れないで欲ほしいのですが、これからあなたには、対外的にはケモナーのフリをしてもらうことになります」

「ははっ。そのことなら大だい丈じよう夫ぶですよ。僕ぼく、そっちの気も多少はありますから。ほとぼりが冷めるまでは、獣じゆう人じん以外の子とはお付き合いしませんよ。犬耳や猫ねこ耳の女の子って可愛かわいいですもん。リアルバニーガールもイイですねえ」

「くくく……！」

　突とつ如じよキールは、堪こらえきれないという感じで笑い出した。

「……でも、エルヴィンさん。やっぱり人間の女の子が一番なんでしょ？」

　エルヴィンは、照てれ臭くさそうに笑う。

「ええ、そうですね。人間の女の子、大好きですよ。特に女剣けん士しってやつにはそそられちゃいますね。実を言うと僕ぼくね、ああいう子とヨロシクやるために冒ぼう険けん者を目指したんですよ。女剣けん士しマジ最高じゃないですか？」

「ふふ……！　やはりそうでしたか。実際にあなたがお持ちだった本は、女剣士ものばかりでしたからね。ララさんに似た感じの子もいましたし、ああいう子、お好きなんですね」

「いやはや、お恥はずかしい限りで…………。ふはっ！」

「ははははっ！」

　二人はしばらく声を出して笑い合う。

　それからやがて──。

「いいですね、エルヴィンさん」

　キールとエルヴィンは笑うのを止め、真顔で視線を交じり合わせる。

「あなたは触っていない」

　キールの強調に、エルヴィンはコクリと頷うなずく。




「──それがこの裁判の『真実』なんですから」
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　ガイナース王国。人間。エルフ。ドワーフ。獣じゆう人じん。あるゆる種族が生活を営み、その全てに人権が保障された多種族国家。

　この国の法律は、法を司つかさどる神・ディウス・フィディウスが創り出した『憲法』を元に、王国の指導者たちが何百年も掛かけて定めたものである。民衆とは平等を求め、より自分たちの権利を行使出来る国に繁はん栄えいがもたらされるものだ。ガイナース王国が、今や世界最大規模の国となっているのは自然なことだった。人間社会において『法』は絶対だ。剣けんや魔ま法ほうが圧あつ倒とう的てきな力を誇ほこったのは、神が地上に人間を生み落としたばかりの有史以前のこと。

　ガイナース王国は、国王の暮らす城じよう塞さい都市を中心に、それを囲うように並ぶ主要都市と、各所に点在する町や村で構成されている。都市部を外れると、広大な森林と険しい山地。地方によっては危険なモンスターが跋ばつ扈こしており、騎き士し団や雇やとわれ兵がこれを定期的に討とう伐ばつしている。冒ぼう険けん者たちは、主要都市や大きめの町に設置されているギルドを拠きよ点てんとして、モンスターが巣くう迷めい宮きゆうや洞どう窟くつなどのダンジョン攻こう略りやくに赴おもむく。

　ここは王国でも二番目に人口の多い都市・ルミナス。冒ぼう険けん者たちがダンジョン攻こう略りやくに使用する魔ま法ほう道具を取とり扱あつかう商店や、有名な魔ま法ほう研究の学術施し設せつが多いことなどから『魔ま法ほう都市』と観光案内では紹しよう介かいされている街だ。活気溢あふれる街の中には、旅の準備や束つかの間まの休息を取る冒ぼう険けん者の姿が見られる。それに商人や郊こう外がいからやって来た農夫が引く荷車の音も。

　弁護士のキール＝カーディナルは、様々な種族の入り交じるルミナスの大通りを歩いていた。

　通り過ぎる酒場からは、冒ぼう険けん者たちが馬ば鹿か騒さわぎする声が聞こえて来る。内容は、モンスターから獲かく得とくした戦利品の自じ慢まんや、ダンジョンの中であった武勇伝の語り合い。

　彼かれら冒ぼう険けん者がダンジョンでモンスターと戦っている頃ころ、キールもまた裁判所で戦っていたのだ。同じように酒場で勝利の祝しゆく杯はいを上げたい気分である。

　そんなキールの隣となりには、一人の少女が付き従っていた。身長差のあるキールの歩ほ幅はばに合わせるために、さっきから忙せわしなく足を動かしている。

「──さあて。華か麗れいに裁判に勝利し、弁護の報ほう酬しゆうも手に入ったことだ。今日は気分がイイ。一杯ぱいくらいなら酒を奢おごってやってもいいぞ？」

　その少女を横目で見ながら、キールは言った。

　彼かの女じよの名前は、アイリ＝カーボム。美しい金の髪かみに蒼あおい瞳ひとみ。一見するとエルフ種のようだが、耳が尖とがっていないので人間種である。遠い祖先にエルフがいるようでその影えい響きようのようだ。周囲からしても際きわ立だって愛らしい容姿をしている。

　まだ14歳さいという年ねん齢れいだが、現在、キールの助手を務めている少女だ。アイリは呆あきれたジト目でキールの顔を眺ながめている。

「どうした、アイリ。嬉うれしくないのか？　この俺おれが酒を奢おごってやると言っているんだぞ？」

　アイリがキールの助手を始めて約１ヶ月。このような申し出は初めてだ。助手としてこき使われることはあっても、褒ほう美びを与あたえられたことなど今まで皆かい無むだったのだ。

　とはいえ、手放しに喜べるわけもなかった。

「……キールさん。わたしが未成年だと分かっていますよね？」

「ああ。もちろんだ」

「未成年者の飲酒が法律で禁じられているのも分かっていますよね？」

「ああ。もちろんだ。俺おれは弁護士だからな。法律はよーく知っている。だが、バレなきゃ犯罪にはならない。一杯ぱいくらい飲んだところで見つかりやしないさ。何の問題もない」

「……法律の専門家である弁護士の発言とはとても思えません」

　アイリの脇わきには裁判資料などが詰つまったキールの鞄かばんが抱かかえられている。基本的に、アイリの仕事はキールの身の回りの世話や雑用程度。先のエルヴィンの裁判の公判では、傍ぼう聴ちよう席からキールの戦いを見守っていたのだが──。

「やはりあなたは間ま違ちがっています。弁護士としても、人としても」

　アイリは、不満を表情に出しながらキールに言う。
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「おいおい、堅かたいこと言うなよ。君は生き真ま面じ目め過ぎる。学級委員か何かか？　そんなんじゃ男にモテんぞ？」

「そ、そんなことはどうでもいいですっ！　……わたしが言っているのは、今のことだけではありません。エルヴィンさんの裁判についてもです」

　キールの弁護士としての強さは巷ちまたでも有名だ。アイリが助手になる以前からも多くの裁判に勝利して来た。彼かれの側に付くようになってからは、その手しゆ腕わんを間近で見ることが出来た。受け持つ訴そ訟しようの多くは、エルヴィンのような冒ぼう険けん者たちのトラブルである。

　冒ぼう険けん者は国内でも人気職であり、揉もめ事ごとも頻ひん発ぱつしている。時には犯罪に手を染めるような冒ぼう険けん者もいる。だからこそ必要なのが法に基もとづく厳正な裁判だ。

　裁判所の決定は、どんな身分だろうと逆らえない強い効力を持つ。特に『王国最高裁判所』の判決は、現職の国王すら必ず従わなければならない。裁判所の持つ力がそれほどに強大だということからも、この国において法律が何よりも上位に来ることがよく分かる。かつて世に騒そう乱らんと混こん沌とんを引き起こした『魔ま王おう』も最高裁判所で裁かれ、禁固２７０００年の実じつ刑けい判決を受けて今も刑けいに服している。いつの頃ころからか、あらゆる身分の者たちが、裁判所と弁護士を頼たよるようになっていた。

　ついこの間も弁護士キールは、ドラゴン討とう伐ばつの手て柄がらを巡めぐる冒ぼう険けん者たちのいざこざを裁判で解決させた。盾たて役とヒーラー役、どちらがパーティーにとってより重要かが争点になり熾し烈れつを極きわめたが、見事この裁判でもクライアントに勝利をもたらしたのだ。

　剣けんでも魔ま法ほうでもない。法律と言葉を武器にして冒ぼう険けん者たちを勝利に導く。彼かれは弁護士としては間ま違ちがいなく優ゆう秀しゆうだ。『無敗の弁護士』という栄はえある肩かた書がきを得ていることがその証拠だろう。

　しかしその実状はというと、裁判に勝つためならどんな手段だろうと躊ちゆう躇ちよせずに使う。裏での工作は当たり前。時には証しよう拠こをでっち上げるようなことまでやってのける。

「キールさん。あなたがやっていることは明らかな悪です。偽ぎ証しよう行こう為いは立派な犯罪なのですから。今回の裁判も、エルヴィンさんが獣じゆう人じん好きだという噓うそによって、あたかも冤えん罪ざいであるかのように見みせ掛かけただけのこと。あなたは裁判に勝つために、真実を捻ねじ曲まげているのです」

　助手のアイリにとっても許せない行こう為いだった。裁判所は真実を暴あばく場所。罪ある者を有罪にして牢ろう屋やに送り、罪なき者を無罪にして救い出す。世の人々のために、正々堂々と正義を果たすべき場所であるはずだ。法ほう廷ていで偽にせの証しよう拠こを提出するなどあってはならない。

「噓うそ？　今、噓うそと言ったか？　いいや違ちがうね。裁判で明かされたことは全て『真実』なのだ。アイリ、君に良いことを教えておいてやろう」

　そう言ってキールは立ち止まる。釣つられてアイリも、冒ぼう険けん者たちや荷馬車が行ゆき交かう通りでピタリと足を止めた。

「裁判所は真実を暴あばく場所なんかじゃない。真実を創り出す場所だ。俺おれはエルヴィンの父親に金を貰もらい、彼かれが求めた『真実』を裁判所で創り出してやったに過ぎない。愛する息子むすこが無実だという『真実』をだ」

　エルヴィンの父親は、地元でも有数の資産家だ。彼かれ自じ身しんは冒ぼう険けん者ではないが、息子むすこのエルヴィンが冒ぼう険けん者になると聞いてから、その夢をずっと応おう援えんし続けて来た。剣けんも魔ま法ほうも満足に教えることは出来なかったが、今回、大金を払はらい優ゆう秀しゆうな弁護士を雇やとうというかたちで息子むすこの夢を守った。判決を聞いた途と端たん、傍ぼう聴ちよう席で歓かん声せいを上げていた姿が印象深い。

「……確かにエルヴィンさんや、エルヴィンさんのお父さんは、あの裁判で救われたかもしれません。ですがあれが間ま違ちがった真実だとすれば──もしもララさんが本当にただの被ひ害がい者だったのなら、彼かの女じよは永久に救われません」

　アイリは正義感を燃え滾たぎらせているのだ。その瞳ひとみの色が蒼あおい高熱の炎ほのおにも見えて来る。

「ああ、そうか。君は『正義の味方』とやらに憧あこがれているんだったかな。弱き者を助け、悪を倒たおす。目標は、魔ま王おうを倒たおして世界を救った伝説の勇者様、かな。実に微笑ほほえましい夢だ。応おう援えんしよう。がんばれー」

　小バカにした口くち振ぶりで言われ、アイリはムスッとする。

「いいか？　俺おれはな。真実だとか、正義だとか、悪だとか、みんなの幸せだとか、これっっっぽっっっちも興味がないんだよ。裁判で大事なのはどうやって依い頼らい人を勝たせるか。どうやって依い頼らい人を勝たせて報ほう酬しゆうをこの手にするか。それだけだ。それだけが大事なんだ。他のことはどうだっていいんだ」

　そう強調する彼かれの手には、大きな金額が記された小切手が握にぎられている。エルヴィンの父親から与あたえられた今回の裁判の成功報ほう酬しゆうである。

「なるほど、あなたはお金さえ貰もらえればそれでいいんですね。そういう人なんですね……！」

　アイリは蔑さげすんだ目でそれを見つめながら、激しく非難する。

「ああ、そうだ。俺おれは金さえ貰もらえばどんな依い頼らい人だろうと必ず勝たせる。たとえそれが魔ま王おうのような誰だれしもが認める稀き代たいの悪人だろうとな。俺おれが弁護をしていれば、魔ま王おうを無罪にすることだって出来ただろう。いかなる高名な魔ま法ほう使つかいでも、魔ま法ほうで『真実』は書かき換かえられない。だが、弁護士ならば『真実』を自由に操あやつれる。弁護士の俺おれは、裁判で都合の良い『真実』を好きに創り出すことが出来るのだ。『魔ま王おうは悪ではなかった』という『真実』すらな」

　いつだってこの男はそうだった。

　パーティーの仲間に暴力を振るうＤＶ冒ぼう険けん者。持っているだけで強くなれるというインチキな壺つぼを冒ぼう険けん者に売り付ける詐さ欺ぎ師。美女冒ぼう険けん者をダンジョンの奥おくまで追い回すストーカー男。

　報ほう酬しゆうさえ与あたえられれば、どんな悪人だろうと弁護し、確実に裁判で勝たせて来た。その代わり、裁判での勝利と報ほう酬しゆう以外はどうでもいい。周りが傷つこうが、他の誰だれかが不幸になろうが、世間の人々にとって不利益になろうが、関係ない。

　裁判で勝ちさえすればそれでいい。そのための方法や過程は問わない。たとえ人や法の道から外れようとも。

　それがこのキール＝カーディナルという弁護士なのだ。

「ん？　何だその目は？　気に入らないのなら、今すぐ辞やめるか？　俺おれの助手を」

　アイリはきゅっと唇くちびるを結び、目を伏ふせる。

「辞やめる」とは言わないことを──いや、言えないことを分かってのこの発言だ。

　悔くやしげな表情のアイリを見ながら、キールは不敵に笑う。

「……フフッ。安心しろ、アイリ。大船に乗ったつもりでいろ。今は助手という立場だが、本来、君は俺おれの依頼人だ。君のことだって勝たせてやる。言っただろ？　報ほう酬しゆうさえ貰もらえれば、どんな依い頼らい人だろうと必ず勝たせるってな」

　それは悪あく魔まの囁ささやきのようにも聞こえた。

「依い頼らい通り、君が裁判で助けたいというその男は、必ず『白』にしてやるよ。──たとえ本当は『黒』だったとしてもな」

　キールは言いながら、自分の灰色の頭とう髪はつを搔かき上あげる。

　アイリは思い出す。

　不本意ながら、この最強で最低の弁護士の下で助手を始めた経けい緯いを。




　物語は１ヶ月前に遡さかのぼる。少女と弁護士の出会いの日へ──。
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　第一章　『武器』か『道具』か　─少女アイリと弁護士キールの出会い─




　ガイナース王国には、冒ぼう険けん者たちの憩いこいの場『冒ぼう険けん者の酒場』が無数に存在する。

　連日、多くの冒ぼう険けん者で賑にぎわう場所だ。仲間たちと旅立つ前の作戦会議をする者。危険なダンジョンから帰ったばかりで打ち上げをする者。他の冒ぼう険けん者たちと情報を交こう換かんし、次の冒ぼう険けんを有利にしようと目もく論ろむ者。ただの世間話をする者。

　ともかく人々がごった返しになって酒を飲み交かわしている。種族もクラスも所属するギルドもバラバラだ。夜通し店からこぼれる灯あかりと彼かれらの声が消えることはない。

「いらっしゃーせっ！」

　陽が落ちる直前の夕刻。

　アイリ＝カーボムは、冒ぼう険けん者の酒場の客の一人となっていた。

　未成年の飲酒は法律で禁じられているが、酒場への入店自体に制限はない。14歳さいのアイリと同年代で冒ぼう険けん者デビューしている少年少女もここに来ている。目当ては酒や料理ではなく、情報収集という者も多い。

　かくいう非冒ぼう険けん者のアイリの目的もそれだった。冒ぼう険けん者の酒場には多くの掘ほり出だし物ものの情報が行ゆき交かっている。ここにならアイリが欲ほつする『情報』が埋うまっているかもしれない。

　そんな期待を持って、アイリは冒ぼう険けん者の酒場を一人で訪おとずれた。学校では優等生の彼女。不良の行く場所という認にん識しきが強く、理由もなかったので、つい数日前まではこんなところに来ることなどあり得なかった。人生何が起こるか分からないものだ。

　酒場の入口付近で、アイリはきょろきょろと店内の様子を観察する。

　重じゆう厚こうな鎧よろいに身を包んだ戦士。炎ほのおを防ぐローブを身に纏まとう魔ま法ほう使つかい。新品でピカピカの装備品に身を包んだ初うい々ういしい冒ぼう険けん者。顔に向こう傷を持ちベテランの風格を放つ冒ぼう険けん者。老ろう若にやく男なん女によ。多種多様。テーブル席もカウンター席も、個性的な冒ぼう険けん者たちで埋うめ尽つくされている。

「──ほほう？　それじゃあ君は冒ぼう険けん者に成り立ての新人君かね？」

　アイリの耳に客の冒ぼう険けん者たちの会話が聞こえて来る。

「そうなんすよ！　明日、初めてサラマンドの丘おかの攻こう略りやくに出るとこっす！」

「ああー、あそこねえー。俺おれも新人の頃ころはあそこのコボルトの群れに苦戦したものだよ。懐なつかしいなあ。ようし。飲みたまえ。こいつは俺おれからの奢おごりだ」

「マジッすか!?　いいんすか!?　あざーすっ！」

「それと、分からんことがあったら先せん輩ぱいの俺おれに何でも聞きたまえよ。ふははっ！」

　残念ながら聞こえて来るのは、愉ゆ快かいな会話ばかりというわけではなかった。

「……なあ、見ろよ。あのオッサン、ああやって先せん輩ぱい風吹ふかしてるけどよぉ、実力はてんで大したことないんだぜ」

「知ってるよ。いつもここで新人冒ぼう険けん者に声掛かけて先せん輩ぱいアピールしてんだよな。ああゆー無む駄だにキャリアだけ積んだ売れない中年冒ぼう険けん者ほど惨みじめなものはないねぇ」

「引くに引けないオッサンがいつまでも叶かなわない夢を追っかけてんだよなあ？　ハハッ。まったく笑えるぜ」

「タハッ！　確かにぃ！　今いま更さら、冒ぼう険けん者辞やめても、あの歳としじゃまともに再就職なんて出来ねえだろうし、人生詰んじゃってるねぇ！」

　こういう陰かげ口ぐちなんかは、耳を塞ふさぎたくなるものだ。どこにでもこういう人たちはいる。学校のクラスメイトたちなら注意しているところだが、相手は初対面の大人でしかも冒ぼう険けん者だ。言っても聞かない粗そ暴ぼうな者たちばかり。アイリはこの場はグッと堪こらえる。

「しかし、ああゆー老害も厄やつ介かいだがよぉ。最近の若い新人冒ぼう険けん者も大たい概がいなんだよな。浮うわついたのが多いっつーかよぉ」

「だよなあ。名声や金よりも、女にモテようってやつが多くなったイメージだ。何でもよぉ、ダンジョン攻こう略りやくを通して結けつ婚こん相手を探す連中が増えてるらしいぜ」

「知ってるよ。男女数組でパーティーを組むアレだろ？」

「そうそう！　婚活パーティーだよ！　ったく、ふざけてるよなあ！　冒ぼう険けんってやつを何だと思ってんだ！　別な方向にロマン求めてんじゃねえぞ！　そういう馬ば鹿かどもは大型モンスターに喰くわれちまえ！」

「うむ、ありゃダメだぜ……。ぜんっぜん、成果なし……。こないだイケメンの弓使いに女子全員お持ち帰りされちまったよ……」

「お前、何参加してんだよ!?」

「あのイケメン弓使い、モンスターだけじゃなく、女の子のハートまで射い抜ぬいちまいやがったんだよ……」

「誰だれが上手うまいこと言えっつったよ、オイ!?」

　ゲラゲラと下品な笑い声が店内に響ひびく。

「…………」

　アイリはそっと彼かれらから距きよ離りを取る。

　本音を言えば、アイリは冒ぼう険けん者という人たちが好きではない。

　この王国に住む子どもたちは、義務教育で当たり前のように剣けんを習い、簡単な魔ま法ほうの使い方と知識を学ぶ。モンスターから身を守るための最低限の力だ。中にはより高度な技術と知識を学ぶための進学校に行き、騎き士し団への就職を目指したり、魔ま法ほうの学者になろうとする子もいる。アイリも例外ではなく、現在は魔ま法ほう学校で魔ま法ほうを専門に学んでいる身だ。

　剣けんと魔ま法ほうを扱あつかう仕事の中でも、彼かれら冒ぼう険けん者は子どもの憧あこがれる職業ナンバーワンである。

　凶きよう暴ぼうな魔ま物ものと戦うという、見た目の格好良さはもちろん、運と才能さえあれば、貧しい生まれからでも一発逆転が可能だからだ。ダンジョンの財宝獲かく得とくで大金を得られるし、難しいダンジョン攻こう略りやくや強敵モンスターの討とう伐ばつで名を売り、武器メーカーがスポンサーになることもある。

　毎年、多くの若者が冒ぼう険けん者となり夢を追っている。冒ぼう険けん者という存在自体が、人々に夢を与あたえる職業と言ってもいいだろう。

　その反面、今や「人々の暮らしを守るためにモンスターと戦う」という大義名分はないに等しい。アイリの生まれる遙はるか前、世に混こん沌とんを蔓延はびこらせた魔ま王おうは、勇者とその仲間の活かつ躍やくによって倒たおされ、モンスターの脅きよう威いは小さくなっているからだ。

　それでも冒ぼう険けん者を目指す者は後を絶たない。皆みなが莫ばく大だいな富と、誰だれしもが羨うらやむ名声を追い求めて活動しているのだ。世界を救った勇者のような、正義のために戦う冒ぼう険けん者など存在しない。もしも「俺おれ、勇者を目指しているんだ」と口にでも出せば、嘲あざ笑わらわれるかドン引きされるのがオチだ。「え？　君、何イカレたこと言っちゃってるの？」と。

　そのことを象しよう徴ちようするように、さっきから周囲で交かわされている冒ぼう険けん者たちの会話は、意識の低いものばかりではないか。アイリにとってはそこが嫌けん悪おの対象だった。

　アイリは将来、人々の役に立てるような人間になりたいと思っている。勇者のような英えい雄ゆうとまでは言わない。一人でもいい。困っている人を助けられるような正義の味方だ。そんな目標とは対極に位置する彼かれらのような冒ぼう険けん者とは、なるべく関わり合いにならないように暮らして来た。だからこうして冒ぼう険けん者の酒場に立ち入ることなど一生ないはずだった。

　しかし、今抱かかえる問題のためには、冒ぼう険けん者に対する嫌けん悪お感は捨てなければならない。そのためにこの数日、冒ぼう険けん者の酒場を何軒けんも訪ね歩いて来たのだ。

　アイリに必要なのは『情報』である。

　酒場の壁かべや掲けい示じ板ばんにも多くの情報が貼はられている。パーティーメンバー募ぼ集しゆうの張り紙や、クエスト依い頼らいの広告だ。だがそれはアイリの求めるものではない。客の冒ぼう険けん者に話はなし掛かけなければ、アイリが求める『情報』は得られないだろう。

　冒ぼう険けん者に知り合いなどいるはずもなく、店の中をぐるぐると歩いてみる。

「──ねえ、君ィ。そこの君ィ」

　暫しばらくテーブルとテーブルの間を歩き回っていると、逆にアイリの方が声を掛かけられた。

　目の前に現れたのは、二人組の冒ぼう険けん者だった。背中に大たい剣けんを背負った戦士の男と、深しん紅くのローブを羽織った魔ま法ほう使つかいの男だ。

「ねえねえ、何やってんの？　一人？」

「お兄さんたちと話でもしようや。へへっ」

　男たちは酒瓶びんを片手にヘラヘラ笑っている。すっかり出来上がっている様子だ。

「さっきからずっと店の中をキョロキョロ歩き回ってたけどさ、誰だれか捜してんの？」

　初対面にもかかわらずヤケに馴なれ馴なれしい態度なのが気にはなるが、親切心と受け取りアイリは二人組の質問に答えた。

「はい。冒ぼう険けん者さんを探しています。誰だれか特定の個人というわけではなく、なるべく腕うでの利きく冒ぼう険けん者さんです」

「ていうと、何か冒ぼう険けん者に依い頼らいかい？　護衛クエストかな？　定期的に討とう伐ばつされてるけど、モンスターが湧わく街かい道どうの移動は未いまだに危っかしいしねえ」

「あるいはダンジョンに取って来て欲ほしいアイテムがあるとか？」

　アイリは首を横に振ふる。

「ああ、いえ。そういった依い頼らいのお話ではありません」

「お。それじゃあ、もしかして冒ぼう険けん者のサインでも欲ほしいの？　書いちゃうよ、書いちゃうよ～。俺おれらさ、ここいらじゃ結構ブイブイ言わせてる有名な冒ぼう険けん者なんだぜ？」

　店内の壁かべには著名な冒ぼう険けん者のサインがいくつか飾かざられている。『冒ぼう険けん者タイムズ』誌の表紙を飾かざるような英えい雄ゆうクラスの冒ぼう険けん者もこういう大衆店を訪おとずれるし、どこかで聞き付けたファンの女の子が押おしかけて来ることもあるのだ。

「……申し訳ありません。失礼ながら、お二人のことは存じておりせん。わたし、冒ぼう険けん者さんにはあまり興味がないものですから。欲ほしいのは冒ぼう険けん者さんが持っている情報なんです」

「ふーん。そっかあ、ざーんねん。……で、何、何？　何の情報が欲ほしいの？」

「お兄さんたちが何でも教えたげるよん」

　軽けい薄はくな態度の彼かれらとは対照的に、アイリは極きわめて真しん剣けんな表情で言った。

「わたしが求めているのは、弁護士さんの情報です」

　アイリの口から飛び出したのが思ってもみなかった単語だったからだろう、男たちは驚おどろいた表情を作っている。モンスターの弱点。ダンジョン攻こう略りやくに役立つ装備やアイテム。冒ぼう険けん者が持っている情報と言われれば普ふ通つう、そちらをイメージするものだからだ。

「実はわたし、冒ぼう険けん者の酒場を巡めぐって、腕うで利ききの弁護士さんを紹しよう介かいして下さる冒ぼう険けん者さんを探しているところなのです」

「ええっとっと……ちょっと待ってよ。どうしてわざわざ冒ぼう険けん者からなの？」

「冒ぼう険けん者さんは裁判に備えて、優ゆう秀しゆうな弁護士さんを専属に雇やとっている方が多いからです」

　冒ぼう険けん者というものは、職業柄がら、裁判所の厄やつ介かいになることが非常に多い。

　ダンジョンで発見したレアアイテムを巡めぐったパーティー間での争い。

　モンスターとの戦いで使った爆ばく発はつ魔ま法ほうによる騒そう音おんへの近きん隣りん住民からの苦情。

　常にそういった訴そ訟しよう沙ざ汰たに悩なやまされているのだ。冒ぼう険けん者がダンジョン帰りにそのまま裁判所に出向くことなど有あり触ふれた光景である。

「腕うでの利きく冒ぼう険けん者さんほど、腕うでの利きく弁護士さんを雇やとわれていると思うんです。だからまずは冒ぼう険けん者さんから当たってみようと」

「なるほどねえ。確かに腕うで利ききの冒ぼう険けん者ほど金を持っているわけだし、その分、イイ弁護士を味方に付けているだろうさ。強い武器・防具を買って装備するのと同じ感覚でね」

　それに、弁護士本人に直接尋たずねるより、冒ぼう険けん者に紹しよう介かいしてもらった方が正確な実力を測ることが出来るだろう。実際に弁護してもらっている人間の意見だからだ。闇やみ雲くもにそこらの弁護士事務所を当たるよりもその方がよっぽど良い。アイリはそう考えていた。

「……ですが、もうここで20軒けん目。残念ながら有益な情報は手に入っていません」

　アイリは冒ぼう険けん者の酒場を巡めぐり歩いたこの数日のことを思い出す。

　お高くとまっていてまともに話も聞いてくれない冒ぼう険けん者。弁護士など不要、己おのれの剣けんの腕うでがあれば十分という古ふる臭くさい思考の冒ぼう険けん者。ようやく弁護士を紹しよう介かいしてもらえたと思ったら、ほとんど裁判の経験のない頼たよりにならなさそうな人だったりもした。

「わたし、どうしても裁判で助けたい大事な人がいるんです。そのために、強い弁護士さんが必要なんです」

「大事な人？　それって彼かれ氏しとか？」

「か、彼かれ氏し!?　違ちがいます！　男の人ですけど、恋こい人びとなんかじゃありません！　わたし、未成年でまだ学生ですよ！　いるわけないじゃないですか！　恋こい人びとだなんてそんなはしたない！」

　たちまちアイリは顔を真っ赤にしてブンブンと首を横に振ふる。随ずい分ぶんと初心うぶな反応だったので、男たちは笑っていいものかと困った顔をしている。

「…………裁判で弁護して欲ほしいのは、わたしが通っている魔ま法ほう学校の先生です。入学してからずっと、色々良くしていただいた大事な大事な恩師なんです」

　アイリは遠い目で懐なつかしむように言いながら、恩師の優やさしい笑え顔がおを思おもい浮うかべ、辛つらい表情を作る。

　そして誓ちかいを改める。あの人は絶対に救ってみせる──。

「そっかあ、大事な先生を助けるために弁護士をねえ……。ふーん……」

　二人の男たちは何やら目配せをして、耳打ちをする。

　それからお互たがいに笑えみを浮うかべると、魔ま法ほう使つかいの方が口を開いた。

「うん。そういうことなら、もう安心だよ。その先生は助けられる。だって俺おれら、凄すご腕うでの弁護士の知り合いがいるもん」

「……え？　ほ、本当ですか!?」

　アイリはすがり付くように二人の冒ぼう険けん者の顔を覗のぞき込こむ。

「うん。さっきも言ったけどさ、俺おれらここいらじゃ有名な冒ぼう険けん者なんだぜ？　一昨日だって、グラン大火山の凶きよう暴ぼうなサラマンダーをぶっ倒たおして来たばっかだしよ」

　二人の胸むな元もとにはそれぞれ銀のプレートが着けられている。冒ぼう険けん者たちを統とう括かつするギルドから与あたえられた勲くん章しようで、高位の冒ぼう険けん者であることを示す証あかしだ。それを見せ付けるようにしながら、今度は戦士の男が話す。

「こうやって活かつ躍やくしてるとさ、周りから妬ねたまれたりするわけよ。獲え物ものを横取りされた、とか他のパーティーから言いがかり付けられたりね。だから優ゆう秀しゆうな弁護士の知り合いは必要不可欠っちゅうわけ」

「無敗の弁護士キール＝カーディナルって聞いたことない？」

　魔ま法ほう使つかいの男は、さも自じ慢まんげに言う。

「無敗の弁護士…………ですか？」

　そう言えば、他の酒場の冒ぼう険けん者がそんな弁護士の噂うわさを口にしていた気がする。報ほう酬しゆうさえ払はらえば、どんなに不利な状況に置かれている依い頼らい人でも必ず裁判で勝たせるのだとか。まるで偉い人じんの伝記や英えい雄ゆう譚たんのように語られていたし、アイリはホラ話程度に受け取っていた。

「どんなに難しい裁判だろうと、一度も負けたことがないんだってさ。『真実を自在に操あやつる法ほう廷ていの魔ま法ほう使つかい』だとか色々持ち上げられているよ」

「キール＝カーディナルなら、君のことだって絶対に助けてくれるぜ」

　アイリは顎あごに手を付けて悩なやむ仕草を作る。無敗の弁護士。もし本当にそんな人物が存在するのなら、是ぜ非ひとも恩師の弁護をしてもらいたいものだが……。

「……つまり、お二人はその弁護士さんとお知り合いなのですか？」

「そうなんだよ、そうなんだよ！　ほうら、紹しよう介かいするし、付いて来なよ」

　戦士の男がおもむろにアイリの腕うでを摑つかんだ。そのまま酒場の出口の方向に向けてアイリの身体を引っ張ろうとする。

「あ、あの。待って下さい。……どちらへ？」

「もちろん、その弁護士の事務所だよ」

　戦士の男はアイリの腕うでを摑つかんだままニタァと笑う。

「……それはどの辺りにあるのですか？」

　男たちは無言で顔を見合わせる。

「ん？　んん……。まあここからちょーっとばかし遠くだよ」

「そうそう。着いてからのお楽しみってやつ？　とりあえずここから出ようよ」

　魔ま法ほう使つかいの男の方も笑いながら舌なめずりをしている。

　彼かれら二人とも、具体的なことは何一つ言おうとしない。ともかく一いつ緒しよに来い。店から出よう。そればかりしつこく言って来る。

「…………あの。すみません。手を離はなしていただけますか？」

　アイリは戦士の手を振ふり払はらおうとするが、ビクともしなかった。これが冒ぼう険けん者の持つ腕わん力りよくだ。か細いアイリの腕うでなど簡単にへし折ってしまうのではないだろうか。その強きよう靭じんな腕うでで何体ものモンスターを狩かって来たのだ。

　直感的に、アイリは身の危険を感じていた。簡単に初対面の人間を信用するほど頭の中はお花畑ではない。見ず知らずの人間の甘あまい言葉に騙だまされ、凶きよう悪あくな事件に巻まき込こまれる若者の話はよく耳にする。

「離はなして下さい！」

　異変に気付いている者もいる。大の男二人に無理やり連れて行かれそうになっている少女という構図。だというのに、店員も他の冒ぼう険けん者も止めようとしない。本人たちが言うように、彼かれらは強くて有名な冒ぼう険けん者なのだ。自分より強い者に歯向かう者などいない。強い者が正義。それがこの世界の理ことわりだと言わんばかりに、皆みなが見て見ぬふりをしている。

「あれあれ～？　何で嫌いやがるの？」

「そうだよ。君が探している優ゆう秀しゆうな弁護士を紹しよう介かいしてあげるって言ってるのにさ」

　二人の男は、相変わらず嫌いやらしい笑えみを浮うかべている。摑つかんだ腕うでを引っ張り、力ずくでアイリを連れて行こうとするのだ。

「──あなた方が信用出来ないから、その少女は嫌いやがっているのではないですか？」

　その時。

　葛かつ藤とうするアイリの前に、一人の見知らぬ男が現れた。

　コートを着た青年だ。見た目は20歳さいそこそこの若者。灰色の髪かみが印象的で、アイリを連れて行こうとする二人組の冒ぼう険けん者の前に、立ちはだかるようにして出て来た。
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「いかにも胡う散さん臭くさいですよね。『無敗の弁護士を紹しよう介かいしてやる』だなんて。自分を誘さそい出だすための口上としか思えない。変なところに連れて行かれるのではないか。変なことをされるのではないか。彼かの女じよはそう疑っているのですよ。そのくらい分かりませんか？」

　灰はい髪はつの男は、呆あつ気けに取とられるアイリや冒ぼう険けん者たちを無視して、饒じよう舌ぜつに話し続ける。

「人を信じるのには根こん拠きよが必要ですが、人を疑うのに根こん拠きよは必要ありません。あなた方が信用出来る人物たり得ると判断される材料がどこにありますか？　たとえあなた方が有能な冒ぼう険けん者だろうと、初めて見る彼かの女じよにとってはどこぞの馬の骨なのです。鏡、見たことあります？　決して褒ほめられるようなルックスでもない。話し方や仕草からも気品を感じない。そんなあなた方をどうやって信用しろと？」

　そこまで言われたところで、戦士の男はアイリから手を離はなし、灰はい髪はつの男との距きよ離りを詰つめた。魔ま法ほう使つかいの男もそれに続き、冒ぼう険けん者二人は灰はい髪はつの男を囲う。

「……んだお前、オラ？　いきなりしゃしゃり出て来てよォ」

「何、何？　正義の味方でも気取ってんの？　女の子のピンチに颯さつ爽そうと登場しちゃったとか痛い勘かん違ちがいしてんのかな？　こっちは善意でやってるだけなの。お門かど違ちがいもいいとこ。さっさと失うせろ、バーカ」

「はて。嫌いやがっているのを無理に連れて行こうとしていたようにしか見えませんでしたが」

「うるせえんだよ！　文句あるなら俺おれらとやり合うか!?　ああん!?」

　戦士の男は、背中の大たい剣けんに手を添そえながら激しく凄すごむ。

　灰はい髪はつの男の方はというと、武器や装備の類を身に着けていない。大たい抵ていの冒ぼう険けん者は、街の中だろうとバッチリ装備で身を固めている。周りへのアピールのためだ。単に見み栄えを張りたいだけの者もいるが、高価な装備をしていればそれだけで自分の実力を周囲に知らしめられるし、クエストの依い頼らいやパーティーへの誘さそいが自おのずと集まって来るのである。

　つまり、この灰はい髪はつの男は冒ぼう険けん者ではない可能性が高い。そんな彼かれが一人で冒ぼう険けん者二人を相手にするのはいささか無む謀ぼうと思える。それとも、こう見えて実は強いのかもしれない。

　アイリは庇かばってくれようとしていることへの感謝を抱いだきながらも、このまま彼かれに任せていいのか不安に思った。無む駄だに危険に巻まき込こんだだけなのではないか。

　結局、暴力で解決することになるだろう──。

「──念のために確かく認にんするが、君は彼かれらに付いて行きたいのか？」

　灰はい髪はつの男は、アイリに視線を送って問とい掛かける。

「……い、いえ」

　アイリはすぐに首を横に振ふった。

「ほら、彼かの女じよはこう言っています。あなた方は、その意思を無視して無理やり連れて行こうとしている。未成年者略取ですね。王国刑けい法ほうによりますと、５万ゴールド以下の罰ばつ金きんか、８年以下の懲ちよう役えき。あるいはその両方が科せられる罪です」

「ウダウダウダウダうるせえなあッ！　表に出ろ！　その減らず口を黙だまらせてやるよ！」

　戦士の男は見せ付けるようにして豪ごう快かいに大たい剣けんを抜ぬき払はらった。

　場が一気に騒そう然ぜんとなる。

「……表に出ろ？　その指示に私が従う必要があるのでしょうか？　あなたはこの店から退去を指示出来る権限のある方なのですか？　酒場にとっては、突とつ然ぜん剣けんを構えたあなたの方が迷めい惑わく行こう為いをされていますし、退去すべきはあなた一人だけかと思うのですが。これは私への強要罪。そして店への威い力りよく業務妨ぼう害がい罪にも当たりますね」

「御ご託たくばっか言ってんじゃねえぞ！　だったらこの場で叩たたき斬きってやろうか!?」

「叩たたき斬きる？　え？　え？　今、叩たたき斬きると仰おつしやいましたか？　おかしいですね、冒ぼう険けん者が力を行使していいのはモンスター相手だけのはずだ。確かに王国の法律では、モンスターへの攻こう撃げきが広く容よう認にんされています。法律上、モンスターを斬きろうが殺そうが何の問題もない。では、あなたにはこの私がモンスターに見えたということですか？」

「ナマ言ってんじゃねえぞオラァッッ！」

　とうとう戦士の男は灰はい髪はつの男の襟えり首くびを摑つかんだ。

　アイリは息を吞のむ。周囲がざわつく。緊きん張ちよう感が店内を包む。

　しかし、当の摑つかみ掛かかられている灰はい髪はつの男だけは、余よ裕ゆうのある笑えみを浮うかべていた。

「はい、この時点で暴行罪が成立しました。目もく撃げき者はここにいる酒場の客の皆みなさんだ。もしもこのまま私に怪け我がを負わせれば、傷害罪となり一層罪が重くなります。私に後こう遺い症しようでも残れば、どれほどの慰い謝しや料を支し払はらうことになるんでしょうね。しかも一方的で理り不ふ尽じんな暴力ですし情状酌しやく量りようの余地もない。刑けい事じ裁判になれば重い罰ばつが与あたえられるでしょう。どうぞ、どうぞ。それでもいいなら一時の感情を満たすために私を攻こう撃げきして下さい。最悪、私が死亡すれば、独どく房ぼうで生しよう涯がいを終えることになるでしょう」

　戦士の男は振ふり上あげた剣けんをプルプルと震ふるわせながら、摑つかんでいた襟えり首くびをついつい離はなしてしまった。

　一方、魔ま法ほう使つかいの男は、怒いかりの形相で杖つえを構え、魔ま法ほうの術式を展開しようとしている。灰はい髪はつの男を黙だまらせようとしているのだ。使おうとしているのは、対象に電気ショックを与あたえ、暫しばらく行動を封ふうじる攻こう撃げき魔ま法ほうである。

「おやおや？　そちらの方はまさか魔ま法ほうを使われるおつもりですか？　緊きん急きゆう時を除き、公共の場で攻こう撃げき系の魔ま法ほうを使用してはいけないことは子どもでも知っていますよ？　おまけにあなたは飲酒をしている。『酒気帯び魔ま法ほう』は、違い反はんの点数など関係なく一発で魔ま法ほうの免めん許きよが停止されます。魔ま法ほうの使えない魔ま法ほう使つかいをこの先誰だれが必要としてくれるのでしょう？　こんなところで冒ぼう険けん者としての将来を棒に振ふるんですか？」

　灰はい髪はつの男はこれ見よがしに顎あごを突つき出だし、煽あおるように言う。

「ちきしょおおぉぉ！　何なんだテメぇはよぉ！　腰こし抜ぬけ野や郎ろうが下らねえことばっか言いやがって！　そんなに俺おれらとやり合うのが怖こええのか!?」

　青筋を立てている戦士の男は、鋭するどい剣けん先さきを灰はい髪はつの男に突つき出だして怒ど声せいを浴びせる。

「おや？　まさか私のことをご存知ないのですか？」

「知るわけねえだろうが、このボケがぁ！」

　その発言を引き金にして、灰はい髪はつの男はするりとコートの前を肌はだ蹴けさせた。

「弁護士ですよ。あなた方のお知り合いのキール＝カーディナルという名前のね」

　そうして見えたのは、きらりと光る弁護士バッジだった。

「…………ッ!?　う、噓うそだろ？」

「それじゃあお前があの噂うわさの無敗の弁護士だって言うのかよ!?」

「なるほど。初対面ということですね。つまり、この私と知り合いだとその少女に噓うそをついて錯さく誤ごに陥おちいらせようとしていたことが証明されました」

　冒ぼう険けん者たちの顔がみるみるうちに青ざめる。

「どうします？　続きは法ほう廷ていでやりますか？」

　灰はい髪はつの男──弁護士キール＝カーディナルは、ゲームでも楽しむように笑いながら言った。

「ッッ！」

　二人の冒ぼう険けん者はたちまち逃にげ去った。まるでおどろおどろしいモンスターから逃とう亡ぼうするかのように、店のドアを蹴け破やぶる勢いでくぐり抜ぬけて行ったのだ。

　周りの他の客たちはというと、彼かれらが店から消えた途と端たんに拍はく手しゆ喝かつ采さい。

　灰髪かみの男への賞賛と、逃にげて行った二人組への罵ば倒とうが入り交じっている。どうやらあの二人は冒ぼう険けん者としての実績を振ふり翳かざして、普ふ段だんからこの店で威い張ばり散らしていたようだ。

　キールはため息をつき不ふ機き嫌げんそうな顔をしながら、一人テーブルについた。元々座すわっていた席に戻もどったようで、そこに並べられていた酒や食事に手を付け始める。

「──うん。まだ温かい」

　暫しばらく呆ぼう然ぜんとしていたアイリだったが、飛び付くようにしてキールの許もとに駆かけ寄よった。

「あ、ありがとうございました、弁護士さん！　助けていただいて！」

　興奮を露あらわにするアイリとは対照的に、キールは淡たん々たんと料理に舌した鼓つづみを打っている。

「別に礼など良いよ。自分の名前をダシに使われていたのが気に食わなかっただけのことだ。普ふ通つうなら金を貰もらわなきゃ誰だれかを庇かばったりはしない。俺おれは君に謝礼を要求することは出来るが、君にはその債さい務むは発生しない。契けい約やくもなく俺おれが勝手にやったことだからな。ま、これに懲こりたら一人でこんなところに出入りしないことだ」

　キールはアイリに視線すら合わせてこようとしない。濃のう厚こうなソースが掛かけられたコカトリスのスペアリブを美味そうに頰ほお張ばるばかりで、アイリには興味がないという態度だ。

　しかしアイリは真逆だった。彼かれへの熱ねつ烈れつな視線を逸そらそうとしなかった。

「ということは、報ほう酬しゆうさえあればいくらでも助けて下さるんですね。弁護士のキール＝カーディナルさん」

　それを聞いたキールは、自分の口へとシチューを運んでいたスプーンの手を止めて、ようやくアイリに目線を合わせた。『客』だというならば歓かん迎げいだ。そういう表情で。

「ああ、もちろんだ。相応の報ほう酬しゆうさえ貰もらえるなら、誰だれだろうと助けてやるよ。だが、言っておくが、俺おれは高いぞ？」

「お金ならいくらでもお支し払はらいします！　わたしの大切な先生が無実の罪で騎き士し団に捕つかまりました！　どうか先生をお救い下さい！」

　間かん髪ぱつ入れず、アイリは言った。

　そのまま深々と頭を下げるアイリを、キールはジッと見み据すえている。

「『無実』なんて罪で騎き士し団に逮たい捕ほはされない。君のその先生とやらは、何らかの犯罪の容疑を掛かけられて逮たい捕ほされたんだよな？　それは一体何だ？」

　キールは無表情だが、威い圧あつするような視線を覗のぞかせて来る。

　アイリは一いつ瞬しゆん躊ちゆう躇ちよするが、すぐに答えた。

「殺人です」

　考え得る中でも特に重いものが少女の口から告げられたが、キールは表情一つ変えなかった。

[image: ]

　アルフレッド＝オークス。

　それがアイリの恩師の名前だ。

　アルフレッドはアイリの魔ま法ほうの師し匠しよう。正確に言えば、アイリの通う魔ま法ほう学校『タンブル・ウィズダミア』で教きよう鞭べんを執とる魔ま導どう士であり、初歩から応用まで魔ま法ほうのいろはを叩たたき込こんでくれた人だ。生まれつき才能はあったものの、アイリが高度な魔ま法ほうを扱あつかうことが出来るようになったのは、彼かれの指導の賜たま物ものだ。

　魔ま法ほうはモンスターを倒たおしたり、危険な環かん境きようを乗のり越こえたりと、冒ぼう険けん者にとっても欠かせないものだが、王国で暮らす人々の生活にとっても切っても切れないものだ。日夜、魔ま法ほう学者たちによって、より便利な魔ま法ほうが研究・開発されている。

　アイリの夢は、人々の役に立つような魔ま法ほうを扱あつかう研究者になることだ。アルフレッドはまさしくその体現者であった。多くの画期的な魔ま法ほう理論を発表し、世の中を良くして来た。タンブル・ウィズダミアへの入学早々、彼かれのゼミ生にアイリが志願したのは自然な流れだった。

　アイリの出自は孤こ児じ。親の顔は知らない。物心付く前から孤こ児じ院で育てられた。11歳さいの時、適正検査をしてみたところ、遠い祖先にエルフがいるからだろうか、強い魔ま力りよくのキャパシティが検知され、高名な魔ま法ほう学校のタンブル・ウィズダミアに奨しよう学がく金で入学を果たすことが出来た。

　学生寮りように入り、慣れない生活が始まったが、アルフレッドのお蔭かげですぐにアイリの不安は打ち消された。アルフレッドは魔ま法ほうの教師としてだけではなく、アイリに対して実の父親のように親身に接してくれたのだ。アルフレッド自身も孤こ児じ院の出で、アイリにシンパシーを感じていたのも理由にはあったのかもしれない。

　アルフレッドとの楽しかった日々が昨日のことのように思い出される。彼かれはアイリや他の生徒たちを自宅に招き、よく食事会を開いてくれた。魔ま法ほうの授業のことだけでなく、生徒たちのあらゆる悩なやみの相談に乗ってくれた。時に厳しく叱しつ咤たすることもあったが、生徒たちを溢あふれる優やさしさでを包んでくれた。

　学校の皆みながアルフレッドを慕したっていたのだ。

　しかし──。

　アルフレッドは『人殺し』として騎き士し団に捕つかまった。
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　冒ぼう険けん者の酒場を出てアイリがやって来たのは、キールの弁護士事務所だった。それは魔ま法ほう都市ルミナスの繁はん華か街から少し外れた住宅街の一角にあった。

　建物の１階はカフェで、その２階部分が事務所になっていた。カフェの入口横にある外付けの階段を上ると事務所の玄げん関かんだ。入ってみると、広めの部屋の中央にテーブル。それを挟はさむかたちで二つのソファーが並べられ、一番奥おくにはキールの仕事机が置かれている。

　テーブルの上も、仕事机の上も、書類の山で散らかり放題だ。床ゆかにも本や紙が散乱している。かなりだらしない。典型的な一人暮らしの男性の部屋といった感じだ。尋たずねてみると、キールは助手や使用人を一いつ切さい雇やとっておらず、やはり一人でこの事務所を切り盛りしているそうだ。

「しかし、あの冒ぼう険けん者たちの誘さそいは拒きよ否ひしたのに、よくここまでホイホイ付いて来たな」

　キールは、山積みの書類を大おお雑ざつ把ぱにどかした仕事机の上に脚あしを乗せて座すわっている。

「もしかしたら、やつらのように俺おれも噓うそをついているのかもしれないのにな。弁護士のキール＝カーディナルっていうのは真っ赤な噓うそで、君に良からぬことをしようしているのかもしれない。そういう疑いは持たなかったのか？」

　アイリは縮こまりながらも、ソファーに積み上げられた本の間に姿勢良く座すわり、仕事机でだらしなく座すわるキールの方を見ている。

「……仰おつしやってましたよね？　『人を信じるのには根こん拠きよがいる』と。理由は何であれ、あなたはわたしを助けて下さいました。そして暴力に頼たよろうとする冒ぼう険けん者たちを、言葉だけで退けてみせた。それが、わたしがあなたを信じた根こん拠きよです」

　剣けんも魔ま法ほうも使わず、人を傷つけることなく、争いを解決させる。その様を目の当たりにして、アイリはいたく感激していた。この男は自分には出来ないことをやってのけた。あの状じよう況きよう、アイリでは魔ま法ほうという暴力で解決することしか出来なかっただろう。

　そんなアイリの尊敬の眼まな差ざしを見ながら、キールは「フン」と鼻で笑う。

「それにしても、まさか君があのアルフレッド＝オークスの教え子だとはね」

「え？　もしかしてキールさんは先生のことをご存知なのですか？」

「それはそうだろう。高名な大魔ま導どう士だ。タンブル・ウィズダミアの次期学長とまで言われているような男だぞ。彼かれが犯おかした殺人は、この魔ま法ほう都市ルミナスでも大きなニュースになっているよ」

「先生は殺人などしていませんッ！」

　アイリは「これだけは譲ゆずらない」という強い意思を持った表情で言う。

　それを見ながら、キールはやれやれとため息をついた。

「王国新聞で読んだ程度の情報しか知らんが、はっきり言ってアルフレッド＝オークスはかなり不利な立場だ。現行犯逮たい捕ほではないし、殺す瞬しゆん間かんを見た者もいないそうだが、十分な証しよう拠こがなければ騎き士しどもは逮たい捕ほになど踏ふみ切きらないからな」

　王国内で犯罪が発生すれば、ガイナース王国の警察機関である『白銀騎き士し団』が犯人の逮たい捕ほを行う。アルフレッドを殺人犯として拘こう束そくしたのも彼かれらだ。

　たとえ現場がダンジョンだろうと、騎き士したちはそのダンジョンへと潜もぐり、犯罪の証しよう拠こを搔かき集あつめる。特に殺人のような重罪なら、騎き士したちは徹てつ底てい的てきに捜そう査さを行い、被ひ疑ぎ者しやはほぼ必ず刑けい事じ裁判に起き訴そされる。

　そうして起き訴そされた被ひ告こく人の罪を法ほう廷ていで軋ただすのは『黒曜騎き士し団』の役割だ。騎き士しの中でもエリートである彼かれらは、裁判で弁護士と有罪・無罪を争うことになる。制服である漆しつ黒こくの鎧よろいのように、黒曜騎き士しは被ひ告こく人を『黒』にするスペシャリストたちだ。

「プライドの塊かたまりのような連中だからな。騎き士したちは有罪に出来る相当な自信がなければ、逮たい捕ほも起き訴そもしない。逆に君の方はどうなんだ？　アルフレッドが犯人ではないという確かな根拠があるのか？　まさか『優やさしい先生が殺人犯なわけない』とかいうベタで何のひねりもない下らないものじゃないだろうな？」

　アイリは悔くやしげな顔を作る。キールの言う通りそのままのことを考えていたからだ。

「だったら話にならんな。それで無罪になるなら弁護士は必要ない」

「い、いえ、それだけではありません！　被ひ害がい者の死因が魔法だったことです！」

　キールは理解出来なかったようで目を細める。

「……先生は魔ま法ほうで人を殺したという容疑で騎き士し団に逮たい捕ほされました。そんなはずないんです。先生がそんなことをするはずがない。魔ま法ほうを絶対に暴力に使わない先生が……。魔ま法ほうを暴力ではなく、人々の生活のために役立てようとしている先生が、そんなことをするはずが……」

　アルフレッドが突とつ然ぜん学校に乗のり込こんで来た騎き士したちに連れて行かれた時の光景が、アイリの頭から離はなれない。

　本人も周りの生徒も必死で弁護したが、白銀の鎧よろいの騎き士したちは有う無むを言わさず力ずくで公務を執しつ行こうした。剣けんを突つき付け、数人がかりでアルフレッドの身体を縛しばり上あげたのだ。

　生徒の中には、魔ま法ほうで騎き士しを攻こう撃げきして、アルフレッドを助けようとした者もいたが──。

『暴力で対たい抗こうするな！　私は無実だ！　誠心誠意伝えれば分かってもらえる！』

　アルフレッドは生徒たちにそう言って、抵てい抗こうすることなく騎き士しに従った。

　だがその後、アルフレッドが騎き士し団から釈しやく放ほうされることはなかった。

　アルフレッドは取り調べで否ひ認にんを続けているが、騎き士しは殺人の証しよう拠こが出で揃そろっているとして自白を促うながしている。このまま否ひ認にんを続けたとしても、いずれは起き訴そされるだろう。

　アイリはアルフレッドの下で多くの魔ま法ほうを学んで来た。元々才能があり、人一倍勤勉。既すでに上級冒ぼう険けん者顔負けの魔ま法ほう技術を持つ。学校の成績も優ゆう秀しゆうで将来を有望視されている。

　しかし、いくら高度な魔ま法ほうを使えても、アルフレッドを騎き士したちから救うことは出来ない。

　魔ま法ほうで人の心を読んだり、過去を再現したりすることは出来ない。いかなる大魔ま導どう士でも、真実を魔ま法ほうで暴あばくことは出来ない。

　アイリがアルフレッドを救うには、弁護士の力に頼たよるしかない。

　裁判で真実を明かし、無罪を勝ち取るしかないのだ。

「魔ま法ほうで殺すわけない、ね。どちらにせよ君の主観的な意見でしかないということだな。そういう信念の持ち主だろうと『絶対に魔ま法ほうで人を殺さない』という証しよう拠こにはならない。世間は揃そろえられた客観的な証しよう拠こで真実を決める。騎き士したちが集めた『アルフレッド＝オークスが魔ま法ほうで人を殺した』という確固たる証しよう拠こでな。裁判所も君の恩師を殺人犯だと認にん定ていするだろうさ」

　アイリは何も言い返せず俯うつむく。

　キールの言う通りだ。アルフレッドには被ひ害がい者が殺された時のアリバイもない。殺人をしていないという明確な反証は存在しないのだ。

　このまま裁判を迎むかえれば有罪は確実であろう。

「──普ふ通つうだったらな」

　キールは笑えみを浮うかべて言った。

「普ふ通つうだったら間ま違ちがいなく有罪だろうさ。だが、俺おれの力をもってすれば、どんなに君の恩師の立場が不利だろうと、必ず無実を証明してみせるよ」

　自信に満みち溢あふれた言葉だった。

「噂うわさは聞いているんだろ？　俺おれは今まで一度も裁判に負けたことのない無敗の弁護士だ。絶対に無罪にしてやる。──ただし、相応の報ほう酬しゆうさえ貰もらえればだがね。本当に金は用意出来るのか？　まさか学生の小こ遣づかい程度で弁護士を雇やとうつもりじゃなかろうな？　おまけにこのキール＝カーディナルはそこらの弁護士よりよっぽど高いぞ」

　この弁護士、ビタ一文負けるつもりはない、そんな眼まな差ざしでアイリを見て来る。

「はい。もちろんご用意いたします。先生からポケットマネーを預かっています。わたしが将来のために貯ためている貯金からも工面出来ます。学校の友人たちからカンパも集めます」

　冒ぼう険けん者たちの間で流れている噂うわさからしても、今日、酒場であった冒ぼう険けん者たちとのひと悶もん着ちやくからしても、このキールという弁護士は腕うでが立つ。

　何としても彼かれにアルフレッドの弁護を請うけて欲ほしい──。

「それで、キールさん。具体的においくらお支し払はらいすればよろしいのですか？」

　そう尋ねるアイリに、キールは当然のように答えた。

「３００万ゴールドだ」

　アイリは耳を疑う。

「…………今、何と？」

「弁護費は３００万ゴールドだと言っている」

「さ、さんびゃ……!?」

　聞き間ま違ちがいではない。

　伝説の古代竜りゆう討とう伐ばつクエストの報ほう酬しゆうにも匹ひつ敵てきする金額だ。まともに働いて稼かせごうと思えば、何十年と掛かかる。想像しただけで目が回りそうになる額だ。弁護士の相場など知らないが、確実に足元を見られていることだけは分かった。

「まさか高いって言うのか？　相応な報ほう酬しゆうだと思うが？　殺人事件という重大犯罪。証しよう拠こも出で揃そろい圧あつ倒とう的てきに不利。それくらい貰もらわなければ割に合わん仕事だよ」

　アイリは何も言えず俯うつむく。そんな大金、今すぐ用意出来るわけがない。

「払はらえないと言うならお断りだ。契けい約やく不成立だな。別の弁護士を探すがいい。この国には他にいくらでも弁護士がいる。もしかしたら親切な弁護士さんが、安値で味方してくれるかもしれないな。そんな弁護士がこの難しい裁判で逆転無罪を勝ち取ってくれるとは到とう底てい思えんがね」

　キールは淡たん々たんと、何の思いやりも込こめずに言う。

「まあ、無理をする必要はない。君にとってその男は、３００万ゴールドの価値もないってだけの話じゃないか」

「っ!?」

　アイリは顔を上げてキールの方を見る。

「恩師だろうが何だろうが、所しよ詮せんは他人だしな。他人が冤えん罪ざいで捕つかまろうが、死し刑けいになろうが、究極のところ関係ない。魔ま法ほうを教えてくれる先生なんていくらでもいる。有名な魔ま法ほう学校に通ってるんだろ？　君の将来は安あん泰たいだ。愛いとしいアルフレッド先生がどうなろうがね」

　彼かれは冷たい眼光でアイリを眺ながめながら、嘲あざ笑わらうように話し続ける。

「たまーにいるんだよ。他人を救うために我わが身みを犠ぎ牲せいにするだとか何だとか言うやつがね。そういう綺き麗れいごとなら口でいくらでも言えるよ。けど、実際にそんなことをするやつなんてこの世界のどこにもいない。魔ま王おうを倒たおした伝説の勇者だとかも、結局はチヤホヤされたくてやったんだろ？　つまり、自分自身のために戦ったのさ。人間ってやつは誰だれしも自分のことが一番大事なんだか──」

「待って下さいっ！」

　アイリは「これ以上言わせない」とばかりに力強く叫さけぶ。

　キールは饒じよう舌ぜつを止め、ジッとアイリを見つめる。アイリはソファーから立ち上がり、キールの仕事机に走り寄った。

「分かりました！　今すぐは無理ですが、必ず依い頼らい金の３００万ゴールドは全額お支し払はらいします！」

　キールの机にドンと両手を置く。その勢いで机の上の紙の束がバサバサと床ゆかに落ちる。アイリは身を乗り出し、椅い子すに座すわるキールを見下ろしながら鬼き気き迫せまる表情で続ける。

「お願いします！　わたしはどんなことをしてでも、３００万ゴールドをあなたにお支し払はらいします！　わたしはアルフレッド先生を絶対に助けたいんです！　一生掛かかっても、どんなことをしても必ずお支し払はらいします！　ですからどうかお願いします！」

　アイリはこの場では頭を下げることしか出来なかった。

　こうやって口で伝えることしか出来なかった。

　だがこの決意は本物だ。

　アイリは、自分の身を犠ぎ牲せいにしてでも恩師・アルフレッドを助けたい。本気でそう思っている。その気持ちを否定されるのは悔くやしかった。だからこの弁護士に向けて感情を爆ばく発はつさせたのだ。瞳ひとみには涙なみだが浮うかんでいる。

「…………………」

　そんな少女の熱い眼まな差ざしを目の当たりにしたキールはやがて──。

「その言葉が聞きたかったんだ」

「…………え？」

　次にアイリの目に飛とび込こんで来たのは、キールが慈じ愛あいに溢あふれる優やさしい笑えみを浮うかべているところだった。

「よし。分かった。請うけるよ。君の依い頼らいを。この弁護士キール＝カーディナルが、君の恩師アルフレッド＝オークスを必ず無罪にしてやる」

「ほ、本当ですか……？」

「ああ。こちらとて法を重んじる弁護士だ。後で誓せい約やく書でも書いてやるよ」

　それは先ほどまでとは別人のように柔やわらかい表情の穏おだやかな声だった。アルフレッドを思い出させる温かみ溢あふれるものである。

　瞬しゆん間かん、アイリは理解した。

　──この人は試ためしていたのだ。

　アイリの覚かく悟ごの強さを。アルフレッドを救いたいという思いの強さを。あえて冷たい言い方で突つき放はなすことでそれを確かく認にんしたのだ。そのお蔭かげで、アイリ自身もアルフレッドへの思いを再確かく認にん出来た。

　アイリは涙なみだ目めのままだが、今はキールに対する感激によるものだった。酒場で助けてくれたことも含ふくめて感謝で胸が一杯ぱいだった。こんな素す晴ばらしい弁護士と出会えた運命に対して、神に祈いのりを捧ささげたい気分である。

「ありがとうございます、キールさん！　どうか先生のことをよろしくお願いしますっ！」

　これできっとアルフレッドを騎き士したちから救い出せる。人々からの無関心。罵ば詈り雑言。何度も打ちのめされそうになったが、暗雲の中に光がようやく見えた。アイリはほんの少しだが肩かたの荷にが下りた気分だった。

　…………が、それはほんの一いつ瞬しゆんのことであった。

「ああ、こちらこそよろしく、アイリ。それじゃあ、早さつ速そく、君に仕事を頼たのもうかな」

「え？　仕事ですか？　あの、それはどういうことでしょうか？」

　キールはずっと笑えみを浮うかべているのだが、段々とゲス笑いへと変わって行く。

「ん？　だって君、どんなことでもするって言ったよね？」




「……………………………え？」
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　お昼前。清すが々すがしい陽気が漂ただよう時刻。

　アイリ＝カーボムは、昨日、冒ぼう険けん者の酒場で出会った弁護士のキール＝カーディナルと並んで立っていた。

　街の都心より少し離はなれた閑かん静せいな場所だ。周囲に住宅や商店などはなく、目の前に大きな建造物がそびえ立っている。巨きよ大だいな門のすぐ横には、そこがどこなのか一目で分かる文字が刻印されていた。

　そこに書かれているのは──。

「あの……。キールさん……」

「何だ？」

「ここって、裁判所ですよね？」

　キールに連れられ、アイリはルミナスの『下級裁判所』を訪おとずれていた。

　ガイナース王国の各所にある地方裁判所の一つだ。この場所で冒ぼう険けん者や街の住人たちの裁判が年中無休で執とり行おこなわれている。改修工事は幾いく度どとなくあったが、５００年以上、いくつもの裁判が執とり行おこなわれて来た由ゆい緒しよある建物である。

　建物の入口付近に人だかりが出来ている。中からエルフの男が出て来て、その人だかりに走り寄る。エルフが『勝しよう訴そ』と書かれた紙を見せ付けると、人々はドッと歓かん声せいを上げた。

「……どうしてこんなところに？」

　アイリは慣れない雰ふん囲い気きに戸と惑まどい、金の髪かみを弄いじりながら気まずそうに言う。

「仕事に決まっているだろ。裁判所と言えば弁護士の仕事場だ。君は何をすっ惚とぼけたことを言っているんだ？」

　愚ぐ問もんとばかりにキールは言う。

「いや、それは分かりますけど、どうしてわたしを連れて来る必要があるんですか？　アルフレッド先生の裁判はまだ先ですよね？」

　昨夜、キールはアルフレッドの弁護を担当することを約束してくれた。キールの弁護士事務所にて、書面をもって正式に契けい約やくを結んだのだ。

　まだアルフレッドは騎き士し団に起き訴そされていないので、裁判の日程などは決まっていないが、その時が来ればキールは優先して弁護を買って出るという契けい約やくである。

「ああ。裁判が始まれば君の恩師の弁護はしてやる。そう契けい約やくしたからな。だが、アイリ。同時にこうも契けい約やくしたじゃないか。君は俺おれの下で依頼料の３００万ゴールド分働くとね」

　そして契けい約やく書にはこうも書かされた。

『わたくしアイリ＝カーボムは、キール＝カーディナル様への弁護費として３００万ゴールド分タダ働きします』

「つまり、君はこのキール＝カーディナルの助手になったということだ。だからこれから裁判の手伝いをしてもらうのだよ」

「……もちろん契けい約やくのことは了りよう承しようしました。先生をお救いするためですからね……」

　キールと契けい約やくを結ぶや否いなや、アイリは早さつ速そく、事務所の掃そう除じや書類の整理などいいようにこき使われた。散らかり放題の事務所を隅すみ々ずみまで綺き麗れいにさせられたのだ。その作業自体には何の苦もなかった。生き真ま面じ目めなアイリは普ふ段だんから率そつ先せんして学校の清せい掃そうを行っていたからだ。

　この程度の労働でアルフレッド先生を助けられるなら安いものだと思っていたのだが……。

「あれくらいの雑用ならいくらでもやります。けど、裁判となれば素人しろうとのわたしがお役に立てるとは思えません。魔ま法ほうに関わる法律でしたらきちんと学んではいますが」

　魔ま法ほうの使用には法律で様々な制限が掛かけられている。誰だれしもが好き勝手に魔ま法ほうを使っていては王国の秩ちつ序じよが保たれないからだ。

　たとえば、公共の場所で魔ま法ほうを使用するには免めん許きよ証を取得しなければならない。免めん許きよを持っていても飲酒をしての魔ま法ほう、酒気帯び魔ま法ほうは禁止されている。等々。

　立派な魔ま法ほう使つかいを目指すアイリにとっては、それらの法律も重要な知識だ。

「……とはいえ、それ以外の法知識はほとんど持ち合わせていません。そんなわたしに弁護士の助手が務まるとはとても思えないです」

「いや。是ぜ非ひ、君に頼たのみたいんだ。君に裁判のサポートをね。実を言うとね、どうしても今日の裁判に必要だったんだよ、アイリのことが。あの契けい約やくは、君に今日の裁判を手伝ってもらうための建前みたいなところがあったんだ」

　思いがけない言葉に、アイリはどう反応していいか迷う。

「……えっと。どういうこと……でしょうか？　わたしがどうしても必要？　つまり魔ま法ほうに関わるような裁判なのでしょうか？」

「いや、今回、魔ま法ほうは関係ない。いくら高名な魔ま法ほう学校の生徒だろうと、学生風ふ情ぜいの君の持つ半はん端ぱな知識なんて当てにするわけもないだろ？」

「……では、どうしてですか」

　見下された発言を受け、アイリは頰ほおを膨ふくらませながら聞き返す。

「理由は色々ある。まず、歳としの割には頭の機転が利ききそうだったからだ。それに行動力もある。冒ぼう険けん者の酒場に単身乗のり込こむような勇気だってある」

「そ、そうですか」

　と、思いきや、今度は褒ほめられたのでついつい顔をふにゃりと緩ゆるませてしまう。

「そして、何よりだ──」

　キールは少し溜ためてから、強調するように言った。

「君が可愛いからだよ」

「へ？　……………か、かわっ!?」

　アイリは頭からボンと煙けむりを上げて顔を真っ赤にする。

「きゅ、きゅうににゃにを言ってるんでふかっ!?」

　成績の良さや、生活態度の良さなど、内面のことを褒ほめられることならよくあるが、こうやって見た目について褒ほめられることには慣れていなかった。特に男性から面と向かって言われたのは初めてだったので、アイリは慌あわてふためく。

「な、何を企たくらんでいるんですか!?　まさかあなた変態だったんですか！　こんな年とし端はもいかない少女と淫みだらなことをするためにあんな契けい約やくをしたんですね！　最低です！　不潔です！　近寄らないで下さい！　燃やしますよ！　魔ま法ほうで燃やしますよ！」

　顔を真っ赤にして声を荒あらげるアイリを尻しり目めに、キールは淡たん々たんと続ける。

「うむ。個人的な好みは置いておいて、一いつ般ぱん的に見れば君はかなり可愛かわいい部類だと思う。それに古くから金きん髪ぱつ美少女は人気が高い。だから君の力が必要なのだ」

「な、何なんですかそれ!?　い、いったい何の関係が……！」

　アイリには全くもって意味が分からなかった。

「君がちょうどいいんだよ。今日の裁判に勝つには君くらいがちょうどね」

　キールからの言葉によって、益ます々ますアイリの頭の周りにハテナマークが飛び回る。




　裁判には大きく分けて『刑けい事じ裁判』と『民事裁判』の二つがある。

　弁護士キールは報ほう酬しゆうさえ貰もらえばどちらも手広く取とり扱あつかっているが、今日担当するのは刑けい事じ裁判の方だ。犯罪の被ひ疑ぎ者しやに対して有罪か無罪かを決めるというものである。

　ガイナース王国では、昼夜、白銀騎き士したちが街中をパトロールして、犯罪の取とり締しまりを行っている。白銀騎き士しとは、国の治安や安全を維い持じする行政機関であり、場合によっては実力を以もつて公務を執しつ行こうする者たちだ。王国の街中やダンジョンで冒ぼう険けん者たちが白銀騎き士しに逮たい捕ほされると、黒曜騎き士しによって刑けい事じ裁判に掛かけられる。武器や道具の万引き。酒場での暴力沙ざ汰た。ダンジョンでの痴ち漢かん行こう為い。内容は多た岐きに亘わたる。

　犯罪者として捕つかまったからといって、必ず有罪になるということはない。法の下、裁判所で正しく審しん理りすることが法治国家には不可欠だからだ。

　キールは今までにも、刑けい事じ裁判で何人もの冒ぼう険けん者を無罪にして来た実績を持つ。彼かれは特定の個人や法人と専属契けい約やくを結ぶことはせず、その都度多く報ほう酬しゆうを支し払はらう者の味方をしている。

　もちろん、弁護の依い頼らい人は冒ぼう険けん者に限らない。今日行われる刑けい事じ裁判の被ひ告こく人も、冒ぼう険けん者ではない。

　ただし、冒ぼう険けん者にとっては切っても切れない存在だ。

　冒ぼう険けん者たちに武器や道具を売る『商人』である。




　アイリはキールに連れられ、裁判所内にある被ひ告こく人控ひかえ室しつに入った。

　室内には、アイリの見知らぬ男が一人待ち構えていた。

　キールに弁護の依い頼らいを頼たのんだ被ひ告こく人本人だ。部屋にあった備え付けのテーブルから立ち上がって、キールに向かって深々と頭を下げる。

「今日はよろしくおねげえしますわ、弁護士はん」

　三白眼に髭ひげ面づら。少し出たお腹なか。見るからに胡う散さん臭くさい風ふう貌ぼうの男だった。

　名前はウィンドラー。

　実年ねん齢れいより老ふけて見えるが、40代の人間種である。27歳さいまでは冒ぼう険けん者だったが、夢を追うことを諦あきらめ、商人として事業を始めたという経歴を持つ。

　どうやら剣けんや魔ま法ほうよりも商才の方があったらしく、オープンした店は上手うまく軌き道どうに乗り、今では多くの顧こ客きやくを持ち、毎年黒字を出して大おお儲もうけとなっている。それを証明するかのように、ウィンドラーは金ピカのアクセサリーを首や腕うでに巻きまくっていた。

「期待してまっせ、弁護士はん。あたしンとこの顧こ客きやくも、あんさんに裁判の弁護で助けられたことがある言うてましたさかい、こうして依い頼らいさせてもらいましたからなあ」

「ご安心下さい、ウィンドラーさん。私が必ず勝たせますよ。あなたの無罪をお約束します」

「それは頼たのもしいお言葉ですわぁ。……がはっ。がはっ。がはははははははははっ！」

　ウィンドラーは豪ごう快かいに笑いながら、これでもかと大量の宝石がちりばめられた扇せん子すを扇あおぐ。

「……ん？　お嬢じようさんどないかしましたかな？」

　アイリのジトッとした視線に気づいたウィンドラーは小首を傾かしげる。

「ああ。彼かの女じよは私の助手になって初めての法ほう廷ていなので、少々緊きん張ちようしているんですよ」

　黙だまったままのアイリに代わり、キールが答える。

「そうでっか、そうでっか。新人はんでっか。まあくれぐれもヘマせンようにしておくれやすなあ。高い金払はらってますさかい、頼たのみまっせ。がはっ。がははははははははははっ！」




　ウィンドラーの大きな笑い声を背に、キールとアイリは被ひ告こく人控ひかえ室しつから退出した。

「……あの、キールさん」

　扉とびらを閉めた途と端たん、アイリはキールに話はなし掛かける。

「どう考えてもあの人…………。悪人、ですよね」

　アイリは、部屋の中にいるウィンドラーに聞こえないように小さめの声で言う。

「おいおい。君は人を見み掛かけで判断するのか？　酷ひどいやつだな」

「そういうわけではありません！」

　確かに見た目からして、ザ・悪徳商人感があったが、アイリが言いたいのはそういうことではない。

　アイリはキールに持たされている鞄かばんに視線を送る。その中に裁判の資料が詰つめ込こまれているのだが、そこに記された文面と情報を思い出しながら話す。

「こちらの資料を拝読させてもらいましたが、これはあんまりなのでは……」

　今日行われるのは、商人ウィンドラーの『脱だつ税ぜい』容疑に関する刑けい事じ裁判である。

　商人たちは、様々な商品を冒ぼう険けん者や町人たちに売っている。食品や日用品はもちろん、冒ぼう険けん者たちがダンジョン攻こう略りやくに用いる薬草やランプやロープ。それらは全て『道具』として販はん売ばいされているものだ。身体に装備する服や鎧よろいも、法律上は『道具』と分類されている。

　ただし『武器』だけは特別な扱あつかいとなっている。商人が武器を販はん売ばいする場合、特別な税金が課せられるようになっているのだ。

　理由としては、武器はモンスターを攻こう撃げきするだけでなく、人を傷つけたり、強ごう盗とうや脅おどしに使われたりと、犯罪に使われる可能性のあるものだからだ。社会秩序を保つためには野放しにせず規制が必要になる。それに代わる税金ということで、何百年も前に王国の元老院により立法された歴史を持つ。

　ウィンドラーの店で扱あつかっていたのは、剣けん、槍やり、斧おの、棍こん棒ぼう、ブーメラン──。

　当然、これらは全て武器にカテゴライズされるものだし、通常であれば課税の対象となる。

　ところがウィンドラーは、開業してから一度も、この武器税を国に納めて来なかった。

　彼かれはこれらの販はん売ばい物をモンスターと戦う『武器』ではなく、ＳＭの時に使う『道具』だと言い張っているのである。

「ＳＭってあれですよね……。女王様的な人が鞭むちで叩たたいたりするやつですよね……」

　アイリはボソボソと遠えん慮りよ気味に言った。

「ほう。詳くわしいな。もしかしてやったことがあるのか？」

「あ、あるわけないじゃないですかっ！　学校の友達から聞いたことがあるだけです！」

　アイリは動どう揺ようからか、もたついた手で鞄かばんから資料の一つを取り出す。

　そこには押おう収しゆうされたウィンドラーの店の商品の写真も載のっており、

「見て下さいよこれ」

　アイリはそれをキールに突つき付けながら言った。

　トゲトゲ付きの棍こん棒ぼう。大木も両断出来そうな太刀たち。炎ほのおの魔ま法ほうが込こめられた槍やり。

　そこに載のっているものは、どう見てもモンスターと戦うための武器だ。

　イバラの鞭むちはまだ分かるが、巨きよ大だいな斧おのなど、どう考えても人間が身体に受ければ死ぬようなものまで、武器ではなくＳＭの道具と言い張る図ずう々ずうしさなのである。

「こんなめちゃくちゃな屁へ理り屈くつで武器税を誤ご魔ま化かして来たんですよ？　はっきり言って有罪確定ですよこんなの」

　アイリは冷たく言い放つ。

　ウィンドラーはちょろまかした税金の分、市場に出回っているものより安めにこれらの武器を店頭に並べていた。当然、多くの冒ぼう険けん者たちがウィンドラーの店を利用する。普ふ通つうの武器屋なら持って行かれるはずの税も払はらわない。そのことで莫ばく大だいな利益を得ていたというカラクリだ。

　ところが最近行われた騎き士したちによる一いつ斉せい摘てき発はつにより、ウィンドラーら多くの業者が逮たい捕ほ・起き訴そされた。結構な数の業者が同じようなやり方で脱だつ税ぜいを行っていたのである。

　殺人や窃せつ盗とうなどと比べれば、一見、大した犯罪でないように思う者もいるかもしれない。だが、決して許される行こう為いではない。国を騙だまして私腹を肥やしていたのだ。真面目に働いて税を納めている商人たちの努力を踏ふみにじるようなものだ。

　裁判などするまでもなく、どう考えても明確な悪である。

　資料を見たアイリはそう考えていたのだが──。

「──アイリ。どうやら君は、やはり人を見掛けで判断する人間のようだ」

「え？」

「タンブル・ウィズダミアの生徒だし、少しは聡そう明めいな子だと思っていたんだがね。俺おれの買かい被かぶりだったかな」

　キールはそう言ってため息をつく。目の前の少女に対する興味を失った。そういう冷たい瞳ひとみでだ。

「……どういう意味ですか？」

「君は目に見える事実だけで物事を判断しようとしている。君がウィンドラーという人間のことで知っているのは、その裁判資料に書かれている外面的事実だけだ。つまり、目に見える情報だけでウィンドラーを悪人だと決め付けてかかっている。だから俺おれは、君が人を見み掛かけで判断していると言ったんだよ」

　アイリは何も言い返せなかった。

「心根を目だけで捉とらえることは出来ない。それでは到とう底てい『真実』を見つけ出すことは出来ないな。ウィンドラーが悪徳商人などではないという『真実』をだ」

　キールの言う通りだと思ったからだ。

　今日、初めて会った人間の本性など知るはずもない。ウィンドラーがどういう性格で、どういう信念を持って商人をしているかなど、想像することしか出来ない。

　そして、想像だけで彼かれが悪人だと決め付けてしまっている。

　これではアルフレッドのことを何も知らないくせに、殺人犯だと決め付けて逮たい捕ほしたあの騎き士したちと変わらないではないか。

「まあいい。ならば君にこれから裁判で『真実』を見せてやろう。そして、君には『真実』を明かすための手伝いをしてもらう。そのためにわざわざ連れて来たんだからな。契けい約やくの通り、仕事はきっちりやってもらうぞ。君に拒きよ否ひ権はない」

　一体全体、この弁護士は自分に何をさせようというのか──。

「開かい廷ていまでにはまだ十分時間がある。それまで今日の裁判のリハーサルをしておこうか」

　やはりアイリには分からなかった。
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　魔ま法ほうのランプの灯あかりに揺ゆれる石いし壁かべに囲まれた広々とした部屋。そこには規則的に机と椅い子すが並べられている。

　ここはルミナス下級裁判所の第三法ほう廷ていだ。

　法ほう廷ていの最も奥おく、上座に位置するのは、これから始まる裁判を取り仕切る裁判官たち。その中央に座すわるのが裁判長だ。彼かれらの背後に垂れ下がった幕には、刺し繡しゆうで紋もん章しようが入れられている。それは裁判所を象しよう徴ちようする天てん秤びんの図ず柄がらであり、ここが法の下に正式な裁判が行われる場所であることを明確に示している。

「──現時刻をもって開かい廷ていいたします」

　裁判長が手元の木き槌づちを叩たたき、裁判の開かい廷ていを知らせる。たった今、被ひ告こく人ウィンドラーへの刑けい事じ裁判が始まったのだ。

　開かい廷ていを皮切りに、弁護側と騎き士し側、両陣じん営えいが起立し、裁判官たちに向かって宣せん誓せいを行った。法を司つかさどる神・ディウス・フィディウスに対して、法令に則り誠実に裁判を行うという宣せん誓せいである。

　ひとまず弁護側の弁護士キールと、その雇やとい主ぬしである被ひ告こく人ウィンドラーは着席する。それから、法ほう廷ていでの彼かれらの敵である黒曜騎き士しが起き訴そ事実を話し出した。

「被ひ告こく人のウィンドラーは、バラン地区に店を構えている商人です。彼かれの店は、従業員数30を超こえる大きな店てん舗ぽです。元・冒ぼう険けん者というコネクションを活いかし、高品質の商品を仕入れて販はん売ばいして来ました」

　黒曜騎き士しは、被ひ告こく人の経歴などを説明して行く。

「我々黒曜騎き士しは、白銀騎き士しと共に長期に亘わたる捜そう査さを行い、被ひ告こく人が『武器販はん売ばいと取とり扱あつかいに関する特別な課税』通つう称しよう『武器税』を実に15年もの間、脱だつ税ぜいして来た事実を突つき止とめました。彼かれは自分の店で取とり扱あつかっている商品は『武器』ではなく『道具』であると、そして自分の店は『武器屋』ではなく『道具屋』だと虚きよ偽ぎの申しん告こくをして来たのです。そうやって国民の義務たる納税を怠おこたり、通算７００万ゴールドを超こえる脱だつ税ぜいを行って来たのです」

　金額の大きさを聞き、傍ぼう聴ちよう席が一気にざわつく。

　裁判は公開が原則であり、この法ほう廷ていにも自由に立ち入ることが出来る。無料で傍ぼう聴ちよう出来ることもあり、裁判所はちょっとした娯ご楽らく施し設せつのような扱あつかいである。冷やかしにやって来た酔よっ払ぱらいや、何か面おも白しろいネタはないかと訪おとずれた新聞記者の姿なども見える。

　人間。獣じゆう人じん。エルフ。様々な種が入り交じっており、法ほう廷てい内にはこの街の縮図のような空間が出来上がっていた。小さな子どもたちの一団まで座すわっているではないか。

「傍ぼう聴ちよう人の皆みな様さま、ご静せい粛しゆくに」

　裁判長が場を静めると、続けて黒曜騎き士したちは、押おう収しゆうした『証しよう拠こ品』を法ほう廷てい中央に設置された長机の上に並べて行く。

「ご覧下さい。これらは全て被ひ告こく人が実際に自分の店で販はん売ばいしていた商品です。たとえばこちらの槍やり──」

　黒曜騎き士しはその中にあった一本の槍やりを持ち上げる。

　それは冒ぼう険けん者の間でも人気の高いロングスピアだった。中ちゆう距きよ離りで牽けん制せいしながら戦うことが出来、攻こう守しゆに優すぐれた装備品。初級者も上級者も戦士たちが幅はば広ひろく好んで使う一品。

「ふむふむ……。実に良いい材質だ……。勢い良く突つけば巨きよ大だいなミノタウロスの身体すらも貫つらぬけるでしょうね……。うん、実に素晴らしい武器だ」

　黒曜騎き士しは裁判官や傍ぼう聴ちよう席にも良く見えるように、槍やりを仰ぎよう々ぎようしく天に向けて掲かかげる。

「そうです！　これは誰だれがどう見ても武器です！　武器以外の何ものでもありませんよね!?　突つき刺さしてモンスターにダメージを与あたえる『武器』です！　これを被ひ告こく人は、ＳＭで使う『道具』だと言い張っているのですよ！」

　黒曜騎き士しは大げさに声を荒あらげる。

「こんなので人間が腹を突つかれたらどうなりますか？　想像してみて下さい！　たとえ急所を外しても皮ひ膚ふや肉が抉えぐれます！　当たりどころが悪ければ内臓に直ちよく撃げきの致ち命めい傷しようですよ!?」

　その鋭するどい槍やりで自分の腹が貫つらぬかれることを想像した傍ぼう聴ちよう人たちの中には、激しく顔を歪ゆがませている者もいる。

「他にもです。こちらを見て下さい」

　今度は机に並べられた証しよう拠こ品の中でも、一番大きい得物を手に取る。

「これは一いつ般ぱん的な武器屋で『魔ま神じんの斧おの』という名で販はん売ばいされている商品です。製造業者もその名めい称しようで小売店と取引していますし、被ひ告こく人の店でも同一の名めい称しようで販はん売ばいされていました。さてさて──」

　唐とう突とつに黒曜騎き士しは、物ぶつ騒そうな見た目のその巨きよ大だいな戦せん斧ぷを大きく振ふりかぶる。

「どう考えてもぉッ！」

　勢いそのままに激しく斧おのを振ふり下ろす。

「こんなもので叩たたき切きられればぁッ！」

　ブオンブオンと縦じゆう横おう無む尽じんに振ふり回まわす。

「人間は死にますよねぇッ!?　子どもでも分かりますよぉ!?」

　法ほう廷てい内で騎き士しは、巨きよ大だいな斧おのを使って器用に演武を披ひ露ろうした。

　風圧が傍ぼう聴ちよう席にまで届く。斧おのの破は壊かい力がはっきりと傍ぼう聴ちよう人たちにまで伝わって来る。傍ぼう聴ちよう席に座すわっている子どもたちの一団は「すげー！」と興奮している。

「仮に被ひ告こく人が言い張るようにＳＭの道具として使えば、やられた方は確実に死にます！　血飛沫しぶきとか色々出して死にます！　よって『道具』を売っていたという被ひ告こく人の主張は認められません！　何でしたら、人に向けてこのようなものを使わせようとした『殺人幇ほう助じよ』の余罪すら追つい及きゆうが可能です！」

　黒曜騎き士しは裁判官に訴うつたえ掛かけるように言う。アピールのために巨きよ大だいな斧おのを振ふり回まわしたので、息切れ切れの汗あせダラダラでだ。

　汗あせを拭ふき、息を整えてから、騎き士しはさらに続ける。

「そしてです。我々の捜そう査さの結果、被ひ告こく人の店で買った商品をＳＭの道具として使っている者など皆かい無むだったことが判明しました。冒ぼう険けん者たちは彼かれの店で安く商品を手に入れ、それを使ってダンジョン攻こう略りやくに赴おもむいていたのです。つまり、紛まぎれもなく武器として使われていたという事実が存在します。これは道具というのは建前であり、武器が売られていたという証明に他なりません。ウィンドラーは道具屋ではありません。武器屋なのです」

　黒曜騎き士しに睨にらまれるが、被ひ告こく人のウィンドラーは表情一つ変えず、悪びれる様子など微み塵じんも見せない。涼すずし気な顔で宝石がちりばめられた扇せん子すを扇あおいでいる。

「長期的に、それもこのような悪質なやり方で脱だつ税ぜいを続けて来たウィンドラーには然しかるべき罪状を科すべきなのです。有罪以外の判決はあり得ません。裁判官の皆みな様さま、どうか冷静かつ厳正なる判断をお願いいたします」

　あまりに尤もつともらしい意見のように聞こえる。





　１、ウィンドラーの店で売られていたのはどう見ても武器であり、買った冒ぼう険けん者たちも武器として使用していた。

　２、それなのにウィンドラーは法律で定められている『武器税』を納めていない。

　３、だからウィンドラーは脱だつ税ぜい犯であり『有罪』だ。






　当然の結論のように思える。

　しかし。

　弁護士キールは、席から立ち上がった。

　これから隣となりに座すわる被ひ告こく人ウィンドラーの弁護を始めようというのだ。

　果たしてキールはどのような反はん撃げきに出るのだろうか。どうやって『ウィンドラーは悪徳商人ではない』という『真実』を証明するつもりなのだろうか。

　多くの傍ぼう聴ちよう人たちの前で、キールは最初の一手を切り出す。

「まずは騎き士し団にお尋たずねします。そもそも武器の定義とは何でしょう？」

　キールからの質問に対し、黒曜騎き士しは言葉を選ぶようにして答える。

「……武器税法によりますと『戦いの際に相手を攻こう撃げきする道具』と明記されていますね」

「それは、戦場やダンジョンで敵を倒たおすのに用いる道具。つまり、戦いのために使う道具ということで宜よろしいでしょうか？」

　咄とつ嗟さに黒曜騎き士しは口をつぐむ。キールの質問に何か裏があると見て慎しん重ちようになっているのだ。

「沈ちん黙もくは肯こう定ていと受け取らせていただきます。それでは最高裁のとある判例を見てみましょう」

　キールは、黒曜騎き士しが困こん惑わくするのにも構わず続ける。

「この判例によれば、『包丁』や『果物ナイフ』は調理に使う道具だとしており、道具屋で販はん売ばいされて武器税の対象外となっています。包丁のような刃は物ものも、モンスターと戦う武器として使えるのにです。さらにもう一つ。最高裁は『聖水』も武器ではなく道具だと判断しています。聖水はアンデッドモンスターを攻こう撃げきする武器として広く使われているのにもかかわらずです」

　判例とは過去にあった裁判の判決のことだ。審しん理りの際にこれを引用することは大きな有効打となることがある。

「これらの判例の理由としては、そもそも包丁や果物ナイフは調理に使うものだから。聖水は神聖な儀ぎ式しきを執とり行おこなう時に身を清めるために使うものだから。こう最高裁は説明しています。つまりこれらは武器ではなく、あくまでも戦いにも使える道具だとしているのです。そのため包丁や聖水は武器税の対象外とされています。この判例と照らし合わせますと、モンスターとの戦いにも使えるからといって、必ずしも武器だとは言えないことになります」

　キールは証しよう拠こ品の中から一本の剣けんを持ち上げ、裁判官たちに見せ付ける。

「確かに被ひ告こく人の店で売られていたこの商品でモンスターと戦うことも可能かもしれません。剣けんとして振るい、モンスターを倒たおすことも出来るでしょうね。ですが、ＳＭの道具として売られている以上、これは武器ではなく道具なのです。そう。ウィンドラーさんの店で売られていたのは、モンスターと戦うことも出来るＳＭの道具なのです」

「異議あり！」

　そこで黒曜騎き士しが割って入る。

「包丁や聖水は、武器としてではなく、道具として開発されたものです！　それに比べ、ここにある剣けんも、槍やりも、斧おのも、元々モンスターを倒たおすために開発されたもの！　つまり武器として開発されたものです！　ＳＭの道具だと言い張って売ろうが、剣けんという形をしている以上、槍やりという形をしている以上、全て武器なのです！　本来の使い方が武器である以上、それは武器です！　よって、武器税の対象であることは明白であり、疑いようがない事実です！」

　黒曜騎き士しは怒ど濤とうの勢いで続ける。

「何よりも先ほど申し上げました通り、捜そう査さの結果、被ひ告こく人の店の商品は冒ぼう険けん者たちに武器として使われていました！　被ひ告こく人の店で商品を購こう入にゆうした者からも多くの証言が取れています！　被ひ告こく人の店の商品がモンスターと戦うために使用されている以上、武器であることは否定出来ません！」

「異議あり。それは被ひ告こく人の責任外です」

　今度は逆にキールが割って入り、黒曜騎き士しの話を止める。

「よくお考え下さい。料理用として売られている包丁が殺人の凶きよう器きに使われたからといって、店側に責任を問うのはあまりに酷こくですよね？　最高裁も、それを考こう慮りよして包丁を道具だと判断しているのです。意図された使用法以外で商品が使われたことで、店側に責任を問うことは出来ません。ＳＭの道具として売られている以上、本来、ユーザーはＳＭの道具として使わなければならないのです。それを勝手に武器として使っているのは購こう入にゆうした客であり、売った被ひ告こく人には何の責任もありません」

「ウィンドラーの店で扱あつかっている商品は、モンスターを倒たおすために作られた武器以外の何ものでもありません！　先ほど披ひ露ろうしました通り、武器以外に使用することは出来ない代しろ物ものです！　どう見てもこれは相手を殺傷するために作られている『戦いに使う道具』です！　それならば武器税法が定義している武器だと言わざるを得ません！」

　騎き士し団側の主張。ウィンドラーの店の商品は武器だから武器税を納めなくてはならない。

　弁護人側の主張。ウィンドラーの店の商品は武器ではないので武器税を納めなくていい。

『武器』か『道具』か。

　それがこの裁判の最大の争点である。

「そもそもです！　ここに並べられた商品は、被ひ告こく人が言うＳＭの道具として使うことなど出来ません！　使われた人間は傷つくだけだからです！　死ぬ可能性も非常に高い！　ＳＭの道具として使えない以上、これらは武器以外の何ものでもありません！」

　さっさと結論付けようと、黒曜騎き士しは力強く主張した。

　するとどうしたことか、それを聞いたキールは僅わずかにだが口角を上げる。

「……ＳＭの道具として使えない、と仰おつしやいましたか？　フフ。分かりました。それでは、ここに並べられた商品が間ま違ちがいなくＳＭの道具であることを証明いたしましょう。これから店側が意図した使用法を実じつ践せんいたします」

「何？」

　騎き士しが困こん惑わくする中、キールは手をパンパンと叩たたいた。

　それを合図として、何者かが扉とびらを開けて法ほう廷ていの中に入って来た。きびきびとした足取りで法ほう廷ていの中央に歩み寄る。

　その異様な登場人物に対し、傍ぼう聴ちよう人たちはざわつき始める。

　金きん髪ぱつ蒼そう眼がんの美しい少女だ。あどけなさの残る顔をしているが、大人の色気も併あわせ持もつ。華きや奢しやではあるが、きちんと出るところは出ている。どこにでもいると言えばどこにでもいる美少女。

　問題があるとすれば、この少女が身体のラインがくっきりと浮うかぶ黒いボンデージを着ていることだった。露ろ出しゆつ度も高めで、肩かた先さきや太ももが丸見えではないか。このような公おおやけの場に出て来るには、どう見ても相応ふさわしくない衣い装しようだ。

　弁護士キールが法ほう廷ていに召しよう喚かんしたのは、普ふ段だん絶対着ないセクシーなコスチュームに身を包んだ、助手のアイリ＝カーボムであった。

　何故なぜ、あられもない格好の少女が法ほう廷ていに現れたのか──傍ぼう聴ちよう人だけではない、黒曜騎き士しや裁判官たちすらも啞あ然ぜんとしている。

　アイリが法ほう廷ていに現れてからのずっと、皆みなが困こん惑わくし、ざわざわと騒さわぎ立てるばかりであるが、彼かの女じよの格好を見て何となく察している者も中にはいた。

「今から検証実験を行います」

　人々のざわつきを制止するかのように、キールは声高々に言った。

「検証実験？」

　裁判官の一人が怪け訝げんそうに言う。

「こちらの少女に、実際に被ひ告こく人の店の商品を使ってもらいます」

　キールがもう一度手を叩たたくと、今度はゾロゾロと男たちが法ほう廷ていに入って来た。似たような背格好の中肉中背の男性が五人。最後に神官の格好をした女が入って来た。

　彼かれらはアイリと向かい合うかたちで並び立った。

　裁判官も、傍ぼう聴ちよう人も、黒曜騎き士しも、一体何事かと見守っている。

「こちらは、今から行います検証実験のために集めた一いつ般ぱん的な体格の成人男性たちです。彼かれらに対して、この少女が商品を実際に使用してみます」

　傍ぼう聴ちよう席がさらにざわつく。

「実際にって……？」

「え？　マジで攻こう撃げきしちゃうってこと？」

　キールは並べられた『証しよう拠こ品』の一つを机から拾い上げ、法ほう廷てい中央に立つアイリへと近づく。

　キールが握にぎるのは、キラリと刃は先さきを光らせた切れ味抜ばつ群ぐんの細長い長ちよう剣けんだった。軽めの金属で造られたもので、駆かけ出だしの冒ぼう険けん者や、力の弱い女性冒ぼう険けん者に使い手が多い。

（……あの、キールさん）

　長ちよう剣けんを手て渡わたして来るキールに、アイリは不安そうな視線を覗のぞかせながら、小声で話はなし掛かける。

（本当にこんなことで真実など明かせるのでしょうか？）

（もちろんだ。君は余計なことを考えず、助手として与あたえられた仕事をきっちりこなせばそれでいい。手て筈はず通りにやれば何の危険性もないしな）

　キールは少しの物もの怖おじもせず、それだけ囁ささやいて言う。

　開かい廷ていの直前までアイリは、キールに命じられるまま今から行う検証実験のリハーサルをやっていた。学校の授業でもいつも予習をバッチリやるのだが、そんなあまりに特とく殊しゆな予習だった。

　確かにあのリハーサル通りにやれば大だい丈じよう夫ぶだとは思うが……。

（……この格好には一体何の意味があるのでしょう？）

　アイリは半ば無理やり着せられた謎なぞのボンデージ服を見ながら顔を赤らめる。

（何を言っている？　ここは法ほう廷ていだぞ？　それは公務の時に着る聖衣のようなものだよ。神聖な式典で巫女みこや踊おどり子こたちが演えん舞ぶをする時だって、そういう露ろ出しゆつの多い服装をするだろ？）

（え……？　な、なるほど、そういうことでしたか……！）

　弁護士の彼かれがそう言うならそうなのだろう。そう自分を納なつ得とくさせたアイリは、キュッと表情を引ひき締しめる。

「それでは検証開始」

　キールはアイリに催さい促そくするように告げた。

　法ほう廷ていはシンと静まり返っている。

　たった今、法ほう廷てい中央に立つアイリにだけ注目が集まっている。多くの傍ぼう聴ちよう人の視線が集まる中だが、アイリは毅き然ぜんとしている。魔ま法ほう研究の発表会や、討論会で大勢の人前に出ることには慣れているからだ。

　アイリはキールから渡わたされた証しよう拠こ品の長ちよう剣けんを見つめる。

　──ここまで来たら迷っていても仕方がない。

　──恩師・アルフレッドを救うための試練と受け取ろう。

　そうアイリは決心を固め、

「よろしくお願いします」

　並び立つ男性の一人に近づき、ぺこりとお辞じ儀ぎした。

　その手にはしっかりと長ちよう剣けんが握にぎられている。

　そして次の瞬しゆん間かん──。

「えええいっ！」

　アイリは男の一人に向かって、手にする剣けんを勢い良く振ふり下ろした。

　剣けんの扱あつかいは小学校の義務教育の一いつ環かんで習っている。魔ま法ほう学校に進学してからは振るう機会がなかったが、当時、試験のために猛もう練習した成果が今も生きているようだ。

　非冒ぼう険けん者の少女とは思えないほどに、剣けんの型は様になったものだった。

「ぐあああああああああああああああああああああっ！」

　剣けん自体が持つ攻こう撃げき力も相まって、当然、斬きられた男性は悲鳴を上げる。

　ああ、何ということだろう。男性はそのまま地面にうずくまり、斬きられた胸から腹に掛かけてを苦しそうに押おさえて悶もだえているのだ。

「ひ、ひええぇ」

「うわあ……」

　傍ぼう聴ちよう席が今日一番の戸と惑まどいとざわつきを見せた。

　ドン引きである。

「お、おい！　何やってるんだ！　すぐに救護を！」

　慌あわてる黒曜騎き士しに向かって、キールは手を突つき出だした。

「ご心配なく。この少女の腕わん力りよくでは、到とう底てい致ち命めい傷しようは与あたえられませんので」

　キールの言う通り、大げさに悲鳴を上げた割には、男の胸から腹に掛かけて出来ていたのは軽い切り傷程度だった。

　いくら型が出来ていても、相応の腕わん力りよくがなければ強いダメージにはならない。アイリが現在学校で専せん攻こうしているのは魔ま法ほう。剣けんの腕うでを鍛きたえていなかったのが、幸いしたというところか。

「いや、ご心配なく、じゃないだろ！　イカレてんのか!?　たった今、この法ほう廷ていで傷害行こう為いが行われているんだぞ！　浅くても怪け我がは怪け我がだろ！」

　黒曜騎き士しは戸と惑まどい混じりの怒ど声せいを上げる。なかなかのキャリアを持つ彼かれも、こんな裁判は今まで見たことがなかった。法ほう廷ていで少女が大の男に斬きり掛かかるなど前ぜん代だい未み聞もんである。

「ですから、ご心配なく。どうぞ、神官の方、お願いします」

　キールが手を上げて合図をすると、男たちと一いつ緒しよにやって来た神官の女性が、斬きられた男に近づき手をかざす。

　すると。

　男の身体を光が覆おおい、たちまち傷が消え去った。

「こちらは王国でも有数の治ち療りよう魔ま法ほうの使い手です。冒ぼう険けん者としてもヒーラー役として多くのダンジョンの戦いで活かつ躍やくされています。そしてご覧の通り、この程度の外傷なら彼かの女じよの魔ま法ほうで一いつ瞬しゆんにして治していただけます。万ばん全ぜんな安全性が確保されているわけです。──さて。実際に商品で斬きられてみていかがでしたか？」

　キールは、地面に膝ひざを突けたままの男性に尋たずねる。

「う、ううううう…………」

　治ち療りよう魔ま法ほうも万ばん能のうではない。いくら高位の神官が傷を癒いやしても痛みはしばらく残るものだ。

　間近で見ている黒曜騎き士しは、呻うめき声を上げる男に哀あわれむような視線を送っている。

　しかし。

「凄すごく…………。気持ち良かったです…………！」

　顔を上げたその男性はというと、満面の笑えみだった。

　天国を見た。そんな至福の表情である。

「皆みな様さま、聞きましたか？　こちらの男性は今の攻こう撃げきを『気持ち良かった』と語っています。つまり、はっきりとしたＳＭとしての効果が出ているということです。騎き士し側が先ほど主張された『ＳＭの道具としては使えない』という意見は否定されたことになります」

　傍ぼう聴ちよう席から「おお」とどよめきが上がる。

　堪たまらず黒曜騎き士しは目の前の机を叩たたいた。

「い、異議あり！　今のはこの被ひ験けん者しやの主観です！　普ふ通つうの人間が剣けんで斬きられれば痛いだけです！　これは何の証明能力もない、無意味な検証です！」

「騎き士し団側の異議を却きやつ下かします。弁護側、検証を続けて下さい」

　裁判長に促うながされ、キールは次の『道具』をアイリに持たせる。

「こちらは騎き士し団が問題にされていた魔ま神じんの斧おのです。それではどうぞ。今度は三人連続でお願いします」

　男性三人が歩み出て、アイリの前に並び立つ。

　アイリは自分の身みの丈たけはあろうかという巨きよ大だいな斧おのをふらふらしながら何とか持ち上げた。

　そして。

「ぬぐああああああああああああああッ！」

「ぬあああああああああああああああああああ！」

「うげええええええええあああああああああああああ！」

　大だい惨さん事じである。

　少女がよろよろと巨きよ大だいな斧おのを振ふり回まわし、ぶった斬ぎられた男たちは血飛沫しぶきを上げる。

　さっき黒曜騎き士しが披ひ露ろうしたような見事な斧おのさばきなど出来るはずもなかったが、アイリのパワーでもさすがの攻こう撃げき力を誇ほこるようで、喰くらった男たちの中の一人は後方に大きく吹ふっ飛とんでしまっている。どう贔屓ひいき目めに見ても男たち全員が大ダメージを受けているのだ。

　ただ、すぐさま凄すご腕うでの神官が回復魔ま法ほうで治すので、まるで何事もなかったかのように、男たちが受けた傷は身体から消え去っていた。

「いかがでしたか？」

　キールは立ち上がって行く男たちに質問する。傷は完全に塞ふさがっているが、ダメージの余よ韻いんは残っているのだ。覚おぼ束つかない脚あしでその場で何とか立ち上がっている感じだ。

　そんな男たちだが、口々にキールからの質問に答えて行く。

「はい。控ひかえめに言ってもヒジョーに良かったです」

「最高でした。エクスタシーを感じました」

「凄すごく良かったです。またやられたいと思いました」

　男たちは揃そろって頰ほおを紅潮させながら熱心に語る。

「ご覧いただけましたか、皆みな様さま？　このように、この魔ま神じんの斧おのにもはっきりとしたＳＭとしての効果が出ていることが証明されました」

「異議あり！　彼かれら被ひ験けん者しやが全員ドＭなだけです！　偏かたよった者たちによる、偏かたよった意見です！　やはりこの検証実験には何の証明能力もありません！　即そつ刻こく中止することを要求します！」

「…………異議を却きやつ下かします。続けて下さい」

「裁判長!?」

　黒曜騎き士しは激しく困こん惑わくするが、アイリを見つめる裁判長の表情は真しん剣けんそのものだ。セクシーな衣い装しようで物ぶつ騒そうな見た目の斧おのを振ふり翳かざすアイリを、まじまじと眺ながめているのである。

　大木き槌づち。三さん叉さ槍そう。モーニングスター。刃は付きのブーメラン。回転のこぎり。

　その後も、キールの指示に従い、アイリはそれらの『道具』を次々に被ひ験けん者しやの男たちに『使用』して行く。

　男たちは攻こう撃げきを喰くらう度たび、ボロ雑ぞう巾きんのようになるが、

「ふう…………」

　即そく座ざに回復魔ま法ほうで元に戻もどる。

　しかも、実に清すが々すがしい表情をして、アイリに攻こう撃げきされた感想を嬉き々きとして語るのだ。

「ふむふむ……」

「なるほど……。これは実に……」

　この衝しよう撃げき的なショーを見ながら、裁判官たちはお互たがいに耳打ちをしたり、顎あごをさすり頷うなずいたりしている。

　気のせいだろうか。裁判官の何人かの頰ほおが被ひ験けん者しやたちと同じように赤く染まっているように見えるのは。

「……お、俺おれもやられてみてえかも」

　いつの間にか傍ぼう聴ちよう席の男性たちからそんな声が上がっていた。

「ああ。俺おれもあの子に思いっきり攻こう撃げきされてみてえぜ……」

　彼かれらの視線の先には、女王様の格好をしたアイリ。攻こう撃げきを何度も行った疲ひ労ろうにより、はあはあと吐と息いきを漏もらしている彼かの女じよを見ながら、男性の皆みなが興奮を露あらわにしている。

　──金きん髪ぱつの美少女からの攻こう撃げき。

　──こんな甘かん美びなものがあったとは。

　アイリ自身には、何故なぜ、法ほう廷ていにいる男たちが興奮しているのか理解出来ていなかった。実直にキールに言われた通りに検証実験を行っているだけである。

　だが、流石さすがにそういうことに鈍どん感かんなアイリも、明らかに自分に向けて邪よこしまな視線が浴びせられていることに気づき始め、気き恥はずかしさから段々と顔が赤く染まって行く。

　一方、盛り上がりを見せる男性たちを尻しり目めに、傍ぼう聴ちよう席の女性たちは引く者がほとんどではあるのだが。

「ふーん。こりゃあ、ストレス解消に良いかもねえ」

　中にはそんな声を上げる者もいた。

「そうだね。うだつの上がらないダメ亭てい主しゆに一発お灸きゆうを据すえてやれるよ」

「きゃははっ！　いいねえそれ！」

「傍ぼう聴ちよう人の皆みな様さま、ご静せい粛しゆくにお願いいたします」

　裁判長が木き槌づちを叩たたき、傍ぼう聴ちよう人たちは静まる。

　そうこうしているうちに、並べられた証しよう拠こ品の大半の検証が終しゆう了りようしていた。

「もう、このくらいでいいでしょう」

　キールは被ひ験けん者しやの男性たちと回復役の神官を退たい廷ていさせる。

　アイリはというと、検証終しゆう了りようを告げられた途と端たん、慌あわてて弁護席の方に駆かけ寄よった。そのまま助手用の席として確保されていたキールの後ろにある椅い子すに縮こまって座すわる。

「……さて、今、ご覧いただいたのが、被ひ告こく人の想定している彼かれの店の商品の使用方法です。冒ぼう険けん者のようなモンスターと戦う専門職の方が使えば危険かもしれませんが、彼かの女じよのような非冒ぼう険けん者の少女が振るい、きちんと回復役を配備すれば死の危険性は全くないことがご理解いただけたかと思います」

　キールは後ろの席で一息ついているアイリをチラリと見ながら言う。

「これでもまだ『武器』としての価値しかないと言えるでしょうか？　ＳＭの『道具』としての価値がないと考える方がいるでしょうか？　　…………弁護側の検証は以上です」

　傍ぼう聴ちよう席の者たちの多くが、納なつ得とくしたように頷うなずいている。

「異議あり！」

　それを受けて、黒曜騎き士しは大きな音を立てて机を激しく叩たたいた。

「普ふ通つうのごく一いつ般ぱん人じんが、そのようなもので攻こう撃げきをされても苦痛しか受けません！　悦よろこびを感じるのは彼かれらのような特とく殊しゆな人間だけであります！　皆みな様さま、惑まどわされてはいけません！　弁護人による印象操作です！　冷静になって下さい！　今の結果は、弁護側が用意した者たちが変わった嗜し好こうの持ち主だったからに過ぎません！　あえてそういう人間だけを用意した卑ひ劣れつな工作であります！」

「ククッ……」

　キールが堪こらえきれないといった感じの笑い声を漏もらす。

「何がおかしい！」

「……ええ、まさしく騎き士し殿どのの仰おつしやる通りですよ。先ほどの被ひ験けん者しやたちは、私が街中から探し出した選えりすぐりのドＭたちです。普ふ段だんからそういう店に通われている方もいらっしゃれば、中にはドラゴンのブレスを受けるのが趣しゆ味みという方もいます」

「…………っ!?」

　キールがあっさりと認めたことに黒曜騎き士しは言葉を失っている。

「ですが、仮に一部の人間だけだとしても、ここに並べられた商品がＳＭの道具としての価値があることは間ま違ちがいありませんよね？　誰だれか一人にでもその需じゆ要ようがあるのであれば、それは立派な商品です。たとえば武器で一番人気は剣けんです。だからといって、少数派の棍こん棒ぼう使いの存在を否定しますか？　棍こん棒ぼう使いはダサいし冒ぼう険けん者失格ですか？　まさか『棍こん棒ぼうは需じゆ要ようが少ないから武器ではない』と仰おつしやるのですか？」

「……くっ」

　黒曜騎き士しは歯をギリッと食いしばる。反論の言葉が見つからなかったからだ。彼かれ自じ身しんも棍こん棒ぼう使いをダサいとは思っているが、その存在を否定することは出来なかったのである。

「裁判官の皆みな様さま。今の検証実験は、騎き士し側の『ＳＭの道具として使えない』という意見を否定するのに十分な証拠となると思いますがいかがでしょうか」

　裁判長を始め、裁判官たちは皆みな「なるほど、なるほど」と頷うなずき合っている。

　キールはトドメとばかりに、大きく手を振ふりかぶって弁護人席の机を叩たたいた。

「以上のことから、我々弁護側は、被ひ告こく人ウィンドラーが販はん売ばいしていた商品は『武器』ではなく『道具』であり、武器税を納める必要はないと考え、違い法ほう性もないことから、被ひ告こく人は『無罪』であると主張いたします」

　一仕事を終えたアイリは、キールの戦いを後方から見つめていた。

　アイリの目からすれば、天てん秤びんはキールの方に傾かたむき始めているように見える。いや、法ほう廷ていにいる者のほとんどにもそう見えているだろう。

　この裁判が始まる前の段階では、皆みなが共通して『ウィンドラーの店の商品は武器である』という認にん識しきを持っていたが、それを改めさせているのだ。ひょっとしたら彼かれの言う通り、ここに並べられた剣けんも槍やりも斧おのも何もかも、武器ではないのかもしれない。ウィンドラーは脱だつ税ぜいなんてしていないのかもしれない。皆みながそう思わされている。

　まだ潔白とまではいかないが、真っ黒だった状態を灰色へと変えて行く。少しずつ白へと近づけて行く。

　ある意味、魔法だ。魔ま法ほう使つかいのアイリには決して使えない魔ま法ほうを、弁護士のキールは法ほう廷ていで使ってみせたのだ。

　しかし、まだキールは魔ま法ほうを──弁論を終えようとしなかった。

　さらなる『真実』を突つき付けるために。

「裁判長。ここで証人尋じん問もんを請せい求きゆういたします」

　キールからの請せい求きゆうを裁判長が許可すると、すぐに法ほう廷ていに証人として若い人間種の女性が入って来た。そのロングヘアーの女性は、身なりからすると冒ぼう険けん者ではなさそうだ。

「お名前とご職業をお願いします」

　キールに促うながされ、女性は証言台で話し出す。

「エレナと申します。職業はバラン地区にある孤こ児じ院で勤務をしております」

「あなたと被ひ告こく人とのご関係は？」

　エレナは被ひ告こく人席に座すわるウィンドラーを一いち瞥べつする。

「……直接の面識はありません。ウィンドラー様は、私が勤務しております孤こ児じ院に寄付をしていただいているお方です」

「寄付？　それは一体どのくらいの額なのでしょうか？」

「合計で言えば、３００万ゴールドは下らないかと思います」

　エレナから告げられた金額を聞いて、法ほう廷ていがドッとざわつく。

　アイリもまた、驚おどろきを隠かくせなかった。裁判資料にも載のっていなかった、この法ほう廷ていで初めて聞く事実だったからだ。

　アイリは思わず、ウィンドラーに視線を送る。アイリがキールに依頼する弁護費を稼かせぐために苦労している３００万ゴールドを、このウィンドラーは自分のためではなく、孤こ児じたちのために使っていたというのだ。

「もしもウィンドラー様からの寄付がなければ、私たちの孤こ児じ院の経営は破たんしていたことでしょう。そうなれば、子どもたちは路頭に迷い、行きどころをなくしていました。ウィンドラー様は子どもたちの恩人なのです」

　証人のエレナが、ウィンドラーへの感謝を語っている時だった──。

「おじさんをつかまえないでっ！」

　突とつ如じよ、傍ぼう聴ちよう席の方から大きな声が聞こえてきた。

　小さな子どもの声だ。

「ウィンドラーさんはわるい人じゃないの！　だからつかまえたりしないでよ！」

「そうだよ！　ウィンドラーおじさんのおかげでぼくたちは暮らせているんだ！」

「ウィンドラーさんは箱一杯ぱいのおもちゃだってくれたんだよ！」

　やがて聞こえてくる声は、一人や二人のものではなくなっていた。

　ここに来て、傍ぼう聴ちよう席の一角に出来ていた子どもの集団の正体がようやく分かった。

　彼かれらはウィンドラーに寄付を受けている孤こ児じ院の子どもたちだったのだ。幼い少年少女たちは「ウィンドラーさんを牢ろう屋やに入れないで」と裁判官たちに向けて口々に言う。

「ご静せい粛しゆくに！　審しん理り中です！　傍ぼう聴ちよう人はご静せい粛しゆくに！」

　裁判長は木き槌づちを何度も叩たたいた。

　しかし、子どもたちは言うことを聞こうとしない。それどころか傍ぼう聴ちよう席から立ち上がり、今にも証言台の方に乗のり込こんで来そうな勢いではないか。想定外の出来事だったようで、エレナはオロオロとするばかりだ。

「がんばっておじさん！　負けないで！」

　子どもたちからの声せい援えんを受け、ウィンドラーは黙だまったまま目め頭がしらを押おさえている。

　傍ぼう聴ちよう席にいる他の者たちは、子どもたちを止めようとはしない。いや、止めようとは思えなかった。彼かれらの健けな気げな姿を見れば、そんな無ぶ粋すいな気持ちは湧わいてはこなかったのだ。

　しかし、この公おおやけの審しん理りの場では、子どもたちの行動は裁判への妨ぼう害がい行こう為いとしか見なされない。

「衛兵！　今すぐ子どもたちを退たい廷ていさせて下さい！」

　とうとう裁判長が命じると、控ひかえていた裁判所の衛兵たちが子どもたちを抱だきかかえ、法ほう廷ていの外へと強制的に連れて行く。

「おじさんを助けて！　お願いします！　お願いします！」

　小さな子どもたちは、法ほう廷ていから退出する最後まで訴うつたえ続けていた。

　ウィンドラーの無罪を訴うつたえ続けていた。

　子どもたちがいなくなり、法ほう廷ていに静せい寂じやくが訪おとずれる。

「──さて」

　その沈ちん黙もくを打ち破ったのは、キールだった。

「今、行われましたエレナさんの証言は、被ひ告こく人の店の商品が武器ではなかったという証明にはなり得ないものでしょう。……ですが、ですがです……。皆みな様さまにお訊ききします。ここにいらっしゃる方、全てにです」

　キールは熱い双そう眸ぼうで法ほう廷てい全体を見み渡わたしながら、嚙かみしめるように語る。

「重い武器税がウィンドラーさんから徴ちよう収しゆうされていたら、果たしてウィンドラーさんは孤こ児じ院に寄付をすることが出来たのでしょうか？　幼い子どもたちの生活はどうなっていたのでしょうか？　税から給きゆう与よを得ている為い政せい者しやや騎き士したちは彼かれらを救ったのでしょうか？」

　黒曜騎き士しは気まずそうに目を背そむけている。

　最後にキールは、裁判官たちに向かってこう問とい掛かけた。

「もう一度よく考えていただきたい。ウィンドラーさんの行為のどこに『罪』があったのでしょうか？」
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「キールさん！」

　裁判所の控ひかえ室しつに入るなり、アイリは飛び付くようにキールに近寄って行く。いつもの落ち着いた服装に戻もどった彼かの女じよの表情はというと、これまでキールに見せたことのない満面の笑えみではないか。

「スゴイです！　スゴイですよ、キールさん！　わたし、思わず感動しちゃいましたよ！」

　今までどこか大人ぶった感じに振ふる舞まおうとしていたアイリだが、年相応に感情を表に出している。

「ん？　何をそんなに興奮しているんだ、アイリ？　もしかして、あの検証実験でＳにでも目覚めたのか？」

「へっ!?」

　アイリは法ほう廷ていでの一幕を思い出し、顔を真っ赤にする。大の男たちを証しよう拠こ品の『道具』を使って次々にねじ伏ふせて行く場面だ。恥はずかしい格好をさせられ、傍ぼう聴ちよう人たちからは嫌いやらしい目で見られてしまっていた。

「な、何言っているんですかっ！　真実を明かすための検証とはいえ、あんなこともう二度としませんからね！　そうではなくて、裁判の結果ですよ！」

　あの後すぐに裁判長の口から判決が言いい渡わたされたのだが──。

「キールさん！　見事に真実を暴かれましたね！　ウィンドラーさんが脱だつ税ぜいなどしていなかったこと！　そして、わたしや世間の皆みなさんが悪人だとばかり思っていたウィンドラーさんが、素す晴ばらしい善人だったことを証明してみせたんですよ！」

　アイリは有名な舞ぶ台たいを観賞した直後のように感想を嬉き々きとして語っている。それくらいの感動を覚えているのだ。

　結果は、被ひ告こく人ウィンドラーの『無罪』である。

　裁判が始まるまでは、どう考えても有罪だと思われていた依い頼らい人の無実を、キールは法ほう廷ていで証明してみせた。騎き士したちの厳しい追つい及きゆうを退け、ウィンドラーを救い出したのだ。

　キールなら、アルフレッドのことも騎き士したちから救ってくれる。今日の裁判を見て、アイリはそう確信することが出来た。

　アルフレッドの弁護費を稼かせぐために、この男の助手でも何でも喜んでやろう。

　心からそう思える結果だった。

「いやあ、ありがとうごぜえました、弁護士はん！　がはははははははははは！」

　豪ごう快かいな笑い声を上げて控ひかえ室しつに入って来たのは、ウィンドラーである。

　相変わらず宝石だらけの扇せん子すを扇あおいでいるが、開かい廷てい前と比べても心底上じよう機き嫌げんの様子だ。それはそうだろう。勝利を手にしたばかりなのだから。

　その様子を見ていると、アイリも自分のことのように嬉うれしくなって来る。公判が始まる前とでは彼かれを見る目がはっきり変わっていた。

　アイリはウィンドラーの無実を証明する一役を担になえたことを誇ほこりに思う。やったことはあまり褒ほめられるようなことではないが……。

「弁護士はん、あんたさんのお蔭かげで助かりましたわ！　噂うわさ通りのさすがの腕うで前まえ。何とお礼を言ったらええやら分かりませんわ！」

「私は弁護士として仕事を果たしたに過ぎませんよ。報ほう酬しゆうさえいただければそれで十分です」

　キールは大きな笑い声を上げるウィンドラーに対して、愛あい想そ笑わらいで応える。

「……しかし、弁護士はん。あたし、一個、納なつ得とくいかんことがありますわ」

　どうしたことか、つい今まで機き嫌げん良く笑っていたウィンドラーが不満げな声になる。

「はて。何のことでしょうか、ウィンドラーさん」

「あの孤こ児じ院の人の証言やら、子どもらのことですわ。実にええ演出でしたけど、あそこまでせンくても勝てたンとちゃいますのん？　弁護士さんの言い分やら、あの検証実験やらで、うちの店のモンが『武器』やないって雰ふん囲い気きになってましたやんか。それでもう無罪は確定やったんとちゃいますのん？」

　ウィンドラーの不服に対して、キールは首を横に振ふる。

「とんでもない。今回の裁判の争点は『武器』か『道具』か、とされていましたが、はっきりとそれを結論付ける材料など存在しませんでした。確固たる証しよう拠こというやつです。それがない限り、無罪を勝ち取れるかどうかは良くて五分と五分といったところだったでしょう。そう、あの時点ではまだ『灰色』の状態だったのです。となれば、確実な勝利に必要になってくるのが『心証』です」

「心証……でっか」

「ええ。裁判における証しよう拠この価値とは、何も法律だけで決まるものではありません。裁判官たちは社会通念上の良識や情状を判決の基準とするものです。この裁判で確実に勝利するためには、裁判官の心理をあなたに向けさせる必要があった。あなたを完全なる『白』にする必要があったのです」

　キールの譲ゆずらない自信溢あふれる瞳ひとみを見て、ウィンドラーは「ふむふむ」と頷うなずく。

「なるほどですなあ……。そのために裁判が始まる少し前から、あの孤児院へ多額の寄付をさせてたっちゅうわけですな」

「……え？」

　アイリはウィンドラーの言葉に耳を疑う。

　──今、この人は何と言った……？

「ええ、その通りです。元・冒ぼう険けん者のあなたなら理解出来ると思いますが、勝利のためにはそれなりの対価や犠ぎ牲せいを払はらわなければならないものです。それに、今までの武器税を全て払はらうよりも、よっぽどお安い額だったでしょ？」

「がははっ！　そらそうですわ！　しかも有罪になれば、今までの税を払はらうだけでなく、罰ばつ金きんと懲ちよう役えきまで科せられまっからなあ！　営業停止もされるし、お先真っ暗言うやつですわ！」

　キールからの説明を受け、ウィンドラーは合点がいった様子で頷うなずいている。

「しっかし、ほんまに子どもらがええ演出してくれましたわ！　実に健気やったんで、ついつい法ほう廷ていで涙なみだぐんでしまいましたわ！　がはははははははっ！」

　ウィンドラーは愉ゆ快かいそうに笑いながら、呆ぼう然ぜんとしているアイリの肩かたを叩たたく。

「お嬢じようさんもお疲つかれさん！　ええ仕事でしたわ！　ほなあたしはこれでおいとまさせてもらいますわなあ！　また何かありましたら、今後とも是ぜ非ひご贔屓ひいきに」

　ウィンドラーは上じよう機き嫌げんに鼻歌まで歌いながら、控ひかえ室しつから去って行った。

　結果、キールとアイリの二人だけが残される。

「さあて、我々も帰るとするか。アイリ、荷物持ちをよろしく」

　そう言ってキールは手ぶらで部屋から出ようとするのだが、強ごう引いんに歩みを止められる。

　アイリが後ろからキールの袖そでを強く引っ張ったからだ。そうやってさっきまでの笑え顔がおとは一変したギラギラと鋭するどい眼光でキールを睨にらみ付つけているのだ。

「何だ？　どうした、アイリ？　もしかして怒おこってるのか？　そんなに荷物持ちが嫌いやだったのか？　大して重くもないだろうに。法ほう廷ていで振ふり回まわしたあの魔ま神じんの斧おのと比べれば余よ裕ゆうだろ？」

「そんなことで怒おこってなんかいません！　キールさん、あなたは法ほう廷ていで噓うそをついたんですね！　裁判に勝つために！」

　アイリは怒ど鳴なり付けるが、キールは臆おくさず冷めた表情で首を傾かしげている。

「ん？　何を言っているんだ？　いつ俺おれが噓うそをついたって言うんだ？」

「あなたがウィンドラーさんに孤こ児じ院への寄付を命じたんですよね！　ウィンドラーさんの意思ではなく、裁判に勝つために孤こ児じ院に寄付をさせた！　つまり、ウィンドラーさんは子どもたちのためではなく、自分が裁判に勝つために寄付をしたということです！」

　──裏切られた。

　アイリは激しい怒いかりと失望を込こめた瞳ひとみでキールを睨にらみ続ける。

「うん、その通りだ。ウィンドラーは裁判に勝つために孤こ児じ院に寄付をしたし、そうするように命じたのはこの俺おれだ。──だが、それの何が噓うそなんだ？」

「何がって……！」

「いつ俺おれが法ほう廷ていで『親切なウィンドラーさんは恵めぐまれない子どもたちのために寄付をしていたのですぅ～』と証言したんだ？　俺おれは『ウィンドラーの寄付のお蔭かげで孤こ児じ院の子どもたちが救われた』という事実しか言っていないぞ？」

「っ!?　そ、それはそうですが……！」

「動機は何にせよ、ウィンドラーが寄付をしたのは事実だ。証人のエレナというあの女も事実しか言っていない。ウィンドラーの寄付のお蔭かげで孤こ児じたちが救われたのは事実。子どもたちにとってウィンドラーが救いのヒーローであることも事実。ほら、噓うそなんて法ほう廷ていで誰だれも一言だって言っていないじゃないか」

　アイリは上手うまく言い返せないことを悔くやしく思い、ググッと歯を食いしばる。

「……だって……。だって、偽ぎ善ぜんじゃないですか！　孤こ児じ院に寄付をすることで、あたかも善人のように見せかけたということです！　つまり、ウィンドラーさんが善人であるように演出するために、孤こ児じ院の子どもたちを利用したということですよ！」

「ああ、そうだよ。あの子どもたちを法ほう廷ていに呼び付けたのも俺おれの差し金だ。君たちのヒーローがピンチだから応おう援えんしに来てくれって言ってね。君の言う通り、裁判に勝つ演出のために孤こ児じ院の子どもたちの純真な思いを利用してやったんだ。別に減るものでもないしいいだろ」

　アイリは怒いかりを通とおり越こして呆あきれ返ってしまった。当たり前のように、悪びれることもなく、キールは言ってのけているのだ。

「こ、子どもたちが可か哀わい相そうだとは思わないんですか!?　何も知らない子どもたちを私利私欲のために利用するなんて、これは明確な悪です！　許されることではありません！」

「子どもたちが可か哀わい相そう？　──そんなこと俺おれの知ったことか」

　ずっと淡たん々たんと話していたキールが、苛いら立だった声を上げた。

「アイリ。はっきり言っておこう。俺おれは正義の味方じゃない。依い頼らい人の味方だ。俺おれにとって最も重要なのは、依い頼らい人を裁判で勝たせることだ。それ以外はどうでもいい。そのためなら何だって利用する。幼い子どもたちの純真な思いだろうとな。──そう。アイリ。君のこともだ」

　キールがアイリを見る目は、今までで一番冷たいものだった。

「君を助手にしたのは、今日の裁判に勝つためだ。君くらいの容姿の女の子に、あの検証実験をさせることが、視覚的に効果があると思ったからだ。俺おれはなあ、あの酒場で探していたんだよ。この裁判に使えそうな女をな。そして君を見つけた。あの男たちから助けたのは善意なんかじゃない。謝礼代わりに今日の裁判の手伝いをさせるためだったというわけだ」

　今、はっきりと理解した。

　この男に不足しているのは──。

「本当は今日の裁判だけのつもりだったんだがね。都合良くあんな契けい約やくを君と結ぶことが出来た。分かっているとは思うが、一度結んだ契けい約やくはずっと有効だ。３００万ゴールド分の働きにはまだまだ足りていない。これからも存分にこき使ってやるからな。アイリ＝カーボム」

　誠意だ。
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　その建物からは『圧』と言えばいいのか、禍まが々まがしい空気が発せられていた。

　堅けん牢ろうな塀へいに覆おおわれた巨きよ大だいな缶かん詰づめ。中の様子は外からは窺うかがい知れない。

「止まれ！」

　甲かつ冑ちゆうに身を包み武装した門番たちがアイリの進行を止めた。巨きよ大だいな門と彼かれらがいる限り、建物内部への侵しん入にゆうは不可能だろう。

　アイリが紙の書類を渡わたすと、門番は険しい表情で目を通す。

「……面会だな」

　担当の兵士に監かん視しされながら、アイリは館内へと進む。

　ここはアルフレッド＝オークスが収容されている騎き士し団の拘こう置ち所である。

　殺人などの重い犯罪の容疑で拘こう束そくされた者は、保ほ釈しやくも認められず自由を奪うばわれ、この場所で騎き士したちの監かん視し下におかれている。逃とう亡ぼうと証しよう拠こ隠いん滅めつ防止のためだ。有罪が確定した罪人の刑けいを執しつ行こうする監かん獄ごくとはまた別だが、同等の厳重な警備体制が敷しかれている。

　竜りゆう殺しの強さを持つ冒ぼう険けん者であろうとも脱だつ獄ごくは不可能。それほどの警備体制なのだ。施し設せつ内では魔ま法ほうは使用出来ない。魔力マナを抑おさえる対たい抗こう魔ま法ほう陣じんが全域に張はり巡めぐらされているからだ。もちろん、武器の類の持もち込こみも出来ない。外部からの脱だつ獄ごくの手引きも不可能だろう。

　石いし畳だたみが敷かれた長い廊ろう下かを進んで行くと、やがてアイリは薄うす暗ぐらい個室に通された。

「面会時間は15分だ」

　それだけ言って、アイリを残して兵士は扉とびらを閉じた。外から施せ錠じようされる音が聞こえる。

　鉄てつ格ごう子しで仕切られた小窓。その向こうに人ひと影かげが現れる。

「──やあ、アイリ」

　鉄てつ格ごう子しの向こうから聞き慣れた男の声が届く。

　ブラウンの頭とう髪はつと瞳ひとみ。アイリよりも30以上年上だが、見た目は若々しい。外の世界では魔ま法ほう学の講師として教きよう鞭べんを執とっていた男。学会でも多くの画期的な魔ま法ほう理論を発表し、高い評価を得て来た魔ま法ほう学の重じゆう鎮ちんにして、タンブル・ウィズダミアの次期学長候補。

「先生！　アルフレッド先生！」

「ごきげんよう、アイリ。わざわざこんなところまで足を運んでくれて嬉うれしいよ」

　鉄てつ格ごう子しを挟はさんでアイリの目の前に現れたアルフレッドは、以前よりも明らかにやつれていた。無理もない。狭せまい独どく房ぼうに閉とじ込こめられ、日々待っているのは騎き士したちからの執しつ拗ような取り調べ。気が休まる瞬しゆん間かんなどない。今も見張りの兵士が彼かれの背後に控ひかえ監かん視しの目を光らせている。

　それでもアイリを安心させようと、優やさしい笑え顔がおで迎むかえてくれた。

　冷たい鉄てつ格ごう子しを挟はさんで、教師と生徒は久方ぶりの再会を喜び合った。
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「アイリ、元気にしているかい？　食事はちゃんと取っているか？　病気はしていないか？」

「……わたしのことより、先生こそ、お身体は大だい丈じよう夫ぶなんですか？」

「ハハッ。犯罪の容疑者とはいえ、食事は栄養価を考えたものがきちんと３食与あたえられているしね。軽い運動も許されている。学校の方はどうだい？　みんな元気にしてるかい？」

　アルフレッドは自分のことよりも、アイリや生徒たちの心配ばかりを口にする。相変わらずの調子に安心感を覚えると同時に、もっと自分のことを考えて欲ほしいと不安にもなる。

「ええ。みんな元気ですよ。……先生がいなくて寂さびしくしていますが」

「そうか。それは申し訳ないことをしたね……。すまない……」

「あ、謝あやまらないで下さいよ！　先生は悪くないんですから！　そうだ！　釈しやく放ほうされたらまたみんなで食事会をしましょう！　先生から習ったクルミのパイ、わたし、美味おいしく焼けるようになったんですよ！」

　クルミのパイは、料理下手だったアイリが、唯ゆい一いつ、自信を持って作れる料理。差し入れも禁止されているので、今はアルフレッドに振ふる舞まうことは叶かなわなかった。

「へえ、本当かい？　ハハッ。それは是ぜ非ひ、食べてみたいな。アイリが作るクルミのパイ、楽しみにしておくよ。……だが、食べられるのは、いつのことになるだろうね」

「……先生」

　アルフレッドは、かつて見せたことのないような不安げな顔を覗のぞかせている。

「……やはり彼かれら騎き士したちは、私を釈しやく放ほうする気はないようだ。このまま私を起き訴そするつもりなのだろう。あの殺人事件の被ひ疑ぎ者しやとしてね。そうなれば、私を『黒』にするために徹てつ底てい的てきに追おい詰つめて来るだろう」

　黒曜騎き士したちにも沽こ券けんがある。一度起き訴そした者は確実に有罪にするために、あの手この手を尽つくして来る。国家の権限を盾たてに横暴なこともする。実際、アルフレッドの自宅やタンブル・ウィズダミアの研究室も家探しでめちゃくちゃにされてしまった。

「大だい丈じよう夫ぶです、先生。安心して下さい。先生の弁護をして下さる優ゆう秀しゆうな弁護士さんを見つけておきましたから」

「弁護士を？　アイリがかい？　ハハッ。そいつは凄すごいじゃないか」

　アルフレッドに心配を掛かけないよう、３００万ゴールドという額や、助手としてこき使われていることは話さなかった。特に教え子が法ほう廷ていでＳＭプレイの公開ショーをさせられたことなどを知れば、卒そつ倒とうしてしまうかもしれない。

「きっとあの方なら、先生を助けて下さると思います。とても優ゆう秀しゆうな方です。キール＝カーディナルと言う弁護士さんは」

　その名前を聞いた途と端たん、アルフレッドは露ろ骨こつに表情を驚おどろかせる。

「何？　キール＝カーディナルだって？　まさかあの無敗の弁護士のことか？」

「え？　先生、もしかしてキールさんをご存知なんですか？」

「ああ。噂うわさは聞いたことがある……。私の知り合いの魔ま法ほう学者も、魔ま法ほうの著作権を巡めぐる訴そ訟しようで助けられたそうだ。しかし、よくそんな有名な弁護士を雇やとえたな……」

「そんなに有名な方なんですか？」

「うむ。知る人ぞ知る、と言ったところかな。こいつは驚おどろいたよ」

　噂うわさになっているのは冒ぼう険けん者たちの間だけではなかった。アルフレッドの反応を見るに、どうやらアイリが考えるよりもあの弁護士は凄すごい人物だったようだ。

「……と言っても、耳にするのは良いい噂うわさばかりではないがな。汚お職しよく疑ぎ惑わくの元老院の政治家を強ごう引いんなやり方で勝たせたり、時に違い法ほうスレスレな方法で証しよう拠こを搔かき集あつめたりするのだとか」

　それを聞いて、アイリは残念そうにため息をつく。

「そうですか……。やっぱりあの人はそういう人なんですね……」

「やっぱり、とは？　何かあったのかい？」

　アイリは、キールに助手をさせられていることは伏ふせつつ、ウィンドラーの裁判のことをアルフレッドに話した。

　伝えたのは、キールが孤こ児じ院の子どもたちの心を利用したこと。勝利のためならどんな手段も使うという腐くさった根こん性じようを持っていること。

　腕うでは確かだが、果たしてそんな人間に、本当にアルフレッドの弁護を任せていいものか迷いがあることも打ち明けた。

「なるほどね。聞いている限り、噂うわさ通りあまり良いい人間という感じではないな。だがね。いいかい、アイリ。思おもい込こむということは、ある意味一番の罪なんだ」

「先生、それはどういうことでしょうか？」

「我々魔ま法ほう学者も、魔ま法ほうを研究することで世界の真実を追い求めている。あらゆる理論を突つき詰つめなければ、新しい事象を発見したり、新たな魔ま法ほうを発明したりすることは出来ない。一つの側面ばかりに囚とらわれていては、物事の本質というものは見えて来ないものなのだ」

　アルフレッドは真しん剣けんな表情で語る。教きよう壇だんで魔ま法ほうの講義をしている時の姿が思い出される。

「たとえば、散らかった部屋の中で探し物をするとする。一つの角度だけから見ていては、探し物は見つからないことが多いだろう。色んな角度から部屋の中を見なくてはね。それと同じだ。物事の一つの側面ばかり見ていてはいけない。その弁護士にも隠かくれた面があるだろう。きっとその弁護士にも良いい面があるのじゃないかな」

「良いい面……ですか」

「ああ。そうだ。噂うわさに惑まどわされるな。目に見える事実だけを見るな。アイリ。思おもい込こんで真実を決め付けることだけは決してするんじゃない」

「………………………………」

　キールも似たことを言っていた。アイリは見み掛かけで人を判断していると。

　それでは真実は見つけ出せないと──。
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　その日、アイリがキールの弁護士事務所の前にやって来たのは、空から御お天てん道と様さまの姿がすっかり見えなくなり、下々の暮らす街並が闇やみに包まれた時間だった。

　陽の光が消えた街の通りを照らすのは、星の瞬またたきと民家からこぼれる灯あかり。ルミナスの住人や通りを行ゆき交かう商人の姿はほとんど見えない。

「行くぜ、みんな！　準備はいいな!?」

「ああ！　新しくローンで買ったこの剣けんの威い力りよくを試ためしてやるぜ！」

　ただし、装備に身を包んだ冒ぼう険けん者たちは別だ。

　彼かれらは24時間、昼夜関係なく活動するので、この時間でも多くの冒ぼう険けん者が街をうろついている。夜にのみ出現するモンスターを狩かるためにあえて暗くなってから行動するパーティーもいれば、中には副業的に冒ぼう険けん者の活動をする奇き特とくな住人もいるので、昼間は別の仕事をしていてこれからダンジョン攻こう略りやく、なんてケースもあり得る。

　アイリは、各おの々おの事情を抱かかえた冒ぼう険けん者たちとすれ違ちがいながら歩いて行く。この事務所までの道のりも、すっかり通い慣れたものに変わった。

　何故なぜなら、少女アイリが弁護士キールの助手になり、既すでに１ヶ月が経過していたからだ。

　相変わらずあの弁護士は負け知らず。昨日もエルヴィンという若い冒ぼう険けん者の満員ダンジョン痴ち漢かん裁判に勝利してみせた。

　アイリは、エルヴィンの裁判を通してはっきりと実感することが出来た。キールは、決して『良い』弁護士などではないと。何故なぜなら、エルヴィンの裁判では『証しよう拠こを偽ぎ装そうすること』で無罪を勝ち取ったのだ。まさしく勝つためなら何でもやる悪徳弁護士。

　やはりあのような男にこのままアルフレッドの弁護を任せるべきではないと思う。彼かれの助手として働くことに罪悪感もある。だが一度契けい約やくを結んでしまった以上、簡単にはいかないだろう。契けい約やく不ふ履り行こうで何らかの処しよ罰ばつを下されるかもしれない。

　それに、今いま更さらキールを弁護人から解かい雇こしたところで、彼かれ以外に果たしてアルフレッドを助けられる者がいるのだろうか。

　重い足取りでアイリは事務所の前に辿たどり着ついた。

「おい、見ろよ、あの子──」

「ああ、例の弁護士のとこの──」

　すれ違う冒険者から好奇の目で見られていることに気づく。

　どうやらアイリは、１ヶ月キールと行動を共にしているうちに、この界かい隈わいではちょっとした有名人になってしまったようだ。ただ、耳に聞こえて来るのは「いつもこき使われていて可か哀わい相そうに……」とか「きっとあの弁護士に脅されて無理やり働かせられているんだよ……」とか、およそ誇ることの出来ない話ばかりだった。

　キールの事務所は建物の２階。その下にある１階のカフェの入口に『Closed』の文字が書かれた札が下げられているのが、アイリの目に入った。

　アイリが横にある事務所への階段を上ろうとした時だ。

「──あら？　アイリちゃんじゃないの」

　目の前のカフェのドアが開き、小さな少女が中から現れた。

　アイリよりも背の低い少女だ。見た目は精々12歳さいくらいだろうか。リボンやレースがあしらわれたスカートを穿はいたあどけない少女。

　名前はエルルエル＝バケット。キールの事務所の下にあるカフェの店長だ。

　エルルエルはタイミングを見計らってアイリを出で迎むかえたわけではなく、店の外に置かれたメニュー表を畳たたもうとたまたま出て来たところのようだ。下のカフェはもう店じまいの時間で、閉店作業中なのである。

　彼かの女じよお手製のヒラヒラの付いたエプロン姿が板に付いている。一見、子どものお手伝いかママゴトにも見えるがそうではない。アイリも最初は信じられなかったが、エルルエルこそこのカフェのオーナーであり店長なのだ。

　エルルエルはこう見えて立派な成人女性である。種族はホビット種。童顔も相まって人間種の小さな少女にしか見えない。本人曰いわく、夜に街を出歩いていたら巡じゆん回かい中の白銀騎き士しに補導されそうになるのは日にち常じよう茶さ飯はん事だそうだ。

「アイリちゃん、今日は遅おそくまで学校の方だったんでしょ？　お疲つかれさま。良かったらお茶でも飲んで行って。うふっ。この時間だし、アイリちゃんの貸し切りよ」

　柔やわらかい笑えみを浮うかべながら、エルルエルは言った。外見はさて置き、その物もの腰ごしと落ち着いた話し方からしても、彼かの女じよがアイリよりもよっぽど年長者だということが分かる。

　客のいないガランとした店内へと導かれ、アイリはカウンター席に着いた。ランチの時間などは冒ぼう険けん者や街の住人で一杯ぱいになるのだが、閉店後の客席はとても広く感じられる。

　店主のエルルエル自身がこの店の『看かん板ばん娘むすめ』を担になっている。見た目の可愛かわいさはもちろん、お茶の味も好評のようだ。冒ぼう険けん者たちは殺さつ伐ばつとしたダンジョン攻こう略りやくの合間に癒いやしを求めて、彼かの女じよの笑え顔がおを見にこのカフェにやって来るのである。

　アイリだってそうだ。タンブル・ウィズダミアの生徒と、キール＝カーディナルの助手という二つの生活。疲つかれ切きってヘトヘトな時も、エルルエルの笑え顔がおにいつも癒いやされる。

　エルルエルは優やさしい人で、アイリの相談にも親身に乗ってくれる。年上で溢あふれる母性の持ち主。孤こ児じ院出身のアイリにとっては特に母親の温ぬくもりを感じ取れた。

「どう、アイリちゃん。キールとは上手うまくやって行けているの？」

　エルルエルは、カウンターに置いたカップにお茶を注ぎながら尋たずねる。

　この建物全体がエルルエルの持ち物で、彼かの女じよはキールの事務所の大家でもあるのだ。その縁えんあって、アイリはキールの助手になってからすぐにエルルエルと知り合いになれた。

「ぜんぜんですよ。ぜんっぜん」

　アイリは頰ほおを膨ふくらませて、吐はき捨すてるように言う。

「だってあの人、わたしが事務所を隅すみ々ずみまでお掃そう除じしてもお礼の一言も言わないんですよ？」

　キールの助手を１ヶ月やってみて、アイリが感じたこと。彼かれにとって関心があるのは裁判に勝つことのみ。それ以外は無む頓とん着ちやく。アイリのことなど奴ど隷れいくらいの扱あつかい。こちらの都合もお構いなしにあちこちに連れ回されることもある。そのせいだろう、さっきも外で冒険者に憐あわれみの目で見られてしまったではないか。

　ため息をつくアイリを見ながら、エルルエルは微笑ほほえむ。

「ふふっ。そうね。あの子──キールはお礼なんて滅めつ多たに言わないわね。あなたが来るまでは、私が代わりに掃そう除じとか食事の世話をしていたけど、その頃ころからずっとよ」

　エルルエルは、キールが弁護士を始めた頃ころからの仲だそうだ。

　４年前。キールはこの店に客としてやって来た。キールが弁護士として開業するに当たって、事務所に使える空き家を探していると知ったエルルエルは、このカフェの上階を貸すことにした。

　それからずっと、キールは一度も裁判に負けたことがない。

　エルルエルはそんなキールの姿を、アイリよりも長く近くで見て来たことになる。

「ホント、裁判以外には興味なしって感じでね。部屋はいつも散らかし放題。食生活もめちゃくちゃ。見てられなくて、家事は私が全部やってあげていたわ。でもお礼どころか、余計なことするなって叱しかられることの方が多いくらい」

　何ということだ。長い付き合いのエルルエルまでも、似たような扱あつかいではないか。

　アルフレッドはアイリに言った。キールにもきっと『良いい面』があるはずだと。

　しかし、そんなものは未いまだに微み塵じんも感じられない。初めて出会った酒場の時だって、冒ぼう険けん者たちから助けたのは、裁判に勝つためにアイリを利用しようとしたからに過ぎなかった。

　大事なのは自分のことだけ──そういう人間なのだ。

「けどね、アイリちゃん。口にはしないだけで、あの子なりに感謝はしてると思うわよ」

「……そうでしょうか」

「ほら、最近の若い子たちが言ってる、何だっけ……。ツンデレだっけ？　きっとそれよ。表に出すのが恥はずかしいタイプなのよ。それでついつい悪ぶっちゃうの」

　アイリには到とう底ていそうは思えなかった。

「……あの。エルルエルさんにとって、キールさんってどういう人なんですか？」

　アルフレッドは、アイリにこうも言っていた。『物事の一つの側面だけを見るな』と。

　別の側面──。

　アイリよりもよっぽど付き合いの長いエルルエルからは、彼かれがどう見えているのだろうか。

「うーん。そうね。手のかかる息子むすこって感じかしらね」

「息子むすこ……ですか……」

　見た目が小さな少女なので時折忘れそうになるが、この人はキールよりよっぽど年上なのだ。彼かの女じよからすればキールすらも若造なのだろう。

「だったらキールさんが悪いことをした時、注意したりはしないんですか？」

「ううん。ほとんどしたことはないわね。世間じゃ色々言われてるみたいだけど、あの子はあの子なりに、人様のお役に立てるお仕事をしているし、私は口を挟はさまないようにしているの」

　正義など度外視しているが、裁判の依い頼らい人を救っているのは事実、ということらしい。

　確かにエルヴィンやウィンドラーといったキールに弁護された者たちは、裁判に勝利することで利益を得ている。だが彼かれら以外はどうだ。ウィンドラーの裁判に至っては、あの判例を理由にして税を誤ご魔ま化かす者たちがこの先増えるに決まっている。キールは法の抜ぬけ道みちを作ってしまったのだ。これは国や世間の人々にとって明らかな不利益となる。そのことをアイリが指し摘てきしても、彼かれは「俺おれには関係ない」の一点張りであった。

　アイリは納なつ得とくのいかない表情で、ティーカップの中身を見つめている。

「……ねえ、アイリちゃん」

　その様子を心配そうに見ながら、エルルエルは話し出した。

「エレナさんって覚えてるかしら？　ほら。ウィンドラーさんの裁判の時の」

　エレナはウィンドラーが寄付をした孤こ児じ院で働いている女性で、証人として裁判に出しゆつ廷ていしていた。あの裁判のことはエルルエルに愚ぐ痴ちっていたので、彼かの女じよも概がい要ようは把は握あくしているのだ。

「エレナさん。あの裁判の後に、一度、この店に来たことがあるのよ」

「そうなんですか？」

「ええ。キールに会いに来たのだけど、その日、あの子は留守でね。彼かの女じよ、お礼を言いに来てくれたのよ。『ウィンドラーさんを助けて下さってありがとうございます』って。それはそれは熱心な様子で、本当に感謝しているのがよく伝わって来たわ」

「……エレナさんは真実を知らないんですよ。ウィンドラーさんが裁判に勝つために、自分たちの孤こ児じ院が利用されたことを」

　アイリが強こわ張ばった声で言うと、エルルエルは続けてこう言った。

「知ってるかしら？　ウィンドラーさんからの寄付はね、裁判が終わった今も、ずっと続いているそうよ」

「……………え？」

　初耳だった。

「多分、それもキールが命じたことじゃないかしら？　あの子の思おも惑わくは、私にもはっきりとは分からないわ。裁判が終わってすぐ寄付を止めたら周囲に怪あやしまれるから、かもしれないわね。でも少なくとも、今も子どもたちが救われていることは『真実』なんじゃないかしら？」

　アイリは、法ほう廷ていでキールが発した言葉を思い出す。

『重い武器税がウィンドラーさんから徴ちよう収しゆうされていたら、果たしてウィンドラーさんは孤こ児じ院に寄付をすることが出来たのでしょうか？　幼い子どもたちの生活はどうなっていたのでしょうか？　税から給きゆう与よを得ている為い政せい者しやや騎き士したちは彼かれらを救ったのでしょうか？』

「ふふっ。ものは考えようってところね」

　その時、カフェの玄げん関かんのドアが開いた。

「あら。噂うわさをすれば、ね」

　入って来たのはキールだ。

「──ったく、無む駄だ足あしだったよ。例の刀かたな鍛か冶じのドワーフの裁判、証人になりそうなやつは見つからなかった」

　キールは愚ぐ痴ちを言いながら、アイリの隣となりのカウンター席に座すわる。当然アイリの存在に気づいているはずなのに、挨あい拶さつどころか顔も見ようとして来ない。

　不ぶ愛あい想そうにもほどがある態度に、ムッとしたアイリはキールをジト目で睨にらみ付つける。

　悠ゆう々ゆうとした態度のキールと、そんな彼かれの隣となりで膨ふくれっ面つらを浮うかべているアイリ。対照的な二人を前に苦笑いを浮うかべながら、エルルエルがキールに声を掛かけた。

「何か食べて来た？　軽いものでも作ろうか？」

「そうだな。ではこいつに合うものを頼たのむ」

　そう言ってキールは、無造作にカウンターに小こ瓶びんを置いた。

「あら？　これって前に話していたハーブじゃない。お茶にすると凄すごく良いい香かおりなのよ。ほら、アイリちゃんも飲んでみたいって言ってたでしょ？」

「あ、はい。覚えてます……」

　キールが買って来た意外な手て土産みやげに、アイリは思わず彼かれの横顔をまじまじと見上げる。

「帰りにたまたま見つけたんだ。エル、せいぜい美味うまい茶を淹いれてくれ」

「ふーん。いつもはお酒ばっかりなのに、どういう風の吹ふき回し？」

「……たまにはな。君らも試飲くらいなら構わんぞ」

　椅い子すの背もたれにだらしなくもたれ掛かかるキールの姿からは、彼かれの感情を窺うかがい知ることは出来ない。彼かれが単純に美味おいしいお茶を飲みたかっただけなのか、エルルエルやアイリが話題にしていたハーブを、彼かの女じよたちのために買って来てくれたのか。

　ただ一つ確かなことは『キールがハーブを買って来た』という事実だけ。

　その事実をどう捉とらえるかは、アイリ次し第だいなのだろう──。

「…………あの。キールさん」

「何だ？」

　アイリは言った。

「クルミのパイ、焼きましょうか？」
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　第二章　冒ぼう険けん者の『権利』と『義務』　─猫ねこの情報屋と悪徳弁護士の過去─




「代理人弁護士。冒ぼう頭とう陳ちん述じゆつをお願いします」

　裁判長に促うながされ、髭ひげ面づらの弁護士が席から立ち上がった。

　ダンジョン内で発生したトラブルに関しては、最も寄よりの下級裁判所で裁判が執とり行おこなわれることになる。殺人や窃せつ盗とう、満員ダンジョン内での痴ち漢かんといった犯罪であれば、騎き士し団によって刑けい事じ裁判で裁かれる。

　今日、この下級裁判所の法ほう廷ていで行われるのは、冒ぼう険けん者同士が争う民事裁判の方である。これから二人の冒ぼう険けん者と、その弁護士によるダンジョンを超こえたバトルが繰くり広ひろげられるところだ。

「それでは改めて訴そ状じようの内容を確かく認にんさせていただきます」

　髭ひげ面づらの弁護士──名前をピエールという──は、原告席で立ち上がって裁判官たちに向かって一礼する。彼かれはこの裁判を起こした原告側の弁護士である。

　手元の紙の束を見ながら、弁護士ピエールは丁てい寧ねいな口調で話し出す。

「今回のこの裁判ですが、訴うつたえを起こした原告のノラン。彼かれが僅わずかレベル６という低レベル冒ぼう険けん者なのにもかかわらず、被ひ告こくである冒ぼう険けん者ジャイコフから、高ランクモンスター『タイタン』討とう伐ばつに無理やり付き合わされたことを発ほつ端たんとしています」

　ピエールは法ほう曹そうの道に進んで15年を超こえる中ちゆう堅けん弁護士で、公判にも慣れたものだ。傍ぼう聴ちよう人の視線が集まる中でも堂々としている。

　それとは対照的に、ピエールの隣となりに座すわる男は、法ほう廷ていに現れてからずっとおどおどしていて落ち着きがなかった。

　彼かれこそが今回のこの裁判を起こした張本人であり、弁護士ピエールの雇やとい主ぬし。

　冒ぼう険けん者のノランだ。

　ヒョロっとした体たい軀くで、冒ぼう険けん者というにはかなり頼たよりない雰ふん囲い気き。実際、冒ぼう険けん者稼か業ぎようを始めてもう９年目だというのに、未いまだ低レベルの弱小戦士である。ザコモンスターの代表格のスライム一匹ぴきを倒たおすのにも手間取るくらいだ。

　そんな彼かれの真正面。傍ぼう聴ちよう席から見ればちょうど反対側の席。

　そこに座すわるのは、ノランがこの裁判で訴うつたえた被ひ告こく。かつてはノランのパーティーの仲間だったが、今はノランにとって倒たおすべき敵。

　名前はジャイコフ。

　強きよう靭じんな肉体を持つ強面こわもての冒ぼう険けん者。大おお柄がらな熊くまを彷ほう彿ふつとさせるビジュアルの男だ。

「あらかじめ提出しました資料にもありますように、ジャイコフは45という高レベルの冒ぼう険けん者です。この数値だけでも、ノランとの格差は十分ご理解いただけるかと思います」

　ピエールの言うように、ジャイコフは見掛け倒だおしということはなく、めちゃくちゃ強い。剣けんでの戦いを専門とする『ソードマスター』という上位クラスに属していて、小さなドラゴンなら単たん身しんで退けられるほどの実力者である。巨きよ大だいな太刀たちでモンスターを一刀両断する姿は、冒ぼう険けん者たちの間でも恐おそれられている。

「そんなジャイコフですが、威い圧あつ的な態度を取り、ノランをタイタン討とう伐ばつへと強ごう引いんに連れて行きました。皆みな様さま、想像してみて下さい。圧あつ倒とう的てきに実力差のあるジャイコフに凄すごまれれば、格下のノランがクエストへの誘さそいを断ることなど出来るはずもなかったでしょう」

　仮に二人が武ぶを以もつて争えば、確実にジャイコフが勝利する。

　レベルとは、その冒ぼう険けん者の実力を数値で表したもの。モンスター討とう伐ばつといったクエスト攻こう略りやくの実績などから総合的に評価してギルドが冒ぼう険けん者たちに与あたえているものだ。一いつ般ぱん的に、冒ぼう険けん者レベルが10以上離はなれた者同士が戦えば、勝負にすらならないと言われている。ジャイコフの方は、何のダメージも受けずに一いつ瞬しゆんで片かたが付くだろう。

　ただし、それは剣けんと魔ま法ほうによる戦いでの話だ。

　ここは裁判所。いかに冒ぼう険けん者としてのレベルが高かろうと、いかに剣けんの腕うで前まえが凄すごかろうと、いかに強力なスキルや魔ま法ほうを扱あつかえようと、それらは全て無意味となる。

　むしろこの裁判においては、ジャイコフは圧あつ倒とう的てきに不利な状じよう況きように立たされていた。

「上級冒ぼう険けん者という地位と戦せん闘とう能力を盾たてに、ジャイコフはノランの行動を支配しました。結果、ノランは全く身みの丈たけに合わない、タイタン討とう伐ばつという仕事に無理やり参加させられてしまいました。──そうです。ノランはジャイコフからパワーハラスメントの被害を受けたのです」

　裁判官に向けて語るピエールの隣となりでは、ノランが怯おびえた表情をして座すわっている。たまにガクガクと肩かたを震ふるわせ、決して正面に座すわるジャイコフに目線を合わせようとしない。

　一方、被ひ告こく席の椅い子すに巨きよ体たいを沈しずめたジャイコフは、目を瞑つぶり黙だまってピエールの話を聞いている。大きな両りよう腕うでを前に組んで、その眉み間けんにはギュッとシワが寄っており不ふ機き嫌げんそうだ。

「当然ながら、ノランの戦せん闘とう能力では強力なモンスターのタイタンには全く歯が立たず、それどころかタイタンからの激しい攻こう撃げきを受け重傷を負ってしまいました。さらにこの経験のせいで、ダンジョンやモンスターが怖こわくなり、ノランは冒ぼう険けん者を引退せざるを得ないような状じよう況きようになってしまいました。ノランは精神的にも大きな苦痛を受けたのです。これらの損害は、全てジャイコフからのパワハラが原因なのは明確であります」

　ノランの目は病やんだ風でくぼんでおり、よく見ると、襟えり元もとから怪け我がの治ち療りようの痕あとの白い包帯が覗のぞいている。被ひ害がいの痕こん跡せきが外面からも窺うかがえるような状じよう況きようだ。

「よって我々原告側は、治ち療りよう費や慰い謝しや料などを含ふくめた損害賠ばい償しようとして、被ひ告こくに２００万ゴールドの支し払はらいを請せい求きゆうします」

　力強く言いきったピエールは、続けて事実関係などを裁判官たちに説明して行く。

　ジャイコフが普ふ段だんからパーティーメンバーや、周りの冒ぼう険けん者たちに粗そ暴ぼうな振ふる舞まいを行っていたこと。特にノランへの当たりがキツかったこと。ノランとジャイコフの間には揺ゆるがない上下関係と、逆らえない環かん境きようが出来上がっていたこと。その関係性のせいで、やりたくもないダンジョン攻こう略りやくを何度も強要されていたこと──。

「裁判長。証人尋じん問もんを請せい求きゆういたします」

　ピエールによって証人として法ほう廷ていに召しよう喚かんされたのは、髪かみを二つ結びにした女性の冒ぼう険けん者。

　名前はシェスカ。治ち療りよう魔ま法ほうや防衛魔ま法ほうを得意とし『ハイプリースト』と呼ばれる上級クラスに属している。自分の名前や略歴を話してから、シェスカは証言を始めた。

「私は当時、ノランさんやジャイコフさんと共に、タイタン討とう伐ばつに向かっていました──」

　証人のシェスカはジャイコフのパーティーに入り、ノランが重傷を負ったタイタン討とう伐ばつクエストに参加していた冒ぼう険けん者。つまりは一部始終の目もく撃げき者である。

　彼かの女じよはノランがジャイコフに無理やり連れて来られたことや、タイタン到とう伐ばつ前にもダンジョン内で執しつ拗ように暴言を吐かれていたことなどを証言して行く。レベルの低いノランがタイタンの攻こう撃げきを受けた時の凄せい惨さんな状じよう況きようなども事細かに語る。

　こういった高レベル冒ぼう険けん者による低レベル冒ぼう険けん者へのパワハラは、パーティー内のセクハラと並んで社会的にも問題視されており、よく訴そ訟しよう沙ざ汰たになっている。確かな証しよう拠こと労災の被ひ害がい状じよう況きようが示されれば、裁判所は被ひ害がい者側の訴うつたえをほとんど認めるようにしている。

　今回のノランとジャイコフのケースでも、シェスカの証言も加わりしっかりと裏が取れた。ノランがジャイコフに逆らえなかったことも、やりたくもないタイタン討とう伐ばつに付き合わされたせいで大きな傷を負ったのも、揺ゆるぎない事実だ。

　これだけの要件が出で揃そろっていては、ジャイコフの敗はい訴そは確実であろう。

　この裁判を見守る傍ぼう聴ちよう人たちの誰だれしもがそう思っていた。

「被ひ告こく側。反対尋じん問もんをお願いします」

　しかし、ジャイコフの隣となりに座すわる男は、諦あきらめた様子を全く見せていない。原告側の主しゆ尋じん問もんが終わると、続けてジャイコフの弁護士である彼かれは椅い子すからゆっくりと立ち上がった。

　弱じやつ冠かん20歳さいの若き弁護士。キール＝カーディナル。

　今回のパワハラ裁判、キールは明らかに劣れつ勢せいのジャイコフの弁護を務めている。先日担当したエルヴィンの痴ち漢かん裁判と同様、依い頼らい者は激しい逆風に立たされているのだ。

　だというのに、キールは動どう揺ようを一いつ切さい見せない。キャリアの面でも対戦相手であるピエールより大きく劣おとるというのに、譲ゆずらない堂々とした態度で法ほう廷ていに立っている。

　たかが20歳さいそこそこの青二才──。

　そんな批判すら寄せ付けない雰ふん囲い気きを放ちながら、キールは口を開く──。
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　二人の冒ぼう険けん者と二人の弁護士が法ほう廷ていで対たい峙じする数日前。

　アイリ＝カーボムは、キール＝カーディナルの弁護士事務所に来ていた。

　平日の真っ昼間だが、今日、魔ま法ほう学校の方には向かわない。彼かの女じよの通うタンブル・ウィズダミアは単位制で、毎日決まった時間に授業があるわけではないのだ。

　アイリは入学してからのずっと、アルフレッド＝オークスのゼミに出席していたが、彼かれが騎き士し団に逮たい捕ほされてしまってからはその大半のコマが抜ぬけ落おちた。別の講師の授業で穴あな埋うめすることも出来たのだがそれはしなかった。アルフレッドに申し訳ない気持ちもあったし、最近は別のことに追われているからだ。

　弁護士の助手としての仕事である。騎き士し団に捕つかまってしまったアルフレッドを救うためには、キールから与あたえられる仕事をこなし、弁護費を稼かせがなければならないのだ。

　アイリがキールから与あたえられる仕事は大きく分けて二つある。

　一つ目は事務所への来客対応。

　キールは事務所を出で払はらっていることが非常に多い。法ほう廷ていにいるか、次の裁判の準備や調査のために街に繰くり出だしているのだ。裁判の現場検証のためにダンジョンに赴おもむくこともある。当然その間、事務所は空となる。キールの留守に依い頼らい人が訪ねて来ることもあるのだが、そうなると美味おいしい仕事を取り逃のがす可能性があるので、アイリが依い頼らいの受付業務をさせられる。

　そして二つ目。時に必要とあらば、アイリも法ほう廷ていや調査活動に駆かり出だされることがある。

　たとえばつい先日のことだ。アイリは離り婚こん裁判の調査のために、夫側が通ういかがわしい酒場にアルバイトとして潜もぐり込こませられた。夫の散財っぷりを証明して依い頼らい者である妻側を有利にするためだ。アイリは普ふ段だん絶対に着ない露ろ出しゆつの多いドレス姿でターゲットに接近。夫は監かん視し者がいることなど気づかないまま、店内で金を使いまくっていた。これを証しよう拠ことして裁判には勝ったものの、アイリは恥はずかしい格好をさせられたうえ、ターゲットに嫌いやらしい手つきで肩かたを触さわられたり、聞きたくもない愛の言葉を囁ささやかれたりと、散々な目に遭あった。

　今日はというと、こうして事務所で待機。キールから命じられたのは事務所への来客対応の方だ。変なところに連れ回されたり、法ほう廷ていで小こ恥はずかしいことをさせられたりする心配はない。

　だからといって気が楽かと言えば、そうでもなかったりする。

　事務所にやって来るのは依い頼らい人だけとは限らない。時たま、怒いかれる冒ぼう険けん者が殴なぐり込こみに来ることがあるのだ。キールに裁判でこっぴどく負かされた相手側が逆さか恨うらみしてのことである。しかも、そういう輩やからが来るのは、いつもアイリが一人で留守番している時に限る。どうやらキールはあらかじめ危機を察知して事務所から避ひ難なんし、アイリに厄やつ介かい払ばらい役をさせているらしい。事務所にいるのがアイリ一人だと分かると大たい抵てい帰ってくれるが、それでも帰らないようなら防犯ベルを鳴らして白銀騎き士しを呼び、彼かれらに何とかしてもらうしかない。

　逆に考えれば、今日は大だい丈じよう夫ぶということになる。キールは今、奥おくの接客用の部屋で依い頼らい人と次の裁判の打ち合わせをしているところなのだ。仮にヤバそうな人が来ても助けを求められる。

　アイリは月刊の魔ま法ほう専門誌をパラパラとめくりながら、たまに玄げん関かんの扉とびらに視線を送る。

「──お邪じや魔ましますにゃ」

　そうしているうちに、事務所に訪問者が現れた。いつもと違ちがい、アイリが反射的に身構えることはなかった。何故なぜなら、玄げん関かんのドアベルは鳴らなかったからだ。

「えっ……？」

　その人物は玄げん関かんの扉とびらではなく、それとは反対側にある窓から入って来たのである。呆ぼう然ぜんとするアイリを尻しり目めに、窓から現れた来客は当たり前のように事務所のソファーへ腰こしを下ろす。

「どうも、どうも。キールにゃんは留守かにゃ？」

　若い女性だ。年ねん齢れいはキールと変わらない20歳さい前後といったところだろうか。身軽そうな露ろ出しゆつ度の高い服を着ていて、抜ばつ群ぐんのプロポーションを惜おしげもなく披ひ露ろうしている。

　一見すると人間種だが、ショートヘアーの髪かみの間からは、ぴょこんと人間のものでない耳が生えている。レッドブラウンの髪かみと同じ毛色の猫ねこ耳だ。セクシーなホットパンツからは脚あしだけでなく尻尾しつぽが飛び出している。アクセサリーではなく本物。

　猫ねこの半獣じゆう人じんである。ほとんど人間種の見た目だが、動物の特とく徴ちようや性質を持つ者たち。猫ねこ種の彼かの女じよからすれば、２階の窓から家屋に侵しん入にゆうすることくらい朝飯前と言ったところか──。

「いやいや！　何でそんなところから入って来てるんですか!?　あなた泥どろ棒ぼうですか!?」

　大きく出で遅おくれて、アイリは自分の背後の窓から現れた人物に対して身構える。いくら殴なぐり込こみでも、真正面から入って来ない客はいなかった。

　警けい戒かいするアイリとは対照的に、猫ねこの獣じゆう人じんは余よ裕ゆうのある笑えみを浮うかべながらソファーの上で脚を組んでいる。

「泥どろ棒ぼうは『お邪じや魔まします』って言って入って来ないと思うにゃ。キールにゃんに許可を貰もらっていつもそこから入って来ているのにゃ」

　この猫ねこ娘むすめ、口くち振ぶりからしてキールの知り合いのようだ。襲おそって来るような気配もない。

「な、何で窓から……？」

「下の店にいるエルルエルに見つかるとうるさいからにゃ。親でもないのに、会う度たびに『早く真っ当な定職に就つけ』とか小言が凄すごいのにゃ。だからいつも玄げん関かんは避さけて、こうやって裏通り側の窓からお邪じや魔ましているのにゃ」

　どうやら１階のカフェの店主・エルルエルとも知り合いらしいが、アイリは初めて見るこの猫ねこの獣じゆう人じんに警けい戒かい心を解くことがなかなか出来ない。

「あ、そっか。会うのはこれが初めてだったかにゃ？　ミーアは情報屋にゃ」

　彼かの女じよはミーア＝キャットと名乗った。

　ミーアは情報屋としてこのルミナスの界かい隈わいに出入りしていて、キールもよく世話になっているそうだ。猫ねこのように気まぐれな性格だが、報ほう酬しゆうさえ払はらえば誰だれからの依い頼らいだろうと確実な仕事を果たしてくれるらしい。

　金さえあれば誰だれの味方でもする。その部分はキールと共通している。同じ穴の狢むじなというやつだろうか。彼かの女じよから良いい印象は抱いだけなかった。

「ちなみに、ミーアの方はよーく知っているにゃ。アイリちゃんのこと」

　ミーアはそう言って、八や重え歯ばを見せて笑う。初対面の彼かの女じよがどうして自分のことを知っているのだろうか。アイリは戸と惑まどいで応えるしかない。

「ミーアは情報屋だし、街の噂うわさはじゃんじゃん耳に入って来るのにゃ。アイリちゃんは『悪徳弁護士の下でタダ働きさせられてる可か哀わい相そうな女の子』にゃんでしょ？」

「ええ!?　何ですかそれ！　誰だれがそんなことを!?」

「街のみーんな言ってるにゃ。ここずっとキールにゃんにこき使われていて、法ほう廷ていでＳＭショーまでさせられたとか。何だか色々大変らしいにゃ？」

　事実ではあるが、いつの間にそんな噂うわさが広まっていたのか……。

　そう言われれば、最近、商店街のフルーツ屋に果物を買いに行った時、憐あわれみの目で見られリンゴを１個おまけしてもらったことがあるが、あれはそういうことだったのか。この間も事務所近くで冒険者から同情の視線を向けられたが、まさかそこまで自分とキールの関係が広く知れ渡っているとは。

　何とも気き恥はずかしい。これでは街を出歩くのも肩かた身みが狭せまいではないか。

　問題はそれだけではない。タンブル・ウィズダミアは、学生のアルバイトを禁じていない。在学中からインターンとして冒ぼう険けん者と共にダンジョン攻こう略りやくに出る者もいるくらいだ。弁護士の下で働いていること自体には何の問題もないわけだが、そういう評判が伝わるとなると話が違ちがって来る。その内、生徒指導室から呼び出しでも喰くらいそうである。学内でも優等生で通っているアイリだが、初めて何らかのペナルティを科せられるかもしれない。

　最悪、退学にでもなれば、アルフレッドを裁判で助けられたとしても、彼かれを大いに悲しませることになるだろう。

「それでキールにゃんは？　わざわざ頼たのまれていたものを持って来たんだけどにゃあ」

　顔を青くしているアイリにミーアが尋たずねる。情報屋が頼たのまれて持って来るものと言えばもちろん情報だ。キールは情報屋のミーアに依い頼らいして何かの情報を集めさせていたようだ。

　彼かれのことだ。十中八九、裁判に勝つための情報であろうが。

「キールさんなら、今は奥おくの応接室で依い頼らい人の方と話されていますよ。次の裁判のための打ち合わせだとかで」

　と、アイリがミーアに伝えたその時だった──。

「　下らねえ御ご託たくはいいからさっさとこの俺おれを無罪にしろッ！　」

　恫どう喝かつするような男の声がその応接室の中から響ひびいて来た。

　アイリは突とつ然ぜんのことにビクリとして応接室のドアを見る。




　応接室のソファーには大きな男が座していた。

　この男の名はジャイコフ。キールに弁護の依い頼らいをした冒ぼう険けん者だ。ジャイコフとキールはテーブル越ごしに向かい合って座すわり、両者の間にはピリピリとした空気が漂ただよっている。

「お、お茶をお持ちしました……」

　アイリはキールに命じられて運んで来たお茶をジャイコフに給きゆう仕じする。アイリの身体の倍はあろうかという巨きよ漢かんだ。そんなジャイコフに睨にらまれ、アイリは委縮する。

「どうぞ、ジャイコフさん。お茶でも飲んで落ち着いて下さい」

「茶なんていらねえんだよ！　ボケェがぁ！　てめえは俺おれを無罪にすることだけ考えりゃいいんだよぉ！」

　先ほどと同じくジャイコフはキールを怒ど鳴なり付ける。部屋の外で聞いた時よりも、間近での方がより迫はく力りよくがあるのは当然のことで、アイリはモンスターの咆ほう哮こうかと錯さつ覚かくした。

「ジャイコフさん。今回の裁判は民事訴そ訟しようです。有罪・無罪を決めるものではありません。いかにして裁判を起こした相手側のノランさんの訴うつたえを退けるかが勝負なのです」

　厳いかついジャイコフに面と向かって怒ど鳴なられても、キールは臆おくすることなく冷静に言う。肝きもが据すわっているとアイリは感心した。

「ハン！　同じことだろ!?　裁判で俺おれが悪いかどうかを決めるって話なんだからなあ！」

「ま、まあまあ、ジャイコフさん。ここは抑おさえて抑おさえて」

　ジャイコフの隣となりにはもう一人、男の冒ぼう険けん者が座すわっていた。

　彼かれの名前はスネイル。ジャイコフの腰こし巾ぎん着ちやくのような男だ。ひょろっとしていてキツネ眼めが特とく徴ちようである。剣けんも魔ま法ほうもそつなくこなし、ダンジョン内の探たん索さくスキルを得意としている。

「それにしても、ノランのくせに生意気ですねえ。ジャイコフさんを裁判で訴うつたえるなんて」

「フン！　文句があるなら面と向かって言いやがれってんだよ！　裁判に頼たよるなんてのはよえーやつのすることなんだよ！」

「そうですとも、そうですとも。ジャイコフさんの仰おつしやる通りでございます。まあご安心下さい。このスネイルがジャイコフさんの有利になるように法ほう廷ていで証言いたしますから。我々の手で生意気なノランのやつをコテンパンにノシてやりましょう」

　スネイルはジャイコフと良くパーティーを組んでダンジョン攻こう略りやくに出ている。問題のタイタン攻こう略りやくクエストの時も、彼かれはジャイコフやノランと行動を共にしていたパーティーメンバーの一人なのだ。今回の裁判にとって重要な証人というわけである。

「いいな、弁護士！　絶対に俺おれを勝たせろよ！　でないとギタギタにしてやるからな！」

　ジャイコフはドンと机を叩たたいて言った。




「……やっぱり冒ぼう険けん者は苦手です」

　終始苛いらつきを見せていたジャイコフと、それをなだめるスネイルとが事務所から帰って行くと、アイリは愚ぐ痴ちをこぼすように言った。彼かれらが出て行った事務所の玄げん関かんのドアを睨にらみ付つける。

「ああやって強い言葉で威い圧あつして、暴力にばかり頼たよる。最低です」

　もちろん冒ぼう険けん者の中には温おん厚こうで人当たりの良いい者もいる。決してジャイコフのような人間だけというわけではないのだが、アイリの冒ぼう険けん者への偏へん見けんは増す一方だ。

「最低？　何もそこまで言うことはないだろ？　彼かれはただ自分の腕わん力りよくに己惚うぬぼれた脳みその足りないクズだ。あの程度のクズはどこにでも転がっているというのに、最低は言い過ぎだよ」

「……どっちが言い過ぎなんですか、どっちが」

　キールはあれだけ言われたのに全く意に介かいしていない様子だ。乱暴者で口の悪いジャイコフだが、冒ぼう険けん者としては優ゆう秀しゆうなので金はたんまり持っており、無敗と名高いキールに弁護を依い頼らいして来た。前金だけでもかなりの額を押おし付つけて来ている。上質のお客様というやつだ。だから、高圧的な態度を取られてもキールは落ち着いた対応をしているらしい。

「それにしても、怖こわくないんですか？　あんな大おお柄がらの人に強い言葉をぶつけられて」

「強い言葉？　どこがだ？　あんなものは何の法的拘こう束そく力も持たない力のない言葉だ。むしろ、裁判では不利になる弱い言葉だ。どう見ても恐きよう喝かつだからな。仮に手を出して来たら、暴行罪で告こく訴そしてやればいいだけのこと。いや、その方が都合がいいかもな。慰い謝しや料を搾しぼれるだけ搾しぼり取とってやれる」

　キールはそう言ってゲス笑いを浮うかべる。敵に回すとこの人の方がよっぽどタチが悪そうだなとアイリは思った。

「──どうも、キールにゃん」

　キールとアイリの間に割わり込こんで来たのは、情報屋のミーア＝キャットだった。ジャイコフが怒ど鳴なり声を上げた後、事務所の中でずっと気配を消していたが、今いま頃ごろになってぴょこっと顔を出して来たようである。

「おお、ミーアか。来ていたのか」

　ミーアの顔を見るなり、キールは妙みように嬉うれしそうな表情をする。

「君がこうして事務所に来るのは１ヶ月振ぶりくらいかな？」

「大体それくらいにゃ。例の調査で忙いそがしくしてたからにゃあ」

「そっちは首しゆ尾び良くいっているのか？」

「なかなか骨が折れる案件だったけど、何とかなりそうにゃ。それはそうと、今日は頼たのまれていたノランの情報を持って来たのにゃ」

　そう言うとミーアは、持っていたショルダーバッグから紙の束を取り出してキールに手て渡わたした。素す早ばやくキールはそれに目を通す。

「──うむ、お誂あつらえ向むきだな。相変わらずの完かん璧ぺきな仕事だ。礼を言おうミーア。それに、別の調査も忙いそがしい中だというのにご苦労様。肩かたでも揉もんでやろうか？」

　アイリは驚おどろく。キールが他人にお礼や労ねぎらいの言葉を言うなんて滅めつ多たに──いや、少なくともアイリは初めて見た。

「いらないのにゃ。キールにゃん下手くそそうだし。それより報ほう酬しゆうのお金の方を弾はずんで欲しいにゃ。ミーアはそっちの方がよっぽど嬉うれしいのにゃ」

「ふっ。違ちがいないな」

　交かわされる会話を聞く限り、キールとミーアは弁護士と情報屋という関係以上の、仲の良いい友人同士のように見える。
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　思えばアイリは、キールの交友関係をほとんど把は握あくしていない。キールと親しい関係にある人物としてアイリが知っているのは、弁護士開業以来からの付き合いだというエルルエルくらいなものだ。

　アイリは不ふ審しんな表情でキールとミーアを見比べながら、並べられた資料を二人の横から覗のぞき込こんでみる。

　そこにみっちりと書かれているのは、今回キールが裁判で戦う敵となる冒ぼう険けん者ノランの情報だった。本人の経歴だけでなく、両親の名前や職業、家族構成も詳しよう細さいに記されている。かなりの情報量だ。これらの情報をミーアは一人で集めたと言う。しかも別の調査の合間を縫ぬって集めたと言うのだから、彼かの女じよの情報屋としての力量がよく分かった。

　そんなミーアが持って来た情報の中でも、アイリの目を引く項こう目もくがあった。

「これは酷ひどいですね……」

　ノランという冒ぼう険けん者が常つね日ひ頃ごろ、どれほどジャイコフに虐しいたげられていたかの詳しよう細さいだ。

　挨あい拶さつ代わりに汚きたない罵ば声せいを浴びせられるのは当たり前。ノランが抵てい抗こうを見せないのをいいことに、殴なぐる蹴けるの暴行まで行われていたようだ。典型的な弱い者イジメである。冒ぼう険けん者というコミュニティにもイジメは存在するのだ。

　アイリが学園内でイジメを目もく撃げきすれば、見過ごさず必ず止めていた。弱い者イジメは、世に蔓延はびこる悪の中でも特に許せない悪だからだ。お節せつ介かい焼きだとか、先生たちからのポイントアップのためにやっているだとか、周りから陰かげ口ぐちを叩たたかれようともその信念は一度も揺ゆるがなかった。弱者を守ることは誰だれしもが果たすべき正義だとアイリは信じている。

　だが今回キールは、その弱い者イジメをしている側の肩かたを持つことになる。アイリの主義と相反するような裁判ではないか。

「……わたしには分かりません。どうしてこんな人を弁護出来るのか。さっきも自分を助けようとしているキールさんにあんな横おう柄へいな態度を取る始末ですよ？」

「高い報ほう酬しゆうを貰もらっている。護まもる理由はそれだけで十分だ。個人の性格などどうでも良いい」

「そうにゃ。お金さえ貰もらえるなら誰だれだろうと味方する。そんなの普ふ通つうのことにゃ」

　キールとミーアは息を吐はくように言ってのける。

　はっきりと理解した。この人たちは自分とは違ちがう世界の住人なのだと。価値観があまりに違ちがい過ぎる。いくらアイリが人の道を説こうとも、理解を示そうという努力すらしない。そういう人たちなのだ。

「それで、キールにゃん。今回はどうやって勝つつもりなのかにゃ？　ミーアは別の調査の方はもう目め途どがついているし、今なら前みたいに色々手伝ってあげられるのにゃ」

　それを聞いたキールは、ミーアの顔を見ながら軽く笑えみを浮うかべる。

「ふふ。そいつは頼たのもしい。では、いつものように一つ工作を頼たのみたいが、いけるか？」

「もちろんオッケーなのにゃ。納なつ得とくのいく報ほう酬しゆうさえ貰もらえるなら、ミーアは何でもやってあげるのにゃ」

　ミーアは情報屋で通ってはいるが、キールから請うけ負おう仕事は情報収集に限らない。命じられれば裁判に勝つための裏工作まで行うと言う。あらゆる隠おん密みつ行動が彼かの女じよの専売特許であり、手先も非常に器用。昔はそのスキルを使って盗とう賊ぞく紛まがいなことも行っていたが、そちらからは足を洗っているのだそうだ。キールを裁判で勝たせる方がよっぽど稼かせぎが良いいということらしい。

「まあ、今回はそれほど大おお掛がかりな工作は必要ない。君なら一晩でやってのけるだろう」

「ふーん。けど、状じよう況きよう的にはかなり不利っぽいのに、大だい丈じよう夫ぶなのかにゃ？」

「確かにな。これが刑けい事じ裁判ならば、この俺おれでも無罪を勝ち取ることは極きわめて困難だっただろう。何せ目もく撃げき者が多過ぎる。暴行や恐きよう喝かつがあった事実も、ノランがジャイコフにタイタン討とう伐ばつに無理やり連れて行かれた事実も、覆くつがえすことは不可能だ。──だがこれは民事裁判だ。それらの事実を認めたうえで、ジャイコフを勝たすことは十分可能なのだ。いかにノランの訴うつたえが不当なのかを証明すればいいだけのこと」

「……ウィンドラーさんの裁判の時のように、裏で工作をしてジャイコフさんが善人だったように見せかけるということですか？」

　アイリは軽けい蔑べつの眼まな差ざしを浮うかべながら問う。

　実は冒ぼう険けん者として稼かせいだ金を恵めぐまれない子どもたちに寄付していた──。多くの危険なモンスターを討とう伐ばつし平和活動に従事していた──。ジャイコフの評価を上げるために法ほう廷ていで言えるのはそんなところだろうか。

「いや、違ちがうな。それでは弱い。やつが本当は聖人だと証明したところで、ノランの被ひ害がいの事実が否定されるわけではない。何をどう工作しようが、ジャイコフがノランのことをイジメていた『黒』である事実が揺ゆらぐことは絶対にない」

「ではどうやって勝つつもりなんですか……？」

　キールはアイリに答える。

「今回は、どちらがより『黒』だったかを証明する」
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　下級裁判所の法ほう廷ていで対たい峙じする二人の冒ぼう険けん者。ノランとジャイコフの両陣じん営えい。

　彼かれらの間──法ほう廷てい中央の証言台に立つのは、女冒ぼう険けん者のシェスカ。ノラン側の証人として出しゆつ廷ていしている彼かの女じよに対して、弁護士ピエールからの主しゆ尋じん問もんが終わったところだ。

　次はいよいよキールのターンだ。被ひ告こくジャイコフの弁護士として彼かれを守るために、今からシェスカへの反対尋じん問もんを行う。

「それでは証人のシェスカさんにご質問させていただきます。そちらにいらっしゃる冒ぼう険けん者のノランさんですが、ジャイコフさんからのタイタン討とう伐ばつの誘さそい。これを拒きよ否ひすることは絶対に出来なかったのでしょうか？」

　原告席で俯うつむいて座すわるノランを指差しながら、キールは証言台のシェスカに問う。

「ええ。絶対と言って良いいと思います」

　キールの強い語気を纏まとった問とい掛かけに、証人シェスカは少しも臆おくさずに答える。芯しんの通った強い女性。そんな印象を抱いだかせる。

「弁護士のピエールさんもご説明されていた通り、ノランさんはジャイコフさんに逆らえない立場でした。しかも、タイタン討とう伐ばつの前日のことです。ノランさんに対してジャイコフさんは『もし一いつ緒しよに来なかったらぶん殴なぐってやる』と仰おつしやっていました。これは、当時いらっしゃった酒場の店員さんや、周りの冒ぼう険けん者たちもはっきりと聞いているはずです」

「ほうほう……。つまり、脅きよう迫はく行こう為いがあったということですかな？」

　今の質問は裁判長からだ。

「その通りです、裁判長」

　弁護士ピエールが横から口を挟はさむかたちで答える。

「先ほどもお伝えしましたが、こういった脅きよう迫はく行こう為いは恒こう常じよう的に行われていました。今回のタイタン討とう伐ばつ以外でもノランは、自分には手に余る難しいギルドの依い頼らいやダンジョン攻こう略りやくに何度も無理やり付き合わされていたのです。その度にジャイコフは『俺おれに逆らえばギタギタにしてやる』などと言ってノランを脅おどしていました。そうなんですよね、シェスカさん？」

　シェスカが力強く頷うなずくと「なるほど、なるほど」と裁判長も納なつ得とくしたように頷うなずいた。

　パワハラの構成要件としては、それが日常的なものだったかどうかがよく問われる。一回や二回程度なら認められないこともあるが、継けい続ぞくして何度も行われていたのならパワハラだと認にん定ていされやすい。

　今回のケース。ジャイコフからノランへの恐きよう喝かつや強要がずっと続いていたことは、シェスカの証言によって証明された。このまま順当に行けばノランのパワハラ被ひ害がいが認められ、ジャイコフの敗北が決まるだろう。

　もちろんそれを止めるべく、キールは再び口を開く。

「分かりました。日常的に脅きよう迫はく行こう為いがあったのは確かなようですね。ただ、確かく認にんしたいのですが、ノランさんがジャイコフさんから実際に手を出されたこと──ぶん殴なぐられたことはあったのですか？　言葉による恐きよう喝かつだけでは、それほどの強制力があるとは思えません。これでは到とう底てい『絶対に拒きよ否ひ出来なかった』とは言いきれませんよね」

　ピエールが僅わずかに笑えみを浮うかべる中、シェスカはキールからの質問に答える。

「ええ、ええ、ありました。ありましたとも。以前、ノランさんがクエストの参加を断って、ジャイコフさんに殴なぐられたことがありました。それだけではありませんよ。ダンジョン攻こう略りやく中にノランさんが失敗をした時などにも、ジャイコフさんは怒おこってノランさんへ殴なぐる蹴けるの暴力行こう為いをしていました」

　シェスカの話を聞きながらその時のことを思い出したのか、ピエールの横でノランが分かりやすいほどの身み震ぶるいを見せている。

「裁判長。つまり、被ひ告こくジャイコフの言葉による脅おどしは、ノランに対して十分な強制力を持っていたということが証明されました。彼かれがタイタン討とう伐ばつの参加をどうしても断れなかったのは明白であり、パワハラがあったことは間ま違ちがいありません」

　ピエールがいかにも自信満々に言いきるが、

「──なるほど。シェスカさんは全て目もく撃げきされていたわけですね。ということは、シェスカさんはそれらのジャイコフさんの行こう為いを黙だまって見過ごされていた、と」

　キールは鋭するどい眼光でシェスカを見ながら言う。

「ジャイコフさんがノランさんに暴言を吐はいたり、脅おどしたり、殴なぐったりするのをあなたは見て見ぬフリをしていた。ノランさんがタイタン討とう伐ばつクエストに参加するのを止めることもしなかった。そういうことなんですよね？　あなたがノランさんを庇かばっていれば、今回の悲劇は起こらなかったのではないですか？」

「…………っ」

　シェスカはキールの指し摘てきに対して苦々しい表情を浮うかべている。

「異議あり！　証人の行動は本件とは関係ありません！　本件はあくまでも被ひ告こくジャイコフへの審しん理りであります！」

「原告代理人の異議を認めます。被ひ告こく代理人は証人への追つい及きゆうをただちにやめて下さい」

　裁判長に窘たしなめられても、キールは動じることも表情を変えることもない。断罪するかのようなシェスカへのギラギラした視線を外そうとはしなかった。

「ちょ、ちょっと待って下さいよ……！」

　その視線に耐たえきれなくなったのか、反はん撃げきとばかりにシェスカがキールに向けて口を開く。

「私だっていつもジャイコフさんがノランさんに酷ひどいことをしているのを注意はしていました！　ノランさんがタイタン討とう伐ばつに参加するのだって止めようとはしました！　でも、でも、強くは言えませんでした……。怖こわかったのです……。ジャイコフさんのことが……」

　シェスカは目を潤うるませながら肩かたを震ふるわせている。冒ぼう険けん者とはいえやはり女性。身体も態度もデカいジャイコフに恐きよう怖ふを覚えても仕方ないだろう。

　黙だまり込こんでしまったシェスカに代わって、ピエールが話し出す。

「裁判長。そもそも、脅きよう迫はくや暴行があった時点ですぐにノランが訴うつたえなかったのは、ジャイコフからの報復を恐おそれていたからです。後でもっと酷ひどい目に遭あわされるのでは、という恐きよう怖ふ心のために裁判を起こすのにも躊ちゆう躇ちよしたのです。今、証言台に立たれているシェスカも同じです。今回、二人は勇気を振ふり絞しぼってこの法ほう廷ていに出しゆつ廷ていしているのです。……そのことも審しん理りの際、ゆめゆめお忘れなきようにお願いします」

　ピエールは裁判官たちに向けてアピールするようにそう言った。今のは明らかに判決を有利にするための心証狙ねらいである。

「皆みな様さま、もうお分かりいただけたでしょう。ジャイコフさえいなければ、ジャイコフが無理やり彼かれをタイタン討とう伐ばつに連れて行かなければ、ノランが大きく傷つくようなことはありませんでした。そのトラウマのせいで、もう彼かれは剣けんを握にぎることすら怖こわくなってしまったのです。ジャイコフからのパワハラさえなければ、ノランは今もダンジョンでの冒ぼう険けんを続けていたでしょう。冒ぼう険けん者として夢を追い続けられていたことでしょう」

　語るピエールの隣となりで、ノランが女め々めしく洟はなをすすっている。

　その姿を見て、情けないと非難する者もいるかもしれない。だが、タイタンという怪かい物ぶつを目の前にすれば、並の冒ぼう険けん者なら確実に萎縮してしまう。砦とりでのような高さを誇ほこる巨きよ人じん。見た目の恐おそろしさとその咆ほう哮こうだけで戦意を一いつ瞬しゆんにして喪そう失しつしてしまうだろう。

　実際の強さもそこらのモンスターとは桁けた外はずれだ。十分な修練と装備を調えれば対たい抗こう出来るが、そうでなければ巨きよ大だいな拳こぶしの一いち撃げきを喰くらっただけでひとたまりもない。大怪け我がを負ったとはいえ、ノランのような低レベル冒ぼう険けん者がタイタンからの攻こう撃げきを受けて生せい還かん出来たことは、奇き跡せきに近いのだ。

「タイタンに完かん膚ぷなきまでに叩たたきのめされ、そのショックでこの先戦うことが出来なくなったノランは、冒ぼう険けん者という夢と将来を奪うばわれました。そのきっかけを作ったジャイコフにはそれ相応の償つぐないと謝罪をさせるのが、社会通念上、当然のことではないでしょうか」

　ピエールの言葉に、傍ぼう聴ちよう人たちは「うんうん」と頷うなずいている。場は完全にノランへの同情で支配されているようだ。天てん秤びんは間ま違ちがいなく弁護士ピエールへと傾かたむいている。

　対する弁護士キールは、無言で顎あごをさする。

　──やはり情勢は不利だ。

　普ふ段だんからのジャイコフの暴力行こう為いは、多くの人間が目もく撃げきしているので否定しようがない。

　実際にノランを重傷にしたのも、モンスターへの恐きよう怖ふ心を植え付けたのも、直接はタイタンの仕業だが、モンスターに損害賠ばい償しようを請せい求きゆうするわけにもいかない。それに、問題のタイタンはノランが戦せん闘とう不能になった後、ジャイコフたちが討とう伐ばつしてしまった。

　間接的にではあるが原因を作ったのはジャイコフによるパワハラ。責任をジャイコフに取らせるのが自然な流れである。

　キールの隣となりでは、ジャイコフは相変わらず目を瞑つぶって口をへの字にしている。この法ほう廷ていで彼かれは自分の口では何も語っていない。

　既すでにこの戦い、弁護士のキールに全てを委ねているのだ。

　ならばその期待に応えなければならないだろう──。

　ノラン側の証人シェスカへの尋じん問もんは終わった。シェスカは傍ぼう聴ちよう席の方へと引ひっ込こんだ。

　次はジャイコフ側の証人の出番となる。

　キールが証言台に召しよう喚かんしたのは、冒ぼう険けん者のスネイルである。キールの事務所での打ち合わせの際、ジャイコフと共に来ていたキツネ眼めの男だ。

　最初に彼かれは、ジャイコフやノランと何度もパーティーを組んでいたことを説明した。そのことで、自分がいかに二人の関係性を強く知る人物であるかを裁判官たちに証明したのだ。

「それではスネイルさんに質問します。タイタン討とう伐ばつのおり、ノランさんはタイタンにダメージを一いち撃げきでも与あたえましたか？」

　キールは証言台に立つスネイルに問う。

「いえ、ノランのやつ──ノラン君は、タイタンにダメージを与あたえることなく、一人で勝手に攻こう撃げきを喰くらってやられちゃっていましたね。僕ぼくやジャイコフさんやシェスカちゃんがタイタン討とう伐ばつに貢こう献けんする中、彼かれだけはなーんにもしていません」

「つまりノランさんは、タイタンにボコボコにやられたばかりか、何の役にも立っていなかったということですね」

「──異議あり。今行われているのは本件とは関係ない無意味な質問です」

「異議を却きやつ下かします。被ひ告こく代理人、証人への尋じん問もんを続けて下さい」

　ピエールは裁判長には聞こえないように軽く舌打ちする。

「ではタイタンとの戦いの前はどうでしょう。そこに至るまでのダンジョン内で、ノランさんはパーティーの仲間の一人として何か活かつ躍やくをされましたか？」

「いいえ。ノラン君の剣けんの腕うでは良くて子どもレベル。唯ゆい一いつ上手うまく扱あつかえる【火球攻撃魔法フアイヤーボール】も雀すずめの涙なみだのような威い力りよく。回復魔ま法ほうもろくに使えない。モンスターとの戦せん闘とうだけじゃありませんよ。ノラン君は僕ぼくのように扉とびらや宝箱のトラップを見破るスキルも持っていないので、パーティーメンバーとしての役割ロールを一いつ切さい果たせていません。それどころか、これ以外のダンジョン攻こう略りやくでも、彼かれは一度もジャイコフさんの役に立ったことがありませんね。ああ、荷物持ちやら、キャンプ時の火の番くらいなら役に立ったかな」

　スネイルはケタケタと笑う。ノランは俯うつむいたままなので表情ははっきりと分からないが、心ない言葉にショックを受けていることだろう。

　構わずキールは質問を続ける。

「なるほど。ではどうしてジャイコフさんは、そんなノランさんをパーティーに入れたりしたのでしょう？　今までのダンジョン攻こう略りやくでもノランさんは役に立っていない。それなのにジャイコフさんは、性しよう懲こりもなく極きわめて難しいタイタン討とう伐ばつにまで連れて行っている。ノランさんがクソザコ冒ぼう険けん者なのは明白だというのに──」

「異議あり！　今の発言は原告の尊厳を著いちじるしく貶おとしめるものです！」

　ピエールは棘とげのある声こわ色いろですかさず口を挟はさむ。

「原告代理人の異議を認めましょう。被ひ告こく代理人は考えて発言するように」

　裁判長に睨にらまれ、キールは肩かたを竦すくめる。

「おっと、これは失礼しました。──では、改めまして。何故なぜ、ジャイコフさんは、明らかにタイタン攻こう略りやくに役に立たないノランさんをパーティーに参加させたのでしょうか？　他に仲間になってくれる人がいなかったからですか？　ジャイコフさんがノランさんだけでなく、周囲に対して粗そ暴ぼうな態度を取っていたことは事実でしょう。そんな彼かれとパーティーを組む者などおらず、ジャイコフさんはノランさんのような弱者を脅おどすことでパーティーの仲間を増やすしかなかったということなのでしょうか？」

　スネイルは首を横に振ふる。

「それはありませんね。確かにジャイコフさんは周りから恐おそれられてはいましたが、ジャイコフさんほどの実力者なら、パーティーを組みたいという冒ぼう険けん者はいくらでもいたはずです。かくいう僕ぼくも、ジャイコフさんのお蔭かげで多くの恩おん恵けいを受けて来ましたし」

「恩おん恵けい？　それはたとえばどのような？」

「一番大きいのは、ジャイコフさんの力を借りることで多くの高ランクモンスターを狩かることが出来たことです。ギルドから褒ほう賞しようも沢たく山さんいただけました。それに、ジャイコフさんの仲間だと言うだけで、周りの冒ぼう険けん者たちはヘコヘコしてくれましたよ。実に気分も良かった」

「つまり、ジャイコフさんは冒ぼう険けんに一いつ緒しよに出てくれるパーティーメンバーに困ることはなかったんですね」

「はい。間ま違ちがいありません。わざわざ脅おどしたりなんてしなくても、大たい抵ていのやつはジャイコフさんの仲間になってくれると思いますよ」

「そうなりますと、ジャイコフさんには他の誰だれでもない。ノランさんをパーティーに入れなければならない何らかの理由があった。──スネイルさんはその理由をご存知なのですか？」

　このキールの質問にスネイルは一いつ瞬しゆん躊ちゆう躇ちよを見せるが、

「……はい。知っていますよ」

　大きく頷うなずいて肯こう定ていした。

「ではお答え下さい。ジャイコフさんがノランさんをパーティーに引き入れた理由を」

　スネイルは、ジャイコフとノランをそれぞれ一いち瞥べつし、こう告げた。

「ジャイコフさんはノラン君のことが好きだからです」

　法ほう廷ていは静せい寂じやくに包まれている。

　響ひびき渡わたったのはスネイルの今の言葉だけだ。

「……………証人。すみませんが理解出来るようにもう一度言ってもらえませんか？　出来れば言葉を変えて、分かるように説明していただきたい」

　戸と惑まどいの表情を浮うかべる裁判長がスネイルに問とい掛かけた。

「そう言われましても、そのままの意味ですが……。ジャイコフさんはノラン君のことを愛しているのですよ」

　傍ぼう聴ちよう席がざわつき始める。皆みながジャイコフに奇き異いの目を向けるが、キールの横に座すわるジャイコフは動じることなく、口をへの字にして腕うでを組んだままだった。

　一方ノランはというと、こちらも相変わらず俯うつむいたままで表情は窺うかがい知れない。スネイルの証言を一体どう受け取っているのだろうか。

「なるほど、分かりました。ジャイコフさんは好意を寄せているノランさんと一いつ緒しよにいたかったのでパーティーに引き入れた──。つまりはそういうことですね？」

　確かく認にんするようにキールが問うと、スネイルはまた大きく頷うなずく。

「ええ。そしてノラン君を難しいダンジョン攻こう略りやくに連れて行ったのは、ジャイコフさんの愛ゆえのことなのです」

「スネイルさん、それはどういうことでしょうか」

「ノラン君とジャイコフさんは幼おさな馴な染じみなのです。冒ぼう険けん者を始めたのも同時期。ですが、どんどん冒ぼう険けん者として結果を出して出世して行くジャイコフさんと比べ、ノラン君はちっとも強くならないし、いつまで経たっても下級の冒ぼう険けん者のままだった。それを不ふ憫びんに思い、ノラン君が少しでも早く成長出来るようにと、ジャイコフさんは自分のパーティーに引き入れました。ジャイコフさんは自分のことよりも、ノラン君のレベルアップを最優先していたのですよ」

「異議あり！　証人は勝手な憶おく測そくを話しています！　被ひ告こく本人からはそのような証言は一度も出ていません！」

　ピエールが割って入る。

「証人はジャイコフの立場が少しでも有利になるように作り話をしている可能性があります！　このような根こん拠きよのない証言は認められません！」

「分かりました。それでは証人の証言を裏付ける証しよう拠こ品をお出ししましょう」

　そう言ってキールは、自分の席に一冊の本を置いた。

「ご覧下さい。これはジャイコフさんの日記です。こちらを証しよう拠こ品として提出いたします」

「……日記ですか？」

　裁判長はキールの手元にあるそれを見ながら怪け訝げんそうに言う。

「はい。間ま違ちがいなくジャイコフさん直筆の日記です。疑うのなら筆ひつ跡せき鑑かん定ていでもして下さい。ジャイコフさんから許可を得ていますので、今からこちらを謹つつしんで拝読させていただきます」

　そう言って、キールは日記のページをめくり始める。

『○月×日。今日もノランがヘマをした。ダンジョンで見え見えのトラップを踏ふんで、壁かべから鉄の槍やりが飛んで来やがった。危あやうくこの俺おれまでダメージを喰くらうところだったじゃねえか。ノランの馬ば鹿か野や郎ろうめが』

『○月×日。ったく、ノランのやつ、ふざけやがって。１階層のゴブリンごときにビビりやがって。そんなんだからいつまで経たってもよえーんだよ、クソが』

　そこに綴つづられたジャイコフの怒いかりの言葉を、キールは淡たん々たんと読み進めて行く。

　聞きながら、ノランは俯うつむいたまま身み震ぶるいしている。その怒いかりの言葉全てが自分に向けられたものだからだ。

　暫しばらく日記は、ジャイコフのノランへの愚ぐ痴ちが続いて行く。

　だが。

『──だけど、やっぱあいつは放っておけないぜ』

　様子が変わり始める。

『俺おれが絶対にノランの野や郎ろうを変えてやる。この俺おれの手であいつを立派な冒ぼう険けん者にしてやるんだ。あいつはビビっちまって一人じゃ何もできねえ。だから、無理やりにでも強い敵と戦わせてやるんだ。じゃなきゃ、あいつは一生変わらない。ショック療りよう法ほうってやつさ』

『ノランは磨みがけば絶対に光る。あいつにだって何か才能があるはずだ。まずはそいつを見つけて自信を付けてやらねえとな。厳しく当たってやる。それがあいつのためなんだ』

『思った通りだ！　ノランには弓の才能がある！　よし、もっと強いモンスターと戦わせてみよう！　楽しみだ！　あいつと肩かたを並べて一いつ緒しよに戦える日がよぉ！』

　聞きながら裁判官たちは顔を見合わせている。

　相変わらずノランは俯うつむいたままだが、いつの間にか彼かれの震ふるえは止まっていた。

「──もうこのくらいで宜よろしいですね」

　キールはパタンと日記を閉じる。

「スネイルさんの証言の通り、ジャイコフさんはノランさんを思って、難しいダンジョンへと連れて行っていたのです。何もイジメたかったわけではありません。彼かれを変えるために強く当たっていただけなのです。行き過ぎた部分もあったとは思いますが、全てはノランさんを思っての行動だったのです」

　キールは言いながら、隣となりにある大きな肩かたをポンと叩たたいた。

「どうぞ、あなたの言葉で言ってあげて下さい。あなたがずっと秘めていた思いを」

　ジャイコフはゆっくりと立ち上がった。

　そして、今日初めて自分で自分の言葉を発した──。




「お前のことが好きだったんだよッ！」




　──今は自分を憎にくむ敵となってしまったノランに対して。

　一いつ瞬しゆんの静せい寂じやくの後。傍ぼう聴ちよう席が色めき立ち、激しくざわつく。

「ご、ご静せい粛しゆくに！　皆みな様さまご静せい粛しゆくに！」

　裁判長も動どう揺ようしながら、激しく木き槌づちを叩たたく。

「──裁判官の皆みな様さま、もうお分かりいただけたでしょう」

　法ほう廷てい内が混乱する中、キールは続けて言う。

「そうです。このジャイコフさんは、ホモでツンデレだっただけなのです。今までどうしても面と向かって言うことが出来ませんでした。照てれ隠かくしもあったのでしょう。不器用で強く当たることしか出来ませんでした。ですが分かって下さい。いつも難しいダンジョンに無理やりに連れて行っていたのは、全てノランさんを思っての愛ゆえの鞭むちだったのです。ノランさんを成長させるためだったのです。それが真実なのです」

「た、確かに、日記もそれを証明しているわ……！」

　女性の裁判官が顔を赤くしながら興奮気味に言う。

　堪たまらずピエールは立ち上がった。

「異議あり！　仮にジャイコフがノランのことを思って行動していたとしましょう！　しかし、彼かれの考えがどうであれ、ノランの意思を無視してタイタン討とう伐ばつへの同行を強要した事実は変わりません！　ノランからすれば苦痛でしかなかった！　ジャイコフがどのような思いを抱いだいていようとも、結果としてノランはパワハラによる被ひ害がいを受けているのです！」

　ピエールの言う通りだ。やった方の思おも惑わくがどうであれ、パワハラがあった事実は変わらない。同意があったのならまだしも、ノランは自分の意思を無視され鞭むち打うたれた。つまりは独りよがりの善意である。難しいダンジョンへと無理やり連れて行かれた。そのせいでタイタンと戦うはめになり、大きく傷ついた。動機が何であれ、それらの事実は覆くつがえらないのだ。

　キールとてそのくらいは分かっている。

「裁判官の皆みな様さま！　ジャイコフにどんな考えがあろうと、ジャイコフがノランを殴なぐったこと。罵ののしったこと。それに伴ともないノランが苦痛を受けて来たこと。これが全てであり、それこそが真実なのです！　ノランがジャイコフに恐きよう怖ふを覚え、タイタン討とう伐ばつへの参加を強要されたこと！　それによって甚じん大だいな被ひ害がいを受けたことは否定出来ません！」

「──ノランさんは、ジャイコフさんに恐きよう怖ふしていたから、タイタンの討とう伐ばつを断れなかったのですか？」

　キールが呟つぶやくようにピエールに言う。

「だから最初からそう言っているだろう！　話を聞いていたのか貴様！」

　ピエールが苛いら立だって声を荒あらげるが、キールは続ける。

「そもそもの話ですが、ノランさんはジャイコフさんに恐きよう怖ふを覚えていたのでしょうか？」

「自分よりも強い人間に威い圧あつ的に来られれば恐きよう怖ふを覚えるのは当然だ！　しかも、シェスカの証言通り、暴行や脅きよう迫はく行こう為いまであった！　これはノランの行動を制限するに十分な──」




「　恐きよう怖ふに挑いどまず何が冒ぼう険けん者だッ！　」




　キールは大きな怒ど声せいを放ち、破は壊かいするほどの勢いで目の前の机を叩たたく。

　突とつ然ぜんのことだったので、法ほう廷ていにいた人間の大半がビクリと反応する。

　ピエールも驚おどろいた表情で話を止めてしまった。

　裁判が始まってからずっと俯うつむいていたノランも、思わず顔を上げる。顔を上げたノランの視線の先には、自分に向けて鋭するどい眼光を飛ばすキールの姿があった。

「ノランさん！　敗れたとはいえ、ジャイコフさんの何倍も巨きよ大だいなタイタンと戦ったあなたに、ジャイコフさんに歯向かう勇気がなかったと言うのですか!?　殺意だけを向けて来る巨きよ大だいなタイタンよりも、ジャイコフさんの方が怖こわかったというのですか!?」

　キールはノランへ怒ど声せいを浴びせた。蛇へびに睨にらまれた蛙かえるのようにノランは固まってしまっている。

「思い出してみて下さい！　あなたがこうして生きているのは誰だれのお蔭かげですか!?　タイタンの攻こう撃げきを喰くらって倒たおれた瀕ひん死しのあなたを守まもり抜ぬき、ダンジョンから運び出したのはどこの誰だれですか!?　──スネイルさん、お答え下さい」

　証言台に立ったままのスネイルにキールは問う。

「……あ、はい。ノラン君を助けたのは、ジャイコフさんです」

　スネイルはキールの迫はく力りよくに戸と惑まどいつつ答えた。

「他の誰だれでもありません。怪け我がの応急処置をしたのはシェスカちゃんですが、動けないノラン君を担かつぎ、ダンジョンの外まで運び出したのはジャイコフさんで間ま違ちがいありません」

　普ふ通つうなら、ノランのような低レベル冒ぼう険けん者が、タイタンと対たい峙じして生せい還かん出来るわけがない。

　ノランが生きて帰れたのは、ジャイコフが必死でノランを守まもり抜ぬいたからだ。

　ジャイコフは倒たおれたノランをタイタンの追つい撃げきから守りぬいた。タイタン討とう伐ばつ後も、ダンジョン脱だつ出しゆつまでの間、他のモンスターからの攻こう撃げきを退けながら、ノランを無事生還させた。

　スネイルの証言が終わると、キールはもう一度激しく机を叩たたく。

「ノランさん、あなたは弱い……。上級モンスターのタイタンに勝てるわけなどない……。だが、その原因を作ったのはあなた自身だ！　あなたは自分一人では、自分の弱さを変えようという努力すらして来なかった！　甘あまえているだけなんですよ！　パワハラが原因？　いいや、違ちがいますね。あなたのその怪け我がは、あなたの弱さが招いたことだ！　タイタンに負けたのはあなたが弱かったからだ！　それこそが揺ゆるがない真実なのです！」

「うううううう…………」

　ノランは頭を抱かかえて唸うなる。

　キールのあまりに激しい剣けん幕まくに圧あつ倒とうされ、ピエールは口を挟はさむことも、異議を申し立てることも出来ずにいる。

「自分自身にはもちろん、あなたはジャイコフさんの優やさしさにも甘あまえていたのです！　ジャイコフさんが手を差さし伸のべてくれなければ、あなたは満足に冒ぼう険けんに出ることすら出来なかった！　本当は気づいていたのではないですか!?　ジャイコフさんからの好意に！　そしてそれを利用していたのではないですか!?」

　キールは紙の束を机の上に叩たたき付つける。

「ノランさん。あなたについて情報屋に詳くわしく調査をさせましたが、随ずい分ぶん、羽は振ぶりが良かったようですね？　なかなかに贅ぜい沢たくな暮らしもされている。それはそうでしょうね。上級冒ぼう険けん者であるジャイコフさんとの冒ぼう険けんで身に余る報ほう酬しゆうを得ていたのですから……！」

　机に散らばった紙の資料の中には、ノランの大きな自宅の写真や、ノランが酒場で豪ごう遊ゆうしている姿が写し出されている。パーティー間での報ほう酬しゆうの分配は、原則均等になるように行うとギルド条約の約やつ款かんで取り決められている。ジャイコフのパーティーも例外ではなく、ノランは冒ぼう険けんで得た宝物やモンスター討とう伐ばつの報ほう奨しよう金をきちんと受け取っていたのだ。

「このような証言も取れていますよ？　酒場で他の冒ぼう険けん者さんといざこざがあった時です。あなたはこう仰おつしやりました。『僕ぼくはジャイコフのパーティーだ。逆らえばどうなるか分かっているよな』と。こう言ってその冒ぼう険けん者たちを退けた」

　ノランは目を見開いて黙だまったままだ。否定しようとしない。事実ということらしい。

　初耳だったようで、ピエールは動どう揺ようの表情を浮うかべたじろいでいる。傍ぼう聴ちよう席の方に引ひっ込こんでいたシェスカは、軽けい蔑べつの瞳ひとみをノランに送っている。

「あなたは自分の弱さを棚たなに上げて、ジャイコフさんの力を利用していたのです。他人の威いを借りいい気になっていたのではないですか？　どうなんですか、ノランさん!?」

「ううううううううううううううっっ！」

　ノランは反論どころか何も言えず、ただ苦く悶もんの表情で頭を押おさえ込こんでいる。

「他人を利用し、他人から与あたえられる贅ぜい沢たくが癖くせになっていたんじゃないですか!?　この裁判を起こしたのもそういう理由なんじゃないんですか!?　ジャイコフさんを利用して多額の賠ばい償しよう金を得ようとしただけなんじゃないんですか!?　お答え下さい！　納なつ得とくの行くように！　ここにいる全員が納なつ得とく出来るように！」

「うわああああああぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ───────…………」

　とうとうノランは泣なき叫さけんで、机に倒たおれ込こむようにして崩くずれ落おちた。

　ジャイコフは何も言わず、哀あわれみの目をノランに対して送っていた。




　その後、裁判長の口から『原告側の訴うつたえを退ける』という判決が告げられた。

　つまりは、冒ぼう険けん者ジャイコフの──キール＝カーディナルの勝しよう訴そである。
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　裁判所の外へ出ると、アイリは辺りを見み渡わたした。

　これから法ほう廷ていで行われる裁判の関係者であろう冒ぼう険けん者や、街の住人たちが、忙せわしなく行ったり来たりしている。そこにキールの姿はもうなかった。

「──お疲つかれさまにゃ」

　前まえ触ぶれなくアイリの背後から声が聞こえて来た。

　驚おどろきつつ振ふり返かえってみると、猫ねこ耳と尻尾しつぽを生やした若い女性が立っていた。

　情報屋のミーア＝キャットである。たった今、彼かの女じよはアイリが出て来たばかりの裁判所の中から現れたのだ。

「あれ？　ひょっとしてミーアさんも法ほう廷ていに来られていたのですか？」

「そうにゃ。アイリちゃんと同じで、キールにゃんの戦いを傍ぼう聴ちよう席で見守っていたのにゃ」

　裏稼か業ぎようをしているミーアのことだ、顔が割れないように変装でもしていたのだろうか。傍ぼう聴ちよう中、アイリは彼かの女じよの存在に全く気がつかなかった。今も気配を感じさせずに後ろに立っていたことからしても、この情報屋が隠おん密みつ行動のスペシャリストであることを改めて認識した。

「キールにゃんはもう帰ったのかにゃ？」

「そのようですね。気が付いた時にはもうお姿がありませんでした」

「なーんだ。折角お祝いと、今回の報ほう酬しゆうの催さい促そくをしようと思ってたのににゃあ。ジャイコフから成功報ほう酬しゆうをたんまり貰もらえるし、その分、今回のミーアの取り分も一杯ぱいになるのにゃ。にゃははは♪」

　舌をぺろりと出しながら楽しそうにお金の話をする猫ねこ娘むすめとは対照的に、さっきからアイリはムスッとした表情をしている。

「んん？　アイリちゃん、何だか浮うかない顔をしてるけど、どうかしたのかにゃ？」

　それに気づいたミーアは、挑ちよう発はつするようにアイリの顔を覗のぞき込こんでくる。

「あ。もしかして、ミーアが裁判でズルしたとかって怒おこってるのかにゃ？」

「…………偽ぎ証しようですよ、あれは」

　アイリが指し摘てきするのは、証しよう拠こ品として提出されたジャイコフの日記のことである。

　実際のところ、大おお雑ざつ把ぱな性格のジャイコフは、今まで日記など書いたことはなかった。ミーアはキールの勝利のために文字通りの工作を行ったのだ。法ほう廷ていに持もち込こまれたジャイコフの日記は、彼かれの筆ひつ跡せきを完かん璧ぺきに真似まねし、ミーアが一晩で作り上げたものだったのである。

「そうは言うけどアイリちゃん。ジャイコフがノランのことを思って行動していたのは事実にゃ。あの日記は、それをはっきりと印象付けるためのちょっとした演出用の小道具なのにゃ。商人が冒ぼう険けん者に道具を売る時だって、大げさに宣伝したりアピールしたりするでしょ？　演出、演出。あくまで演出。噓うそはついてないし、ミーアは悪いことなんてしていないのにゃ」

　呆あきれてものも言えない。明らかな反則──偽ぎ証しようを行ったのにもかかわらず、キールと同じで彼かの女じよは全く罪悪感を抱いだいていないようだ。彼かの女じよにとっても重要なのは裁判で勝つこと──キールから報ほう酬しゆうを貰もらうことだけなのである。

「それに、よく考えて欲ほしいにゃ。悪いやつを懲こらしめるには綺き麗れいごとだけではダメなのにゃ。時には手を汚よごさないといけないもの。お蔭かげで悪者のノランをやっつけられた。アイリちゃんだって正義のためには悪人を成敗するべきだって思うでしょ？」

　アイリは唇くちびるをきゅっと結び、返事を濁にごす。

「……複雑な気持ち、ですね。確かに世のため人のため、正義のためには悪い人を倒たおすべきだと思います。ですが果たしてノランさんを悪人だと決め付けていいのでしょうか」

「何でにゃ？　ノランは誰だれかに頼たよるばっかりで自分では何もして来なかったクズ。それなのに、ジャイコフの力を利用して実力に見合わない莫ばく大だいな報ほう酬しゆうを得て贅ぜい沢たくをしていた。クズ＆クズにゃ。どう考えても悪人じゃにゃいか」

「ですが、世の中には誰だれかに頼たよらなければ、何も出来ない人だっています。わたしだって先生を救う力がないから、キールさんを頼たよりました。そういう意味では、わたしも強い人を利用していると言えます」

「いやいや、待って待って。それは全然違ちがうにゃ。アイリちゃんはそれに見合う対価を払はらおうとしている。助手としてキールにゃんの下でしっかり働いているからにゃ。たとえば、キールにゃんには集められない情報をミーアが集め、キールにゃんはその代わりに沢たく山さんお金をくれる。自分には出来ないことをやってもらうために、その分の報ほう酬しゆうや謝礼を支し払はらう。社会ってやつはそうやって回っているものにゃ。人から与あたえられるばかりで、冒ぼう険けん者として何の働きもして来なかったノランとは大違ちがいにゃ。ホント、あいつはムカつくやつなのにゃ」

　ミーアはため息混じりに肩かたを竦すくめる。彼かの女じよのノランへの強い苛いらつきがよく伝わって来る。

「……だからキールさんも怒おこっていらっしゃったんでしょうか」

　アイリのその一言に、ミーアは驚おどろいた表情を作る。

「へ？　怒おこっていた？　キールにゃんが？」

「はい。ノランさんに対してです。ジャイコフさんに頼たよるばかりでその強さを利用して来たノランさんに対しミーアさんが怒いかりを覚えていらっしゃるように、キールさんも心の底からノランさんに怒おこっていらっしゃったのでしょうか」

　キールは法ほう廷ていで相手を挑ちよう発はつしたり、相手の気持ちを逆さか撫なでする言葉を掛かけたり、作戦上、そういう手段を取ることが良くある。

　だがそれとはまた違ちがった。今日の裁判でのキールの当たり方は、どうにも無む駄だがあったように思う。アイリの知る限り、キールは法ほう廷ていで意味のない行動を取らない。

　ノランにあそこまで強く当たる必要性が見み出いだせないのだ。

　仕事の垣かき根ねを越こえた感情──キール自身の生なまの感情が入っていたように見受けられた。

「ふーん。なるほどね……。アイリちゃんはなかなか観察力があるみたいだにゃ。それとも、たかだか１ヶ月とはいえ、助手としてずっと一いつ緒しよにいたからかにゃ？　ちゃんとキールにゃんのことを見れてるし、理解も出来ているようだにゃ」

　ミーアは嬉うれしそうに、あるいは感心したように言った。

「キールにゃんはね、ミーアよりもよっぽどノランみたいなやつが嫌きらいだからにゃ。自分では何もしない弱っちぃやつが。もしかしたら今日は、それでついついムカついたところがあったのかもしれないにゃあ。いくら凄すご腕うでの弁護士と言われていても、キールにゃんとて普ふ通つうの人間。ムカつくやつにはムカついちゃう。そういう青あお臭くさい面も持っているのにゃ」

　ということは、キールは悪人を制裁しようという正義感からではなく、ただの腹いせにノランへ怒いかりをぶつけていたことになる。

「そういうことでしたか……」

　どこか期待のようなものを抱いだいていたアイリだったが、真相を聞かされてがっくりとする。

「強い人にとっては、弱い人は邪じや魔まで疎うとましいだけなのかもしれませんが、随ずい分ぶん冷たいんですね……。強いからこそ、力があるからこそ、弱い人を守ろうとするべきだとわたしは思います。力のある人は、力のない人に手を差さし伸のべるべきものです。ましてや弁護士は、人様を助けるお仕事じゃないですか」

　ずっと飄ひよう々ひようとした態度だったミーアが、表情を硬かたくする。

「やっぱりキールさんは、自分のこと以外はどうでもいい心ない人なんですね。今回のことでよく理解出来ましたよ。あの人には弱い人の気持ちなんて分からないんです」

　その鬱うつ憤ぷんを晴らす気持ちもあり、アイリは愚ぐ痴ちをこぼすように言い放つ。

「──早とちりだったか。あいつのこと、もっと理解していると思ったんだけど」

　ぽつりと放たれた言葉には、激しい落らく胆たんと鋭するどい棘とげが含ふくまれていた。

　それが目の前のミーアから放たれたものだと気づくのに幾いく秒か遅おくれる。声こわ色いろや口調からしてさっきまでとは別人のようだったからだ。

　アイリは呆あつ気けに取とられる。

　顔を見てみれば、ミーアは満面の笑みを浮うかべているのだ。

「ねえ、知っている？　キールにゃんの一番好きな食べ物は？　嫌きらいな色は？　いつもどこの床とこ屋やで髪かみを切っているのかは？　歯を磨みがく時は最初にどの歯から磨みがくのかは？」

　その笑え顔がおが逆に焦あせりと恐きよう怖ふを誘った。

「えっと……。あの……。その…………」

「あんまりこういうことは言いたくないんだけどさ。何も知らないくせに、分かったようにキールにゃんのことを語らないで欲ほしいかにゃ」

　アイリは無言で返す。

　そして思い出す。過去に自分が今のミーアと同じような台詞せりふを言ったことがあるのを。

　１ヶ月前、アイリが冒ぼう険けん者の酒場で弁護士を探していた時のことだ。連日の報道を聞き、アルフレッドを殺人犯だと批判する冒ぼう険けん者に出会った。アイリがアルフレッドを弁護してくれる弁護士を探していることを知ると、その冒ぼう険けん者は『人殺しを擁よう護ごするお前は愚おろか者ものだ』と嘲あざ笑わらって来たのである。

　激しい怒いかりを覚えたアイリは、

『先生は人を殺してなんかいません！　先生のことを何も知らないくせに、分かったようなことを言わないで下さい！』

　そう言い返した。

　ミーアは、あの時のアイリと同じ気持ちなのだ。親しい人間のことを、よく知りもしない人間に語られ、非難される。

　迂う闊かつな一言だったと、アイリは反省する。アイリはキールと出会ってからのずっと、彼かれの近くにいたが、それだってたかが１ヶ月。プライベートな趣しゆ味みも良く知らないし、訊きいても語ってはくれない。表面的な行いだけを見て彼かれを評価することしかして来なかった。

　キールにこうやって自分の代わりに本気で怒おこってくれる人がいることも、今、初めて知ることが出来た。

「…………すみませんでした、ミーアさん」

　内心でキールにも謝あやまる。本人がいないところで陰かげ口ぐちを叩たたくなど、正々堂々としていないし、最低な行いではないか。

「ねえ、アイリちゃん。これだけは教えておいてあげるにゃ。キールにゃんは弱い人間の気持ちならよーく知っているの。だって、キールにゃん自身がとっても弱い人間だから」

「キールさんが弱い？」

　そんなイメージはない。

　法廷でも自信たっぷりで、方法はさて置き、その自信の通りにいつも『勝利』という結果を出して来ている。初めて出会った酒場でも、冒ぼう険けん者に剣けんを突つき付けられても動じずに対処していた。事務所でジャイコフに怒ど鳴なられた時だって、冷静さをなくすことはなかった。

　アイリが今まで出会った中でも、特に強い大人だと思う。

「わたしが見て来た限り、あの人が弱い人間だとは思えませんが」

「メンタルはね。ミーアが言っているのはフィジカルの話にゃ。キールにゃんはノランのような弱小冒ぼう険けん者の足元にすらも及およばない。魔ま法ほう学校の優等生であるアイリちゃんだって、魔ま法ほうで簡単にキールにゃんを倒たおせるはずにゃ。いや、きっとその辺の子どもにもキールにゃんはやられちゃうんじゃないかにゃ？　それくらいキールにゃんは弱っちいやつなのにゃ」

　ミーアの言葉にアイリは戸と惑まどう。

　キールが剣けんや魔ま法ほうを使って戦う姿は見たことがない。そもそも彼かれは冒ぼう険けん者ではないし専門外。法ほう廷ていの外であろうとも、目の前に現れるトラブルは全て言葉と法律だけで潜くぐり抜ぬけて来た。

　初等部の授業で教えられる必要最低限の護身術は身に付けていても、それ以上の訓練をする必要はなかっただろう。そんなキールを、魔ま法ほう学校の名門タンブル・ウィズダミアで学び、高等な魔ま法ほうを使いこなせるアイリならば、倒たおすことは容易かもしれない。

　よしんばそうでも、子どもに負けるというのはさすがに言い過ぎではないのだろうか。

「その理由はね。キールにゃんは、『魔ま法ほう不能者』だからにゃ」

「え……？」

　情報屋のミーアはアイリに情報を話し出した。キールの『過去』という『情報』を。

　キール＝カーディナルは魔ま法ほうが使えない。アルフレッド＝オークスのような魔ま法ほうを暴力に使わない主義とかではなく、使うことそのものが出来ないのだ。

　何故なぜなら、生まれつき魔ま力りよくを持たないからである。

　魔ま法ほうとは、人間が持つ魔ま力りよくを媒ばい介かいにして様々な現象を引き起こす術。つまり、魔ま力りよくがなければ魔ま法ほうは使えない。魔ま力りよくの大きさには個人差があり、訓練である程度高められるが、ごく稀まれに一いつ切さい魔ま力りよくを持たない者が生まれることがある。魔ま力りよく０の者はどんなに努力しても、魔ま力りよくを持つことは（少なくとも現在の魔ま法ほう学によれば）出来ない。

　魔ま法ほうを使えないということは、この世界で生きるには多くのハンディキャップを抱かかえるということだ。おまけにキールは、小さい頃ころから身体が弱く虚きよ弱じやく体質。魔ま法ほうはおろか、剣けんすらも満足に振ふるうことが出来なかった。

　冒ぼう険けん者たちが栄えい華がを振ふるうこの世界で、剣けんも魔ま法ほうも扱あつかえないのは致ち命めい的だった。そのことで幼い頃ころからキールは周囲の人間に迫はく害がいされて来た。

　最たる悲劇は、実の両親にまでも虐ぎやく待たいされたことだった。キールの存在は突とつ然ぜん変へん異いであり、今まで家系に魔ま力りよく０の者が生まれたことはなかった。両親は周囲に対する劣れつ等とう感に耐たえきれず、愛すべき息子むすこの肉体と精神に暴力を与あたえ続けたのである。

　少年キールは、12歳さいで家を飛び出した。

　両親からの虐ぎやく待たいに耐たえられなかったのもあるが、一人で生きる力を見み出いだしたからだ。

　彼かれが見み出いだしたのは、剣けんや魔ま法ほうの力を超こえる可能性を持つ、法律や弁護士としての力だった。

「──キールにゃんは『弱い』。あいつは生まれた瞬しゆん間かんから『負け』ていたのにゃ」

　ミーアはアイリに向けて粛しゆく々しゆくと語り続ける。

「この国で剣けんや魔ま法ほうが使えない人間は下に見られる。偉えらい地位や肩かた書がきがなければ下に見られる。お金を沢たく山さん持っていなければ下に見られる。『強い』者だけが上に立てる。この国に平等なんかない。たとえば奴ど隷れい制は表面上、この国からなくなったにゃ。けど、実状はどうかにゃ？　貧ひん民みん層は富ふ裕ゆう層そうにこびへつらい、未いまだに奴ど隷れいと変わらないような扱あつかいを受ける連中までいる。『弱い』者は地面を這はいつくばらなければならない」

　ミーアの言葉を聞きながら、アイリはあることを思い出していた。長らく獣じゆう人じん族は人として扱あつかわれていなかった歴史があったことを。獣じゆう人じんはモンスターや家か畜ちくと同等の扱あつかいを受け、奴ど隷れいとしてもののように売買までされていたのだ。

　長らく識者たちにより、全ての種族の自由と平等が唱えられ続けて来た。その結果、ガイナース王国では全ての種族の人権が保障されるようになったのだが、獣じゆう人じんたちへの偏へん見けんは今でも根深く、差別意識を持つ者も少なくはない。街で『獣じゆう人じんお断り』の店を見み掛かけることもある。

「力のない者は、力のある者に利用される。才能、生まれ、身分、狡ずる賢がしこさ。何か一つでも力がなければ生きて行けない。それがこの世界の実状にゃ。表面上の法律では存在しても、本当は平等なんて存在しないのにゃ。全ての人間が同等に扱あつかわれることなんてないのだから」

　半獣じゆう人じんである彼かの女じよも、謂いわれなき扱あつかいを受けたことがあるのだろうか。ミーアの言葉には重みがあった。

「小さい頃ころからキールにゃんは気づいていたのにゃ。この世界のどこにも『平等』なんかない。だけど、全ての人間が『公平』に扱あつかわれる場所ならあるって。裁判所にゃ。法ほう廷ていに立てば、剣けんも魔ま法ほうも使えなくても、相手が貴族でも政治家でも、誰だれしもが『公平』な勝負をすることが出来る。裁判所でなら、弱い人間が強い人間を倒たおすことが出来る。だからキールにゃんは、弁護士の道を選んだのにゃ」

　魔ま法ほう不能者で両親からも虐ぎやく待たいされて来たキールは、生まれつき社会に『負け』ていた。そんな社会的弱者である自分でも、法ほう廷ていでならば強いやつらをぶちのめせる。剣けんも魔ま法ほうも使えない弱い自分が、ドラゴン殺しの冒ぼう険けん者だろうと、権力に守られた騎き士しだろうと、相手がどんなに強い立場でも、裁判でなら『勝つ』ことが出来る。

　幼くしてキールは、その考えに行き着いた。痛感したと言った方がいいだろう。

　キールは生きるために独学で法律の勉強を必死で行った。その甲か斐いあって、16歳さいにして国家試験を通り、弁護士の資格を手に入れた。力と資格を手に入れるや否いなや、ルミナスの街でカフェを経営するエルルエルに部屋を借り、弁護士事務所を立ち上げてすぐに仕事を始めた。

　初めて法ほう廷ていに立ってから、20歳さいを過ぎる今まで、数多くの裁判に挑いどんで来た。

　ただの一度も負けることなく。

「キールにゃんは『弱い』自分を『強い』自分に変えてみせた。努力と知ち恵えを振ふり絞しぼって。誰だれかに頼たよる前に、自分の力で変えてみせたのにゃ。それをしようともしないノランについムカついてしまった。それが今日の裁判の真実ってやつにゃ」

　アイリはキールの過去に同情はするが、共感は出来なかった。

　結局は手に入れた力を自分のためにのみ使っているからだ。

　弁護士としての力を、社会や正義のために使おうとは思わないのだろうか。

　確かにこの世界には理り不ふ尽じんな部分がある。一部の権力者や強い冒ぼう険けん者だけが甘あまい蜜みつを味わい、弱者はそのしわ寄せを食う。その真実すら知らずにいいように使われて、泥どろを啜すすって生きているような市民もいる。

　だからこそ、お金のためではなく、弱者を守ることを優先するべきではないのか。何よりも弱者を救うことを大切にするべきではないのか。

　弱い人間の気持ちが分かるのなら尚なお更さらではないか。

「ねえ。アイリちゃんは、キールにゃんがどうしていつも法外の高い弁護料を要求するか知っているかにゃ？」

　アイリは首を横に振ふる。言われてみれば、キールは稼かせいだ金を何に使っているか謎なぞだ。毎回依い頼らい人たちに高額の報ほう酬しゆうを請せい求きゆうしているが、贅ぜい沢たくな暮らしをしている風でもない。食事も大体エルルエルの手料理で済ませている。精々たまに高そうな酒を買って来るくらいだろうか。

「答えは、次の裁判に勝つためにゃ。ミーアから情報を買うためにお金を使う。裏で工作をするためにお金を使って人を雇やとう。違い法ほうな調ちよう査さをした場合は、騎き士したちに賄わい賂ろを渡わたして見み逃のがしてもらう。裁判に勝つために、裁判で得た報ほう酬しゆう金を全部使ってしまう。そういうやつなのにゃ」

　依い頼らい人から得た報ほう酬しゆうの金すらも、裁判に勝つために使う。

　彼かれにとっては『勝利』そのものが最大の『報ほう酬しゆう』だということだ。

「キールにゃんはね、勝つことがどんなことより大事なのにゃ。それ以外はどうでもいい。自分より強いやつを、弱い自分が倒たおせる快感が堪たまらないから。負ける悔くやしさと惨みじめさを知っているから、どんな手段を使おうが勝ち続ける。勝たなければ、きっと自分の存在価値を見失ってしまう。前にそうミーアに言っていたのにゃ」

　それこそが、キールが裁判に挑いどむ理由であり、勝ちに拘こだわる理由であり、強さの理由──。

　アイリはミーアからの情報で、外面でしか知れなかったキールという人間についてを、僅わずかながら理解出来た。

「……あの。ミーアさんは、キールさんとはどういうご関係なんですか？　あの人のことをとても詳くわしく知っているようですが、情報屋としての知識以上に思えます」

　事務所でのやりとりからしても、お互たがいを良く知る者同士だということは分かった。大金を払はらって大事な仕事を任せるほどに、キールがミーアを信しん頼らいしているのも見受けられた。

　キールに対しての熱心な語り口や、先ほどアイリに真しん剣けんに怒おこったのを見ても、ミーアにはキールに強い思い入れがあることは間ま違ちがいない。

「うーん、そうだにゃあ。ちょっと一言では言い表せない仲だにゃあ。情報屋としての顧こ客きやくでもあるし、酒飲み友達でもあるし。裁判で相手の方が多く報ほう酬しゆうをくれるのなら、敵に回ることだってあるし……」

　ミーアは少し寂さびしげな顔を覗のぞかせる。

「──恋こい人びとだったこともあったかにゃ」

「っ!?　恋こい人びとですか……？」

　アイリは思わず頰ほおを赤らめる。

　恋こい人びと。浅くはないと思っていたが、まさかそれほどの間あいだ柄がらだったとは……。

「元ね、元。それに、あいつ、女の子に対してはめちゃくちゃ奥おく手てなのにゃ。ヘタレも、ヘタレ。ミーアがそれとなく誘さそってもなーんにもして来ないし、呆あきれてミーアの方からフッてやったのにゃ」

「そ、そうなんですか……？」

　どうやら残念な過去まで露ろ見けんされてしまったようだ。男女の恋れん愛あいというものに疎うといアイリには、少しばかり親しみやすさを感じられた。あの弁護士、強気な態度や口の上手さからして、女性慣れしているとばかり思ったのだが。

　見み掛かけだけでは人を判断出来ない。人は違ちがう面を持っている。キール本人やアルフレッドの言葉を思い出す。

「恋こい人びとらしいことなんて一つもなかったかにゃ。キールにゃんはいつも裁判のことで頭が一杯だから。──まあ、ミーアはそういうところが気に入ってはいるんだけどにゃ。他は疎おろそかにして一つのことに突つっ走ぱしる。勝つためなら何だってする。裁判の証しよう拠こを探すためなら泥どろの中にも潜もぐる。ある意味、真まっ直すぐ過ぎる。そういうキールにゃんの一面がね」

　どこか誇ほこらしげに語るミーアを見ながら、アイリは気づいた。

　自分からフッたと言っているが、この人は今でもキールのことが好きなのだろうな、と。

「……あの。本当にすみませんでした、ミーアさん。わたし、キールさんのことを全然知らないくせに、さっきは悪口を言ってしまって……」

「悪口？　ああ、別にミーアはそのことは怒おこってないのにゃ。キールにゃんは、捻ひねくれ者だし、自己中だし、ガサツだし。あいつの性格がうんこなのは間ま違ちがいないから、何なら悪口はじゃんじゃん言ってくれていいのにゃ。その方がミーアもスカッとするのにゃ」

「へっ!?　い、いいんですか!?」

「ちなみに、キールにゃんのことを『誤解されやすいけど本当は良いいやつ』だとか変な期待を持たない方がいいにゃ。キールにゃんには善も悪もない。目の前の戦いに勝つことだけが行動原理。ミーアと仲良くしているのも、報ほう酬しゆうとしてお金を沢たく山さんくれるのも、裁判に勝つためだけ。ミーアが役に立つ駒こまだから、味方にいて欲ほしい。それだけのことなのにゃ」

「……そんなことはないんじゃないですか……？」

「ううん。あいつはそういうやつにゃ。長い付き合いのミーアはよく理解しているにゃ。分かったうえでミーアもあいつに付き合ってるの。どんなクライアントよりもお金をくれるし、あいつが裁判で不利な状じよう況きようから逆転して勝つところを見るのが楽しい。お互たがいがお互たがいの利益のために共存している。ミーアたちはそういう関係なのにゃ」

　人付き合いを利益だけで捉とらえる──寂さびし過ぎる考え方だ。

　アイリがアルフレッドのことを慕したうのは、自分を成長させてくれるから。魔ま法ほうだけではなく、人としての大事な多くのことを学ばせてくれるから。

　それらも利益を得ていると言えるかもしれない。

　しかしそれ以上に、アイリはアルフレッドを実の父親のように思っている。父親が娘むすめを守る感情。娘むすめが父親を慕したう感情。家族や恋こい人びとや仲間を大切にする気持ち。

　それは利益を超こえたものではないのか──。

「……じゃあどうしてミーアさんは、さっきわたしに怒おこったんですか？」

　人が人を好きになるのは、単純な利益だけに限らないと思う。人の心はそんなに簡単なものではないはずだ。あんな風に怒おこるのは、もっと深いところからなのではないのか。

　ミーアは少し間を置いてから答えた。

「んっと、ゴメンね、アイリちゃん。さっきミーアがイラっとしちゃったのは、当て付けみたいなものなのにゃ。ここずっとキールにゃんと一いつ緒しよにいるアイリちゃんに、ちょっとばかし妬やいちゃったのにゃ」

「妬やいた？　わたしに……ですか？」

「そ。元もと恋こい人びとから現在進行形で一番大事にされている女の子への嫉しつ妬とってやつにゃ」

　ミーアはそう言ってウインクし、呼び止める間もなく、アイリの前からあっという間に走り去って行った。
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　ジャイコフとノランの裁判の後、アイリは騎き士し団の拘こう置ち所へとやって来ていた。

　目的はもちろんアルフレッドとの面会である。

　この拘こう置ち所へと向かう道中、アイリは悶もん々もんとしていた。ミーアの言葉の意味をじっくりと考えてみたが、理解が出来なかったからだ。

　──アイリに嫉しつ妬とした。

　どういうことなのだろう。何一つピンと来ない。アイリはキールからいいようにこき使われるばかりで、大事にされたり嫉しつ妬とされたりするような扱あつかいなど一度も受けたことがない。

　胸に突つっかかりを感じながらも、面会室の椅い子すに座すわり、アルフレッドが現れるのを待つ。

　アルフレッドには話したいことが山ほどある。

　学校でのことや日々の暮らしのこともだが、今日のジャイコフやノランの裁判について話したら、アルフレッドはどういう感想を抱いだくのだろう。

　ノランを悪とするのか。それともジャイコフを悪とするのか。

　──それに、キールの過去のことも話してみたい。

　やがて、鉄てつ格ごう子しの仕切りの向こうに、人ひと影かげが現れた。

　アルフレッドだ。

「やあ、アイリ。ごきげんよう……」

　しかし、アイリはすぐに違い和わ感かんを覚えた。面会には定期的に訪おとずれているのだが、アルフレッドは明らかにいつもと様子が違ちがったのだ。

　鉄てつ格ごう子しの向こうで浮うかべる表情は、深刻そのものだ。今までも一いつ瞬しゆん不安げな表情を覗のぞかせることがあったが、何とかそれを押おし殺ころしてアイリの前では優やさしい笑え顔がおを見せるように努めていた彼かれが、今日は一体どうしたことだろう。

「……何かあったのですか、先生？」

　どう贔屓ひいき目めに見ても良くないことがあったのは容易に察知出来た。アイリが恐おそる恐おそる尋たずねると、アルフレッドは嚙かみしめるように答える。

「私の起き訴そが決まったよ。裁判の日程もね」

「っ……!?　それって！」

「ああ。騎き士したちに私の言葉は届かなかったというわけさ。彼かれらは私の主張を退け、正式に殺人犯として刑けい事じ裁判に掛かけようというのだよ」

　アルフレッドは悔くやしそうに顔を歪ゆがませる。

　１ヶ月前、騎き士しに逮たい捕ほされた時、アルフレッドは生徒たちに叫さけんだ。『誠心誠意伝えれば分かってもらえる』と。その思いは儚はかなく散ったわけだ。

「くそっ……。くそおぅ……！」

　今までアルフレッドがアイリの目の前でここまで負の感情を露あらわにすることはなかった。何があっても気き丈じように構え、笑え顔がおを忘れなかった。それが出来ないほどの悲しさと悔くやしさを覚えているのだ。謂いわれなき罪を押おし付つけられたことへの怒いかりもあるだろう。

「大だい丈じよう夫ぶです、先生っ！」

　アイリはアルフレッドの不安を断たち切きるように力強く言った。

「無実を法ほう廷ていで証明しましょう！　裁判に勝てばいいんですよ！」

「…………裁判に勝つ、だって？　ハハッ」

　対照的にアルフレッドは力なく笑う。

「今の状じよう況きようでは、難しいんじゃないかな……」

　本人が一番理解しているのだ。いかに自分が追おい詰つめられているのか。相当の証しよう拠こが揃そろっているからこそ、騎き士したちが自分の起き訴そを決めたことも。

「確かに先生は不利な立場に立たされています！　ですが、わたしたちにはキールさんが付いています！　前に話した優ゆう秀しゆうな弁護士さんですよ！　あの人が必ず先生の無実を証明してくれます！　大だい丈じよう夫ぶです、あの人の腕うでは間ま違ちがいありませんから！」

　キールの強さの起源ルーツ。それは勝利への執しゆう着ちやくだった。生まれた時から弱者の烙らく印いんを押おされた彼かれは、人一倍勝つことに拘こだわりを持っている。

　キールの勝利への執しゆう着ちやくは、弁護士としての強さに繫つながっている。助手として側で見て来たアイリもよく知っている。彼かれはいかなる不利な状じよう況きようでも依い頼らい人を勝たせて来た。

　だから彼かれが弁護してくれれば、必ずアルフレッドの無実を証明してくれるはずだ。

「──卑ひ劣れつな手を使ってかい？」

　アイリはアルフレッドの表情を見て戸と惑まどう。アルフレッドは明らかに怒おこっている。今見せているのは、生徒たちが不正や不道徳なことを行った時にだけ見せる戒いましめの顔なのだ。

「無敗の弁護士キール＝カーディナル、だったか。折角見つけてくれたアイリには悪いが、私はその男の手を借りたくないよ」

「……もしかして、噂うわさのことを気にされているんですか？　キールさんの悪評を」

　アルフレッドはどうしたのだろうか。アイリが初めてキールのことを報告した時は、快く受け入れてくれていたのに。噂うわさなどに惑まどわされるな、きっとキールにも良いい面があるはずだと、アドバイスまでしてくれたというのに。この心変わりは何なのだ。

「聞いたよ、アイリ。君は今、そのキールという男の下で働かされているんだろ？　しかも私の裁判費用として、３００万ゴールドもの大金を稼かせぐためにね」

「なっ!?　ど、どうして先生がそのことをご存知なんですか!?」

「面会に来た他の生徒たちから聞いたんだよ。アイリが私のために、キール＝カーディナルの下でこき使われているとね」

　いや、おかしい。キールの助手をしていることは、学校の誰だれにも内ない緒しよにしていたはずだ。

　しかし、ミーアの情報によれば、キールとアイリの関係は街中で噂うわさになっているとのことだった。その情報を学校の友人が聞き付けていても不思議はない。人の口に戸は立てられぬと言うが、いつの間にかそこまで有名になってしまっていたのだ。

「アイリ。お前の頑がん張ばりはもちろん嬉うれしい。だが、傷つけられるお前の姿を見たくない。これ以上、そんな下げ衆すな男の許もとにいさせるわけにはいかないよ。いつか、取り返しのつかないことになるかもしれない。犯罪の片棒を担かつがされることもあるだろう。その男に正義などない。そんな弁護士の助手など今すぐに辞やめるんだ」

　アルフレッドは怒いかりの表情から、悲しみの表情へと変わって行き、

「私は愛する生徒を犠ぎ牲せいにしてまで自由を得たくないのだ……」

　と、静かに吐と露ろする。

　アルフレッドはアイリや生徒たちのことを何より優先して考えてくれている。キールの力を借りれば裁判で勝てるかもしれないが、それよりも生徒が自分のために犠ぎ牲せいになることが我が慢まんならないのだ。

　悪徳弁護士と言われるキールにも隠かくれた良いい面があるかもしれない。しかし、大事な生徒が危ない橋を渡っている以上、見過ごすわけにはいかない。そういう感情の変化なのだろう。

　今までのアイリならば、自分自身よりも生徒のことを優先するアルフレッドを尊敬し、感激し、「先生がそう言うのなら」と引き下がっていただろう。

　だが、今は違ちがった。

　アルフレッドの言葉を否定し、自分の我を通したいと思ったのは、これが初めてだ。

　アイリが自分の考えを口にしようとした時だった──。

「──なかなか勝手なことを仰おつしやりますね」

　その気持ちを代弁するようにして、男の声が背後から聞こえて来た。

　ゆっくりと振ふり返かえってみると、面会室の入口に一人の男が立っていた。

「君は誰だれだ？」

　アルフレッドが男に怪け訝げんそうに訊きく。

「弁護士ですよ。アルフレッドさん。あなたのね」

　面会室に現れたのはキールだった。

　どうしてキールがここにいるのか。疑問に思うアイリを尻しり目めに、キールはアイリの隣となりに座すわり、鉄てつ格ごう子しの向こうのアルフレッドと対面する。

「あなたの起き訴そが決まったという情報を小耳に挟はさみましてね。担当の弁護士として面会にやって来ました」

　契けい約やくの通り、裁判の日取りが決まった以上、他の依い頼らいや業務を捨て置き、アルフレッドの弁護を優先して駆かけ付けて来たということらしい。義ぎ理り堅がたいと捉とらえるべきか迷うところだが、あくまで契けい約やく履り行こうを優先したに過ぎないのだろう。

「なるほど。君が噂うわさのキール＝カーディナルか。想像以上に若い男だ。だが、わざわざ来てもらって申し訳ないが、早々に帰ってくれないか。私自身は君を雇やとったつもりはないのでね」

　アルフレッドの作る表情は、一目見ただけで分かるキールへの明らかな拒きよ絶ぜつだった。

「そういうわけにはいきません。この少女と契けい約やくをしましたから。あなたを必ず無罪にするとね。私は法に従う弁護士です。一度結んだ契けい約やくを反ほ故ごにするような真似まねはしませんよ。あなたを裁判で勝たせると約束した以上、絶対にあなたを勝たせます」

「……ふん。よく言うよ。法に従うだって？　聞いているぞ。君は勝つためならどんな卑ひ劣れつな方法でも使うと。そういう人間の助けは借りたくないんだよ。私は正々堂々と自分の無実を証明したいんだ」

「正々堂々と、ですか。なるほど、なるほど。立派なお考えだ。──だが、それは、あなたの勝手な主義主張ですよね？」

　キールは苛いら立だった声を上げた。

「騎き士したちにはそんな理り屈くつは通用しませんよ。騎き士したちは勝利のためなら容よう赦しやなどしません。あなたのことを、ありとあらゆる手段で追おい詰つめて『黒』にしてしまう。彼かれらも見えない部分で卑ひ劣れつな手段をいくらでも使います。あなただって身を以もつてそれを体験したはずだ」

「…………くっ」

　そう、騎き士したちのやり口はアルフレッド自身が一番理解している。

　アルフレッドは、１ヶ月も独どく房ぼうに閉とじ込こめられ、延々と執しつ拗ような取り調べを受けて来た。騎き士したちはアルフレッドの気持ちが折れるまで待って、自白をさせようという魂こん胆たんだったのだ。状じよう況きよう証しよう拠こは揃そろっているが、物証がない。確実に有罪にするには自白が必要である。自白は最高の証しよう拠こだからだ。「お前がやったのだろう？」と決め付けてキツイ言葉をぶつけることもあれば「さっさと認めれば楽になれるぞ」と甘言を弄ろうして揺ゆさぶりを掛かけて来ることもあった。

　捜そう査さの仕方も強ごう引いんだ。騎き士したちはアルフレッドの自宅だけでなく、タンブル・ウィズダミアの研究室や書しよ斎さいも、殺人の証しよう拠こを探すために荒あらし回った。学生たちにアルフレッドの悪い噂うわさはないかネチネチと聞き回りもした。

　国の捜そう査さ機関という権限を使い、検挙した人間を裁判で確実に『黒』にすることが彼かれらの目的。法令遵じゆん守しゆを掲かかげながらも、違い法ほうギリギリのやり口を平気で行う。

　悪を裁くためには仕方ないこと。そういう名分でだ。

「アルフレッドさん。我々はゲームをやっているんじゃないんだ。生きるか死ぬかの戦いをしているのですよ。冒ぼう険けん者がモンスターとの戦いで負ければ待っているのは死です。冒ぼう険けん者たちは生き残るために最善を尽つくす。この裁判はそれと同じこと。過程がどうであれ、負ければそれで終わりなのです。真実が違ちがっても、あなたは殺人犯として監かん獄ごく行きとなってしまう。しかも、魔ま法ほうによる殺人ならば通常よりも罪が重くなる」

　魔ま法ほうを使った犯罪は厳しく取とり締しまられている。厳げん罰ばつとしなければ、魔ま法ほう犯罪への抑止力とならないからだ。魔ま法ほうを使った殺人ともなれば、最高位の罰ばつ則そくが適応される。

「もしもこの状じよう況きようで殺人の有罪が確定すれば、あなたは死ぬまで檻おりの外に出られなくなるでしょう。想像してみて下さい。その苦しみを」

　冷たく光の届かない監かん獄ごくで生しよう涯がいを終える。この上ない凄せい惨さんな最さい期ごだ。

「そしてです。苦しむのはあなただけではありませんよ。真実が明かされなければ、殺された被ひ害がい者や遺族たちが報むくわれません。殺人犯はあなたに罪を着せ、罰ばつから逃のがれる。果たすべき正義に反します。さらにですよ？　世の中は法ほう廷ていで出された結果だけを見て判断します。『アイリ＝カーボムの恩師は、殺人犯のクズ野や郎ろう』だとね」

「…………っ！」

　アルフレッドは分かりやすいほどに動どう揺ようを表情に出す。

　その視線の先には、自分を信じて待ち続けている愛まな弟で子しの顔。

「あなたのせいで、アイリは『殺人鬼きの教え子』という肩かた書がきをこの先一生涯、背負って生きて行かなければならないのです。正々堂々と戦う。気に食わない弁護士の力は借りたくない。それで負けたとしても、あなたの心は納なつ得とく出来るかもしれません。ですが、あなたの釈しやく放ほうを心待ちにしている者たちの気持ちは無視されるのですか？」

　アルフレッドは苦く悶もんの表情でアイリを見つめる。

「あなたはもう知っているんでしょ？　あなたが捕つかまってからのこれまで、彼かの女じよがどう過ごしていたのか」

　アイリはアルフレッドを救うためだけに行動して来た。優ゆう秀しゆうな弁護士を探すために冒ぼう険けん者の酒場に入り、危険な目にも遭あった。キールの弁護費のために、酷ひどい扱あつかいも受けて来た。

　それでも耐たえた。耐たえ続けた。たった一つの目的──恩師を救うという目的のためだけに。

「この１ヶ月の彼かの女じよの努力は全て水の泡あわになる。あなたの下らない主義主張を押おし通とおすためにね。彼かの女じよだけではない。あなたを慕したう全ての人たち皆みなが苦しむ。あなたが有罪になれば一体どれだけの人間が悲しむことになるのか、もう一度良く考えてみたらいかがですが？」

「私は……。私は……！」

　アルフレッドはがくりと頭を下げる。

　激しく苦く悩のうしている。傍はたから見てもよく分かった。

「──お願いします、先生」

　アイリは自分の口で言った。

　今の自分の正直な感情を。

　自分の心をいつも救ってくれた恩師に。孤こ児じとして生まれ両親の顔を知らない自分が本当の家族と思えた人に。

「どうかわたしに……。わたしに先生を救わせて下さい……！」

　燃え上がるアイリの双そう眸ぼうを見つめながら、やがてアルフレッドは大きな決断をした。
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　アルフレッドとの面会を終え、拘こう置ち所を後にしたアイリは、カフェのカウンター席に座すわっている。

　ここはキールの事務所の下のサンライズバケットカフェだ。つい先ほどまではディナータイムで、お茶だけでなく料理にも定評のあるこの店は冒ぼう険けん者や街の住人たちで盛せい況きようであったのだが、今は客足も落ち着いている。

　ガランとした店内で、アイリは少し遅おそめの夕食を取っているところだ。それは店主エルルエルが腕うでによりをかけて作ってくれた手料理なのだが──。

「ちょっと、キールさん！　またニンジンとグリーンピース残してるじゃないですか！」

　隣となりで同じメニューを食べているキール。綺き麗れいに食べ残しのないアイリの皿とは対照的に、この男、嫌きらいな食べ物だけ器用に除のけてしまっている。まるで子どもだ。

「もう！　野菜もちゃんと食べなきゃダメですよ！　折角エルルエルさんがご厚こう意いで作って下さっているのに、どうしていつも残しちゃうんですか！」

「エル、片しておいてくれ」

　アイリの小言を無視して、キールは椅い子すから立ち上がりさっさと店から出て行く。２階の事務所の方に戻もどったようだ。

　エルルエルは特に不満を顔に出すこともなく「あらあら、またこんなに残しちゃって、しょうがない子ねえ」と微笑ほほえみながら皿を洗い場に移す。

「エルルエルさんはキールさんに甘あま過ぎです……。これじゃあいつまで経っても好すき嫌きらいが治りませんよ」

　大人びたアイリのコメントを聞いて、エルルエルは口元を押おさえて愉ゆ快かいそうに笑っている。

　二人の皿を片付けたエルルエルは、アイリの前に芳ほう醇じゆんな香かおりを漂ただよわせるティーカップを置いた。仕事が一段落着いたようで、自身も休きゆう憩けいがてらアイリの隣となりの椅い子すにぴょこんと座すわる。並んでみると、アイリがお姉さんで、エルルエルが小さな妹のように見えるが、実際の年ねん齢れいは逆である。
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　二人きりになり、アイリは改めて今日の出来事をエルルエルに話す。

「そっか。いよいよアルフレッドさんの裁判が始まるのね」

「はい」

　エルルエルの言葉に頷うなずきながら、アイリは面会室でアルフレッドが見せた表情を思い出す。あれはいつものアルフレッドの表情だった。何事にも前向きで、何事にも精力的に動き、そして何よりも生徒たちのことを考える優やさしい先生の表情だった。

『──アイリ、君のためにも、私は必ず無実を証明してみせる。共に戦おう。この裁判を』

　悩なやんだ末、アルフレッドはアイリのためにも、キールの力を借りて騎き士したちと裁判で闘うことを決意してくれたのだ。

「それにしても、キールがアルフレッドさんにそんなことを言うなんてね」

　エルルエルは鼻歌混じりに嬉うれしそうに言う。彼かの女じよは面会室でのキールとアルフレッドのやり取りを聞いてから機き嫌げんが良いい。さっきからずっとニコニコ顔なのである。

　あの時のアイリは、アルフレッドを説得するキールに対して、感激よりも驚おどろきが勝った心境だった。法ほう廷てい外であんな風な心に訴うつたえる押おし問もん答どうをキールがするとは思っていなかった。

「……エルルエルさんはどう思われますか？　あれはキールさんの本心からの訴うつたえなのか」

　エルルエルは以前言っていた。キールという男は、本心を曝さらすことを恥はずかしがっていて、普ふ段だんは周囲に悪ぶっているだけ。ただ、素す直なおになれない性格なのだと。

「ミーアさんは、わたしにこう仰おつしやっていました。キールさんには善悪なんかない。裁判に勝つことだけが重要なのだと。だとすれば、あれはあくまで先生を説得するに当たっての方便に過ぎなかったことになります。先生が裁判を戦うことを諦あきらめれば、キールさんも裁判で戦うことが出来なくなってしまいます。敵前逃とう亡ぼうという敗北を喫きつする。だから、先生の心を動かすために有用な言葉を並べてみせた」

　アイリよりもキールのことをよく知る二人の人物。ミーアとエルルエル。

　この二人は相反する評価をキールに与あたえている。

「どちらがキールさんの『真実』なのでしょうか？」

　仮面の下の本当の顔は善人なのか。それとも、やはり仮面の下も悪人なのか。

「アイリちゃんはどっちだと思うの？」

「え？」

「私の証言と、ミーアちゃんの証言、どっちを信じたい？」

　エルルエルはニコニコ顔を絶やさない。

「……もちろん、出来ることならエルルエルさんの見解を信じたいです。表に出さないだけでキールさんにも正義の心や人を労いたわる優やさしい心があると。ですが、判断材料に欠けます。わたしはあの人のことを知らな過ぎます。あの人はわたしに何も語ってはくれません」

「うん、それはそうよね。長い付き合いの私ですら、キールの本音は聞いたことがないもの。でも、あの子はたまーに優やさしさを見せてくれることがあるわ」

　この間の手て土産みやげのハーブのことだろう。あれも結局のところ、アイリやエルルエルを思ってのキールの優やさしさだったのかは謎なぞだが。本人は何も答えていないのだ。

「人はね、他人のことを知るには、その人の行動を見るしかないの。言葉ではいくらでも噓うそをつける。けど、行動では簡単に噓うそをつけないわ」

　他人の持つ本心も裁判と一いつ緒しよだ。

　証しよう拠こが集まって初めて『真実』を見み出いだすことが出来るもの。

「私はこれまでのキールの行動を見て、彼かれにも優やさしさがあるって思ってる。──信じられないかしらね？」

　残念ながら、アイリには簡単には信じられなかった。

　エルルエルの言葉は信じたい。しかし、キールのことは信じられない。今までのキールの行動を見ているからこそだ。法ほう廷ていですら彼かれは平然と噓うそをつく。そんな人間のことを信じる方が難しいだろう。

「それじゃあ、アイリちゃんに一つ、キールのことで新しい証言をしてみようかな。あの子はね、あなたやアルフレッドさんのことを本気で助けようと行動してくれているわよ。だって、ミーアちゃんにこの１ヶ月ずーっと調査をさせているんだから」

「…………何のことです？」

「ふふっ。やっぱりね、あの子、なんにも言わないんだから。アルフレッドさんの裁判の調査よ。１ヶ月前からだし、あなたの依い頼らいを請うけたその時点からってことね。ミーアちゃんも前に私に愚ぐ痴ちっていたもの。キールは猫ねこ遣づかいが荒あらいって。キールはね、他の裁判と並へい行こうして、ずっとあなたの依い頼らいのことを一番に考えてくれていたのよ」

　アイリは、ミーアとの事務所での会話を思い出す。

　１ヶ月近く、ミーアは、別件の調査を行っていると語っていた。

　次にアイリは、ミーアとの裁判所前での会話を思い出す。

『元もと恋こい人びとから現在進行形で一番大事にされている女の子への嫉しつ妬とってやつにゃ』

　どうやらあれは、このことを指していたらしい。

「キールはあなたのことを全力で助けようとしてくれている。それでもあの子のことを信じられないかしら？」

　キールがアルフレッドの裁判に尽じん力りよくしようとしている。おそらくそれは真実なのだろう。

　しかし、アイリは感激するようなリアクションを見せなかった。

「……今回の裁判は、今までのものと比べても、非常に厳しい戦いになります。アルフレッド先生の立場はそれほどに追おい詰つめられているのです。キールさんはそれを見み越こして、万ばん全ぜんな準備を要すると判断したのではないでしょうか。あの人は勝つためなら何でもする人ですから。本気で勝とうとしていることは分かります。ですがそれが、わたしや先生を助けたいという正義感によるものだとは思えません」

　アイリが冷静にそう言い放つと、エルルエルは寂さびしげな顔をする。

「そっか……。それがアイリちゃんの考えるキールの『真実』なのね」

　彼かれの時折見せる優やさしさは作り物なのか。アイリに見せる厳しさこそ照てれ隠かくしの作り物なのか。アイリにはキールの本音など分からない。アイリだけではない。エルルエルにも、ミーアにも、本当のところは分からない。彼かれ自じ身しん以外、答えを知る者などいない。

　ただ、一つだけはっきりしていることがある。

　アイリの恩師・アルフレッドの運命を握にぎっているのは、キールだということ。彼かれを信じることが出来なくても、彼かれの『強さ』と『勝利』は信じなければならないということ。




　被ひ告こく人はアルフレッド＝オークス。

　弁護人はキール＝カーディナル。

　内容は殺人事件の刑けい事じ裁判。




　戦いの火ひ蓋ぶたは切られた。







[image: ]







　第三章　魔ま法ほう使つかいの『殺人』　─真実の価値と真実の代だい償しよう─




　殺人事件の被ひ害がい者の名前は、ロブ＝ロイエンタール。種族は純じゆん粋すいな人間種。享きよう年ねん47歳さい。

　ロイエンタールは、アルフレッド＝オークスと同じく、タンブル・ウィズダミアに属する魔ま法ほう学者だ。彼かれが主に扱あつかってきたのは、モンスターやそれに準じる害がい獣じゆう・害虫を効率的に駆除する技術の開発であり、この技術は冒ぼう険けん者が戦せん闘とう時に使う魔ま法ほうにも広く転用されている。そのため、ロイエンタールは冒ぼう険けん者たちの間でも名の知れた大魔ま導どう士だった。しかも、魔ま法ほうだけではなくモンスターの生態研究者としても評価を得ている。アルフレッドに負けず劣おとらず、彼かれに憧あこがれ師事するタンブル・ウィズダミアの学生は数多くいた。

　孤こ児じ院の出であるアルフレッドとは対照的に、ロイエンタールは高名な魔ま法ほう使つかいの家系の出である。祖先たちの名に恥はじぬ働きを見せ、親の七光りに甘あまえず、自身も多くの学術称しよう号ごうを得て来た英才。これまでに成なし遂とげて来た魔ま法ほう研究の成果が高く評価され、彼かれもまたアルフレッドと並ぶタンブル・ウィズダミアの次期学長候補の一人だった。

　タンブル・ウィズダミアは、優ゆう秀しゆうな魔ま法ほう使つかいの人材を輩はい出しゆつして様々な分野に送り出している。その学長ともなれば学園内だけでなく、ガイナース王国の各界にも強い影えい響きよう力を持つ。政界や財界、冒ぼう険けん者ギルドにも顔が利きく。王国を動かすだけの発言力を有することが出来るのだ。

　アルフレッドとロイエンタールは、この学長の席を巡めぐったライバル関係にあった。実際、今までの功績や生徒たちからの人望など総合的に見ても、この二人が最有力候補の双そう璧へきだった。

　もしもロイエンタールが学長候補者から外れればどうなるだろうか。その時点でアルフレッドの学長就任が確定するだろう。

　そんな情勢の中で、ロイエンタールは何者かによって殺害されたのである。




　事件の概がい要ようはこうだ。

　当時、アイリを含ふくめ、タンブル・ウィズダミアの学生たちは、都市部を離はなれて課外授業を受けていた。モンスターの出しゆつ没ぼつするダンジョンへ赴おもむき、モンスター相手に魔ま法ほうの効果実験を行ったり、ダンジョン内の生態調査を行ったりするという内容だった。

　その日の学生の参加者は30人。引いん率そつの魔ま導どう士が二人付いており、対応出来ないような危険が迫せまれば彼かれらが助けてくれる。その甲か斐いもあって、生徒たちからは一人も怪け我が人にんが出ることなく課外授業は終しゆう了りようした。

　そう、少なくとも生徒たちは無事だった。誰だれ一人ひとり欠けるようなことはなかった。

　しかし、引いん率そつしていた魔ま導どう士の一人が、ダンジョン内で変わり果てた姿となって発見された。

　それこそがロイエンタールだった。

　ロイエンタールの遺体の第一発見者は、もう一人の引いん率そつ者のアルフレッドであった。

　騎き士したちの捜そう査さと生徒たちの証言によって、１時間弱の間、ロイエンタールは一人、ダンジョン内で別行動を取っていたことが分かっている。学会への研究発表のために、ある希少モンスターの生態調査を行っていたそうだ。ところが約束の時間になってもロイエンタールは集合場所に戻もどって来こない。ロイエンタールが踏ふみ込こんだのは危険なモンスターが出る領域だったこともあり、アルフレッドは生徒たちを待機させて一人で彼かれを呼びに行った。

　そこでアルフレッドは、ロイエンタールの遺体を発見する。

　発見された時、ロイエンタールの胸には大きな風穴が開いていた。高威い力りよくの熱エネルギーによる破は壊かい痕こんである。至近距きよ離りからの一いち撃げきで即そく死しと見られている。司法解かい剖ぼうの結果、ダンジョン内に生息するモンスターによる攻こう撃げきではないことが証明された。剣けんや槍やりによる刺さし傷きずでもない。現場の状じよう況きようからしても、何者かの魔ま法ほうがロイエンタールを殺あやめたのは間ま違ちがいない。

　人間が人間を魔ま法ほうで殺した──『殺人事件』だ。

　すぐに容疑者として挙がったのは、第一発見者のアルフレッドである。

　ダンジョンの構造上、ロイエンタールに近づけたのはアルフレッドのみだった。アルフレッドがロイエンタールを捜しに行っている間、生徒たちは全員同じ場所に集まっていた。その生徒たちの一団をすり抜ぬけて他の冒ぼう険けん者が近づくことは出来なかった。仮に近づけたとしても、ロイエンタールほどの魔ま法ほうの使い手を、魔ま法ほうで殺すことが出来る者など限られている。

　アルフレッドがロイエンタールを捜しに行き、遺体を発見するまでに30分の空白の時間がある。この間、彼かれにはアリバイがない。

　しかもだ。死んだロイエンタールは、アルフレッドと並ぶタンブル・ウィズダミアの次期学長候補。ロイエンタールが死ねば、アルフレッドが学長になる可能性が大きく高まるし、殺害する動機としては十分だ。このことがアルフレッドを追おい詰つめる決定打となってしまった。

　殺す瞬しゆん間かんを見た者はいない。確実な物証もない。しかし騎き士し団は、状じよう況きよう証しよう拠こだけでアルフレッドの犯行だと決め付けて逮たい捕ほしてしまった。

　アルフレッド本人は、殺してなどいない、ロイエンタールの許もとに辿たどり着ついた時には、彼かれは既すでに事切れていた、と主張している。逮たい捕ほされたアルフレッドは、外界から閉ざされた騎き士し団の拘こう置ち所で長きに亘わたる取り調べを受け、一いつ貫かんして無実を訴うつたえ続けて来た。

　だがついに、アルフレッドの起き訴そが決まった。

　罪状は殺人罪。

　真実は裁判所で決する。
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　エルサミスの鍾しよう乳にゆう洞どう。

　魔ま法ほう都市ルミナスの南西に位置し、ガイナース王国政府からモンスターの出現するダンジョンに認にん定ていされている。高密度のマナを含ふくむ鉱石で覆おおわれた岩がん壁ぺきが、人間の進行を遮さえぎる迷めい宮きゆうのように入り組んでおり、そこら中を危険な魔ま物ものが徘はい徊かいしている。とはいえ、一いつ般ぱん的なダンジョンと同じで、入口付近には下級のモンスターしか出しゆつ没ぼつしない。深部に進めば進むほど強力なモンスターが現あらわれるというお約束のものである。

　今日、このダンジョンを進むのは、珍めずらしくも冒ぼう険けん者の姿ではなかった。

　弁護士のキール＝カーディナル一行である。

　このエルサミスの鍾しよう乳にゆう洞どうこそ、タンブル・ウィズダミアの魔ま導どう士・ロブ＝ロイエンタールが死亡したダンジョン。アイリの恩師・アルフレッドが犯人とされている殺人事件の現場なのだ。

　ダンジョンが舞ぶ台たいとなった事件の裁判は準備にも骨が折れる。現場検証をするためには、モンスターが襲おそい掛かかって来るダンジョンに直接潜もぐらなければならないからである。だからこそ、捜そう査さ機関である騎き士し団の者たちは、戦せん闘とうのエキスパートを取とり揃そろえているのだ。犯罪者が逃にげ込こんだ際の『山やま狩がり』も戦せん闘とう能力がなければ行えない。逮たい捕ほから逃のがれるために、モンスターの巣に立たて籠こもる、はた迷めい惑わくな者もいる。

　戦せん闘とう能力を持たない弁護士がダンジョンで現場検証をするためには、冒ぼう険けん者やそれ専門の傭よう兵へいを護衛に付ける必要がある。冒ぼう険けん者から弁護士に転職した者なら自らを守れるだろうが、キールにはそんな力はない。魔ま法ほう不能者である彼かれは、護身用の簡単な魔ま法ほうすら使うことが出来ないのだ。だからいつも、ダンジョンの現場検証には必ず護衛を雇やとい同行させている。

「──いやはや、鮮あざやかな勝利だったね」

　オーク──醜しゆう悪あくな豚ぶたのような顔をした亜あ人じん型のモンスター──が二体、キールの傍かたわらに突つっ伏ぷしている。

「こりゃあ俺おれたち、冒ぼう険けん者デビューしてもイイ線行けるんじゃないか？」

　息の根が完全に止まったオークたちを見下ろしながら、キールはドヤ顔で言う。

「キールにゃんはな───んにもしてないけどにゃ」

　その横で呆あきれた声を上げるのは、情報屋のミーア＝キャットだ。彼かの女じよはつい今しがた、腰こしに提さげた二本の短刀でオークの一体を仕留めたところだ。
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　ミーアはキールの護衛役としてこの現場検証に参加している。小こ遣づかい稼かせぎに冒ぼう険けん者の真似まね事ごとをやっていた経験のある彼かの女じよは、隠おん密みつ行動や裏工作だけでなく、相応の報ほう酬しゆうさえ貰もらえばモンスターと面と向かっての戦せん闘とうまでこなしてしまう。

　ロイエンタールの死亡現場はこのダンジョンの第２層。そこへ向かうキールは、ミーアによってモンスターの襲しゆう撃げきから守られている。法ほう廷ていでは無敗を誇ほこってもここでは何の力も持たないのだ。誰だれでも得手不得手はあるものだが、キールの場合それがあまりに極きよく端たんである。

　そしてこの現場検証にはもう一人──。

「それにしても、君って本当に魔ま法ほうに関しては優等生だったんだね。大したもんだよ」

「えっ？　あ、は、はい」

　珍めずらしくもキールから賞賛の声を受け、アイリは戸と惑まどいを見せている。

　オークのもう一体を倒たおしたのはアイリだ。光の刃やいばを放つ魔ま法ほう【ポールライトニング】で一いち撃げきの下にねじ伏ふせた。このオークだけではない。現れるモンスターをことごとく撃げき退たい。

　火属性に弱いエビルスライムには炎熱魔法を。危険な毒を持つスライムも遠距離から焼き払えば何ということはない。

　堅い防御のアルマジロドレイクには防御力低下デバフ魔ま法ほうを。愚ぐ鈍どんで攻撃方法は口から放つブレスのみであるこのモンスターは、アイリの魔法のサポートを受けたミーアが素早い立ち回りでトドメを刺した。

　魔法の生成速度。精密動作性。どれを取ってもハイレベルだ。下手な冒ぼう険けん者よりもよっぽど有能である。

「こんなことならもっと君をダンジョンの現場検証に同行させておくべきだったよ。護衛金を浮うかせられたのにな」

　今回の現場検証、アイリは自ら進んで立ち会いたいと願い出た。事件の関係者であるアイリは現場の案内人であり、法ほう廷ていでは証人にもなるのだ。この裁判での勝利の鍵かぎは、少なからず自分が握にぎっているのだという自覚を持たなければならないだろう。

　アイリの手元には赤々とした光が輝かがやいている。魔ま法ほうで作り出した方位磁石の形状をした炎ほのおだ。暗くら闇やみのダンジョン内でのランプ代わりとなるだけでなく、方角を示すと共に、モンスターの接近を探知することが出来る魔ま法ほう。名めい称しようは【オクルス】と呼ばれている。

　この魔ま法ほうの効果により、一行にモンスターが近づけばすぐに察知出来る。どうしても進行の妨さまたげとなるモンスターは、アイリとミーアが即そく座ざに排はい除じよする。このことで滞とどこおりなく現場に向けてダンジョン内を進んでいくことが出来るのだ。

「ところで、アイリ。こいつは人の接近も探知出来るのか？」

　キールはアイリの目の前に浮うく炎ほのおの方位磁石【オクルス】を指差しながら訊きく。

「ええ。接近するのが人か魔ま物ものか判別することも出来ますよ」

「君の学校の者なら、誰だれでもこの魔ま法ほうは使えるのか？」

「タンブル・ウィズダミアの生徒なら、誰だれもが使えるはずです。事件があった課外授業の時も、皆みなさん【オクルス】で視界の確保と、モンスターへのセキュリティーを万ばん全ぜんにしていました」

　タンブル・ウィズダミアに入学するには、強い魔ま力りよくの素養と難しい試験にパスしなければならない。在ざい籍せきする学生たちなら、この程度の魔ま法ほうは使いこなせて当たり前といったところだ。

「ほうほう、なるほどね。それじゃあ教師連中はどうなんだ？」

「もちろん、皆みなさん使えますし、もっと高度な【オクルス】を扱あつかえる方ばかりです。たとえば近づいて来ているものが殺意を持ったモンスターならば、自動的に炎ほのおで攻こう撃げきしたりも出来ます。モンスターが透とう明めいに擬ぎ態たいしていても、確実に接近を感知することも出来るでしょうね」

「なるほど。そいつは凄すごいな。そしてそいつを殺されたロイエンタールも使えたってわけだ」

　キールはわざとらしく強調して言う。

「…………それが何か？」

「ふふん。ミーアにはキールにゃんが言いたいことが分かったにゃ」

　ミーアはどこか誇ほこらしげに言う。

「ロイエンタールも明かりを確保するために、このダンジョン内ではその魔ま法ほうを常に使っていた。誰だれかが自分に近づけば魔ま法ほうですぐさま感知することが出来た。それなのに検死結果では、ロイエンタールはかなりの至近距きよ離りで正面から魔ま法ほう攻こう撃げきを受けていたと判明している。抵てい抗こうした様子もなかった。つまり、顔見知りでなければ殺害は不可能だったってことにゃ」

「そういうことだ。もちろん騎き士しどももそのことはご存知だろう。だからこそ顔見知りであるアルフレッドが犯人だと決めてかかれたというわけだ。探知の魔ま法ほうを証しよう拠こにね」

　アイリは赤々と輝かがやく【オクルス】を見ながら、表情を曇くもらせて行く。

　この魔ま法ほうがアルフレッドの殺しを肯こう定ていする証しよう拠こへと結び付いてしまった。便利な魔ま法ほうは人間にとって助けになるはずなのに、魔ま法ほうの存在がアルフレッドの首を絞しめる結果になった。

　何という皮肉か。




　アイリの誘ゆう導どうにより、キール一行はエルサミスの鍾しよう乳にゆう洞どう第２層、ロイエンタールの遺体が発見された現場近くへと到とう達たつした。１層よりも明らかに厄やつ介かいなモンスターが現れるようになったが、相変わらずアイリとミーアはそれらを難なく退けてみせる。

　やがて辿たどり着ついたのは開けた広い空間だった。岩がん壁ぺきで囲まれた広間。天てん井じようも高く見通しが利きく。まるで人工的に造られたかのようだが、自然の造形美術だ。この広間の隅すみには湧わき水みずがあり、魔ま法ほうで清めれば飲料水としても利用出来る。冒ぼう険けん者たちがキャンプをするには持って来いのスポットである。

「事件のあった時、ここでわたしたちは、一時、休息を取っていました。持参していた昼食を取り、午後からはここを拠きよ点てんとしてそれぞれ自分たちの課題を行う予定でした」

　広間にはダンジョンの奥おくに続く横穴が何本かある。第３層へと続くルートや、貴重な鉱石の発はつ掘くつポイントが存在するそうだが、そのどれでもない細い穴をアイリの先導で進む。

「この先は、今までよりもさらに凶きよう悪あくなモンスターが出現する領域です。ロイエンタール先生は、アルフレッド先生やわたしたち学生が昼食を取っている間に、そこに生息するモンスターを観察するために一人で進んで行かれました」

　穴を潜もぐり、岩がん壁ぺきの通路を歩いて行くと、先ほどの空間と比べれば小規模だが、また開けた空間が現れた。

　その左手の壁かべ。

　何の変へん哲てつもない岩がん壁ぺきだが、その一点をアイリは憂うれいを帯びた表情で見つめる。

「そこか？」

　キールが後ろから壁かべを眺ながめながら問とい掛かける。

「……はい。ロイエンタール先生が倒たおれていた場所です」

　現在、そこには何もない。当然、ロイエンタールの遺体は既すでに回収され、葬そう儀ぎも終わっているからだ。多くの者たちがロイエンタールの死を悼いたみ、アイリもその葬そう儀ぎに参列したが、アルフレッドは騎き士しに拘こう束そくされていたため姿はなかった。

　ここにロイエンタールの肉体はない。

　事件発生の直後であれば、事件現場は魔ま法ほうの結界が施ほどこされたテープで囲われ現場保存されているものだが、月日の経過もあって取り除かれている。アルフレッドを起き訴そしたことからして、騎き士しによる事件捜そう査さは区切りが付いたということ。現場の遺品や残留物の回収も終わっているし、後から訪おとずれた冒ぼう険けん者やモンスターに現場が荒あらされても問題ないと判断したのだろう。

　だからここにはもう何の痕こん跡せきも残っていない。

　あるのはここで一人の偉い大だいな魔ま導どう士の命が潰ついえたという記き憶おくのみ。

　アイリは遺体のあった場所に向けて黙もく禱とうするが、キールはお構いなしにさっさと現場の様子を探さぐり始める。ミーアはキールの横に付き、モンスターの襲しゆう撃げきに警けい戒かいする。

　ちょっとした部屋くらいはあろうかという空間だ。ここへ出入り出来るのは、今やって来た小道と、さらに先を行く小道の二つのみ。

　周囲の壁かべには凹おう凸とつがあり多少の死角があるものの、小さな子どもでも人が隠かくれられそうなスペースはない。犯人がロイエンタールを殺した後、ここで息を潜ひそめてアルフレッドや後から駆かけ付つけた学生たちをやり過ごすのは無理だろう。仮に透とう明めいになる魔ま法ほうや、岩に姿を変える魔ま法ほうを使っていても、アルフレッドたちの魔ま法ほうの探知で看破されてしまうからだ。

「先ほどの広場で君たち学生は休息中だった。ロイエンタールがなかなか戻もどって来こないことを心配したアルフレッドは彼かれを呼びに行った、すると暫しばらくして、血相を変えたアルフレッドが君たちのところに戻もどって来きた。そういう流れだったな？」

　キールは、現場に怪あやしいところがないか地面の土を指先で弄いじったり、周りの岩がん壁ぺきを擦こすったりしながら、アイリに問とい掛かける。

「そうです。アルフレッド先生は、ここでロイエンタール先生が亡なくなっていることを私たちに知らせに来て下さいました。皆みなでロイエンタール先生の遺体を確かく認にんし、すぐに課外授業を切り上げダンジョンから脱だつ出しゆつ。最も寄よりの騎き士し団の屯とん所しよに通報しました」

「通報時点の事情聴ちよう取しゆの後、皆みなは解放されたが、後日、アルフレッドは殺人の容疑で連行されてしまったというわけだな」

「はい」

「──学生たちの証言によれば、ロイエンタールの死亡を伝えに来たアルフレッドの服には血が付着していたそうにゃ」

　短刀を構えてモンスターの出現を警けい戒かいしているミーアが口を挟はさんだ。ミーアはキールの指示で１ヶ月に亘わたり、先にこの事件の調査を行っていたため、既すでに多くの情報を握にぎっているのだ。

「騎き士したちの事情聴ちよう取しゆの記録によると、学生たちは口を揃そろえてそう証言しているのにゃ。返り血のようにも見えたそうだにゃ」

「た、確かに、アルフレッド先生は服を血で赤くしていました！　ですがそれは倒たおれているロイエンタール先生を介かい抱ほうしようとした時に付いたものです！　ロイエンタール先生は、アルフレッド先生がここにやって来たその時点で既に亡なくなられていたのです！」

　アイリは当時のことを思い出す。アルフレッドが服を血で汚よごしていたことに、学生たちは皆みな、彼かれが怪け我がをしたのではないかと心配するばかりだった。誰だれもアルフレッドが人を殺したなどと疑うことはなかった。

「ちなみに、騎き士し団の捜そう査さ記録によれば、服に付いていた血液はロイエンタールのもので間ま違ちがいなかったそうだにゃ。アルフレッド本人が流したものや、モンスターの返り血でないことは証明済みってわけにゃ」

「被ひ害がい者は至近距きよ離りで胸を貫つらぬかれた。その時に飛び散った血が犯人の身体に付いた可能性がある。『アルフレッドの服に付いた血が、ロイエンタールを殺害した時の返り血ではない』と、証明出来る者はいない。返り血ではないと証言しているのはアルフレッド本人だけ。そういうことだな」

「確かにそうですが、返り血だという証しよう拠こもありません！」

　アイリはついつい言葉を荒あらげてしまう。アルフレッドにとって不利になる情報など聞きたくないと、心が無意識的に拒きよ絶ぜつしてしまう。

　しかし、現実を受け入れ、立ち向かわなければ、真実を解き明かすことは出来ないだろう。冷静さを欠けつ乏ぼうしたら負けだ。手に入れた情報を冷静に分ぶん析せきしなければならない。

　遺体発見時の状じよう況きようをまとめるとこうだ。





　・ロイエンタールが単独行動を取ってから、遺体が発見されるまでの間、誰だれも彼かれを見ていない。

　・ロイエンタールの単独行動中、アルフレッドや30人の学生たちは、全員一いつ緒しよの場所に固まっていた。いわば全員がお互たがいを監かん視ししているような状態で、誰だれかが勝手にロイエンタールの進んで行った横穴に近づこうとすれば気づくことが出来た。

　・ロイエンタールに一人で近づけたのは、遺体の発見者のアルフレッドのみである。仮に第三者が透とう明めいになる魔ま法ほうを使って近づいたとしても、探知の魔ま法ほうで接近に気づけたし、ロイエンタールほどの魔ま法ほうの使い手が、むざむざ殺されることはなかった。顔見知りでなければ至近距きよ離りで殺害することは出来ない。






　キールたちはロイエンタールの死亡地点からさらに奥おくへと進んでみるが、その先がすぐに行き止まりであることを確かく認にんした。突つき当あたりの壁かべや地面を探さぐってみるが、秘密の脱だつ出しゆつ路のようなものはない。あらかじめこの場所に殺人鬼きが潜ひそんでいたとしても、ロイエンタールを殺害して誰だれにも気づかれずに脱だつ出しゆつすることは出来ない。

　それからキールは一度、広場の方に戻もどり、ロイエンタールの遺体発見場所まで行ったり来たりを何度か繰くり返かえした。

「ふむ。学生たちが待機していた広場から、ロイエンタールの遺体の場所まで、急ぎ足で行けば、せいぜい10分で往復出来るね」

　キールは懐かい中ちゆう時ど計けいを見ながら言う。距きよ離りの計測をしていたのだ。

「だが、アルフレッドがロイエンタールを呼びに行き、彼かれの遺体を発見し、学生たちのところに戻もどって来るまで30分は掛かかったという話だ。このタイムラグは何だ？　ここまで分かれ道はなく道なりで迷うことなどない。しかも遺体を発見したのだから、緊きん急きゆう事態も緊きん急きゆう事態。トロトロと戻もどるのはおかしい」

「先生はモンスターと遭そう遇ぐうされ、それを退治するのに時間が掛かかったのだと仰おつしやっていました」

　ダンジョン内でモンスターは無限に発生する。ダンジョンがモンスターを産んでいるという学説もあるが、正確なことは分からない。いくら冒ぼう険けん者がモンスターを倒たおそうが絶ぜつ滅めつすることはない。狩かりを行い一時的に数は減らせるが、そのうちまた同じ場所に出現するようになる。

「なるほど。たまたまアルフレッドはモンスターと遭そう遇ぐうしてしまい、そいつと戦っていたので時間を取られた、と。だから戻もどるのにタイムラグがあった、と。だがそれを証明することは出来ないぞ。死体が存在しないのだからな」

　理り屈くつは不明だが、モンスターが死ぬとその肉体は数分で消しよう滅めつする。偉えらい学者の見解では、穢けがれを嫌きらう大地が空気中のマナへと置ち換かんさせているということだ。ダンジョンがモンスターの屍し骸がいだらけにならないのはこれが理由だ。そのため、爪つめや牙きばといったアイテムの素材に使える部位は魔ま法ほうで清めないと回収することが出来ない。モンスターを倒たおした証しよう拠こもなくなってしまうので、ギルドから討とう伐ばつクエストを請うけた時は特に注意しなければならない。

　道中、アイリとミーアが倒たおして来たモンスターの肉体も既すでに消失していることだろう。そして、現場付近にアルフレッドが戦ったというモンスターの死体も残ってはいない。つまり、アルフレッドがモンスターと戦っていたという証しよう拠こは存在しないし、法ほう廷ていでアリバイを証明する術はないのだ。

「もしもモンスターと遭そう遇ぐうしたことが噓うそなら、アルフレッドはロイエンタールに近づき魔ま法ほうで殺すことが十分可能だったということになるな」

「せ、先生は噓うそなんて──」

「法ほう廷ていでは証しよう拠こが全てだぞ、アイリ。噓うそをついていないことを証明するには、その証しよう拠こを出すしかない。現状は『アルフレッドにはロイエンタールを殺す時間があった』という証しよう拠こしか存在しないんだよ。アルフレッドがモンスターと戦っていた証しよう拠こがあるのか？　彼かれの衣服に付いていたのは、ロイエンタールの血だけだ。あるとすれば、ロイエンタールを殺した証しよう拠こしかないんだよ」

「…………っ」

　結局、この現場検証では、アルフレッドの殺人を肯こう定ていする材料はあっても、否定する材料が見つかることはなかった。
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　エルサミスの鍾しよう乳にゆう洞どうでの現場検証を終えると、キールたち一行はルミナスの街へと戻もどった。

　とっくに陽は落ちている。ダンジョン内での調査は日にち没ぼつまで続けたが、アルフレッドの疑ぎ惑わくを晴らす情報は何一つ見つからなかった。エルサミスの鍾しよう乳にゆう洞どうには、夜になると狂きよう暴ぼう化し、姿を変質させる厄やつ介かいなモンスターも存在していた。その対処に苦労するだけで成果はなし。いくらアイリやミーアの腕うでが立っても、体力や気力に限界がある。パーティーに被ひ害がいが出る前に、キールは調査を切り上げることにしたのだった。

　一行は事務所の下、サンライズバケットカフェに移動し、現場検証で得た情報や、ミーアがこの１ヶ月で仕入れて来た情報を確かく認にんすることになった。

　三人はキールを真ん中にしてカウンター席に並んで座すわる。

「みんなお疲つかれさま」

　エルルエルがハーブティーと、お茶受け用のブリオッシュを並べる。閉店後なので、カフェの店内はキールたちの貸し切り状態だ。エルルエルはキールたちがダンジョンから帰って来たのを知ると、わざわざ店を開けて嫌いやな顔一つせずに迎むかえ入いれてくれた。

　キールは香かおりを楽しみながら、エルルエルの淹いれたお茶に舌した鼓つづみを打つ。ミーアは猫ねこ舌じたなので湯気を上げるお茶に向かって当て付けのようにフーフーやりながら、エルルエルにブツブツ文句を言っている。

　アイリはというと、お茶にも食事にも手を付けようとせず、険しい顔で虚こ空くうを見つめていた。

　そうやって今日のダンジョンでの現場検証を回想する。どこかに見落としはなかったか。アルフレッドにとって有利になる手て掛がかりはなかったか。必死に思考を巡めぐらせているのだ。

「ねえ、アイリちゃん」

「……え？　あ、はい」

　気が付けば、エルルエルの小さな顔が眼前にあった。彼かの女じよは間近で、心配そうにアイリの顔を見つめている。

「アルフレッドさんのために頑がん張ばるのは分かるけど、あんまり根を詰つめ過ぎちゃダメよ。どんなことにも息いき抜ぬきは必要。魔ま法ほうの勉強だってそうでしょ？　ほら、気分が落ち着くハーブティーよ。飲んでちょうだい」

　アイリが勧すすめられるままに、エルルエルのお茶に口を付けてみると、

「え、あ……。こ、これ、凄すごく美味おいしいです……！」

　途と端たんに目を耀かがやかせる。

「これ、何のハーブを使ってらっしゃるんですか!?　エルルエルさん！　是ぜ非ひ、わたしにも淹いれ方を教えて下さい！」

「ふふっ。良かった、ちょっとは元気が出たかしら？」

　エルルエルは優やさしく微笑ほほえんでいる。

「……ありがとうございます、エルルエルさん」

　彼かの女じよの笑え顔がおを見ていると、薄うす暗ぐらく血ち腥なまぐさいダンジョンからいつもの日常に戻もどれたと思える。

　アルフレッドも、この場所にちじように連れ戻もどしてあげたい。彼かれにもこの美味おいしいお茶を飲ませてあげたい。頭を冷やしつつも、改めて強く思った。

「さて、ミーア。ダンジョンでの現場検証を踏ふまえ、君の１ヶ月の成果を改めて確かく認にんしよう」

　暫しばしのブレイクタイムを挟はさみ、キールが本題を切り出すと、ミーアはバックパックから取り出した紙の束をテーブルに積み上げて行く。これまで集めた情報を纏まとめたもののようだ。

「ホント、この１ヶ月の調査は骨が折れたのにゃ。騎き士しの営舎に忍しのび込こんで捜そう査さ資料をくすねたり、口止めのために根回ししたり、他の学長候補たちの身辺調査をしたり。それはもう色々大変だったのにゃ。１本小説が書けるレベルの波は乱らん万ばん丈じようだったにゃ」

「あの、ちょっと待って下さい、ミーアさん。どうしてミーアさんが騎き士しさんたちの捜そう査さ資料の内容を知っているのか気になっていたのですが、やっぱりそれって……」

「ん？　ああ、大だい丈じよう夫ぶ、大だい丈じよう夫ぶ。資料の現物はちゃんとコピーを取って元の場所に戻もどしたから、パクってはいないのにゃ」

「いやパクってますよね、それ！　盗ぬすんでいることに変わりないですよ！　しかも不法侵しん入にゆうですし、正規の情報の集め方ではありません！」

「おいおいおいおい。まさか卑ひ怯きようだって言うのか、アイリ？　そんなことを言い出したら、相手さんの方がよっぽどフェアじゃないぞ」

　ミーアを庇かばうようにキールが言う。

「君だってダンジョン内で確かく認にんしただろ？　騎き士したちは現場の遺留物やらを全部持って行ってしまっているんだからな。もしかしたら重要な手て掛がかりを手に入れている可能性もある。それなのにこっちが情報の開示を請せい求きゆうしても『捜そう査さ機密のため、民間人への開示の検討に相当の時間が必要』などという馬ば鹿からしい理由を立てて、先延ばし先延ばしにして来る。そのままこちらには手て掛がかりを見せずに、公判当日を迎むかえようという腹だ。下げ衆すな連中だよ」

　王国公こう認にんの犯罪捜そう査さ機関である騎き士し団に対して、こちらはあくまで民間の弁護士。捜そう査さ権限の差は大きく、関係者に事情聴ちよう取しゆをしても騎き士したちに対するのと比べて非協力的な者が多い。だからこうでもしなければ公平な試合にならないというのがキールの理り屈くつである。騎き士しの捜そう査さ資料を拝借することで、情報量がようやく対等となったというわけだ。

　アイリはため息混じりに頭を押おさえながらも、キールの言い分にも一理はあると考えた。確かに騎き士したちもフェアではない。前にキールが言っていた、騎き士したらは被ひ疑ぎ者しやを『黒』にするためなら卑ひ劣れつな手段をいくらでも使うというのはこのことだろう。彼かれらがその気になれば、重要な証しよう拠こを隠いん蔽ぺいすることすら可能なのだ。アルフレッドにとって有利になる情報を隠かくし、強ごう引いんにでも有罪に持もち込こむという算段だ。

「さて。死んだ被ひ害がい者について整理してみようか。ミーア、頼たのむ」

「合点承知にゃ」

　ミーアは、独自に集めた情報と、騎き士したちの捜そう査さ資料とを纏まとめたロイエンタールの情報を、キールとアイリにかいつまんで説明し始める。

　ロイエンタールには結けつ婚こんして18年になる伴はん侶りよがいる。子どもは三人。家族関係は良好。不ふ倫りんだとか女性関係の問題はなかった。ロイエンタールは学生たちに厳しい指導をする部分があったが、恨うらみを買われるほどではなかった。

　明確に彼かれを殺す動機があるとすれば、タンブル・ウィズダミアの学長候補者たちくらいなものだ。そんな学長候補者たちの中で事件当時、現場に引いん率そつとして参加していたのは──。

「アルフレッドとロイエンタールのみ、だな」

　キールの言葉にミーアは頷うなずく。

「ちなみにこのアルフレッドとロイエンタールだけど、度たび々たび、魔ま法ほう研究の方向性の違ちがいや、学生たちへの教育方針のことで口論をしているところを目もく撃げきされているのにゃ」

「つまり二人の関係性は良好ではなかったわけだ。学長候補だとか関係なく、殺したいほど憎にくみ合っていてもおかしくはなかった、と」

「──いえ、わたしはそうは思いません」

　すかさずアイリは口を挟はさんだ。

　アイリも学内でアルフレッドとロイエンタールが激しく言い争いをしているところを見たことがある。心配したアイリは、一度、アルフレッドにそのことを尋ねてみたのだが、

『ロイエンタールと私は何も憎にくみ合っているわけではない。学問では異なった意見をぶつけて互たがいを高め合うことも大事な工程の一つなのだ。お互たがいを尊敬し合うからこそ、我々は本気でぶつかり合っているのだよ』

　アルフレッドはそう語っていた。

「そうよね。ケンカするほど仲がいいって言うものね」

　カウンターの向こうでエルルエルが楽しげにアイリの意見を肯こう定ていする。

「……エルルエルは黙だまってるのにゃ」

「はーい、はい」

　除のけ者ものにされたことにエルルエルは唇くちびるを尖とがらせながら、カウンターの向こうで食器を洗う。

「まあ、それでは反論としては弱いな。客観的事実は『アルフレッドとロイエンタールが良く口論をしていた』ということだ。この事実は裁判では殺害に至る動機として認にん定ていされるだろう」

「そんな……」

　キールにあっさりと否定され、アイリはショックを隠かくしきれなかった。

「それに、ロイエンタールを殺す動機がある他の者たち──学長候補者たちには確実なアリバイが確かく認にん出来ている。密ひそかにダンジョンに付いて来て、ロイエンタールを殺害したという可能性は皆かい無むだということだ」

「そうにゃ。騎き士したちは法ほう廷ていで主張して来るはずにゃ。ロイエンタールを殺す動機がある人間は、あの場に一人しかいなかったって」

　アイリはさらに悔くやしそうな表情を作る。状じよう況きようからすれば、アルフレッドが殺したとしか思えない。殺すことが出来たのはアルフレッドだけ。殺す理由があったのもアルフレッドだけ──。

「──とはいえだ。アルフレッドがロイエンタールを殺害したという物的証しよう拠こは一つもない」

　まるでアイリの不安を飛ばすようにキールは言った。

「凶きよう器きは残っていない。使われたのは魔ま法ほうだからだ。アルフレッドの衣服に付着していた血液はロイエンタールのもので間ま違ちがいないが、返り血かどうか断定は出来ないし、これを物証とすることは出来ない。殺害の瞬しゆん間かんを見た者もいない。死人に口なしだ。殺されたロイエンタールにインタビューするわけにもいかないしな。現代魔ま法ほう学を以もつてしても、反はん魂ごんの魔ま法ほうは確立していない。そもそも人を蘇よみがえらせられるのなら、こんな裁判など不必要だ」

　アルフレッドがロイエンタールを殺したのか、それとも殺していないのか。この世界中を探しても、その真実を知っているのはアルフレッドただ一人。アルフレッドが噓うそをついていない限りは、ロイエンタールを殺した真犯人は別にいることになる。

「数多くの状じよう況きよう証しよう拠こが、アルフレッドがロイエンタール殺しの犯人だと示している。とすれば、勝利のためにはそれを超こえる量の、あるいは質を持った反証を裁判官たちに見せ付けなければならない。『アルフレッドは殺人をしていない』という揺ゆるぎない証しよう拠こをだ」

「もしかして、また証しよう拠こをでっち上げる気ですか……？」

　アイリは不安げに尋たずねる。この男のことだ。勝利のためなら偽ぎ証しようすらやってのけるはずだ。

「ふふん。だったらミーアにお任せにゃ。報ほう酬しゆうさえ払はらってくれるなら、ミーアはどんな工作だろうとやってあげるのにゃ」

「そうしたいのはヤマヤマだが、そいつは無理だろうな」

「へ？　何でにゃ？」

　得意顔だったミーアだが、キールに釘くぎを刺さされ目をパチクリさせる。

「たとえば、アルフレッドのアリバイを証明する偽にせの目もく撃げき者をこさえたところですぐにバレる。あの場に殺害の瞬しゆん間かんを目もく撃げきしていた新たな登場人物を存在させることは出来ない。他の30人もの学生たちの証言を全て変えさせなければならないからだ」

　あの日、あのダンジョンのあの階層には、タンブル・ウィズダミアの学生たちとアルフレッドとロイエンタールしかいなかった。全ての学生たちの証言がそう断言している。今いま更さらアルフレッドと同行していた人間が他にいたことを偽ぎ装そうすることは出来ない。

「それとも、アリバイのために、アルフレッドがモンスターと戦っていた証しよう拠こ品でも作るか？　無理だ。有能な騎き士し様たちの捜そう査さでも発見されなかったモンスターの遺体がいきなり現場に現れては不自然過ぎる。それとも、アルフレッドは何かの病気で当日、魔ま法ほうが使えなかったことにするために、偽にせの診しん断だん書でも作ろうか？　無理だ。アルフレッドは学生たちの前で魔ま法ほうを使っている。──法ほう廷ていで真実を操作するっていうのは、そう簡単なものじゃないんだよ」

　偽証イカサマは、それ相応のリスクを伴ともなう。確実に証しよう拠ことして使え、かつ、バレない状じよう況きよう下でなければ切れないカードだ。やるなら関係者を全て懐かい柔じゆうする必要がある。

　今までの依い頼らい人たちは、己おのれの利益を優先する者たちばかり。勝利と保身のためなら口を閉とざす。だが、アルフレッドはどうだ。人一倍不正を嫌きらう彼かれが納なつ得とくしてくれるだろうか。

「アルフレッドの犯行を否定する証しよう拠こを創り出すというのは難しい。ならば別の方法で勝利を目指すしかないだろう」

　アルフレッドの無実を証明するためとはいえ、やはり偽ぎ証しように手を出すのは避さけたい。アイリとしても、別の方法があるのなら、そちらに頼たよりたいところだが……。

「それじゃあどうやってアルフレッドがロイエンタールを殺していないと証明するにゃ？　殺しを否定する証しよう拠こなんてない。その証しよう拠こを創るのも無理。だったらお手上げじゃにゃいか」

「……いえ、分かりました。方法ならありますよ」

　アイリはカウンターに手を突ついて立ち上がり、横に並ぶキールとミーアに向かって言う。

「真犯人を探し出すことです！　ロイエンタール先生を殺した真犯人を見つけることが出来れば、自おのずとアルフレッド先生の無実が証明出来ます！」

　興奮を露あらわにするアイリとは対照的に、キールとミーアは真顔でアイリを眺ながめている。

「うん、確かにアイリちゃんの言う通りよ。他にロイエンタールさんを殺した人がいることを証明出来れば、アルフレッドさんは犯人じゃなかったっていう証明になるわよね」

　カウンターの向こうのエルルエルだけがアイリに同調して感心した声こわ色いろで言う。

「……容疑者はいるのか？」

「信じたくはありませんが、他の学長候補者の先生たちになら動機があります。高い魔ま法ほう力を持つ彼かれらなら、ロイエンタール先生の命を奪うばう魔ま法ほうも使えたことでしょう」

「アリバイは？　彼かれらがダンジョン周辺にはいなかったことは証明されているぞ。遠く離はなれた街からダンジョン目がけて魔ま法ほうを放ったというのか？　光の刃やいばをダンジョンの外から放ち、アルフレッドや学生たちの誰だれの目にも触ふれさせず、正確にロイエンタールを撃うち抜ぬいた。そういうことか？」

　何キロも先の相手を魔ま法ほうで射い抜ぬく。直線距きよ離りの対象ならまだしも、細い通路、曲がり角、人、モンスター。様々な障害物のあるダンジョンの中に魔ま法ほうの弾たまを飛ばして、遠えん隔かく操作で当てることなどとても不可能だ。そんなことが可能な魔ま法ほうや、それを扱あつかえる魔ま法ほう使いは、多くの魔ま導どう書を読よみ込こんで来たアイリの知る限りでも存在しない。

「未知の魔ま法ほうの存在を法ほう廷ていで切り出してみるか？　ダンジョンの外から殺せる魔ま法ほうが存在すると。そんなことを裁判官が認めるわけがない。その魔ま法ほうの存在を法ほう廷ていで証明してみせろと言われるに決まっている」

　魔ま法ほうとて何でもありの万ばん能のうのものではない。最さい先せん端たんの現代魔ま法ほう学でも出来ないことなどいくらでもある。それを可能にしようと研究しているのが魔ま法ほう学者たちなのだ。

　人間が絶対に使うことが出来ない魔ま法ほう──『魔ま法ほうの十じつ戒かい』は特に有名だ。





　死者蘇そ生せい──死んだ生命を生き返らせる。

　物質創造──この世に存在しない（あるいはしてはいけない）未知の物質を生み出す。

　瞬しゆん間かん転移──障害物を無視して人やものを違ちがう場所に一いつ瞬しゆんで移動させる。

　時間操作──過去や未来への移動。時間を止める。

　精神支配──自分の意思を他人に押おし付つけて意のままに操あやつる。

　生命略りやく奪だつ──生物の命を奪うばい取とる。

　他者読心──人や動物の考えを読み取る。

　記き憶おく改かい竄ざん──他人の記き憶おくや思い出を自由に書かき換かえる。

　病びよう魔ま根絶──自然的に発生した病原体を死し滅めつさせる。

　魔ま力りよく増減──魔ま力りよくを高める。魔ま力りよくを減らす。魔ま力りよくのない者に魔ま力りよくを与あたえる。






　これらは神のみが扱あつかえる領域とされ、人間の魔ま法ほうでの遂行は不可能とされている。多くの魔ま法ほう学者たちが挑いどみ、理論を構築しようとするも、ことごとくその体系化に失敗して来た。実験を試みた者たちは、総じて凄せい惨さんな最さい期ごを遂とげている。

　たとえば不完全な『瞬しゆん間かん転移』を使った学者が、ダンジョン内の石の中に身体が埋うもれてそのまま絶命してしまったケース。『他者読心』を試ためしたところ、心に異常な負ふ荷かが掛かかり、発はつ狂きようして廃はい人じんになってしまったケース。

　いつしか『魔ま法ほうの十じつ戒かい』は禁きん忌きとされ、研究する者は学会から異い端たん視扱いされるようになった。タンブル・ウィズダミアを含ふくめた多くの学術機関が、手を出すことすら禁じている。

　今回の事件について、この十じつ戒かいに当てはめれば、





　・瞬しゆん間かん移動してロイエンタールの前に現れたり、ダンジョン外に逃とう亡ぼうしたり、壁かべを突つき抜ぬけて魔ま法ほうを当てたりすることは出来ない。（『瞬しゆん間かん転移』に反する）

　・時間を止めて誰だれにも気づかれずに接近することは出来ない。（『時間操作』に反する）

　・ロイエンタールを操あやつって自殺させることは出来ない。（『精神支配』に反する）






　これらは証しよう拠こを示さなくとも、裁判で自動的に証明されたことになるのである。

「真犯人は何らかのトリックを使ったんだと思います！　我々の盲もう点てんを突ついたトリックを！　きっとあるんですよ、現存する魔ま法ほうだけを利用して、誰だれにも気づかれずにロイエンタール先生を殺害することの出来るトリックが！」

　逆に言えば、十じつ戒かいに抵てい触しよくしない魔ま法ほうであれば、理論上実現可能ということである。その方法を示せれば、アルフレッド以外にも犯行が可能なことが証明出来るし、延ひいてはアルフレッドの無実を証明出来るかもしれない。

「不可能だよ、アイリ」

「どうしてですか!?　まだ具体的な調査も検証もしていないんですよ!?　トリックさえ分かればわたしが魔ま法ほうで再現してみせます！」

「そんなトリックを見つけることなど、不可能だと言っているのだ。何故なぜなら、騎き士したちの捜そう査さ能力を以もつてしても、真犯人は見つけられていないんだからな。何らかのトリックを使い、誰だれにも悟さとられずロイエンタールに接近し、誰だれにも悟さとられずロイエンタールを殺害し、誰だれにも悟さとられずダンジョンから脱だつ出しゆつしたなんて、有能な騎き士し様たちにすら見み抜ぬけなかったそんなトリックを、俺おれには明かすことは出来ないよ。俺おれは探たん偵ていじゃない。弁護士なんだ」

　厳しい国家試験を通過した騎き士したち。非常に高い捜そう査さ能力を持ち、そのうえ彼かれらは組織単位で動ける。金の力でミーアのような味方を作れても、所しよ詮せんは個人の力。騎き士したちの捜そう査さ力には到とう底てい及およばないとキールは自覚している。

「だが、アイリ。君の言う『ロイエンタール殺しの真犯人を暴あばく』という方向性は正しいと思う。たとえ殺害のトリックが暴けなくとも、真犯人の存在を示せれば形勢を動かせられる。何故なぜなら、騎き士したちが言う『アルフレッド以外に犯人はいない』という主張を否定出来るんだからな」

　キールは、ミーアが手に入れて来た騎き士しの捜そう査さ資料の写しを眺ながめている。真しん剣けんな表情だ。そうやって何か策を巡めぐらせているらしい。

「キールにゃんやアイリちゃんの言いたいことは分かるにゃ。他の学長候補にもロイエンタールを殺せることを証明出来れば、アルフレッドにとって大きな有利となる。だけど、他の学長連中には１００パーセントのアリバイがあるのにゃ。それは、この１ヶ月の間、独自に調査をして来たミーアが保証するのにゃ。アルフレッド以外の学長候補には絶対にロイエンタールを殺せなかった。アリバイ工作も不可能。これは絶対に揺るがない真実なのにゃ」

　ミーアの自信たっぷりの言葉を聞きながら、キールは笑う。

「おいおい、何を言っているんだ、ミーア。直接手を下す必要なんてないだろ。魔ま法ほうだって使う必要もない」

　ミーアは少し考える素そ振ぶりをしてから言う。

「……もしかして、暗殺者を雇やとったってことかにゃ？」

「そうだ。誰だれかに命じて殺させたんだよ。それなら他の学長候補どもにアリバイがあっても、ロイエンタールを殺すことは可能だ」

「でも、例の魔ま法ほうの探知があるにゃ。前提として、顔見知りでなければ殺すことは出来なかった。そのことは、エルサミスの鍾しよう乳にゆう洞どうの中で、キールにゃんも言っていたじゃにゃいか」

　ダンジョン内でアイリも使っていた探知魔ま法ほう【オクルス】。ロイエンタールはあれよりもさらに高度なものを扱あつかえた。暗殺者が気配を消しても、接近すれば気づくことが出来た。何の抵てい抗こうもせず胸を魔ま法ほうで貫つらぬかれることはあり得ない。

　それ以前に、ダンジョンの構造上、タンブル・ウィズダミアの30人の学生たちを素す通どおりして、ロイエンタールのいる場所まで赴おもむき、誰だれにも気づかれずに殺害して脱だつ出しゆつしなければならないことになる。

「さすがのミーアでも、そんな芸当は無理だと思うにゃ。まだ学生とはいえ、タンブル・ウィズダミアの生徒たちも高度な魔ま法ほう使いにゃ。そんなやつらの目を全て欺あざむくなんて──」

「30人の学生たちの中に暗殺者がいたとしたら？」

　キールの言葉にアイリが大きく反応する。

「いえ、不可能です！　タンブル・ウィズダミアの学生たちは、全員確実な身元が取れています！　殺し屋がその誰だれかに成り代わることなど、それこそ不可能です！」

「殺し屋などではない。成り代わる必要もない。学生を暗殺者に仕立て上げればいい。ダンジョンに同行していた学生の誰だれかをロイエンタールを殺すように操あやつってやればいいのだ」

「『精神支配』は十じつ戒かいに反します！　不可能です！　魔ま法ほうで他人を操あやつることは出来ません！」

「だから魔ま法ほうなんて必要ないんだよ。人が人を動かすのに必要なのは、魔ま法ほうなんかじゃない。言葉、金、あるいは信しん頼らいだ。言葉巧たくみに生徒を操あやつればいい。狂きよう信しん者を操あやつる教祖のように、自分を尊敬する生徒をたらし込こんで暗殺者に仕立てればいいんだよ」

「そんなまさか！」

「まさかと思うか？　タンブル・ウィズダミアにはカリスマ的な人気を持つ魔ま導どう士が講師として何人も在ざい籍せきしている。そういう人間だからこそ学長候補にもなっているんじゃないのか？　弟で子しを操あやつる程度造作もない。証しよう拠こだってあるぞ」

「証しよう拠こ……？」

「君の存在だよ。アイリ」

　アイリは自分の名前が告げられ反応に困る。

「君もアルフレッドを救うために自らを犠ぎ牲せいにする覚かく悟ごを持っているじゃないか。だからこそ、俺おれとの契けい約やくにサインをしたんだ。今までずっと俺おれに顎あごで使われることを容よう認にんして来た。尊敬する恩師が殺人犯ではないことを、本人の代わりに証明しようと奔ほん走そうしている。これほど証しよう拠こが揃そろっていても、彼かれの殺人を頑かたくなに否定している。妄もう信しん的、あるいは狂きよう信しん的とも言える」

「…………っ!?」

「君を動かしているのは魔ま法ほうの力か？　違ちがうだろ？　恩師への恩義だ。だったら、恩師の代わりに殺しをやるやつくらいいてもおかしくはないんじゃないのか？」

　アイリは言葉を失う。

　人を殺す。いくらアルフレッドのためでも、その禁きん忌きに触ふれることはアイリには出来ない。だが、それくらいのことをやる覚かく悟ごを持っているとは自負出来る。だから、師のためにそれをやってのける生徒がいてもおかしくはないと思えてしまうのだ。

　自分と同学の誰だれかがロイエンタールを殺し、その罪をアルフレッドに押おし付つけたかもしれない。今までアイリは、そんな発想を持ったことがなかった。しかしだ。学生たちの中の誰だれかならロイエンタールに近づくことも出来たのではないか。探知の魔ま法ほうで気づかれても、タンブル・ウィズダミアの学生ならば、堂々とロイエンタールの側まで歩み寄れた。魔ま法ほう力の差はあるものの、不意を突つけば殺害は十分可能だったはずだ。

「もちろん机き上じようの空論さ。アルフレッドや他の学生たちの目を盗ぬすみ、気づかれることなくロイエンタールに接近したというのは、やはりいささか無理がある。そのトリックを暴かなければ、真犯人の特定は出来ないのだ」

　そう、その問題がある。30人の学生たちは全員が同じ場所におり、お互たがいのアリバイを保証し合っている。何らかの方法でその場にいることを誤ご認にんさせ、隙すきを突いてロイエンタールの許もとまで行く必要がある。あの状じよう況きようで、確実に一人でロイエンタールに近づくことが出来たのはアルフレッドのみ。それが揺ゆらぐことはない。

「ただ、一つ間ま違ちがいないのは、直接手を汚よごさずとも、他の学長候補にも殺すことは可能だといということ。まだ完全ではないが『アルフレッド以外にも殺害は可能』だという説が見つかったということだ。騎き士したちはアルフレッドにはアリバイがなく、状じよう況きよう的にアルフレッドしかロイエンタールを殺せなかったからという理り屈くつで殺人犯とした。それを否定出来るというのは、かなりの前進と言えるだろう」

　キールは声こわ色いろからして喜びを覚えているようだが、アイリは不安な表情を浮うかべている。

　殺害可能なのがアルフレッドだけだったという状じよう況きようは覆くつがえったかもしれないが、手放しに喜べるわけでもない。もしも今の説が正しければ、学校の友人たちの誰だれかが殺人犯であり、その殺人の濡ぬれ衣ぎぬを恩師のアルフレッドが着せられていることになるからだ。

「しかし、今の説を提唱すれば、黒曜騎き士したちは法ほう廷ていで必ずこう反論してくる。『ならばそのトリックと真犯人は誰だれなのか証明してみせろ』と。他の大勢の生徒たちやアルフレッドの目を盗ぬすんで、別行動中だったロイエンタールの許もとまで行き、ロイエンタールを誰だれにも気づかれずに速すみやかに殺害してみせた犯人は、30人の学生の中の誰だれなのか、この場で言ってみせろとな」

　この説を立証するためには、犯行を行った学生を突つき止とめる必要がある。当時、ダンジョン内にいた30人もいる学生たちの全員を徹てつ底てい的てきに洗い直さなければならない。

　少なくとも、物的証しよう拠こは残されていない。騎き士しが必死で捜そう査さしたのに何一つ手がかりが残されていない。ミーアの調査によれば、騎き士したちがその証しよう拠こを隠いん蔽ぺいしている可能性もなかった。学生の誰だれ一人ひとりとして、怪あやしい人間はいなかったということになる。

「──とすれば、でっち上げるしかないな」

　キールは冷たい声で呟つぶやくように言った。

「!?　でっち上げるって!?」

「言っただろ。考えたところで俺おれにはトリックなんて分からない。だが、証しよう拠こがあれば関係ないさ。トリックが暴けずとも、犯人を示す証しよう拠こを突つき付つけてやればいいんだよ。『アルフレッドが殺したことを否定する証しよう拠こ』は創れなかったが、『別の誰だれかがロイエンタールを殺したことを肯こう定ていする証しよう拠こ』の方を創ってやればいい」

「うんうん、確かにそれが一番手っ取り早いにゃあ。真犯人を見つけられないなら、真犯人をでっち上げてしまえばいいのにゃ」

　ミーアは名案だとばかりにパンと手を打つ。

　裁判所は真実を創り出す場所。それがキールの考え方。そのためにキールは偽ぎ証しようすらいともたやすくやってのけるが、今までそれだけはして来なかった。

　──偽にせの犯人を仕立て上げるという方法だけは。

「ダ、ダメです！　それは！　それだけは！　そんなことが許されるはずがありません！」

「今いま更さらいい子ちゃんぶる気か、アイリ？　君は今まで散々俺おれのやり方を黙もく認にんして来たんだ。それは全て恩人のアルフレッドを救うためだろ？　俺おれを告発してしまえば、アルフレッドを弁護出来る人間がいなくなるからな。君はもはや憧あこがれている『正義の味方』なんかじゃないぞ。俺おれと変わらない。君自身が君の忌いみ嫌きらう、目的のためなら悪の道にも走れる人間なんだよ」

　アイリはショックを覚える。キールからの辛しん辣らつな言葉に対してではなく、否定出来ない自分に対してだった。

「俺おれの助手をやって来てもう十分理解出来ているだろ。目的達成のためには犠ぎ牲せいが必要だ。利用出来るものは全て利用して勝つんだよ」

「……確かにあなたの仰おつしやることはその通りです。わたしは先生を救うためにあなたの行こう為いを黙もく認にんして来ました。卑ひ怯きよう者です。偉えらそうに正義の道を語る資格などないでしょう。そして何かを得るためには対価を払はらわなければならない。それも理解出来ます」

　アイリは首を横に振ふる。

「だけど、だけどです。それでも越こえてはいけないラインがあります……！」

　人を踏ふみ台だいにしたうえでの幸福。人を不幸にしたうえでの幸福。

　そんなものに価値があるのだろうか。

　もしもその方法を取れば、ロイエンタールを殺し、その罪をアルフレッドに被かぶせて、罰ばつから逃のがれようとしている真犯人と変わらなくなってしまう。

「なるほど、それが君の考え方か。だったら、諦あきらめるのか？　アルフレッドを冤えん罪ざいから救うことを。この１ヶ月の苦労も、アルフレッドの自由も、何もかもを投げ捨ててしまうんだな？　君のために自分の主義を曲げてまで俺おれに頼たよったアルフレッドを裏切るわけだ」

　やはりこの男は他人の弱い部分を正確に突ついて来る。正義を果たしたい。しかしアルフレッドを見捨てることも出来ない。そんなアイリの心の綻ほころびを狙ねらって来る。

「よし、いいだろう。元はといえば、君がこの裁判の依い頼らい人だ。君に選ばせてやる。俺おれは弁護士として勝利の筋道を立ててやった。さあ、選べ。俺おれに真実を書かき換かえさせ、アルフレッドを救うのか。それとも、正義感を優先して愛する恩師を見捨てるのか。等価交こう換かんというやつだ。アルフレッドを救うために、友人の誰だれかを生いけ贄にえに捧ささげるか。あるいはアルフレッドの無罪放ほう免めんを諦あきらめるか。選べるのは二つに一つだ」

　アイリは俯うつむき、黙だまったままだ。

　エルルエルは心配そうにジッと見つめている。

　ミーアはただ無表情で成り行きを見守っている。

　やがてアイリはゆっくりと顔を上げた。決心をした表情で、キールに向けて口を開く。

「……分かりました。それしか方法がないというのなら、真実を捻ねじ曲まげましょう。真実が明かせないというのなら、法ほう廷ていで『真実』を創り出しましょう」

　アイリの回答を聞いて、キールは楽しそうでもつまらなそうでもない顔をしている。どっちに転んでも、想定内の回答だったからだろう。

　しかし──。

「ただしです。選ぶのは三つ目の選せん択たく肢しです」

「…………三つ目、だと？」

　アイリが示したのは、キールが提示しなかった新たな選せん択たく肢しだった。

「わたしをロイエンタール先生殺しの犯人にして下さい」

　エルルエルとミーアが息を吞のむ音が聞こえた。

　それでもキールは表情を崩くずさなかった。
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　今日は運命の日だ。

　殺人事件の被ひ告こく人・アルフレッド＝オークスの公判当日である。

　今日、一人の偉い大だいな魔ま導どう士の運命が決まる。殺人犯という償つぐないきれない咎とがを背負わされるのか、謂いわれなき冤えん罪ざいを掛かけられた悲劇の英えい雄ゆうとなるのか。

　裁判所の控ひかえ室しつで弁護士キールとその助手アイリは、弁護すべき依い頼らい人を前にしていた。

　久方ぶりに檻おりの外で対面出来たものの、アルフレッドは両手に仰ぎよう々ぎようしい拘こう束そく具をはめられている。これは行動を制限するだけでなく、魔ま力りよくを抑おさえる効果も併あわせ持もつ手て錠じようだ。今までの面会のように鉄てつ格ごう子しの向こうにいるわけではないし、触ふれ合あえる距きよ離りにいるというのに、彼かれが自由の身ではないことをありありと証明している。

「……先生……」

「ハハッ。アイリ、そんな悲しい顔をするな。いつも言っているだろ？　ピンチの時こそ笑えと。いっそピンチを笑ってやった方が、チャンスへと繫つながることがある。ハハッ」

　アルフレッドはそう言って優やさしい笑え顔がおを浮うかべる。その気き丈じような振ふる舞まいが、逆にアイリの胸を苦しめる。

　──その手て錠じようは必ず外してみせる。

　アルフレッドを目の前にして、師を救い出す意欲を改めて燃え上がらせるアイリだった。

「今日はよろしく頼たのむ、キール君。いや、カーディナル先生」

　アルフレッドはキールの方に向き直り、深々と頭を下げた。

「どうか私を救って欲ほしい。アイリのためにも。そして正義のためにも、真実を白昼の下に晒さらして欲ほしい」

「ええ。私があなたを必ず無罪にしますよ。それがあなたと彼かの女じよとの契けい約やくですからね」

　キールはアイリを見ながら言った。

「この裁判、絶対に勝利します。どんな方法を使おうがね」

　キールの隣となりに立つアイリの表情は物々しかった。




　法ほう廷ていには重苦しい空気が漂ただよっている。

　傍ぼう聴ちよう席は満席の状態だった。希望者が多過ぎたために、抽ちゆう選せんで選ばれた者のみ法ほう廷ていへ立ち入ることが出来ている。いかにこの裁判が社会的にも注目の案件かが知れる。名門魔ま法ほう学校のタンブル・ウィズダミアに属する有名魔ま導どう士による殺人事件。それも、被ひ害がい者も被ひ告こく人も次期学長候補の一人。学界はもちろん、財界や政界の者たちまでも足を運んでいる。

　冒ぼう険けん者たちの姿もある。興味があるのはダンジョンのことばかりで裁判の傍ぼう聴ちようなどほとんど訪おとずれることのない彼かれらだが、冒ぼう険けん者たちはアルフレッドやロイエンタールの生み出した魔ま法ほうの恩おん恵けいを受けている。だから他人ひと事ごととは思えなかったのだろう。

　アイリの良く知る顔も並んでいる。タンブル・ウィズダミアの学生や魔ま導どう士たちだ。事件当時、エルサミスの鍾しよう乳にゆう洞どうで行動を共にした者もいる。友人たちは緊きん張ちようの面おも持もちで観客席から、アルフレッドとアイリが座すわる法ほう廷ていのステージを見守る。

　アイリは弁護側の関係者席で姿勢良く座すわり、開かい廷ていを待っている。

　彼かの女じよのすぐ目の前まえには、アルフレッドの横顔が見えている。アルフレッドは前だけをジッと見み据すえ、裁判の始まりを待っている。

　やがて──。

「これより、被ひ告こく人アルフレッド＝オークスへの刑けい事じ裁判を開始いたします」

　裁判長によって、公判の始まりが告げられた。アルフレッドの殺人容疑を審しん理りする刑けい事じ裁判だ。否ひ認にん事件であり、被ひ告こく人のアルフレッドが本当に人を殺あやめたのかどうか、有罪・無罪を争うことになる。

　被ひ告こく人側の弁護人と、黒曜騎き士しとが対たい峙じして座すわる。法ほう廷ていの奥おくの高みの席から裁判官たちがそれを見下ろす。

　弁護士の助手を務めて来たアイリにとっても、すっかり見慣れた光景となったが、今までとは意味合いが遙はるかに違ちがう。被ひ告こく人席に座すわるのは彼かの女じよの恩師。

　アイリは裁判の成り行きを眺ながめる。自分の出番はまだ先だ。その時が来るのを心して待つ。これから法ほう廷ていで行われることに対して、覚かく悟ごを決める。

　ここに来てアイリは理解していた。キールは最初からこうなることを決めていたのだ、と。アイリを助手にしたのはこの瞬しゆん間かんのためだったのだ、と。

　アイリの存在こそ、今回の勝利に必要な最大の駒だったのだ。

　彼かの女じよはそれを甘あまんじて受け入れる。

　──わたしが、先生を救うのだ。

　開かい廷てい後、まずはアルフレッドを起き訴そした黒曜騎き士しが、事件の概がい要ようを裁判官たちに向かって説明し始める。

　被ひ害がい者ロイエンタールの略歴。彼かれがタンブル・ウィズダミアの偉い大だいな魔ま法ほう使いであったこと。魔ま法ほう史に残る多くの功績を残して来たこと。高い社会的な地位があること。彼かれの死がどれほどの悲しみをもたらし、社会に大きな損失を与あたえたかを、法ほう廷てい全体に陳述する。

「事件発生当時、被ひ告こく人アルフレッド＝オークスは、被害者ロブ＝ロイエンタールと共にタンブル・ウィズダミアの学生たちに対して、エルサミスの鍾しよう乳にゆう洞どうにて魔ま法ほうの課外授業を行っていました──」

　続けて黒曜騎き士しが説明するのは、殺害現場の状じよう況きようについてだ。

　発見時のロイエンタールの遺体の状じよう況きようや、当事者のダンジョンでの動き。アリバイ。それらを総合的に見て、被ひ告こく人アルフレッドの犯行であることは疑いようのない事実であると。

　事件の概がい要ようの解説を終えると、黒曜騎き士しは証人を召しよう喚かんした。

　証人として証言台に立つのは、白銀の鎧よろいを着た騎き士しだ。事件発生後の初動捜そう査さと、容疑者アルフレッドの逮たい捕ほを指揮した『魔ま導どう士ロブ＝ロイエンタール殺人事件』担当の白銀騎き士しである。

　名前はハルベルト。精せい悍かんな顔つきで、昔、犯人との交戦で受けた向こう傷を持つ男。階級は叩き上げの騎き士し団長補ほ佐さだ。

　白銀騎き士しハルベルトは、この殺人事件の捜そう査さの経過と状じよう況きようを語る。

　いかに自分たちの捜そう査さに穴がなかったか。アルフレッドの犯行の瞬しゆん間かんを目もく撃げきした者も、物的証しよう拠こも現場に残ってはいなかったが、多くの間接証しよう拠こがアルフレッドこそ、ロイエンタール殺しの犯人であることを明確に示しているのだと説明して行く。さらに、逮たい捕ほも勾こう留りゆうも相当な理由があったことを裁判官たちに強調した。

「それでは弁護人による証人への反対尋じん問もんをお願いします」

　黒曜騎き士しによる主しゆ尋じん問もんが終わると、次は弁護側のキールの出番となった。

　彼かれら騎き士しからの攻こう撃げきに対して、アルフレッドを護まもる盾たてとなるべく、キールは証言台に立つハルベルトに質問を始めた。

「ハルベルトさん。あなたはタンブル・ウィズダミアに乗のり込こみ、アルフレッドさんを殺人犯として拘こう束そくしました。それはつまり、彼かれが被ひ害がい者を殺す決定的瞬しゆん間かんをその目で見たということですか？」

「いいえ。見ていません。……そのことはつい先ほど全て説明したばかりですが」

「弁護人は話を聞いていましたか？　まさか公判中に居い眠ねむりでもされていたのですか？」

　黒曜騎き士しの言葉を聞き、傍ぼう聴ちよう席からクスクスと嘲ちよう笑しようする声が聞こえて来る。

「ではどうして殺人犯として逮たい捕ほしたのですか？　殺すところを見てもいないのに、どうしてアルフレッドさんが殺人犯だと言いきれるのですか？　これは大事な質問です。先ほどの主しゆ尋じん問もんの繰くり返かえしとなろうとも、きちんとその口ではっきりとお答え下さい」

　キールは気に留とめずに続ける。

「小生はあくまで容疑者として連行したに過ぎません。令状もありました。逮たい捕ほの理由は、アルフレッド＝オークス以外に、ロブ＝ロイエンタールの殺害が不可能だったからです」

「１００パーセントですか？　１００パーセント彼かれ以外に犯行は不可能だったのですか？」

「はい」

　ハルベルトは堂々と答える。彼かれは白銀騎き士しとして己おのれの仕事に完かん璧ぺきな自信を持っているのだ。

「なるほど、１００パーセント不可能だったのですね。──ハルベルトさん、今、あなたは噓をつきました」

　傍ぼう聴ちよう人たちは固かた唾ずを吞のむ。キールの言葉によって法ほう廷てい内に無言の緊きん張ちよう感が走っている。

「はて？　小生は噓うそなどついていませんが？」

「いいえ、噓うそですよ。だってアルフレッドさん以外にも殺害は可能だったんですから」

「不可能です。現場の状じよう況きよう、ダンジョンの構造、アリバイ。その全てから総合的に判断して、アルフレッド＝オークス以外には、何なん人ぴともロブ＝ロイエンタールに近づくことも、彼かれを殺害することも不可能でした」

　ハルベルトは臆おくさず言うが、キールもまた譲ゆずらない。

「よくお考え下さい。誰だれかがロイエンタールさんに近づかなくても、殺害は可能でしたよ」

「不可能です。『魔ま法ほうの十じつ戒かい』と照らし合わせても、ロブ＝ロイエンタールに接近せずに殺す手段は存在しません」

「いやいや。アルフレッドさん以外にも、明らかに殺害が可能な人物がもう一人いますよ」

「そんな人物などどこにも──」

「ロイエンタールさん自身です」

　証言台のハルベルトは「こいつは何を言っているのだ」という視線をキールにぶつける。

「ロイエンタールさんが自ら命を絶ったとしたらどうでしょう？　遺体が発見される直前まで彼かれは誰だれにも見られない場所に一人でいました。ロイエンタールさん自身が己おのれの胸に魔ま法ほうを放てば、誰だれも近づかずとも胸にぱっくりと風穴を開けた遺体が出来上がるじゃないですか」

「異議あり。弁護人は根こん拠きよのない発言をしています」

　黒曜騎き士しが冷静な口調で割わり込こむ。

「異議を認めます。ロイエンタールが自ら命を絶った痕こん跡せきは存在しませんでした。遺書もなく、動機も存在しません。『精神支配』は十じつ戒かいに反するため、操あやつって自殺させることも出来ません。弁護人はロイエンタールが自殺したという根こん拠きよを説明して下さい」

「根こん拠きよなどありませんよ。私は可能性を提示したに過ぎません。自殺をしたという明確な証しよう拠こなどありませんが、その可能性は０パーセントではありませんよね。その可能性に目を瞑つぶり、アルフレッドさんにしか犯行は不可能だったと、彼かれら白銀騎き士しは盲もう目もく的てきに決め付けて逮たい捕ほを行ったのです。そうです。証人が語った『アルフレッド以外にロイエンタールの殺害は１００パーセント不可能』という主張は、このようにあっという間に否定されたわけです」

　ハルベルトも黒曜騎き士しも、特に表情を崩くずさない。「それがどうした？」そう言わんばかりの目でキールを睨にらみ付つけている。

「私がここで主張したいのは、アルフレッドさんの逮たい捕ほがいかに曖あい昧まいな判断であったかということですよ。騎き士し団は頑かたくなにアルフレッドさんがロイエンタールさん殺しの犯人だとされていますが、間接的な証しよう拠こしか存在しません。誰だれ一人ひとり、アルフレッドさんがロイエンタールさんを殺す瞬しゆん間かんを見てもいないというのに」

　キールはそこで唐とう突とつに激しく机を叩たたく。

「──だというのに、だというのにですよ？　アルフレッドさんは実に１ヶ月を超こえる期間、騎き士し団の拘こう置ち所に勾こう留りゆうされていました。冷たい檻おりに閉とじ込こめられ、その身の自由を奪うばわれました。保ほ釈しやくも許されていません。その間、ハルベルトさんら白銀騎き士したちから、延々と自白を促うながし続けられました。どうして騎き士したちは、そのような仕打ちをアルフレッドさんに与あたえたのでしょうか？　答えは明確です。確実な物証がない以上、自白が欲ほしかったからです」

「異議あり。弁護人は憶おく測そくで語っています」

「異議を却きやつ下かします。もう少し弁護人の話を聞いてみましょう」

「裁判長、ありがとうございます。──さて、騎き士し団がアルフレッドさんの保ほ釈しやくを認めなかった理由は『逃とう亡ぼうと証しよう拠こ隠いん滅めつの恐おそれがあるから』だとしていました。その内の、まず証しよう拠こ隠いん滅めつの恐おそれについてですが、騎き士しによる捜そう査さは事件発生から１週間の間に終わっています。現場のダンジョンの調査、聞きき込こみ、被ひ告こく人の自宅への家宅捜そう索さく。全て最初の１週間で終わっているのです。すなわち、この時点で証しよう拠こ隠いん滅めつの恐おそれはなかったはずです。さらに逃とう亡ぼうの恐おそれについてですが、アルフレッドさんにはタンブル・ウィズダミアの魔ま導どう士という高い社会的地位があり、顔も広く知られています。逃とう亡ぼうの恐おそれは薄うすかったと私は思いますがいかがでしょう？」

　裁判官のほとんどが「確かに」と頷うなずいている。

「理由もなしに１ヶ月以上檻おりの中に閉とじ込こめ、不安を煽あおり、自白を促うながし続ける。これは自白の強要を目もく論ろんだと捉とらえられても仕方がないとは思われませんか？」

　キールはハルベルトに視線をぶつける。

　彼かれは否定をしなかった。黙だまって眉み間けんにシワを寄せている。

「そして、最大の矛盾があります」

「矛む盾じゆん、ですか？」

　裁判長がキールの言葉に興きよう味み津しん々しんといった反応を見せる。

「はい。騎き士し団が証しよう拠ことしているのは大きく二つ。一つ目は、ダンジョン内でロイエンタールさんを殺すことが出来たのはアルフレッドさんだけだったこと。二つ目は、アルフレッドさんにはロイエンタールさんを殺害する明確な動機があったこと。ですが、この二つが大きく矛む盾じゆんしていることを何故なぜ、有能な騎き士し様たちは無視されているのでしょうか？」

「……どこに矛む盾じゆんがあるというのだ」

　ハルベルトはほんの少しだが、声を上ずらせた。

「アルフレッドさんがロイエンタールさんを殺す理由とされているのは、彼かれが消えてくれれば自分が学長に就任出来る可能性が高まるからだということですよね。ならば、あの状じよう況きようで殺すことはあり得ないのですよ」

　傍ぼう聴ちよう席を埋うめ尽つくす法ほう廷ていの者たちは、キールの言葉に聞き入る。

「自分にしか殺せない状じよう況きようで殺せば、必ず自分に疑いが掛かかります。自分に疑いが掛かからない状じよう況きようでロイエンタールさんを殺害しなければ目的は完かん遂すい出来ないのです。殺人犯と疑われた時点で、名めい誉よあるタンブル・ウィズダミアの学長に選出されるはずがないからです」

　ハルベルトは目を泳がせる。図星を突つかれた。そういう感情だろうか。

「どうしてこの矛む盾じゆんを無視して彼かれを犯人だと決め付けたのでしょうか？　この矛む盾じゆんを解消しない限り、アルフレッドさんを犯人だと決め付けるのは早計だと言わざるを得ません。よって我々弁護側は、騎き士し団が集めた証しよう拠こには、被ひ告こく人が被ひ害がい者を殺したと証明出来る十分な根こん拠きよが存在しないと考えます」

「異議あり」

　黒曜騎き士しは開かい廷てい当初から変わらず、仏ぶつ頂ちよう面づらで動じることなく言う。

「可能性という意味では、無計画な突とつ発ぱつ的な犯行だったとも考えられます。ダンジョン内で何らかの理由でロイエンタールと口論になり、カッとなって殺してしまったのかもしれません。または逆手に取って、あえて自分に容疑が掛かかる状じよう況きようで殺害したのかもしれません。もちろん、それらの仮説も立証する証しよう拠こなどありませんよ？　突とつ拍ぴよう子しのない可能性の話です。ですが弁護側の主張も同じこと。単なる憶測であり、それを証明する明確な証しよう拠こなど存在しないのです。よって弁護人の今の主張は、被ひ告こく人の殺人を否定出来る反証とは到とう底てい言えません」

　淡たん々たんとだが、力強い言葉で黒曜騎き士しは言ってのけた。

「また、先ほど弁護人は、自白を強要するために騎き士し団が被ひ告こく人の拘こう束そくを長引かせたとしていますが、そのような意図はありません。たとえ裁判で有罪が確定していなくても、殺人事件の被ひ疑ぎ者しやというだけで、世の人々は野に放たれれば恐きよう怖ふ心を覚えます。被ひ告こく人の自由が奪うばわれたことは間ま違ちがいありませんが、社会全体の幸福と利益を優先するのが公務員の義務であり、ハルベルトら白銀騎き士しの行こう為いには何の違い法ほう性も存在しないのです」

　裁判官のほとんどが「それも一理ある」と頷うなずいている。

　簡単にはいかないか、とキールは薄うすく苦笑いを浮うかべる。黒曜騎き士しはキールの弁論を軽くいなして来た。形勢を傾かたむかせることは出来なかったようだ。

　さすがは被ひ疑ぎ者しやを『黒』にするスペシャリスト。しかも、今回彼かれらが担当する案件は殺人事件。重大犯罪であればあるほど騎き士し団は本ほん腰ごしを入れて来るし、特に有能な人材を派は遣けんして来る。この程度の口こう撃げきでは、この黒曜騎き士しには歯が立たないようだ。

　アルフレッドにはロイエンタールの死亡時刻にアリバイがない。ダンジョンの構造上、アルフレッド以外にロイエンタールに近づける者はいなかった。ロイエンタールを捜しに通路に向かった空白の30分。この間に殺害は十分可能だった。

　全てが可能性でしかないが、その可能性の全てがアルフレッドの犯行を裏付けている。

　キールは、逆転の糸口にならないかと可能性として提示はしたものの、あの状じよう況きようでロイエンタールが自殺をすることはまず考えられない。ロイエンタールが自殺したという確固たる証しよう拠こを出せなければこれは認められない。

　ロイエンタールが自殺をしたという裏付け。裁判官たち全てが納なつ得とく出来るような根こん拠きよ。

　そんなものはダンジョンの現場検証では見つからなかった。ミーアの調査でも見つからなかったし、拝借した騎き士したちの捜そう査さ資料にも載のっていなかった。

　あるのはアルフレッドが殺した可能性を示す証しよう拠このみ。現状『アルフレッドがロイエンタールを殺した』状況証しよう拠こはあっても、『アルフレッドがロイエンタールを殺していない』ことを示す証しよう拠こは存在しない。

　──ならば別の選せん択たく肢しをぶつけるしかないだろう。

「アルフレッドさんでもなく、ロイエンタールさん自身でもなく、別に真犯人が存在する可能性があります」

　これだ。ロイエンタールを殺した真犯人が他にいることを示すこと。アルフレッドが犯人でないことを証明出来ないのならば、アルフレッド以外にロイエンタールを殺した真犯人がいることを示す。

　アイリも提唱していたこの方法しかない。

　キールは逆転を賭かけたカードとしてこれを切る──。

「ハルベルトさん。パーカー＝ルエインという魔ま導どう士をご存知ですよね？」

　その名前を聞いた途と端たん、証言台のハルベルトが露ろ骨こつに眉まゆを歪ゆがます。

「パーカー＝ルエインは、あなたの奥おく様さまの叔父おじに当たる方です。よもや、知らない、などということはないと思います。そしてルエインさんは、アルフレッドさんやロイエンタールさんに次ぐ、タンブル・ウィズダミアの次期学長候補の一人です」

　ミーアが集めた情報の中でも、特に武器に成り得るものを打ち出してみた。

　傍ぼう聴ちよう席がざわついていることからも、武器としての確かな効果が確かく認にん出来る。

「ロイエンタールさんが亡なくなり、アルフレッドさんの殺人犯としての有罪が確定すれば、自動的にルエインさんが次期学長の第一候補へと躍おどり出でる。そういう人物なのです」

「異議あり。本件とは関係のない人物です」

　黒曜騎き士しの異議を無視して、キールは捲まくし立てるように続ける。

「ハルベルトさん。あなたは動機があり容疑者たり得る他の学長候補に取り調べを一いつ切さい行っていません。あたかも初めからアルフレッドさんを犯人だと決め付けているかのように、彼かれの身辺調査のみを徹てつ底てい的てきに行っています」

「異議あり。他の学長候補には確実なアリバイがあります。被ひ害がい者に近づくことはおろか、ダンジョン内に侵しん入にゆうすることも不可能です。ハルベルトら白銀騎き士しが取り調べを行う必要性はありませんでした」

「ロイエンタールさん亡なき今、アルフレッドさんが殺人犯として監かん獄ごく行きになれば、親族のルエインさんはタンブル・ウィズダミアの学長へと就任し、当然、一族全体にも少なからぬ利益がもたらされます。だから確実にアルフレッドさんを有罪にするべく、執しつ拗ように自白を促うながしていたのではないのですか？　私が先ほど指し摘てきした矛む盾じゆんにも目を瞑つぶり、他の可能性にも目を瞑つぶり、アルフレッドさんを犯人に仕立て上げようと画策していたのではないですか？」

「異議あり。先ほどから弁護人は憶おく測そくしか語っていません」

「私は全くの憶おく測そくを語っているわけではありません。事実を元に話しています」

「本殺人事件の捜そう査さを指揮したハルベルトが、タンブル・ウィズダミアの学長候補と家系図上の関係があった。それは事実でしょう。ですが、百歩譲ゆずって、ハルベルトにアルフレッドを陥おとしいれる動機があったとしても、アルフレッドが無実であるという証明にはなりません。そのことで彼かれの犯行を否定することは出来ないからです」

　キールが証人に喰くらい付けば、黒曜騎き士しがキールに喰くらい付く。弁論の応おう酬しゆうが続く。

「では、たとえばですよ。パーカー＝ルエインさんがこの殺人事件の真犯人だとすればどうでしょう。それを捜そう査さ官かんのハルベルトさんが庇かばおうとしていたとしたら？」

「本件捜そう査さの指揮権はハルベルトにありましたが、捜そう査さ官かんは何十人もいました。その全てを懐かい柔じゆうし、彼かれ一人の力で証しよう拠こを揉もみ消すことは不可能です。さらに言えば、ダンジョン内の現場周辺には、タンブル・ウィズダミアの者しかいなかったことは証明済みです。タンブル・ウィズダミアの学生30人と、その引いん率そつ者の魔ま導どう士二人。ロイエンタールを殺害する動機のある者は、あの場にはアルフレッド以外に存在しませんでした。ルエインら、他の学長候補たちには確実なアリバイがあります。彼かれらに殺害は不可能なのです」

「学生たちの中に実行犯がいたとしたらどうでしょうか？」

　キールの発言に傍ぼう聴ちよう人たちがざわつく。特にタンブル・ウィズダミアの関係者たちだ。

　キールはエルルエルの店でアイリたちに語った推理を法ほう廷ていで話し出した。あのダンジョンにいた学生の中の誰だれかが、他の学生たちの目を盗ぬすんでロイエンタールを殺しに行った可能性を。

　動機は恩師たる学長候補の誰だれかを手助けするため──。

「つまり、学長候補者にアリバイがあっても、殺害を企くわだてることは可能なのです。パーカー＝ルエインがこの殺人を計画し、ダンジョン内にいた学生の誰だれかが殺害を実行した。ハルベルトさんがその証しよう拠こを揉もみ消した。この筋書きならアルフレッドさん以外にも犯行は可能です」

　これこそが真実だと言わんばかりに堂々と語るキール。

　それに対し、黒曜騎き士しは一歩も譲ゆずらず、すぐに反論をする。

「荒こう唐とう無む稽けい過ぎます。話になりません。そのような証しよう拠こはどこにも存在しません。ハルベルトが証しよう拠こを揉もみ消したというのなら、証しよう拠こを消した証しよう拠こを出して下さい」

「そんな証しよう拠こはありません。ルエインさんが計画を立てた証しよう拠こもありませんし、ハルベルトさんが加担した証しよう拠こもありません。ですがこの方法をもってすれば、アルフレッドさん以外にも犯行は可能なのです」

　キールは再び目の前の机を勢い良く叩たたく。

「──分かりませんか？　たとえ１パーセントでも、アルフレッドさん以外にも殺せる可能性があるとすれば、アルフレッドさんを殺人犯にすることは許されない。『疑わしきは罰ばつせず』。これは刑けい事じ裁判の原則です。１００パーセント、アルフレッドさんが犯人だと断定出来ない以上、彼かれを有罪にしてはいけないのです」

　黒曜騎き士しは黙だまってキールを睨にらみ付つけている。初めて反論の言葉を止め、一いつ旦たん、思考を巡めぐらしているようだ。今の一言には、手ごたえがあったとみるべきだろう。

「……なるほど。弁護人の主張はよく分かりました。確かにダンジョン内にいた学生の中に実行犯がいるのであれば、アルフレッド以外にも殺害は可能かもしれませんね。そしてそれを命じた主犯格がいるのだとすれば動機も存在する」

　黒曜騎き士しの言葉にハルベルトが目を見開く。「まさか弁護側の言い分を認めるのか」という焦あせりの表情だ。

「ですが──」

　それを受けて、黒曜騎き士しは再び反論に入る。

「その実行犯の学生は、どうやって他の学生に気づかれずにロイエンタールの許もとまで向かったのですか？　教え子であり顔見知りなので、タンブル・ウィズダミアの学生なら、ロイエンタールの至近距きよ離りにまで近づき、魔ま法ほうで殺すことも可能でしょう。ですが、30人の学生はお互たがいを監かん視しし合っているような状じよう況きよう下にあった。そのような状じよう況きようで、他の学生の目を盗ぬすんでロイエンタールの許もとへ向かい、彼かれを殺して戻もどった方法を教えて下さい」

「……………………」

「魔ま法ほうで透とう明めいになったのですか？　魔ま法ほうを唱えた時点で周りに気づかれますよね？　さらにロイエンタールを殺して戻もどるのに、どんなに急いでも20分以上は掛かかる。その間、他の学生にいなくなったことが気づかれなかったというのはとても考えにくい。『記き憶おく改かい竄ざん』は十じつ戒かいに反しますので、誤ご認にんさせることは出来ません。まさか犯行の間、時間を止めたのですか？　これも無理ですよね。『時間操作』は十じつ戒かいに反しますから」

「……………………」

「弁護人はトリックを示して下さい。他の学生に気づかれずにロイエンタールの許もとへ向かったトリックです。あるいは、実行犯が誰だれなのかを明らかにして下さい。その場合は、実行犯を示す物証をお出し下さい。証しよう拠こを示したうえで、この法ほう廷ていで犯人をはっきりと名指しでお答えいただけますか？　そうでなければ被ひ告こく人の容疑を晴らす反証にはなりません」

　キールの予想通りの追つい及きゆうが黒曜騎き士しからされる。

　実行犯がダンジョン内にいた学生だというのなら、殺した方法を示すか、その実行犯を示せなければ、キールの説は立証されないのだ。

　犯人が分からずとも、トリックさえ示せれば、０パーセントを１パーセント以上にすることが出来る。アルフレッド以外にも殺害が行える可能性だ。

　もちろん、犯人が誰だれか分かれば、０パーセントを１００パーセントに出来る。その時点で、アルフレッドの無実を証明出来る。

　ダンジョン内にいた30人の学生の中の誰だれが実行犯だったのか──。

　それさえ示せれば──。

　キールは、この法ほう廷ていにいる学生の中の一人に視線を送る。傍ぼう聴ちよう席にもタンブル・ウィズダミアの学生たちが並んでいるが、彼かれらではない。その人物は、弁護側の関係者席に座すわっている。

　キールはその人物──アイリ＝カーボムをジッと見つめる。

「どうしました、弁護人？　この法ほう廷ていで真犯人の名前を言って下さい。それが被ひ告こく人の無実を証明することになるでしょう。──出来るのならね」

　黙だまり込こんだキールを見ながら、黒曜騎き士しが煽あおるように言う。

　キールは思い出す。この裁判が始まる前に、アイリがキールに放った言葉を。

『わたしをロイエンタール先生殺しの犯人にして下さい』

　キールの視線の先のアイリは、あの日と同じ目をしている。

　自分の力で恩師を救うのだという決意の瞳ひとみ。

「ロイエンタールさん殺害の実行犯ですが──」

　やがてキールは再び口を開く。

　目を瞑つぶりながら。

「──私には分かりません」

　呟つぶやくようにそう言った。

「我々弁護側の調査では、実行犯を示す証しよう拠こは見つかりませんでした。さらに言えば、私には実行犯が使った具体的な殺害のトリックを解き明かすことも出来ません。どのようにして他の学生に気づかれずに、ロイエンタールさんの許もとまで近づくことが出来たのか、証明不能です」

　傍ぼう聴ちよう席から落らく胆たんの声が聞こえる。一発逆転のドラマチックな場面を観みられるかもという期待を持った者や、アルフレッドの無実が証明されるかもしれないという期待を持った者。そういう者たちの反応だ。

　黒曜騎き士しは勝かち誇ほこった態度を取ることも、笑えみをこぼすこともしなかった。『当たり前の結果だ』『最初から真実は決まっている』そういう風である。

　反対尋じん問もんが終わり、証人のハルベルトは証言台から引ひっ込こんだ。証言台からの去り際、彼かれはアルフレッドを睨にらみ付けていた。『どうせお前は終わりだ』『観念しろ』そういう視線をずっと送っていた。

　アルフレッドはというと、無表情でキールのことだけを見み据すえている。

「──裁判長、弁護側の証人尋じん問もんをお願いします」

　アルフレッドの視線を受けながら、キールは告げた。

　すると、弁護側の関係者席から、ゆっくりと少女が立ち上がった。

　少女は、証言台に向かって歩む。堂々とした挙動だった。法ほう廷ていのプロフェッショナルであるキールや黒曜騎き士しと変わらぬ毅き然ぜんとした姿勢。

　弁護側の証人。

　アイリ＝カーボム。

　先ほどまで無表情だったアルフレッドだが、アイリが登とう壇だんすると被ひ告こく人席から心配そうに視線を送ってくる。彼かれが抱いだくのは、参観日で娘を見守る父親の気持ちなのか、自分を救おうとする救世主への期待の気持ちなのか。

「証人。あなたのお名前とご職業をお聞かせ下さい」

　まるで相手が初めて会った赤の他人であるかのように、キールはアイリに尋たずねる。見知った人間からこういう質問をされるのは何とも奇き妙みような感覚だが、アイリは丁てい寧ねいに自己紹しよう介かいを始める。

「名前はアイリ＝カーボムと申します。タンブル・ウィズダミアの学生で、アルフレッド先生の下で魔ま法ほうの勉学に勤いそしんで参りました」

　アイリはアルフレッドと自分の関係を語る。

　入学してからずっと側で付き従っていたこと。実の親子のような深い親交があったこと。彼かれから多くのことを学んで来たこと。

　今回のこの裁判の弁護費を払はらうために、キールの下で助手として働いていることも包つつみ隠かくさずに語った。調べられればすぐ分かることだし、黙だまっているのは心証に悪いと思ったからだ。

　傍ぼう聴ちよう人たちは特に驚おどろかない。二人の関係は街中でも噂うわさになっているし、聞きき及およんでいるようだ。おそらく裁判官の耳にも入っているだろうし、再確かく認にんとしての意味合いしかなかった。

　いよいよ弁護人キールからの証人アイリへの尋じん問もんが始まる。

「さて、アイリさん。あなたは被ひ告こく人のアルフレッドさんは殺人を犯おかしていないと主張されるわけですね。事件当時、あなたは被ひ告こく人や被ひ害がい者と共に、現場のダンジョンの中にいた。ということは、あなたはアルフレッドさんのアリバイを立証出来るということでしょうか？」

「いえ。当時わたしは、ダンジョン内でタンブル・ウィズダミアの友人たちとお昼の休きゆう憩けいを取っていました。アルフレッド、ロイエンタール、両先生が戻もどられるのを待って待機をしていました。ですので、ロイエンタール先生の遺体が発見されるまでの間のアルフレッド先生のアリバイを証明することは出来ません」

「では、アルフレッドさん以外に犯行を行った人物に心当たりがあるのでしょうか？」

「いえ。ロイエンタール先生のいる横穴の方へ近づく学生をわたしは見ていません。わたしが覚えている限り、怪あやしい動きをしている方は誰だれ一人ひとりいませんでした」

「なるほど、アリバイも証明出来ない。真犯人の証明も出来ない。それでは、被ひ告こく人のアルフレッドさんは犯人ではないと、あなたがそう思われる根こん拠きよは何なのでしょうか？」

「アルフレッド先生は魔ま法ほうで人を殺すわけがないからです。アルフレッド先生は、常々、わたしたち学生に魔ま法ほうによる暴力を否定していました。人を殺すどころか、攻こう撃げき魔ま法ほうを人に向けること自体あり得ません。また、生命の尊さも熱心に説かれていました。目的遂すい行こうのために人の命を奪うばうことはもちろん、その手段に魔ま法ほうを使うなどもっての外なのです」

　アイリはアルフレッドとのエピソードを語り出す。アルフレッドが暴力を否定していたこと。魔ま法ほうは人々の生活を豊かにするために使うべきものだと日々、生徒たちに説いていたこと。

「なるほど、被ひ告こく人は魔ま法ほうを使っての暴力を否定されていたのですか。だから、殺人の手段として魔ま法ほうを使用するわけがない。被ひ害がい者の死因は魔ま法ほう攻こう撃げき。即すなわち被ひ告こく人の犯行は否定されるというわけですね。素す晴ばらしい。実に素す晴ばらしい証言です」

　拍はく手しゆをするキールに対し、黒曜騎き士しが何やら言いたげな表情を浮うかべた時だった──。

「──ですが、それはおかしいですね。アイリさん、あなたの今の証言は明らかに矛む盾じゆんしていますよ」

　キールは冷たい目でそう言った。

「……何故なぜですか？　矛む盾じゆんなどありません。アルフレッド先生は有言実行の方です。現に一度も魔ま法ほうによる犯罪行こう為いを行っていませんし、魔ま法ほうで誰だれかを傷つけた過去もありません。それは先生の身辺調査をされた騎き士し団も証明出来るはずです」

「アルフレッドさんは、ダンジョン内でモンスターを魔法で殺あやめられていますよね？」

　キールの発言に対し、ざわざわと傍ぼう聴ちよう席が騒さわぐ。

「被ひ告こく人はロイエンタールさんの遺体発見前にモンスターと交戦し、これを倒たおしたと語っていました。これは明確に魔ま法ほうを暴力に使っていますよね？　被ひ告こく人は、現場のエルサミスの鍾しよう乳にゆう洞どうに事件当時以外にも訪おとずれられたことがありましたし、他のダンジョンも魔ま法ほう研究のために訪おとずれている。その度に、遭そう遇ぐうしたモンスターを研究の妨さまたげになるとして魔ま法ほうで殺しています。つまり、何度も何度も魔ま法ほうを暴力に使われています。あなたの証言と矛む盾じゆんしていますね」

「それはそうですが、苦しめずに倒たおすよう努められていました……」

「それでも殺していることには違ちがいないですよね？　おやおや、これはおかしい。命は平等のはずだ。モンスターだって尊い生命だ。命を殺あやめるということは、暴力以外の何ものでもありませんよね？」

　アイリは口をつぐむ。

「よって、あなたの今の証言には何の説得力もありません。被ひ告こく人は場合によっては魔ま法ほうを攻こう撃げき手段に使うことが明らかになっているからです。──ところでアイリさん。あなたは孤こ児じだったそうですね」

　傍ぼう聴ちよう人たちが戸と惑まどいの声を上げる中、キールは続ける。

「同じく孤こ児じ出身のアルフレッドさんを父親のように慕したっていた。学内でも良くしてもらっていた。その恩から庇かばおうとしているだけではないんですか？」

「それは……」

「清せい廉れん潔白な人間などいません。もしかしたら、アルフレッドさんはロイエンタールさんを殺したくて殺したくて仕方がなかった。そんな気持ちがあったのかもしれませんよ。アルフレッドさんは孤こ児じ院の出身。対してロイエンタールさんは名家の出身。負い目やコンプレックスがあったのかもしれません。何か別の動機があった可能性だってあります。アルフレッドさんはロイエンタールさんと口論を良くされていたそうですからね」

　アルフレッドは苦々しい表情をしている。

　黙だまり込こんでしまったアイリに向かって、キールはさらに続ける。

「魔ま法ほうでも人の心は覗のぞけません。彼かれの本音など、どうやったって知り得ない。表面上ではいい人ぶっていても、陰かげで何をしているかなんて分かりっこない。それでもあなたは被ひ告こく人が噓うそをついていないと言いきれるのですか？　被ひ告こく人が人を殺していないと言いきれるのですか？　被ひ告こく人のことを信じられるのですか？　だったら、被ひ告こく人のことを信じられる根こん拠きよを示して下さい。そうでなければあなたの主張は認められません」

　やはり法ほう廷ていは戸と惑まどいに包まれている。

　人々は疑問に思っていた。

　味方であるはずのキールが、さっきから何故なぜアイリのことを厳しく追つい及きゆうしているのか、と。

　これは本来なら、敵側の黒曜騎き士しが反対尋じん問もんで行うであろう問とい掛かけだ。何故なぜ弁護人のキールから、彼かの女じよはこんな仕打ちを受けなければならないのだろうか。

「──さらにですが、あなたはこの裁判が始まる前に私にこう言いましたよね。『自分をアルフレッドさんの代わりに真犯人にでっち上げて欲ほしい』と」

　このキールの発言を皮切りに、傍ぼう聴ちよう席がこれまでよりも大きくざわつく。

　アルフレッドはというと、目を見開きながら、パクパクと口を動かす。「……アイリが私の身代わりに？」と。

「もちろん、私はその申し出を拒きよ否ひしましたがね。そのような不正に手を貸せるわけがない。あなたは弁護人である私に偽ぎ証しようをさせようとしたのですよ」

　黒曜騎き士しはこのキールの尋じん問もんの間、一度も異議を申し立てることをしなかった。止める必要がなかったからだ。裁判官への何らかのパフォーマンスのつもりなのかとその意図を把は握あくしかねているが、特に弁護側に有利に働くような展開にも思えなかったのである。

「最低な行いですよね？　そのような不正を働こうとしたあなたに正義があるのですか？　正義のないあなたに証人としての価値があるのですか？」

　キールは声を荒あらげ、容よう赦しやなく言う。

　アイリは悔くやしげな顔をする。その瞳ひとみには涙なみだが浮うかんでいた。

「いい加減にしろよ、クソ弁護士！」

「どうせてめえだって裏ではやってんだろうが！」

　アイリを不ふ憫びんに思ったのだろう、傍ぼう聴ちよう席から罵ば声せいが聞こえて来た。

　キールは悪徳弁護士。アイリは助手という名目で奴ど隷れいのようにこき使われている少女。キールとアイリの関係性は人々にも周知の事実だ。キールの情け容よう赦しやのない口こう撃げき。それを受ける少女。まさにその二人の関係が法ほう廷ていで再現されているようだった。

　裁判長が「静せい粛しゆくに」と戒いさめ、法ほう廷ていはようやく静まる。

「確かに。確かに、キールさんの仰おつしやる通りです──」

　キールの真まっ直すぐな目を見ながら、アイリは再び話し始めた。

「わたしはこの裁判で偽ぎ証しようを行おうと考えました。アルフレッド先生をお救いするために、わたし自身がロイエンタール先生を殺した犯人だと名乗ろうとしたのです。わたしは先生を守るために不正を働き、真実を捻ねじ曲まげようとしました。わたしが犠ぎ牲せいになれば先生を救える。先生を救えるのならそれでいい。そう考えたのです」

　裁判官たちは厳しい表情をする。

　アルフレッドは「何ということだ」と頭を抱かかえている。

「──ですがわたしは、以前、先生に言われたある言葉を思い出しました。『誰だれかを犠ぎ牲せいにしたうえで得られる幸せに価値などない』。その言葉を思い出し、わたしが犠ぎ牲せいになることで裁判に勝てたところで、先生は幸せになれないのだと気づきました」

　アイリの瞳ひとみからは、とうとう涙なみだがこぼれるが、

「先生が人を殺して幸せを勝ち取ろうとするはずがありません。だからわたしは信じています。わたしはこの人を信じています。この人は噓うそをついていないと。ロイエンタール先生を殺してなどいないと」

　それでも気き丈じように証言を続ける。

「キールさん。あなたの言う通り、わたしはアルフレッド先生の全てを知っているわけではありません。心を直接覗のぞいたわけではない。この人の言葉と行動を見て、この人のことを知った気になっています。ですが、ここにいらっしゃる誰だれよりも、わたしは先生のことを知っています。この人の優やさしさも。どれほどタンブル・ウィズダミアや、そこで学ぶ学生たちのことを考えているかも。社会を良くするために、夜よる遅おそくまで魔ま法ほうの研究をされていることも」

　アイリはアルフレッドとの思い出を語り出す。

　入学した時の不安な思い。孤こ児じ出身である負い目。

　その全てを優やさしく包つつみ込こんでくれた。

　不正を嫌きらい、悪を憎にくんだ。

　そんなアルフレッドが人を殺すはずがない。

　己おのれの犯おかした罪に対して言いい逃のがれしようとするはずがない。

　だから無実を信じる。

　アイリは法ほう廷ていにいる全ての人間に訴うつたえるように言った。

「──それがあなたの信じる『真実』なのですね？」

　尋たずねたのはキールだ。

「はい」

　アイリは大きく頷うなずく。

「分かりました。弁護側からは以上です」

　キールはそう言うと、静かに着席した。

「騎き士し団側。反対尋じん問もんはありますか？」

「…………いえ、ありません」

　黒曜騎き士しの反対尋じん問もんの番になったが、騎き士し側はアイリに対して何も言うことがなかった。追つい及きゆうすべきことは、キールに全て言われてしまったからだ。

　アイリは証言台を離はなれた。戻もどり際、アルフレッドと視線を交じえる。

　二人は笑えみを浮うかべ、無言で頷うなずき合った。

　その後も、関係者への証人尋じん問もんが繰くり返かえされ──。

　被ひ告こく人への本人尋じん問もんが行われる。

　アルフレッドは自らの足で証言台に立った。タンブル・ウィズダミアの関係者の中には面会に訪おとずれた者もいるが、久しぶりに彼かれの姿を見る者がほとんどだ。

　この法ほう廷ていでアルフレッドを初めて見る者もいる。己おのれの地位のために同じ魔ま法ほう学者を殺あやめた悪人。そういう認にん識しきでやって来た者がほとんどだ。その悪人がどのように罰ばつせられるのか面おも白しろ半はん分ぶんに確かく認にんしに来た輩やからもいる。

　連日の報道では、アルフレッドは殺人犯である。ロイエンタールを殺した大罪人である。それが真実として語られていた。

　だが、その認にん識しきは変わっていた。この法ほう廷ていで彼かれらの中の『真実』は動かされていた。一人の少女の言葉によって、大衆の『真実』が変わったのだ。

　そしてこれから人々は、アルフレッド本人の生の声を聞く。

「私はあの時、ロイエンタール氏を呼びに、ダンジョン内を歩いていました」

　アルフレッドは当時の状じよう況きようを語る。

「道中、モンスターのアルマジロドレイクと遭そう遇ぐうし、これと交戦しました。あの凶きよう悪あくな魔ま物ものは、私に巨きよ大だいな赤黒い爪つめを立て、私の往く手を阻はばんで来ました」

　アルマジロドレイク。アルフレッドがエルサミスの鍾しよう乳にゆう洞どうで戦ったと語るモンスター。強きよう靭じんな甲こう羅らに覆おおわれ、炎ほのおの魔ま法ほうをも無力化する。上級の冒ぼう険けん者でも苦戦を強しいられるモンスター。

　黒曜騎き士しから質問され、アルマジロドレイクとどのように戦い、どのように倒たおしたか、アルフレッドは詳しよう細さいに説明してみせた。とても作り話には思えなかった。

「なるべく痛みを与あたえぬように善処しましたが、交戦に時間を使いました。そのまま奥に進んでみると、ロイエンタール氏が血を流して倒たおれているのを発見しました。絶命しているのは明らかでしたが、慌あわてて彼かれに駆かけ寄より、声を掛かけ、脈を測りました。私の衣服に付いていたロイエンタール氏の血は、その時に付いたのでしょう。彼かれの死亡を確かく認にんした私は、ロイエンタール氏を殺した殺人者や、モンスターの存在を危険視し、待機している生徒たちに知らせることを最優先しました。それから後、早さつ急きゆうにダンジョンを脱だつ出しゆつしました。──それがあの時あった全てです」

　執しつ拗ように行われる黒曜騎き士しからの尋じん問もんにも、一つひとつ、アルフレッドは誠意を込こめて答えて行った。

「騎き士し殿どののご指し摘てきされる通り、私は約30分間、生徒たちから離はなれ、一人で行動していました。その間の私のアリバイを証明出来る者はいません。アルマジロドレイクと戦っていたという証しよう拠こも残っていません。……ですが、私は最後まで無実を訴うつたえ続けます。私を信じ待ってくれている愛すべき者がいる限り、私は訴うつたえ続けます」

　アルフレッドが見つめるのは、アイリだ。

「最後にもう一度だけ言わせて下さい。私はロイエンタール氏を殺してなどいません。天地神明に誓ちかって伝えさせていただきます。私は無実です」

　アルフレッドは深々と頭を下げた。

　裁判官や傍ぼう聴ちよう席に。

　真実を訴うつたえた。
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「主文──」

　裁判長から判決が告げられたのは、すぐのことだった。




「──被ひ告こく人を無罪とする」
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　裁判所の外観は、清すが々すがしい陽気に包まれていた。

　降り注ぐ太陽の光は、まるで天からの祝福のようにも見えた。

　先の裁判によって、アルフレッド＝オークスは無罪放ほう免めんとなった。

　判決理由として最も大きかったのは、証しよう拠こ不十分。

　アルフレッドが殺した直接的な証しよう拠こは何一つなく、弁護側の主張の通り、方法は不明確ではあるが、他に殺害可能な人物のいる可能性があったこと。

　つまりは『疑わしきは罰ばつせず』の原則に則のつとったのだ。

　そしてもう一つの理由は──。

　灰はい髪はつの青年が足早に裁判所から立ち去ろうとしている。彼かれの手にはカバンが提さげられている。その中には、今日の裁判で使われた資料が詰つめ込こまれている。

「──キールさん」

　一人、裁判所を後にしようとするこの弁護士を、美しい金の髪かみの少女が呼び止める。

　慌あわてて追い掛かけて来たのだろう、彼かの女じよは肩かたを上げ下げしながらハアハアと息を切らしている。

　胸に手を当て、息を整えながら、

「……キールさん。あなたに、どうしても確かく認にんしたいことがあります」

　アイリは切り出す。

「確かく認にんしたいのは、この裁判の真実です」

　キールはやれやれと灰色の頭を搔かく。

「真実なら法ほう廷ていで明かされただろ？」

「いえ。法ほう廷ていでは明かされていない真実があります」

「言っておくが、真犯人探しならやらんからな？　いつも口を酸すっぱく言っているはずだ。俺おれが興味あるのは、裁判で依い頼らい人を勝たせることだけだと。『アルフレッド＝オークスは殺人犯ではなかった』という『真実』は証明された。どうせ汚お名めい返上のために、騎き士しどもは躍やつ起きになって真犯人を探すだろうさ。そいつに期待でもするんだな。パーカー＝ルエインなのか、それ以外の学長候補なのか。あるいは学生の誰だれかが勝手にやった単独犯なのか」

「もちろん、真犯人についても重要です。ですが、もう一つ、あなたに確かく認にんしておきたい真実があるんです」

「……何のことだ？」

　キールは眉まゆをひそめる。

「あなたは間ま違ちがいなく悪徳弁護士です。ほとんどの人がそう評価することでしょう。あなたは最低最悪の弁護士だと」

「何だ改まって。説教でもしたいのか？　君はその悪徳弁護士に助けられた。しかも君は今までその悪徳弁護士の手伝いをして来たんだ。同罪だぞ。君が俺おれにどうこう言う資格はない」

　そう、アイリは悪徳弁護士の下で働いて来た。腕うで利ききだが勝つためなら手段は問わない。そういう弁護士を最も近くで観察して来た。

　だからこそ、あることに気づいた。

「あなたは悪徳弁護士です。世間がそう評価している。すぐ近くでずっと見て来たわたしもそう思います。平気で噓うそをつくし、違い法ほうな手段で情報を得たり、裏工作をしたりする。立場の弱いわたしに嫌いやなことをいくらでも押おし付つけて来る。最低の弁護士です」

　キールは面めん倒どうになったのか、呆あきれた表情をして向こうへ歩き出そうとする。

「──でも、わざと悪徳弁護士であることを強調していたんじゃないですか？」

　キールは立ち止まり、首だけをアイリの方に傾かたむける。

「キールさん。全部、この日のためだったんですよね？　あなたが悪徳弁護士であったことも。わたしを助手にしたのも。あの契けい約やくのことも」

　アイリは気づいたのだ。今までのアイリの助手としての生活。その全てが今日の勝利のための戦略の内だったことを。

　ずっとアイリは疑問に思っていた。この１ヶ月、アイリはキールと行動を共にして来たが、それ以前までは、アイリはキールの名前すら聞いたことがなかった。冒ぼう険けん者の中でも、ごく僅わずかなコミュニティでその存在が囁ささやかれる程度だった。

　だが気がつけば、ルミナスの街中にキールの名が広まるようになっていた。それは、キールが悪徳弁護士であり、裁判で恩師を救おうとする少女の気持ちを利用して、助手としてこき使っているという悪評だった。

　アイリは学校の友人たちにも、彼かれの下で働いていることを隠かくしていた。にもかかわらず、学校の友人たちを通して、アルフレッドの耳にまで届くようになっていた。

　おそらくミーアにでも情報を流させたのだろう。自分の悪評が街中に轟とどろくように。

「あなたは勝つためなら何だってする。違い法ほう調査。証しよう拠この捏ねつ造ぞう。何でもありです。そして今回の裁判──。あなたは勝利のために『自分を貶おとしめること』すらやってのけたのです。キールさん。あなたは『自分が悪徳弁護士だという悪評』すらを武器にしてみせたのですよ」

　キールがアイリを助手として必要以上にこき使っていたのは、恩師の無罪を訴うつたえるアイリが奮ふん闘とうしていることを世間に印象付けさせ、証人としての価値を高めるためだった。

　今日の法ほう廷ていで必要以上にアイリに厳しく接したこともまた、悪徳弁護士として世間に反感を持たれているキールが攻せめることにより、アイリに同情的な視線を集めさせて、アイリの証言を印象強くするためだった。

　悪徳弁護士からの執しつ拗ような尋じん問もん。それに負けじとアルフレッドの無実を訴うつたえ続けたアイリ。その姿は大衆の胸を打ったことだろう。

　もちろん世間だけではない。『真実』を決める裁判官たちの目と耳にも届いた。彼かれらは社会情勢なども審しん理りの際に考こう慮りよする。判決の結果が社会に及およぼす影えい響きようを考えるからだ。

　自らの身を粉にしてまで殉じゆんじる弟で子しがいる。自分が真犯人だと噓うそをついてまで師を助けようとする者がいる。そんな偉い大だいな魔ま法ほう使つかいを、確実な証しよう拠こもないのに有罪にすることは出来ない。キールは、裁判官たちがそう判断するように仕向けた。

　全てが勝つための演出。

　アルフレッドの無実を世間だけでなく、裁判官たちにも納なつ得とくさせるために。

　事態が『灰色』なら、最後に『白』と『黒』を分けるのは心証だ。

　決めるのは万ばん物ぶつを見通す神ではない。ましてや魔ま法ほうの力でもない。

　人の心だ。

　法ほう廷ていで『真実』を決めるのは、人の『心』なのだ。

　アイリの語りを聞き終えたキールは、パンパンと芝しば居いがかった拍はく手しゆをする。

「なるほど、なかなか面おも白しろい推理じゃないか。筋も通っているように聞こえる。しかし、いささか確実性に欠ける戦略にも思えるが？　回りくどい割に、１００パーセント勝てるような作戦とも思えない」

　キールの言う通りではある。博打ばくちに近い戦略であろう。

　だが彼かれは、肯こう定ていも否定もしていない。そのことで、アイリは自分の推理に確信を抱いだく。

「仮に、君のその推理が正しかったとしよう。それで何なんだ？　何も知らずにいいように利用されたことに文句を言いたいわけか？　君をどう使おうが俺おれの勝手だ。君との契けい約やくは『アルフレッドを勝たせること』だったからな。方法は問われていなかったし、現に勝つことが出来た。礼を言われることはあっても、文句を言われる筋合いはない」

「いえ──」

　アイリは首を横に振ふる。

「心配しているんですよ。あなたのことを」

　滅めつ多たに動どう揺ようを見せないキールが珍めずらしく目を白黒させた。どんな相手を前にしても、特にアイリの前では常に優位を維い持じしていた彼かれが、驚おどろきと戸と惑まどいを露あらわにしている。

「…………心配、だと？」

　このような素の表情を見せるのは、アイリの前では初めてのことだった。

　今のアイリの一言が、あまりに予想外だったようだ。

「あなたはめちゃくちゃです。たった一回の勝利のためにそんなことまでして。いくら腕うでが良くても、評判が落ちれば仕事の依い頼らいが来なくなるかもしれません。目先の勝利のためにどうしてそこまでするんですか？」

「……………………」

　キールは少し躊ちゆう躇ちよを見せるが答える。

「……俺おれにとって大事なのは、明日より今日ということだ」

「明日より今日？」

「人間はいつ死ぬか分からん。いつ流行はやり病に罹かかるかも、いつモンスターに襲おそわれて殺されるかも。あるいは恨うらみを買った人間に寝ね込こみを襲おそわれるかもしれん。だったら今を楽しむべきだ。来ないかもしれない小さな勝利よりも、目に見える大きな勝利を手にする方が大事だ」

　今が楽しければそれでいい──。

「それに、今回のような一見勝てそうにないギリギリの戦いが一番楽しいんだよ。絶対に勝てると自信満々のやつの鼻をへし折ってやる瞬しゆん間かんなんて最高だぞ。君も見ただろ？　判決を聞いた時の騎き士しどもの悔くやしそうな顔をな」

　自分が楽しめればそれでいい──。

　そういう考え方なのだ。

「……わたしには全く共感出来ません。大事なのは未来です。人間はいつか死ぬからこそ、明日を生きる人たちのために世の中を良くするべきなんです」

「だからこそ、君やアルフレッドたちは、魔ま法ほう学者として世界の真実を追い求めている、か」

「はい。そして、人は誰だれかのために生きるべきものです。自分の幸福のためだけに生きる。そんな人生に価値などない。わたしはそう思います」

　アイリの曇くもり気のない澄すんだ蒼あおい瞳ひとみを見ながら、キールは肩かたを竦すくめる。

「下らない。本当に下らないよ。俺おれにはそれこそ全く共感が出来ない。未来だとか、正義だとか、他人のために生きようだとか、馬ば鹿かげている。下らな過ぎて反吐へどが出る。反吐へどで窒ちつ息そく死ししてしまいそうだよ」

　二人は「譲ゆずらない」。そんな瞳ひとみで互たがいを映し合う。

「……改めて理解しました。わたしとあなたは気が合わないようですね」

「ふむ。それだけは君と同意見だな」

　そう言いながら、キールは軽くだが笑えみを浮うかべていた。

　何とも愉ゆ快かいそうだった。初めて見せる素す直なおな笑え顔がおだなと、アイリは思った。

　この表情も上うわっ面つらの仮面なのだろうか。

　その『真実』を決めるのも、アイリの『心』なのだろう。
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　翌日。長い戦いを終えたアイリが向かったのは、アルフレッド＝オークスの自宅であった。

　それはルミナスの高級住宅街の一角にそびえ立つ。アルフレッド一人で住むにはいささか大き過ぎる屋や敷しきだ。世界中の魔ま導どう書が集められた書しよ斎さいや、最新設備の魔ま法ほうの実験室などが揃そろっているので、学生たちを集めて大々的な魔ま法ほうの授業も行える。一人で過ごす寂さびしさを誤ご魔ま化かす意味でも、アルフレッドは教え子たちを招き入れて食事会を行っていたのかもしれない。

　無罪放ほう免めんとなったアルフレッドは、久しぶりの自宅でくつろいでいた。冷たい牢ろう獄ごくから解放され、ようやく帰って来た我わが家や。

　アイリにとっても、この屋や敷しきを訪おとずれるのは久しぶりのことだ。客間に通され、アイリは暖だん炉ろや絵画が置かれた大きな居間のソファーに腰こしを下ろした。

　アルフレッドは満面の笑えみでアイリを迎むかえ入いれてくれた。彼かれの両りよう腕うでにはもうあの手て錠じようはない。名実共に自由の身となったのである。

　アルフレッドは二つの紅茶をテーブルに置き、アイリの正面に座すわる。騎き士し団に拘こう束そくされている間に、屋や敷しきの使用人はいなくなってしまった。新たにまた雇こ用ようする予定だが、暫しばらくは自分の身の周りの世話は自分でやるとのこと。自由を奪うばわれている間は、当たり前のことすら何も出来なかった。今のアルフレッドには、お茶を愛まな弟で子しのために淹いれることも貴重に思えるのだ。

「アイリ。今回の件だが、何と礼を言ったらいいか分からない。本当にありがとう」

　アルフレッドはアイリへの感謝の言葉が止まらないようだ。当然と言えば当然であるが。

「お前があの弁護士──カーディナル先生を雇やとってくれなければ、そして、法ほう廷ていで証言をしてくれなければ、私はこうして家に帰って来ることは二度となかっただろう。永遠に暗い牢ろう獄ごくで日の目を見ることはなかったはずだ」

　アイリは真顔で首を横に振ふる。

「いえ、当然のことをしたまでですよ。先生のお蔭かげでわたしは多くの大切なことを学ぶことが出来ました。今のわたしがあるのは先生のお蔭かげです。その恩返しに過ぎません」

「ハハッ。そう言ってくれると、心が救われるよ。やはりお前は私の一番の生徒だ……」

　アルフレッドは両目を潤うるませている。教え子の成長を実感することも出来たのだろう。感かん極きわまっている様子だ。

「おお、そうだ、アイリ。大事なことを伝え忘れていた。カーディナル先生への報ほう酬しゆうの件だが、もちろん私が全て支し払はらうよ。お前が彼かれと交かわした契けい約やくのことも聞いている。報ほう酬しゆうの３００万ゴールドはすぐに用意出来るし、カーディナル先生も既すでにそれで了りよう承しようしてくれている」

　元々、アルフレッドはタンブル・ウィズダミアの魔ま導どう士として高給取り。さらに今回の誤ご認にん逮たい捕ほの責任を取るために、騎き士し団から多額の慰い謝しや料が支し払はらわれることになる。そんな彼かれからすれば３００万ゴールドという大金を払はらうのもわけがないのだ。

「だからこれでお前も自由の身となれる。報ほう酬しゆうの３００万ゴールドさえ払はらえば、もうあの弁護士の下で働く必要はないんだからな」

　そう、キールの助手をしていたのは、アルフレッドの裁判費用を稼かせぐためだったのだ。必要な３００万ゴールドが払はらわれたとなれば、アイリが助手を続ける必要性はもうなくなる。

　つまり、ようやく日常へと戻もどれるのだ。アイリもアルフレッドも、揃そろって元の生活へと戻もどれる。失ってからこそ気づける。当たり前がこんなに尊いものだったとは。

　出来ることなら、二度とこの掛かけ替がえのない日常を失いたくないものだ──。

「少しだけ休きゆう暇かは貰もらうが、私もすぐに教きよう壇だんへと復帰するつもりだ。また共にタンブル・ウィズダミアで学ぼう。きっとカーディナル先生の下での経験も、今後のお前の人生に生きて来るはずだ。人生に無む駄だなことなど一つもないのだからね」

　話しながら、アルフレッドは真しん剣けんな表情を作る。

「……私も今回の件で学ばせてもらったよ。騎き士し団の腐ふ敗はいが良く分かった。カーディナル先生のやり方も褒ほめられるものではないが、そうでもしなければ権力に抗あらがえない国家が出来上がっていることを実感出来た。強きよう者しやが自由に世界を操あやつり、弱者は淘とう汰たされる。そんな世界は変えなければならない。誰だれかが動かなければならないのだ」

　アイリは、アルフレッドが熱心に語るのを黙だまって聞いている。

「私はタンブル・ウィズダミアの学長になるよ。世界を変えるのは個人の力では到とう底てい無理だ。だが、個人が始めなければ何も変わらない。死んだロイエンタールの分も精せい一いつ杯ぱい尽じん力りよくして行く。タンブル・ウィズダミアの学長として、世界を変えて行きたい。全ての人間が平等に生きられるような社会になるようにね」

　アルフレッドは決意に燃えている。これからのこの国の未来を変えることへの決意だ。

「アイリ、是ぜ非ひ、お前の力も借りたい。共に世の中を良くして行こう。お前が側にいてくれれば、何だって出来る気がするよ」

「ありがとうございます、先生。勿もつ体たいないお言葉です」

　アイリは恩師に対して深々と一礼した。

　アルフレッドのような強い意思を持った人間がいれば、きっとこの国は変わって行くだろう。大いなる意思と希望さえあれば、世界全体を動かすことだって出来る。

　そして彼かれには支えてくれる者たちがいる。

　今回の裁判の勝利によって、それは広く周知される結果へと繫つながった。自分の身を犠ぎ牲せいにしてでも救おうとする弟で子しがいる。その事実によって、彼かれを支持する者はさらに増えたはずだ。

　これはアルフレッドがアイリに良く言っている『ピンチをチャンスに変える』ということの体現なのであろう。

　そう思いながら、アイリはゆっくりと頭を上げる。

「……先生。一つ、質問しても宜よろしいでしょうか？」

「もちろんだよ、アイリ。私が分かることなら何でも答えよう。私は君の先生だからね」

　アルフレッドは笑え顔がおで言う。勉学に熱心な生徒への感心を示しているようだ。

「ありがとうございます。では、お答え下さい」

　アイリはアルフレッドを真まっ直すぐに見つめながら言った。

「どうして先生は法ほう廷ていであんなことを仰おつしやったのですか？」
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「──さて、そろそろ俺おれは帰らせてもらうぞ。次の依い頼らいが待っているんでな」

　キールはそう言って、アイリに背中を見せる。

「待って下さい、キールさん。わたしの話はまだ終わっていませんよ」

　公判が終わった直後の裁判所前でのこと。

　事務所に帰ろうとするキールを、アイリは引き止めていた。

「……言っているだろ。俺おれは忙いそがしいんだ。無敗の弁護士として、俺おれに頼たよる連中はいくらでもいる。君が言うような、仕事がなくなる心配なんて皆かい無むなのだ。たとえ悪徳弁護士だろうと、卑ひ劣れつな手段を使おうとも、勝ちさえすればいいという輩やからはそこら中にいる。だから、いつまでもこんなところで君と建設的でない会話を続けるほど、俺おれは暇ひまじゃないんだよ」

「キールさん。確かに裁判には勝利しました。ですが、まだ真相は明らかになっていません。キールさんも公判中に気づいたはずです。アルフレッド先生のあの発言は──」

　と、アイリがそこまで口にしたところで、キールは手を突つき出だす。

「なあ、アイリ。我々は勝ったんだ。それでこの裁判は終わった。君と俺おれとの契けい約やくはそこまでだ。もう幕は下りたのだよ。これ以上、何を明かす必要がある？　君の恩師アルフレッドは無実だった。これ以上、君はどんな『真実』を求めるって言うんだ？」

　そう言ってキールは、もうこの件は忘れるように促うながすのだが、アイリは首を横に振ふる。

「いえ、真実は明らかになどなっていません。誰だれがロイエンタール先生を殺したのか、どうしてロイエンタール先生は死ななければならなかったのか、謎なぞのままです」

「何度も言わせるな。俺おれの仕事は依い頼らい人を勝たせるところまでだ。君からの依い頼らいは被ひ告こく人のアルフレッドを裁判で無罪にすること。それ以上の『真実』を追うつもりはない。メリットがないからだ。依い頼らい人を勝たせるのに必要な『真実』なら解き明かすが、それ以上は求めない。今回で言えば『アルフレッドはロイエンタールを殺していない』という『真実』を明かすことだけが俺おれの仕事だ」

「真犯人を明かせなければ、亡なくなったロイエンタール先生も、ロイエンタール先生の遺族も救われません。街の人々は正体不明の殺人犯の存在に怯おびえなければならない。世間の人々のためにも、真実は明かさなければならないのです」

「やれやれ、ここに来てまた正義の味方ごっこか？　俺おれには関係ないことだ。俺おれが興味あるのは勝利と報ほう酬しゆうだけなんだよ」

　キールは最初から一いつ貫かんしている。言うだけ無む駄だだとアイリも分かってはいた。

「……分かりました。あなたが解き明かす気がないというのなら、わたし一人でも真実を解き明かしてみせます」

　アイリはキールを追おい越こし、行こうとする。

「おい、待て」

「………………」

「待てよ」

　アイリは足を止めた。

「確かに誰だれしもが真実を求める。真実はダンジョンの奥に眠ねむる宝箱のようなもの。中にどんな財宝が眠ねむっているのか気になり、開けたくて堪たまらない魔ま性しようの箱だ。──だが、開けたところでその中に望むものが収められているとは限らない。開けてみれば、望まない残ざん酷こくな真実が明かされることもある」

　キールは言葉ではなく、手を使ってアイリを止めていた。

　力に頼たよる──彼かれらしくなかった。彼かれの挙動からはどこか必死さを感じた。

「アルフレッドを救うことが君の望みだったはずだ。どうしてそれ以上を望む？　真実を知ることに何の利益があるんだ？」

「この事件の真実を明かすことが、先生の救いになると思うからです」

　そう答えると、アイリはキールに背を向けてその場を立ち去った。

　アルフレッドは手続上、明日、娑しや婆ばに出て来る。明日、自宅へと戻もどって来る。

　そこで『真なる真実』を明かそう。アイリはそう考えた。
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「──先生。どうして法ほう廷ていであんなことを仰おつしやったのですか？」

　アイリの質問を聞き、アルフレッドは怪け訝げんそうな顔をしている。

「えっと、何のことだい、アイリ？　もう少し分かるように質問をしてくれないか？　質問の意味が分からないと答えようがない。すまんがお前の質問は突とつ拍ぴよう子しがなさ過ぎるよ。ハハッ」

「分かりました。それではもっとはっきりと言わせていただきます。どうして先生は法ほう廷ていで噓をついたのですか？」

「…………噓うそ？　噓うそだって？」

　アルフレッドはきょとんとしながら首を傾かしげる。

「ああ、ちょっと待ってくれ、アイリ。私は法ほう廷ていで真実しか語っていないぞ。カーディナル先生も、偽ぎ証しようなどしなかったはずだ。正々堂々、あの裁判では全て真実だけが語られたはずだ。私もお前もカーディナル先生も、誰だれ一人ひとり噓うそなどつかなかったじゃないか」

「あなたの専門はあくまで魔ま法ほう学。モンスターについては造ぞう詣けいが深くない。だからご存知なかったのですよね？」

　アイリからの不可解な質問の連続に、アルフレッドは苦笑いを浮うかべている。

「ハハッ。待ってくれ。やはり話が見えて来ないぞ。……モンスター？　今度は急に何の話をしているんだい？」

「あなたはロイエンタール先生の遺体を発見する前に、モンスターのアルマジロドレイクと遭そう遇ぐうしたと仰おつしやりました。そしてそのモンスターと交戦していたために時間を取られ、わたしたちの許もとに戻もどって来くるのに時間が掛かかった。そう証言されていました。取り調べでも、法定での証言でも、一いつ貫かんしてそう語られていました」

「その通りだ。残念ながら、それを証明する術はないがな……。あのモンスターは私が倒たおし、亡なき骸がらは消しよう滅めつしてしまったからね。まさかこのような事態になるとは思っていなかったし、保存しようなどとも考えなかった。証しよう拠こは残っていないんだよ……」

「あり得ないんですよ。そんなことは」

　告げられたアイリの言葉に、アルフレッドは目を大きく見開く。

「……あり得ない、だって？」

「ええ。あり得ないんです」

「……何故なぜだい？」

「モンスターの中には、夜にのみ姿を変質させる個体があることをご存知ですよね？」

「ああ、当然だ。たとえばキャンサーフライというモンスターは、昼は醜しゆう悪あくな蛾がの姿をしているが、夜は身体を黄金こがね色いろに発光させる美しい蝶ちようの姿になることで有名だな」

「アルマジロドレイクもなんですよ。あなたがエルサミスの鍾しよう乳にゆう洞どうで遭そう遇ぐうしたというそのモンスターも、時間によって姿を変えるんです」

　アルフレッドはぎりりと唇くちびるを咬かむ。

「……おいおい、冗じよう談だんはやめてくれ、アイリ。アルマジロドレイクにそんな習性はないはずだ。いくら私がモンスター学の専門ではないとはいえ、それくらいはさすがに把は握あくしているぞ。出現するダンジョンによっては、大きさや皮ひ膚ふの色が多少異なることもあるようだが、時間によってアルマジロドレイクの姿形が変わるなどという話は聞いたことがない」

「ええ、そうです。モンスターは同じ種類のものでも、生息する地域や環かん境きようによっては、多少見た目が変わって来るものです。それは常識レベルの知識です。ですが、中には見た目だけでなく、性質を変えるものもいるのです。以前、ロイエンタール先生の講義で聞いたことがあります。かなりの希少種のようですが」

「…………？」

「おそらくロイエンタール先生は、あの日、その希少なモンスターの生態を調査するために単独行動を取られていたのでしょうね。わたしは今回の裁判のために、キールさんたちと共にエルサミスの鍾しよう乳にゆう洞どうの現場検証をしました。裁判であなたに有利になる証しよう拠こはないか探し、お昼過ぎから日にち没ぼつにかけてダンジョンを探たん索さくしていました」

　アイリはその時のことを頭の中で再現しながら説明する。

「わたしはあのダンジョンで目もく撃げきしたんですよ。エルサミスの鍾しよう乳にゆう洞どうに生息するアルマジロドレイクは、昼と夜とで別の姿をしていることを。あなたは法ほう廷ていでこう仰おつしやいました。『アルマジロドレイクは巨大な赤黒い爪を立てて往く手を阻んで来た』と」

「…………」

「聞きき漏もらしていたのでしょうか。そこまでの調査はされていなかったのでしょうか。黒曜騎き士しさんはあの場でそのことを追及しようとはされませんでしたが」

「……………………」

「あなたは以前、あのダンジョンを訪おとずれたことがあった。その時は夕刻だったのではないのですか？　そして今回の殺人事件が起こった時間は、正午でした」

「…………………………………………」

「だから誤ご認にんされていたのです。あのダンジョンの、あの領域で遭そう遇ぐうする危険なモンスターはアルマジロドレイクだと。倒たおすのに時間を取られるのは、そのモンスターだと印象に残っていたのでしょう。だから法ほう廷ていでも、あの日戦ったのはアルマジロドレイクだと証言した。──赤黒い巨大な爪なんてないはずなのに」

　現場検証でエルサミスの鍾しよう乳にゆう洞どうを訪おとずれた時。

　ロイエンタール死亡現場の近辺。アイリたちは、深しん碧ぺきの甲こう羅らに竜りゆうの首を持つ怪かい物ぶつと遭そう遇ぐうし、戦せん闘とうを余よ儀ぎなくされていた。そいつを覆おおう分厚い甲こう羅らは非常に厄やつ介かいだが、攻撃手段は愚ぐ鈍どんな動きから放たれるブレスのみ。アイリの魔法で相手の防御力を下げ、ミーアの近接戦せん闘とう術を以もつてすれば対処はそれほど難しくはなかったし、現場に到着するまでにも数体倒していた。

　しかし調査を終えたその帰り道、そのモンスターは突如、甲こう羅らの両りよう脇わきに伸のびる前まえ脚あしから鋭するどい巨きよ大だいな爪つめをメキメキと生やし、これまでにない俊しゆん敏びんな動きで襲おそい掛かかって来た。そのため、初めてかなりの苦戦を強しいられたのである。

　そのモンスター──アルマジロドレイクがこの変異を見せた時、アイリは懐かい中ちゆう時ど計けいで時刻を確かく認にんしていた。それはちょうど日にち没ぼつの時刻だった。

　日中、そのような形態を持つアルマジロドレイクは一体も確かく認にん出来なかった。

　赤黒い爪つめを生やし、その爪つめで攻撃をして来るものは。

　つまり。

　ロイエンタールが殺された日、あの場所で、あの時刻に、アルフレッドが説明したようなモンスターに遭そう遇ぐうすることはあり得ないのである。

「明らかな矛盾なんですよ。あそこであなたが仰おつしやるようなモンスターと戦えるはずがない。だからあなたが法ほう廷ていで噓うそをついたと証明することが出来るのです」

　アルフレッドは沈ちん黙もくを続ける。

　ただ黙だまってアイリの追つい及きゆうに聞き入る。

「……先生、どうしてあんな噓うそをついたのですか？　モンスターと交戦していたのが噓うそだとしたら、あの空白の30分、あなたは何をされていたのですか？」

　アイリがアルフレッドを信じた根こん拠きよ。それは彼かれが不正を憎にくみ、噓うそをつかない人間だから。

　人を信じるには根こん拠きよが必要だ。

　その根こん拠きよが崩くずれた時。その根こん拠きよがなくなった今。

　アイリはアルフレッドに対して『疑い』を抱いだくようになってしまっていた。

「……ハハッ。……ハハッ」

　ようやくアルフレッドは口を開くが、アイリの質問には答えず、誤ご魔ま化かすように笑い声を上げるばかりだった。

「先生。納なつ得とくのいく説明をしていただけないでしょうか。どうして噓うそをついたのか。どうして噓うそをつく必要があったのか。真実だけを話して下さい。わたしにもう一度、先生のことを信じさせて下さい」

「ハハッ。ハハッ。ハハッ」

「答えて下さい！　先生！　アルフレッド先生！」




「ハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハッッッッッ」




　アイリが呆ぼう然ぜんとする中。

　アルフレッドは笑い声を上げ続けた。

　誤ご魔ま化かしや、演技ではない。

　心の底からの大笑い。

「……いやあ、すまない、すまない」

　やがてアルフレッドは笑い声を止め、堪こらえきれないといった感じで言葉を口にする。

「やっぱりアイリは賢かしこいなあ。私の一番の自じ慢まんの生徒だよ。……けど、優ゆう秀しゆう過ぎる生徒を持つのも考えものだな。ハハッ」

　──信じられなかった。

「分かったよ、アイリ。答えを教えようじゃないか。先生として、生徒の質問にはきちんと答えなければいけないからね」

　──信じたくはなかった。

「解答を言おう」

　真実は。

「私がロイエンタールを殺したからだ」

　アイリの恩師・アルフレッド＝オークスは『黒』だった。

　ロブ＝ロイエンタールを殺害したのは、正しよう真しん正しよう銘めい、彼かれだった。

　優ゆう秀しゆうな騎き士したちの捜そう査さ。それは完かん璧ぺきなものだった。アルフレッドが殺人を犯おかした間接証しよう拠この何もかもが、ことごとく正しかったということになる。

　キールの言葉を思い出す。

　──真実を明かしたところでそれが望むものとは限らない。

「…………どうしてロイエンタール先生を殺したのですか？」

　しかし、向き合わなければならない。

　苛か酷こくなこの真実に。

　正義を果たすためには。

「そうだな。お前になら話しても良いいだろう。そう。テストにも答え合わせが必要だからね」

　アルフレッドはいつもと変わらない落ち着いた口調で話している。まるで魔ま法ほうの講義でもするかのようだった。

　だからこそアイリは、彼かれのことが異様に感じられた。

「世界の変革のためだよ。タンブル・ウィズダミアの学長が、この国に大きな影えい響きよう力を持つことはアイリも十分知っているだろ？」

「……それじゃあやっぱり学長になるためだったんですね」

　動機までも騎き士したちが突つき付けた通りではないか。

　騎き士したちの主張は何もかも最初から正しかった。

　つまり、アイリは事態を引ひっ搔かき回まわしただけ──。

「……何故なぜなんですか……？」

　アイリは拳こぶしをぎゅっと握にぎりしめる。震ふるえを抑おさえることが出来ない。

「ロイエンタール先生を殺さなくても、アルフレッド先生なら学長になれました！　どうしてそんな取り返しのつかない過あやまちを犯おかしてしまったのですか！　どうして、どうして……！」

「ハハッ。いいや違ちがうね、アイリ。あの男がいる限り、私が学長になることは絶対になかったんだよ。私とロイエンタールの間には埋うめられない絶対的な差が存在しているからね。それは『生まれ』の差だよ」

　アイリが感情を爆ばく発はつさせる一方、アルフレッドは笑え顔がおのままで落おち着つき払はらっている。

「まだ若いお前には理解出来ないかもしれないが、世間は『生まれ』という下らない価値を押おし付つけて来るものなのだよ。『運命』と言っても良いだろう。私は生まれた時点で負けていたのだ。私が生まれたのは貴族の家の揺ゆり籠かごの中でもなく、高名な魔ま法ほう使つかいの腕うでの中でもない。裏路地でゴミと一いつ緒しよに捨てられていたのだ。通行人に拾われ、孤こ児じ院に預けられ、育てられた。父も母もいない。先祖のルーツを調べることも叶かなわない」

　親の後うしろ盾だてはない。一から地位を確立しなければならなかった。アルフレッドは語る。自分は生まれた時から社会的に負けていたのだと。

「生まれなんて関係ない……。大事なのは自分自身の生き方だ……。わたしにそう仰おつしやってくれたじゃないですか……」

　同じく孤こ児じであるアイリを励はげましてくれたアルフレッド。両親を知らず、自分の起源を知らず、負い目を持った自分を、正してくれた。

　あの時の言葉は本音ではなかったというのか──。

「理想と現実は乖かい離りするのだよ、アイリ。そして、その理想を現実にするために、私は学長を目指すことを決めたのだ。しかし、その弊へい害がいになったのが、あのロイエンタールだった。私とロイエンタールは、一歩も譲ゆずらない評価を得ていた。まさしく互ご角かくだった。とすれば、承しよう認にん理事会の老人共は何を基準に学長を選ぶと思う？　ハハッ。『血』だよ」

　笑い声は上げるが、アルフレッドの目は笑っていなかった。

「あの日、あのダンジョンで二人きりになった時、ロイエンタールは私に言った。『お前は永遠に私に勝てない』と。『お前の血は穢けがれている』と。……やつは私の最も触ふれてはいけないコンプレックスに触ふれてしまったのだ。気が付けば、やつをこの手で葬ほうむっていたよ。後先考えずに行動してしまった。そう『ついカッとなって殺やってしまった』というやつさ」

　法ほう廷ていで黒曜騎き士しはその可能性も指し摘てきしていたが、これも正しくその通りだったわけだ。

「自分でも驚おどろいたよ。何て愚おろかなことをしてしまったのだ、と。無計画にもほどがあった。事故に装よそおうことも考えた。だが、そんな人間に学長の資格は与あたえられない。過失でも魔ま法ほうで人の命を奪うばった人間が、魔ま法ほう学校の最高責任者になれるわけがない。何とか誤ご魔ま化かしきれないか考えた。いかなるピンチもチャンスだ。このピンチをチャンスに変えられないか。──その時、思い出した。以前、同どう僚りようの魔ま導どう士が語っていた『無敗の弁護士』の話を。いかなる不利な状じよう況きようでも必ず依い頼らい人を勝たせる弁護士の存在を」

「……っ！」

「ダンジョンからの帰き還かん後、私はすぐにその弁護士の許もとへと走った。いずれ騎き士しどもが私を逮たい捕ほしにやって来るだろう。そうなる前に私はその男を訪ね、協力を頼たのんだ」

「それって……」

「そう。キール＝カーディナルだよ。お前は自分があの男を雇やとったつもりでいたのだろうが、最初から私は彼かれを味方に付けていたのだ」

　１ヶ月前、冒ぼう険けん者の酒場でアイリとキールは出会った。

　あれは偶ぐう然ぜんなどではなかった。彼かれはあの時点でアルフレッドに雇やとわれていた。裁判で重要な証人となるだろう、アイリと接せつ触しよくする機会をずっと窺うかがっていたのだ。酒場で冒ぼう険けん者に絡からまれている彼かの女じよを助けたのは、ウィンドラーの裁判に利用するためだけではない。アルフレッドの裁判に利用するためのさらなる布石──。

「……起き訴そが決まったあの日、拘こう置ち所でキールさんと面会された時、あれが初めての対面ではなかったのですね」

「ああ。あれは彼かれからのアイディアだよ。私が本気でアイリを心配する姿を見せれば、お前はさらに力を振ふるってくれるようになるだろうとね。勝利を確実にするための演出の一つだ」

　面会時にアイリの前で見せたキールとのやり取りは、アイリを奮い起こさせるための小芝しば居いだったわけだ。

　あの時のキールの言葉は本音ではなかった。それどころか、アイリを騙だますためのものだった。

　キールとアルフレッドは端はなから結けつ託たくしていた。おそらくキールは、最初からアルフレッドが真犯人であることも分かっていたのだ。

　依い頼らい人がたとえ殺人犯だろうと、真実を捻ねじ曲まげて勝たせてしまう。

　彼かれはそういう弁護士だから。

　キールとアルフレッド。

　身近な二人の男にアイリは何も知らずに翻ほん弄ろうされ続けていたのである。

「ピンチはチャンスだよ。この裁判に勝利すれば、邪じや魔まなロイエンタールを排はい除じよし、私の評価も上がる。アイリ、お前の証言によってね」

　アルフレッドは、この裁判自体が自分の評価を上げるための手段だったと語る。

　無敗の弁護士のキールならば必ず逆転無罪にしてくれる。アイリを利用し、いかに自分が生徒たちから慕したわれているかを演出することで、自分の価値を押おし上あげることが出来る。

　愛する生徒と共に裁判に勝つ姿を世間に披ひ露ろうする。邪じや魔ま者を消しつつ自分を立てる。

　これで次期学長になることは間ま違ちがいないとの目もく論ろ見みだった。

　──これこそが『真なる真実』。

「……なあ、アイリ。もちろん、わたしは後こう悔かいしているぞ。結果、大事な生徒であるお前を利用するかたちになってしまったからな。そのことは深く後こう悔かいし、反省もしている……」

　アルフレッドは辛つらそうな表情を浮うかべ、頭を大きく下げる。

「こうしてお前にだけ全てを話したのは、その償つぐないのためだ……。本当にすまなかった……」

　心からの謝罪。表面上ではそう見えた。

　しかし。

「……ロイエンタール先生を殺したことは後こう悔かいされていないのですか？」

　その質問に、アルフレッドが答えることはなかった。

　瞬しゆん間かん、アイリは彼かれの『歪ゆがみ』を感じ取った。

「自首して下さい、先生」

「自首だって？　ハハッ。裁判で判決は出ただろ？　私は誰だれも殺していない。キールとお前とで出した答えじゃないか。あれが『真実』なのだよ」

「ならば裁判はやり直しです。新たな証しよう拠こ──モンスターに関する証言の矛む盾じゆんを騎き士し団に話せば、彼かれらは控こう訴そします。そして、わたしが今のあなたの自白を法ほう廷ていで証言します」

　余よ裕ゆうぶっていたアルフレッドが真顔になる。

「……よく考えろ、アイリ。時代を変えて来たのは、いつだって現行のルールからはみ出だした者たちだった。何かを変えるには、時には不道徳でなければならない。お前さえ何も語らなければ真実は揺ゆるがない。……頼たのむよ、アイリ。先生の苦労を水の泡あわにしないでくれ。このためだけに私は１ヶ月の勾こう留りゆうに耐たえて来たのだ。騎き士したちの拷ごう問もんに近い取り調べに耐たえて来たのだ」

　アルフレッドの懇こん願がんに対して、アイリは首を横に振ふる。

「何故なぜだ？　助手として側にいながら、キールの悪わる巧だくみを見み逃のがして来たのだろう？　私を救うためにはルールからはみ出だす必要があった。だから君はあの弁護士の悪行や偽ぎ証しようを放任していたのだ。ならば今回も許せよ。私を救うためにこの噓うそに目を瞑つぶってくれ」

「いいえ、それは出来ません」

「……私を助けたかったのではないのか？　もはやお前の中で、私は救うに値あたいしない人間ということか……？」

「もちろん、騙だまされ、利用されたことはショックです。でも、わたしは今でも先生を助けたいと思っています。その気持ちは揺ゆらいではいません。わたしの中でアルフレッド先生が恩師である事実は変わらないのです」

「だったら……！」

「あなたを救うことは罪から逃のがすことではありません。あなたを救うには、真実を明かし、罪を償つぐなってもらう必要があるのです」

　師であるアルフレッドに対して、授業でもするかのように、アイリは言う。

「人を殺あやめることは取り返しのつかない重過ぎる罪。どんな理由があっても、人を殺すことだけはあってはならない。何よりも、わたしにとってアルフレッド先生が大事な人だからこそ見み逃のがせないのです。大事な人が大罪を犯おかしたことを、このまま見過ごすわけにはいきません。大事な人だからこそ、正義を貫つらぬいて欲ほしい。罪を償つぐなって欲ほしい」

　アイリは堂々と語るのだが。

　その瞳ひとみからはポタポタと涙なみだがこぼれている。

「お願いします、先生……。自首を……！　自首をして、罪を償つぐなって下さい……！」

　殺人。重過ぎる罪。せめて罪を告白し、然しかるべき罰ばつを受けなければならない。

　これ以上、罪を重ねて欲ほしくはない。大事な『家族』だからこそ、真実を明かす必要がある。

　それがアイリの心からの訴うつたえ。

「………………………………」

　その訴うつたえを受け、やがてアルフレッドは、

「…………アイリ、成長したな。やはりお前は私の一番の自じ慢まんの生徒だ……」

　観念した表情で頷うなずく。

「そうだな、私が間ま違ちがっていた……。いや、最初から分かってはいたんだ……。本当は誰だれかに止めて欲ほしかったのかもしれない。私の狂きよう気きに気づいて欲ほしかったのかもしれない。それが愛まな弟で子しであるお前で良かったよ……」

「先生…………」

「ありがとう、アイリ──」

　が。

　次の瞬しゆん間かん。

　アイリは違い和わ感かんを覚える。

　その違い和わ感かんに気が付いた時には、巨きよ大だいな黒い影かげが背中に現れていて、アイリの両りよう腕うで、両脚を摑つかんでいた。

　黒い影かげはアルフレッドの脚元から伸のびていた。

　──これは魔ま法ほうだ。

「ハハッ。お前も知っているだろ？　私の講義でも教えているからね。魔ま法ほう学者・アシエン＝スタイナーの開発した【黒い魔ま女じよの抱ほう擁よう】などという大層な名前の付けられた魔ま法ほうだ。影かげが摑つかんだ人間の動きを封ふうじるのと同時に、その人間が持つ魔ま力りよくの活動を大きく制限する魔ま法ほうだよ。つまり、拘こう束そくされた人間は魔ま法ほうを使うことが出来なくなる」

　数センチも身体が動かないアイリの目の前には、いつもの優やさしい笑え顔がおで笑い掛かけるアルフレッドが立っていた。

「なあ、アイリ。このままお前さえ何も話さなければ『真実』は変わらないんだ。裁判所で明かされた『私はロイエンタールを殺していない』という『真実』は揺ゆるがないのだよ」

　アイリを拘こう束そくする黒い影かげは、既すでに人のかたちを成していなかった。触しよく手しゆのような腕うでが蠢うごめきながら二つ、三つと割れ、アイリの身体を覆おおって行く。

　その姿は、怪物モンスターだった。

　まるでアルフレッドの本ほん性しようを表すかのようだった。

　影かげの腕うでの一本がアイリの首元へと近づく。

「また先生の役に立てて嬉うれしいだろ？　お前もロイエンタールも生いけ贄にえだ。世界の変革のための生いけ贄にえ。さあ、アイリ。私のために、ここで死んでくれ」

　アルフレッドが冷たくそう言い放った時。




「──言げん質ちが取れましたね」




　突とつ如じよ、居間の扉とびらが開かれた。

　アルフレッドは視線をギロリとそちらに移す。

「……何故なぜ貴様がここにいる？　キール＝カーディナル」

　開かれた扉とびらの前には、キールが立っていた。

[image: ]

　アルフレッドは「まさかお前が？」とアイリに視線を向ける。

「ああ、いえいえ。アルフレッドさんにこの度たびの裁判の報ほう酬しゆうについて、改めてご相談をと思いましてやって来ましたら、たまたまこの非常事態に遭そう遇ぐうした次し第だいですよ」

　キールは顎あごに手を当て、物もの珍めずらしいものでも見るかのように、アイリを拘こう束そくする黒い影かげをまじまじと眺ながめている。

「彼かの女じよは一人でここに来たようですよ。その子はお人よしですからね。このような事態になるとは思ってもみなかったのでしょう」

　──アルフレッドは考えた。

　この屋や敷しきには侵しん入にゆう者を感知する魔ま法ほう陣じんを張はり巡めぐらしている。自分とアイリ以外の人間が私有地内に存在しないことはさっき確かく認にんした。なのに何故なぜこの男がこの場にいるのだろうか、と。

「さあて、アルフレッドさん。あなたのこの行動は、生徒への冗じよう談だんや戯たわむれでは済まされませんよ？　あなたは今、明確な殺意を彼かの女じよに向けていました。殺人未み遂すいの現行犯です」

「……だから？」

「このまま見過ごすわけにはいきません。私はあなたを裁判で無罪にすることには協力しましたが、人殺しを擁よう護ごするつもりはありません。現行犯逮たい捕ほなら、民間人の私にも権利があります。大人しくお縄なわに付いていただきましょうか」

　その時、アルフレッドは思い出した──。

「──魔法不能者の小僧が」

　アルフレッドがそう呟つぶやくと、アイリを覆おおう黒い影かげの一部がキールの脚元にも伸のびる。

　影かげは四つに分ぶん裂れつし。

　一いつ瞬しゆんにして、キールも四し肢しの動きを封ふうじられた。

「そうだった、そうだった。キール＝カーディナル。お前は魔ま力りよく０の人間だったな。この屋や敷しきに巡めぐらせているのは、人間の持つ魔ま力りよくによって人の存在を感知する魔ま法ほう陣じん。お前の存在を見つけられなくてもおかしくはなかったよ。ハハッ」

　アルフレッドは余よ裕ゆうそうに笑う。

「さて。お前の方もノコノコ一人でやって来てどうするつもりだったのだ？　魔ま法ほうを使えないお前に、私を止められるとでも思っていたのか？　力のない者がしゃしゃり出て来るんじゃあない。魔ま法ほうの使えない取るに足らない最下層の人間が」

　キールはその場から一歩も動けない。元々、魔ま法ほうは使えない身。【黒い魔ま女じよの抱ほう擁よう】で魔ま力りよくを抑おさえられなくとも、両手脚を縛しばられた時点で反撃など出来ない。

　だが、キールにはまだ戦う『力』が残されていた──。

「なるほど。これではっきりと分かりました。あなたも『力』に目が眩くらんだ烏う合ごうの衆でしたね。タンブル・ウィズダミアの学長という『権力』に囚とらわれてしまった。たとえあなたが学長になっても、世界を変えることなど出来ない。レッテルに拘こだわり『力』に頼たよるだけのあなたには。平等を訴うつたえながら、魔ま法ほう不能者を見下すような人間には」

　キールの口はまだ塞ふさがれてはいないのだ。彼かれにはまだ『言葉』がある。

「……私は違ちがう。そこらに転がる烏う合ごうの衆とは違ちがう。私は良き方向にタンブル・ウィズダミアも、この国全体も導いてみせる」

「異議あり」

　そう言ってキールは笑う。

「今のあなたの発言は明らかに矛む盾じゆんしています。目的遂すい行こうのために教え子を殺すのですか？　学園を良くするということは、そこで学ぶ生徒を第一に考えなければならない。だというのに、あなたはその生徒を殺そうとしている。国を良くしようとしているのに、そこで暮らす国民を蔑ないがしろにしている。矛む盾じゆんしていますよね？」

　自分と同じように黒い影かげに縛しばられたアイリを見ながら、キールは言った。

「『誰だれかを犠ぎ牲せいにしたうえで得られる幸せに価値などない』。アルフレッドさん。あなたは確かそう仰おつしやってましたよね？」

「…………黙だまれ」

「私やアイリやロイエンタール。一体どれほどの犠ぎ牲せいを払はらおうというのですか？　そう。あなたは矛盾だらけだ」

「……黙だまれ。貴様もここで消えろ……！　貴様も生いけ贄にえだ！　世界のための生いけ贄にえだ！」

　アルフレッドが叫さけんだと同時だった。

「な──」

　眩まばゆい閃せん光こうが室内を包む。

　キールの背中にある扉とびらから、魔ま法ほうの瓶びんが投なげ込こまれ、それが破は裂れつして光を放ったのだ。光が部屋全体を覆おおうと、たちまちアルフレッドの魔ま法ほう──黒い影かげは消しよう滅めつした。

　続けて。

　何人もの白銀の鎧よろいを着た騎き士したちが室内に突とつ入にゆうして来た。

　騎き士したちはアルフレッドを取り囲む。

「確保ッ！　確保ぉぉッ！」

　ほんの数秒。あっと言う間の出来事だった。

　たちまちアルフレッドは、白銀騎き士したちに身体を拘こう束そくされていた。

「クソがああああああああああああああああぁぁぁぁぁぁぁぁぁッッ──────ッ！」

　抵てい抗こうを試みるも、アルフレッドは魔ま力りよくを抑おさえる鉄の鎖くさりで身体を縛しばられている。先ほどまでのアイリと同じだ。こうなっては身体を動かすことも、魔ま法ほうを唱えることも出来ない。

「殺人未み遂すいの現行犯で貴様を拘こう束そくする！」

　呆ぼう然ぜんとするアイリに、騎き士しの一人が駆かけ寄より、彼かの女じよに怪け我ががないか確かく認にんする。

　騎き士しからの問とい掛かけに応えず、アイリは地面に尻しり餅もちを突いたままダランとしている。

　事態が飲のみ込こめない。

　一体これは何なのだ──。

　どうしてアルフレッド先生はわたしを襲おそったのだ──。

「──通報、感謝する」

　さらに別の騎き士しの一人がキールに歩み寄り、敬礼をした。

　キールは乱れた衣服を整える。

「いち市民として当然の義務ですよ。犯罪を目もく撃げきすれば騎き士し様に通報する。当たり前のことです。私には彼かれを止める『力』はありませんしね」

　キールは平然と言ってのける。

　先ほどのアルフレッドへの問答はあくまで時じ間かん稼かせぎ。アルフレッドの魔ま法ほう陣じんの感知に掛かからないように騎き士したちを屋や敷しきの私有地外へと待機させていたのだ。他の魔ま法ほうを使用中であれば魔ま法ほう陣じんの効果は発動しない。アルフレッドがキールとの会話に気を取られている間に、騎き士したちは屋や敷しき内へと侵入したのである。

　そして何という皮肉だろうか。

　たった今、キールの目の前で敬礼をする白銀騎き士しは、法ほう廷ていでは証人てきとしてキールに立ちはだかったハルベルトであった。

「……ところで、またこいつを弁護するのか？」

　鎖くさりで巻かれて地面に這はいつくばり、恨うらみ言ごとを叫さけび続けるアルフレッドを眺ながめながら、ハルベルトはキールに尋たずねる。

「ええ。依い頼らいがあり、相応の報ほう酬しゆうさえいただけるのならね」

「……たった今、お前のことも殺そうとした男だぞ？　そんなやつの弁護が出来るのか？」

　キールは真顔でハルベルトに答える。

「弁護士キール＝カーディナルは、どんな悪人だろうと弁護しますよ。魔ま王おうのような大罪人だろうと何だろうと。それがたとえ自分自身の仇きゆう敵てきだろうとね」
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　終章




　魔ま法ほう都市ルミナスの診しん療りよう所。冒ぼう険けん者や街の住人たちが、身体や心の治ち療りように訪おとずれる場所。

　人間が受けた外的な傷は治ち療りよう系の魔ま法ほうで何とでもなるが、怪け我が以外の疾しつ患かんについては魔ま法ほうでの治療はなし得ない。『魔ま法ほうの十じつ戒かい』により『病びよう魔ま根絶』は否定されている。病に冒おかされれば、医師による診しん断だんと治ち療りようを受けなければならない。風邪かぜのような有あり触ふれた病にも、特効魔ま法ほうは存在しないのだ。

　心の病気も専門の医師のケアに頼たよらなければならない。魔ま法ほうで『他者読心』も『精神支配』も『記き憶おく改かい竄ざん』も出来ない。心の傷を克こく服ふくするためには、医師や周囲の人々の協力と根気が必要だ。

　今、診しん療りよう所の個室の病室で、一人の少女がベッドに横たわり、窓から外を眺ながめている。金色の美しい髪かみが窓から流ながれ込こむ風で揺ゆらめいている。

　少女の名前は、アイリ＝カーボム。

　一連の出来事で、アイリは塞ふさぎ込こんでいた。アルフレッドからの攻こう撃げきで受けた身体の怪け我がは軽傷程度だったが、問題はやはり精神の方だった。

　心の底から信じていた恩師の真意と豹ひよう変へん。

　自分に向けられた殺意という底知れぬ悪意。

　あんなものを目の当たりにして、ショックを受けない人間などこの世にいるだろうか。

　アイリは、アルフレッドの自宅での出来事以来、かれこれ丸３日この病室に引きこもっている。タンブル・ウィズダミアにはもちろん、どこにも外出していない。

　タンブル・ウィズダミアの友人たちが、お見み舞まいに何人も足を運んでくれている。アイリは取とり繕つくろった笑え顔がおを見せながら「大だい丈じよう夫ぶ」と友人たちに応えてはいるが、こうして復学出来ずにいるのが現実だった。

　ボーッと窓から外を眺ながめることしか出来ずにいる。

　そこから見える景色も空も何も変わらない。彼かの女じよがここで何もしなくても、世間も時代も何事もなく移ろって行くのである。

「──うむ、実に美味うまい。アンバーフロッグの串くし焼やきはほど良い歯応えがあって絶品だな」

　エルルエルが顔を出してくれたこともあったが、この人がここへ来るのは今日が初めてだ。

　目線を送ってみると、キール＝カーディナルが病室の入口に立っていた。

　およそ病人への見舞い品には相応ふさわしくない、しつこいソースの香かおりをさせた肉を片手で頰ほお張ばりながら、アイリのベッドへと近づいて来る。

　彼かれのもう片方の手には、その串くし焼やきが詰つめられた袋ふくろが抱かかえられている。

「食事というのは最も贅ぜい沢たくな娯ご楽らくだと思わないか？　五感の全てを使うからな。味覚、嗅きゆう覚かくはもちろん、食べた時の触しよつ感かん、見た目の美しさ、ジュウジュウという肉の焼ける音を耳で味わう。五感の全てで楽しめるのだ。こんな娯ご楽らくは他にないぞ」

　キールはベッドに座すわるアイリに見せ付けるようにして、串くし焼やきを頰ほお張ばり続ける。

「ストレス解消にももって来いだ。生存のためだけではない。食事を娯ご楽らくとして楽しめるのは人間だけだ。何か苛いらつくことがあった時は、美味うまい飯を食うに限る」

　アイリは遠えん慮りよがちにキールの方を見る。

「今は食欲がありませんので……。お気持ちだけいただいておきます……」

「んん？　いやいや、誰だれが君にやるって言った？　これは全部俺おれが食べる分だぞ。何か美味うまいものを食いたきゃ自分で買いに行け」

「な、何なんですかそれ！　お見み舞まい用だと思うじゃないですか！」

「ふむ。何だ、思ったより元気そうじゃないか」

　思わずベッドから身を乗り上げるアイリを見ながらキールは笑う。

　今のは彼かれなりの元気づけだったのだろうか。

「……あの、ありがとうございます、来ていただいて」

「たまたま近くを通ったんでな。依い頼らい人との打ち合わせまでに時間があったから、ほんの暇ひまつぶしだよ」

　言いながらキールは、ペッと口から串くしを飛ばして病室内のクズカゴに捨てる。

「──君のせいでこのキール＝カーディナルの評判もガタ落ちだ」

　キールは無表情にアイリを見下ろしながら言う。

「引きこもっていても、新聞くらいは読んでいるんだろ？　間ま違ちがった『真実』を法ほう廷ていで示したとそこら中で叩たたかれ放題だよ」

　キールの指し摘てき通り、アイリは入院の間も各種新聞には目を通している。

　アルフレッド＝オークスがタンブル・ウィズダミアから除名されたことも、それで知った。

　アイリへの殺人未み遂すいでの起き訴そはもちろん、改めてロイエンタール殺しの件でも追つい及きゆうされることになったのだ。

　普ふ段だんは冒ぼう険けん者の活かつ躍やくばかり報じるどこの新聞社も、アルフレッドの事件をここぞとばかりに取り上げている。英えい雄ゆうからの失しつ墜つい。皆みなに愛された魔ま導どう士の隠かくされた狂きよう気き。

　だが、この報道も日を待たずして終息して行くだろう。

　人々は真実を消費する。しばらくすればまた次の真実に熱ねつ狂きようする。

「まあ、『裁判に勝った』という事実は変わらないし、戦歴に傷が付くわけではないんだがな。俺おれの無敗記録は揺ゆるがない。むしろ、有罪確定の殺人犯すら勝たせられるということで、今後、客は増えるかもな。そう考えれば、俺おれにとってはそれほど悪い結果ではなかったかな」

　キールはそう言って笑った後、

「──で、君の方はどうなんだ？」

　アイリに問う。

「裁判で俺おれが創り出した『真実』が君の望んだものだったはずだ。大事な大事なアルフレッド先生は殺人犯ではないというね。君が余計なことをしなければ、アルフレッドはあのまま無実でいられたのにな。真実が明かされたことで、アルフレッドは学長になる夢を奪うばわれた。おまけに君は、殺人犯の愛まな弟で子しだったという負い目を持ってこれから生きて行かなければならない。おやおや？　真実を明かしたせいで悪いことばかりじゃないか？」

「いいえ。そんなことはありません」

　アイリは強い語調で言い返した。

「真実を明かしたお蔭かげでアルフレッド先生は逮たい捕ほされました。これでロイエンタール先生も、そのご家族も報むくわれます。正義を果たせて良かったですよ」

「なるほどね。殺されたロイエンタールも浮うかばれたし、恐おそろしい殺人犯が捕つかまって、世間の人たちはその影かげに怯おびえることもなくなった。皆みなの知りたい真実が明かされ、社会は幸福になれた。つまり、ハッピーエンドってわけだ」

　キールは厭いや味みったらしく言う。

「──だが君自身はどうなんだ？　真実を明かしたことで君は幸せになれたのか？」

　さらには煽あおるように鼻で笑う。

「どう考えても逆だろ？　残ざん酷こくな真実を知ったせいで、君は不幸になってしまった。真実を知らなければ、君の中で『アルフレッドは優やさしい先生』のままでいられたんだ。君が真実を明かそうとさえしなければ、アルフレッドが君を攻こう撃げきすることもなかった。君と共にタンブル・ウィズダミアで学び、魔ま法ほうの共同研究をすることもあっただろう。二人の力で人々の生活を豊かにすることへの貢こう献けんが出来た。──それはそれは素す晴ばらしい未来が待っていたことだろう」

　アイリが俯うつむき、身体を震ふるわせるのにも構わず、キールは話し続ける。

「本当に馬ば鹿かなことをしたな。真実など求めなければ、君はこれからもずっと幸せでいられたのに──」




「　そんなの幸せじゃないッ！　」




　アイリは叫さけんだ。

　キールは口を閉じ、彼かの女じよを見つめる。

「…………分からないんですか？　そんな幸せはうわべだけの紛まがい物ものです」

　力強く言うアイリの瞳ひとみには、涙なみだが浮うかんでいる。

「わたしは先生の悪事を明かすことが出来て良かったと心から思っています。悪に染まってしまった先生を救うことが出来ました。人を殺したうえでの成功や地位など許されるものではありません。真実を知らなければ皆みなが先生に騙だまされ続けることになっていた。真実を知らないままでいることこそが不幸なんです。これで良かったんですよ」

「これで良かった、ねえ。今の君を見ていると、とてもそうは思えんがね」

　ベッドの上に力なく座すわるアイリを見ながらキールは言った。

　今後、アイリとアルフレッドが、前のような関係に戻もどることはあり得ない。立場だけではない。アルフレッドはアイリの心を裏切ったのだ。噓うそをつき、命すら奪うばおうとした。

　信しん頼らいは結ぶのに時間を要するが、破れる時はほんの一いつ瞬しゆん──。

「──うわべの幸せの何が悪いんだ？」

　キールはぽつりと言った。

「人間は誰だれだってうわべで生きているじゃないか。本音を全て晒さらして生きている人間などいない。裏表のない人間なんて存在しないんだよ。人間ってやつは、気に食わないことがあっても我が慢まんして平静を保つ。何とか人から好かれるように振ふる舞まおうとする。他人に好かれるために別の自分を取とり繕つくろおうとする。本ほん性しようを仮面で隠かくし続ける。それが出来ないやつはモンスターと変わらない。本能だけを剝むき出だしにした醜しゆう悪あくな怪かい物ぶつだ」

「……………………」

「いいか？　真実に価値なんてないんだよ。楽しいこと、気分の良いい部分だけを見て何が悪いんだ？　どうしてわざわざ醜みにくいものや、汚きたないものを見る必要がある？　真実なんて知らなければ良かった。そう思う人間だっている。世間のために真実を追求すること。公表すること。それが正義とは限らない。そんなものはただの独善なんだよ」

　真実を明かしたところで幸福になるとは限らない。

　ましてや法ほう廷ていで全ての人間を幸福にすることなど不可能だ。

　裁判では必ず『勝者』と『敗者』が現れるのだから。

　だからキールは依い頼らい人の利益だけを求め、善人だろうと悪人だろうと、真実を捻ねじ曲まげてでも絶対に勝たせる。

　他の人間のことや、社会的利益などどうでも良いい。

　そして、勝つことが気持ちいいから弁護士をやっているに過ぎない。自分が良ければそれで良いい。自分以外が不幸になろうが知ったことじゃない。

　それがキール＝カーディナルという弁護士の考え方だった。

「俺おれは君のこともどうでも良いいと思っている。今日こうして来たのだって見み舞まいのためなんかじゃない。君に『クビ』を宣言しに来ただけだ。君はもう俺おれの助手ではない。俺おれが君を助手にしたのは、アルフレッドの裁判で勝利するために必要だったからだ。この先、君が俺おれの役に立つことはないだろう。憧あこがれの正義の魔ま法ほう使いにでも何にでもなるがいいさ。君は自由だ」

　そう言い残し去ろうとするキールに──。

「だったらどうして──」

　アイリは最後に質問する。

「──あなたはわたしを先生から助けてくれたんですか？」

　キールはアイリに背中を見せたまま立ち止まる。

「あなたはたまたまあの場に来たわけじゃないんでしょ？　わたしが先生に真実を突つき付けた結果、口くち封ふうじに襲おそわれる可能性を案じて、あらかじめ騎き士しに通報をされていたのでしょ？」

「…………」

「わたしがあのまま先生に殺されていても、あなたに不利益はなかったはずです。真相は闇やみの中。あなたの弁護士としての経歴に傷も付かなかった」

「…………」

「それだけではありません。どうして裁判でわたしを真犯人にでっち上げなかったのですか？　わたしは本気で先生の身代わりになるつもりでいました。あの時、わたしが三つ目の選せん択たく肢しを提示するのも計算通りだったのではないですか？」

　キールはアイリに二つの選せん択たく肢しを提示した。アルフレッドの無罪を諦あきらめるか。友人たちの誰だれかを真犯人にでっち上げるか。アイリの性格からすれば、自分を犯人にする、という選せん択たくは予想出来たこと。

「でも、あなたはその三つ目の選せん択たく肢しを選ばなかった。あの裁判、わたしを犯人にしてしまえば、１００パーセントの勝利だった。にもかかわらず、あなたは四つ目の選せん択たく肢し。わたしを生かす方法を使った。確実ではないあの手段をあえて選んだ。勝つためなら何だってするはずのあなたが。──それはどうしてですか？」

　キールはアイリの質問に答えようとはしなかった。

「あなたは冷たいだけの人間じゃない。自分の利益のためだけに動く人間ではない。それがわたしの考えるキール＝カーディナルという人間の『真実』です」

　キールは何も言わず、そのまま病室を後にする。

　キールの真意。

　真実は闇やみの中である。
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　午後のお昼下がり。ルミナスの街は冒ぼう険けん者たちで活気に溢あふれている。

　エルルエルのカフェにも冒ぼう険けん者の姿がある。これから冒ぼう険けんに出る者。冒ぼう険けんから帰き還かんしたばかりの者。

　その中に交じって猫ねこの獣じゆう人じん──ミーア＝キャットが湯気を上げるお茶を目の前にして固まっていた。

「だ・か・ら、ミーアは猫ねこ舌じただって何度言えば分かるにゃ……！」

　ミーアからのクレームを受け、エルルエルは不服そうに唇くちびるを尖とがらせる。

「でもでも、お茶は熱々が一番美味おいしいのよ？　ミーアちゃんにも一番美味おいしい状態を楽しんで欲ほしいし」

「いらない気き遣づかいなのにゃ。その気き遣づかいをミーアのデリケートな舌に向けて欲ほしいのにゃ」

　出されたお茶に文句を言いながらも、ミーアはフーフーと息を吹ふき掛かけ、無理して熱々のそれを啜すする。エルルエルの淹いれるお茶の味が抜ばつ群ぐんなのは間ま違ちがいないので、結局我が慢まんして飲んでしまうのである。

「それはそうとミーアちゃん。キールに用事があって来たのよね？」

「……その通りにゃ。キールにゃんに仕事の催さい促そくに来たのにゃ。けど、キールにゃん、どうも今日は一人になりたい気分らしいにゃ」

　ミーアが２階の窓から事務所に入ろうとするも、キールは窓を開けて歓かん迎げいしてはくれなかった。ミーアが仕方なく表の玄げん関かんに回って来たところ、エルルエルに見つかり、店に連つれ込こまれてしまったのが今の状じよう況きようだ。

「ねえ、ミーアちゃん。アイリちゃんとは、あの事件以来、会ってないのよね」

　エルルエルは先日、アイリの見み舞まいに行った。アイリは笑え顔がおでこそ対応してくれたが、無理をしているのはすぐに分かった。あれほどのショッキングな出来事があったのだ。やはり回復には時間が掛かかりそうな様子であった。

「ミーアちゃんは、アイリちゃんのお見み舞まいには行かないの？」

「だって、ミーアにとってはもう関係ない子だし。キールにゃんにとってもそうにゃ。あの裁判が終わったから、キールにゃんの助手は終わり。初めからキールにゃんは、あの子をアルフレッドの裁判で利用するために助手にしただけだからにゃ。お役目終しゆう了りようなのにゃ」

「そっか……。それじゃあ、あの子、もうここには来ないのかしら……。折角キールに出来たお友達なのに、残念ね……」

「いやいや、お友達って」

「キール、アイリちゃんがいなくなって、寂さびしいんじゃないかしらね」

　エルルエルは天てん井じようを──キールのいる事務所の方を見ながら言う。

「きっと心配だってしてるわよ……」

「はあ？　そんなわけないにゃ。キールにゃんはあの子に特別な思い入れなんてないし。エルルエルはホント、何にも分かっていないにゃ」

「そうかしら。じゃあ、どうしてキールはアイリちゃんをアルフレッドさんから助けたんだと思う？」

「それは…………」

　ミーアは腕うでを組んで考える仕草を作る。

　キールは自分の利益を何より優先する男。ミーアに好意を寄せてくれているのは、裁判の手助けになるから。ミーアの情報収集能力と、隠おん密みつ行動のスキルを利用するため。

　ならば、アイリを助けたことによって、何らかの利益があったということか。

「ミーアちゃんが思うほど、キールって子は悪い子じゃないってことよ」

「……何でエルルエルにそんなことが分かるにゃ」

「うーん。そうね、年の功ってやつかしらね」

　そう言ってエルルエルはドヤ顔を披ひ露ろうする。台詞せりふとは裏腹にどう見ても小さな子どもにしか見えなかった。

「結局、エルルエルは一体いくつなのにゃ……」

「あら？　そんなことより、あれを見て、ミーアちゃん」

　ミーアの言葉をかわしつつ、エルルエルは店の外に見えた人物を指差した。
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　キールは一人、事務所の椅い子すに座すわっている。

　彼かれは昼間から何本も酒を口にしていた。

　机に転がった空き瓶びんを見ながら、キールはあの時のことを思う。

　──何故なぜ自分はあの少女を助けてしまったのだろうか。

　彼かの女じよ自じ身しんが指し摘てきする通り、彼かの女じよを救出するメリットなどなかった。あのまま口を封ふうじられていれば、アルフレッドは無罪放ほう免めんのまま、報ほう酬しゆうもキールの懐ふところに滞とどこおりなく入った。

　合理的な行動ではない。

　人間は本音を隠かくして生きている生き物だ。他人に他人の心が分かるわけもない。魔ま法ほうですら人の心は覗のぞけない。

　──他人どころか、自分の心まで理解出来ないとは。

　キールは新しい酒瓶びんに手を伸のばす。

　それを開かい封ふうし、口に運ぼうとしたところ──。

「──昼間からお酒ばかり、身体に毒ですよ」

　聞き覚えのある小言が聞こえて来て、手をピタリと止めた。

「あーもう。わたしがいない１週間程度で、何でこんなに散らかるんですか」

　少女は何も言われていないのに、テキパキと部屋の中の掃そう除じを始める。

　そう言えば事務所の合あい鍵かぎを渡わたしたままにしていたな、とキールは思い出す。

「鍵かぎを返しに来たのか？　だったら置いてさっさと帰れ」

　アイリは以前と同じ、精力的な表情で活動しているように見受けられる。もう事件のショックから立ち直ったのだろうか。

「そういうわけにはいきません。わたしはあなたの助手ですからね。まだ３００万ゴールドの１００分の１も働いていないのに、１週間もお仕事をサボってしまいました。ましてや、勝手に辞やめたりしたら、契けい約やく違い反はんになってしまいますし」

「言っただろ。君はクビだと。君はアルフレッドの裁判に利用するために必要だっただけだ。あの裁判が終わった時点で、もはや弁護士と助手の関係は終わりなのだ」

「でも、それって契約違反ですよね？」

　アイリはニヤリと笑えみを浮うかべる。

「……何？」

「あの契けい約やくに則のつとれば、３００万ゴールド分働くまでは、わたしはあなたの助手を辞やめることは出来ません。逆に言えば、あなたは３００万ゴールド分わたしを働かせるまでは、助手を解任出来ないということになります」

　──この少女、なかなか言うようになったではないか。

「なるほどね。……で、何を企たくらんでいるんだ？」

　アイリは笑えみを浮うかべたまま答える。

「実はわたし、弁護士を目指そうと思うんです。そこで、腕うでの立つあなたの下で勉強をさせてもらおうかと思いまして」

「弁護士だと？　君がか？」

　キールはアイリをジッと眺ながめ、観察する。

　本気なのか。酔すい狂きようなのか──。判断に迷うところだ。

「タンブル・ウィズダミアはどうするんだ？」

「今まで通り魔ま法ほう学校には通いますよ。まだまだ知らない魔ま法ほうや、学びたいことが沢たく山さんありますからね。ただ、この１ヶ月でよく分かりました。世の中には魔ま法ほうでは救えない人たちもいると。魔ま法ほうでは明かせない真実もある。──現に、魔ま法ほうではアルフレッド先生の真実を見み抜ぬくことは出来ませんでした」

　アイリは熱心に語る。

「わたし、魔ま法ほうだけでは救えない人々を救えるような、正義の弁護士を目指すことに決めたんです。魔ま法ほうの知識と法律の知識を併あわせ持もった弁護士。それがわたしの新しい夢です」

　彼かの女じよの瞳ひとみ。それは、いつも見せてきた、曇くもり気のない澄すんだ蒼あおの瞳ひとみ。

　どうやら本気ということらしい。

「ほう。なかなかご立派な目標だな。だが、それなら他所よそでやってくれ。俺おれが君の面めん倒どうを見ることに何のメリットが──」

「いつか勝ちたい人がいるんです」

　アイリはキールの言葉を遮さえぎる。

「何かを実現するためには綺き麗れいごとだけではダメ。それは間ま違ちがいないと思います。時には心を鬼おににして誰だれかと戦わなければならない。勝つことも大事なこと。だからあなたの弟で子しになりたいんです。何よりも勝ちに拘こだわるあなたに」

「勝ちたい……か」

　キールは楽しそうに笑う。

「ふん。なるほどね。ちょっとは言葉で人を動かすのが上手うまくなったんじゃないか？　勝手にしろ。ただし、今まで通り存分にこき使ってやるからな」

「ありがとうございます」

　目もく論ろ見み通りになったと、アイリもまた楽しそうに笑う。

『誰だれかに勝ちたい』というアイリの動機が気に入ったキールは、弟で子し入いりを許可したのだ。

　もちろんアイリが勝ちたい相手とは、目の前にいるキールのことなのだが──。

「それじゃあこれからよろしくお願いしますね。先生」

「…………先生？」

「はい。弁護士としては、あなたは先生ですからね」

　キールは頭を搔かきながらため息をつく。先生と呼ばれるのは何ともむず痒がゆい。

　だが、その表情は決して悪いものではなかった。




　多くの魔ま物ものが蔓延はびこり、冒ぼう険けん者たちが戦う。

　この世界を支配するのは。

　剣けんと魔ま法ほうと裁判所。







　　　あとがき




　最強の能力とは何か。どんなものだろうと一いち撃げきで破は壊かい出来る能力でしょうか。どんなに離はなれた場所にいる敵でも念じるだけで倒たおせる能力でしょうか。

　学校の友達との会話やインターネット上でも「最強のキャラクターは？」という議論は良く交かわされると思います。最強だと思うキャラクターの名前を挙げ、お互たがいに意見をぶつけ合うのです。「１対１で面と向かい合って戦うルールなら──」「いや、敵の顔も名前も分からない状じよう況きようなら話が違ちがって来る──」などと議論を重ねて行きます。結局、正解なんてないのでしょうが、その場にいる全員を納なつ得とくさせられれば、とりあえずはそのキャラクターが最強ということになります。支持者の口が上手うまければ、そいつの持つ能力が最強だと結論付けられるわけです。

　何が言いたいのかと言えば、強さなんて見方次し第だいであり、味方次し第だいではないか、と。

　そんな持論をこの作品に込こめたつもりです。




「剣けんと魔ま法ほうの世界で裁判やります」というフワッとした私の提案から、完成までお付き合いいただいた担当編集様。こうして無事に形に出来たこと、非常に感謝しております。多くのご助言をいただき、私一人では到とう底てい創りあげることの叶かなわなかった物語です。

　イラストを担当していただけると聞いて思わず「うわーい」とバンザイしてしまいました。これまたフワッとした私の提案から、こんなにもイメージ通りの、いえ、それ以上の世界を絵にしていただき感激至し極ごくです。ゆーげん様、ありがとうございました。

　そして本書を手に取っていただいた皆みな様さま。ほんの少しでもお楽しみいただき、頭の端はしっこでもいいので記き憶おくに残していただけるような作品になっておりましたら幸いです。あとがき共々、お読みいただきありがとうございました。




　結びに。

　この物語に登場する法律や裁判は虚きよ構こうであり、実際の様式とは異なります。矛む盾じゆんや法律用語の使い方に間ま違ちがいがあるとすれば、それは意図したものか、あるいは人じん為い的過誤であり、ご容赦いただけますと幸いです。
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蘇そ之の一かず行ゆき

『マンガの神様』（電撃文庫刊）で第21回電撃小説大賞《銀賞》を受賞。同作でデビュー。苦手なものは法律と口喧嘩。
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イラスト／ゆーげん

東京都在住。イラストレーター、キャラクターデザイナー。こんにちは。こんばんは。また原点であるここに戻ってこれて嬉しいです。どうぞ作品をお楽しみください！







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「蘇之一行先生」係

「ゆーげん先生」係











本書は書き下ろしです。













この物語はフィクションです。実在の人物・団体等とは一切関係ありません。
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